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セ ブ レ イ 碑 文Sevreylnscription

吉 田 豊 ・森 安孝夫 ・片 山章雄

(YutakaYOSHI】)AlTakaoMORIYASUlAkioKATAYAMA)

概 観(吉 田 豊 ・森 安 孝 夫)

調 査 場 所1セ ブ レイ冨ソム,北 緯43度34分,東 経102度15分 の 地 点.

調 査 日時=1997年9月8日,9月9日.

調 査 者:森 安,林,吉 田,片 山,大 澤,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ.

調 査 方 法=拓 本 を作 成 す る とと もに写真 ・ビデ オの 撮影 を行 う.拓 本 は正面 と裏 面 につ い て2セ ッ トずつ 作成.碑 文

の計 測.写 真 ・ビデ オ は各 自が 撮 影す る.

遺 蹟 の 現 況 と景 観:(森 安 担 当)「 行 動記 録 」1997年9月8日,9月9日 参 照.

碑 文 の 現 況:縦80cm,横52cm(た だ し銘 文 が残 る碑 文 面 が平 らな部 分 だ け を計 れ ば45cm),厚 さ69cm.碑 面 に

は ソ グ ド文 とル ー ン文 字 の碑 文 が7行 ず つ縦 に刻 まれて い る.中 心 部 か ら向 か っ て右 側 に ソグ ド語,左 側 にル ー ン文字

銘 文 が あ る.こ の 面 に は後 の時 代 に刻 まれ た ヤギ や馬 の 落書 きが,銘 文 に覆 い被 さ って存 在 し,一 部 文字 が読 め な くな っ

て い る.碑 文 の 文 字 の彫 りは きわめ て浅 く,文 字 の残 りは良 くな い.・最 初 の 報告 者 で あ る ク リ ャシ ュ トル ヌ ィ と リフシ

ッはテ キス ト以 外 に写 真 を発表 して い るが,文 字 の読 み を確 認 す る には不 十 分 で ある.下 で も見 る よ う に,彼 らの 読 み

の ほ とん どが我 々が作 成 した拓 本 か らは支持 され な い.時 代 を特 定 す る キ ー ワー ドの ほ とん どす べ て が,誤 読 で あ った

可 能性 が高 い とい うこ とにな る.

この碑 面 の裏 側 もほ ぼ 平 らな面 を残 して お り,こ ち らに も銘 文が あ っ た可 能性 が あ る.罫 線 とお ぼ し き線 が縦 に走 っ

て いる こ と もこの推 定 を補 強す る.た だ し文字 を確 認 で きた わけ で はな いの で,こ の 点 は確 実 とは言 えない.

碑 文 の ス ケ ッ チ ・復 元 図 ・写 真=K朋mTopHH剃 πMBm照1971a;K"a蓉tomyjILivヨicl971bに よ って写 真 が公 表 され

て い る.本 報 告 書 で はP置ates15a,15bと して吉 田 ・片 山 に よる模 写 を掲 げ る.

拓 本 所 蔵 機 関:ロ シ ア科学 ア カデ ミー言 語 学 研 究 所 サ ンク ト=ペ テ ル ブ ルグ支 部(?);モ ン ゴル科 学 ア カデ ミー歴

史研 究所;大 阪大 学文 学 部.

考 察=碑 文の 現況 か ら,こ の碑 文 の 本 来 の状 態 を復 元 す る こ とはあ る程 度 可能 で あ る.ソ グ ド語 とル ー ン文 が左右 対

称 にな っ て い る こ とか ら,●この 面 は碑 文 の 正 面 あ るい は その 裏面 で あ っ て側 面 で は なか った はず で あ る 。 カ ラ=バ ル ガ

ス ン碑 文 で は,漢 文 と ソグ ド語 の2言 語 か ら なる面 が,片 面 の 中央 か ら前 者 は左 に,後 者 は右 に向 か っ て行 が進 む.こ

の例 を参 考 にす れ ば,ソ グ ド語 文 は この面 の 中 央か ら始 ま り,右 に向 か っ て行 が 進 ん でい た こ とは 明 らか で あ る.縦 に

刻 まれ たル ー ン 文 の行 の進 み 方 は,左 か ら右 へ進 む もの もそ の逆 もあ るの で,こ の場 合 そ の どち らで あ った か を知 る こ

とは容 易 で は な い.し か し,中 央 か ら左 に 向 か っ て行 が進 んで い た と考 え るほ うが,側 面 か ら始 ま り,行 が右 に進 んで

い た と考 える よ り自然 で あ ろ う.

そ の場 合,ル ー ン ・ソグ ド面 の反 対 の面 には何 語 が書 か れ てい た で あろ うか.こ こで も カ ラ=バ ル ガス ン碑 文 を参 考

にす れ ば,第3の 言 語 と して は漢文 が 書 かれ て い た と考 え るのが 自然で あ る(し か しその こ とは現在 の 保 存状 態 で は確

認 す る こ とがで きなか った).こ の推 定 が正 しい とす れ ば,漢 文 が 一つ の 面 を 占め,ル ー ン文 とソグ ド文 が もう一 方の

面 を二 分 してい た こ と にな る.そ して この 状 況 か ら漢文 面 が 正 面 で あ った と推 測 す る こ とが で き る.一 方 カ ラ=バ ル ガ

ス ン碑 文 で は ルー ン面 が正 面 で あ った こ とにな る.

碑石 の寸法 も,側 面 の 幅 が69cmで あ る こ とか ら,そ れが70cm程 度 の カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文 とほぼ 同 じで あ った と

推 定 で きる.碑 文面 の 高 さが3m程 度 の 巨大 な碑 文 で あ っ た こ とに なる.

参 考 文 献:Kπ ∬皿TopHbl員/JIHBm呱1971a;KU識omyj/Liv忌ic1971b;護1973(=護1992,PP.558-572).

ソ グ ド面 テ キ ス ト ・翻 訳(吉 田 豊)Sog"ianPartofSevreylnscription(YutakaYOSHIDA)

Text

l

2

3

4

5

6

7

1(m)腎BLANKyγ(1)++Y[1++++++BLANK(rt)【y?

]++s(m)wtrz-npwZY'wδrw冂(t)r'yZYβtδ1'+(pr)'(wtcw"n)++(c)tδ'rt(ZY)γ+[

]P'r¥m'kw'w(t)[]y囗+t"P(βrδ)'rtZYm'γnwc+++[

P亅(r)蓉t【'】t(δ)['r一 】→一++++++[

】(y)L(')[]ts'r(w)'nkwpty++r+++nt[

工++[】S(')tδ'r('y)m(rt)yδ+++t【

]+÷+++[

Translation
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SevreyInscription

1

2

3

4
,

气
〃

!0

7

_.[Wewrotethisinscriptlon?]llYaghl***...Then___

_.thecoastoftheoceanandthe【eRu***andVatdhal******edand__.

.******_hebroughtwaterandwe_new___

.__prepared_..._

...not_to_thus___

_we***ed.Then...__

和 訳

1

2

3

4

5

6

7

・ ・[我 々 は こ の 碑 文 を 書 い た] .ヤ グ ラ***…

… 大 海 の 岸 に .そ して そ こ で***と***は***し た …

…***… 彼 は 水 を運 ん だ .そ して 我 々 は 新 しい …

… 準 備 し た'・ ・

… な い … へ 次 の よ う に …

… 我 々 は … し た …

訳 注

上 の訳 か ら も理解 され る通 り,碑 文 の内容 につ い て はほ とん ど分 か らな い.た だ し重 要 な点 は第1行 目に短 い2本 線

か らな る句 読点 が あ り,そ の直 前 に は文 字 の 長 い 尾が ある こ とで あ る.こ れ は その 前 で一 つ の 文が 終 わ っ てい た こ とを

示 す だ ろ う.そ して カ ラ=バ ル ガス ン碑 文 の第1行 が碑 額 と同 じ文 章 厂我 々は この … の碑 文 を書 い た」 で始 ま り,

その 後 に空 白部 分 が あ る こ と.さ らに はそ の 後 に,碑 文 の起 草者 の名 前が 書 か れ てい る こ と を考 え合 わ せ れ ば,第1行

目の句読 点 の前 の 文字 はmの 長 い 尻尾(あ るい はtの 尻尾 で,文 章 は3人 称 で 「彼 らが … 書 い た 」 と書 か れて い

た?)と 考 え る こ とが で きる だ ろ う,

ル ー ン面 テ キ ス ト ・翻 訳(片 山 章 雄)RunicPartofSevreyInscript量on(AkioKATAYAMA)

以 下,翻 字(Transliteration)は バ ッ トル ガ と の 共 同 成 果 で あ る が,転 写(Transcdption)と 翻 訳 は片 山 の 責 任 で 提 出 す る.

翻 字 ・転 写TransliterationandTranscription

1(7)i..ノYGLiG

i////yaγhγ 一

2(6)/〃.//QwTLIB

///////qutl[uγ 】b-

3(5)〃 〃 〃 〃/kn/T/

/////////k6[1】t一/

4(4).ig.〃.〃/WRt/(g)n

(一)孟g(一)//////-urt正e?】gin

5(3)

6(2)

7(1)

.k/〃.WN//i..nこaBノ.zWN

/k///(一)un(一)//i/[bu?】n～ 三ab[ol?jzun

〃./rtWRO〃 ヨDmzT.

////-rturuq/[ba?]蓉a(㎞ 寵t一

(又 は 蓉adim1z)

/〃..BL

////////////(一)ba童(一)

翻 訳Trans薑ation

1

2

つ
」

4
1

5

6

?////ヤ グ リ グ

〃 〃 〃 ク ト ゥ ル[グ]?

〃 〃 〃 〃 キ ョ[ル]?

/??/〃 〃 〃??テ ギ ン(?)

/?/〃??〃?[こ の?]よ う に,[な]れ!

/?///??/1?/1etit[beconle]thus!

〃/?ウ ル ン グ(?)1導 か な い(?)?
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セ ブレイ碑文

7

(or我 々 の シ ャ ド)

〃 〃??uruOIwithoutleading(?)?

(又 はou鳶ad)

〃 〃/〃 〃 〃???

訳 注

ソグ ド面 同様,ル ー ン文 字 面 も上 記 の テ キス ト ・訳 の ご と く,一 貫 した 内容 の理 解 には至 らない.1行 目のyaγIW一 は

K朋mTopHH員 ノ∫IHB田HUl971a;KU厳omyjlLiv蓉ic1971bに お い てyaγ1aγa(r)と され た語 だ が,Lの 次 の母音 は石 の混 在 物

の関係 で写 真 で はaに 見 えそ うで も拓 本 か らはiと 判 断 され る.yaγlaYa(r)が 不 可 能 とな り,ソ グ ド面 で もyγ(1),yaghl***

となるの で,こ の箇 所 の み固 有 名詞 と して対 応す る可 能性 が高 い.
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モ ン ゴ ル 時 代 遺 蹟 ・遺 物 現 況

GeneralDescriptionofSitesandInscriptionsoftheMongo夏Era

松 田孝 一(K6ichiMATSUI)A)

(1)モ ンゴル時代の統治システム

1gg6年 度と1998年 度に調査対象となったモンゴル高原に残存 しているモンゴル時代の碑文,遺 蹟について総括的に

列挙 しておきたい.こ こに言うモンゴル時代 とは,13世 紀初頭のチンギス=カ ンによる大モンゴル国の建国に始まり,

その領域がユーラシアの草原地帯全体に拡大 し,統 一が保持 されていた帝国期,及 び大モンゴル国が分裂した13世 紀

後半から14世 紀後半の元朝統治時代の両時期を指している.

大モンゴル国では,そ の国家はカンの一族の男子が諸王として各地に分封され,辺 境領域に封建領を形成 し,ま た,

有力従属集団にはカンの女子が公主として嫁 し,集 団の長はやはり一定の封地を確保 して分権統治を行 っていた.大 モ

ンゴル国は,コ アとなるチ ンギス=カ ンの居所 とその属領(い わば天領)及 び辺境に分封 された一族諸王 ・姻族諸侯の

封建領の結合体であった.

カン及び各王侯はそれぞれ遊牧地(ユ ル ト)と 遊牧集団(千 戸組織)を 保持 し,各 領域内で季節移動を行いながら,

日常生活を行いつつ,戦 時には一定の兵員を率いて軍事活動に参画した.ま たその日常生活を維持 ・存続するための装

置として,身 辺護衛組織(ケ シ ク),配 偶者集団(配 偶者たる皇后,妃 たちの住居たるオル ドとオル ド付属の人間集

団),農 業生産 ・手工業生産のための都市 ・集落を設立した.

北中国など,南 方の農耕地帯を征服 した際には,そ こにカンの出張行政機関である 「行省」が設置 され,統 治を行っ

た.ま た,カ ンや各王侯はともに征服地内にも応分の権益を保持 し,そ れ を経営した.こ うしてモンゴル時代には,首

都がモンゴル高原のカラコルム地区にあった帝国期においても,ク ビライ政権が成立して中国の大都地区に首都を遷都

した後の元朝時代にあっても,北 中国の富がモンゴル高原に流入 し続けた.ま た,元 朝時代のモンゴル高原には,従 来

の封建領をもつ諸王以外に,新 たに北平王 ・北安王 ・晋王などの称号をもつクビライ家の諸王も封建された.

また,元 朝政権は,元 朝に反対する封建諸王たちと対決する必要から,自 派の封建諸王軍団とは別個に新たな軍団を

配備し,ホ クシン=テ ールの宣威軍城などの屯田地ωを開かせるとともに,軍 事 ・行政の各種機関を設立した.

やがて13世 紀末から14世 紀初頭になると,中 央アジァのモンゴル勢力が衰退 し,元 朝軍団は,中 央アジア奥深 く侵

攻 した.そ の一方で,元 朝領内へは反対勢力の王侯の降伏 ・帰順があり,そ れに伴って,そ れらの王侯配下の大量の人

口が元朝領内へ移住 した.降 伏 ・帰順 した王侯への優遇,さ らに難民とも言える彼らの配下の人的集団の生計維持のた

めの食糧など大量の富の供給の必要が飛躍的に増大していった.元 朝政府 は,以 後,元 末に到るまで,モ ンゴル高原へ

中国から米をはじめとする食糧供給を高い水準で維持 して行 くことになる.こ の機能を果たすために,元 朝は14世 紀

初頭にモンゴル高原にあらたな行政機関,嶺 北行省を設立した(Dardessl973;松 田1996,pp.58-59).

(2)調 査 対象 とな っ た碑 文 ・遺 蹟

上 記 のモ ン ゴル 時代 の統 治 シス テ ム のあ り方 に関 わ る遺 蹟 ・碑 文資 料 と して1996年 度,1998年 度 の 調査 の対象 となっ

た もの は,お よそ 次 の(a)～(f)の6つ の範 疇 に分 け られ る.

(a)カ ンの政 治権 力 の所 在 地(ユ ル ト)で あ る首 都 圏 に お け る,カ ンの 季節 移 動場 所 にお か れ た 宮殿 群 や都 市,農

業集 落,手 工業 集 落 の所 在 実 態等,統 治 装 置 の解 明 に 関わ る もの

こ の項 目に属 す る も の と して は,ハ ンガ イ山脈 の東 斜 面,オ ル ホ ン大平 原 の南 端,カ ラコ ルム を 中心 と して,南 北 に

広 が る一連 の宮 殿 ・集落 遺 蹟 を上 げな けれ ば な らない.ハ ンガ イ;地域 はモ ンゴル高 原 で もっ とも豊 か に 草 が生 育 す る場

所 で ある(吉 田順 一1980,pp.49-51).そ れ ゆ え に匈 奴 以 来,突 厥 ・ウ イグ ル ・契丹 ・ケ レイ トな ど,モ ンゴ ル高原 を

支 配 した遊 牧 勢 力 の 拠点 は,み な この 地域 に置 かれ て きた.モ ン ゴル帝 国 にお い て も,第2代 カ ン ・オ ゴデ イが この地

に首都 を建 設 し て以 来,や は りモ ンゴル高 原 の 中心 と して位置 づ け られ た.こ こ を中心 と して,カ ンは 南 北 の地 域 に季

節 移動 を行 い,首 都 は カ ラ コル ム を中 心 とす る面 と して の地域 で あ っ た と考 え るべ きで,そ の意 味 で 「首都 圏」 とい う

用語 が適 用 で きよ う.

オ ゴデ イ時代 ～モ ンケ時代 に お ける モ ン ゴル の カ ンの季節 移 動 に 関 して は,ボ イ ル(Boyle1974)・ 陳得 芝(1985,pp.

37-39)が 詳 細 に検 討 して い る.ボ イル に よれ ば,そ の移 動経 路 は,次 の 如 くで あ る.

4月 ～5月 末 まで40日 間

6月 初 め ～4,5週 聞

カ ラ コル ム(万 安 宮)北 一 日行 程 の カ ラ=バ ル ガス ン近 くの 湖 と湿 地 で鷹 狩 り.

カ ラ コル ム を経 て,町 か ら3マ イル の丘 上.

ω 最 前 線 の屯 田 地 と して チ ンギ ス=カ ン時代 以 来 の鎭 海城 の他
,五 条 河 が知 られ る(堀 江1988,pp.165-166).
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モ ンゴル時代 遺蹟 ・遺物現 況

後 ～7月

7月 ～8月 積 雪 まで

後 ～10月 初 め まで40日 間

後 ～秋 の末 まで

後 ～2月 まで3ヶ 月 間

2月

カ ラ コル ム東7マ イ ルの トゥズ グ=バ リ ク(迎 駕殿).

南 東 の オル メ ク ト地方 の 山地 の 夏営 地(オ ル ホ ンとホ ク シ ン=ゴ ル の聞 に ある と思

われ る).

オル メ ク ト地方 の最 南 部 フへ=ノ ー ル.

オ ンギ河 沿 い の冬営 地.

ゴ ビ=ア ル タイ の狩場.

トゥズ グ=バ リク を経 て カラ コル ムへ 戻 る.

しか しなが ら,オ ル メ ク トな どの地 名 が具 体 的 に ど こに比 定 され るべ きか は なお疑 問 が あ る.実 際 の現 地調 査 に もと

つ い て,松 田孝 一 は宮 殿 の ひ とつ につ い て先 駆 的 に比 定 を試 み たが(朝 日新 聞,1994年12月4日 夕刊),加 藤 晋 平(加

藤1997;Kato1997)・ 白石 典 之(1996;1997)は 近 年 精力 的 に この 問 題 に取 り組 み,大 き く研 究 を進展 させ,成 果 を提 示

しつ つ あ る.

オ ゴデ イか らモ ンケ まで のモ ン ゴル皇 帝 の季節 移 動 を,『 元 史』 の記 録 か ら復 元 す る と,そ の コ ー スは,初 期 に は一

定 しないが,1235年 の カ ラ コル ム都 城 ・万 安 宮建 設 以 降,オ ル ホ ン河 か らオ ンギ河 流 域 に沿 って の南 北 移動 に一定 化

してい る と判 断 され る.

1230年

1231年

1232年

1233年

1234年

1235年

1236年

1237年

1238年

1239年

1241年

1246年

1247年

1248年

1251年

1252年

1253年

1254年

1255年

1256年

1257年

春,オ ルホ ン河 で 狩猟.夏,タ ミル河 で 避暑.

夏,九 十 九泉 で避暑.

冬,納 蘭 赤刺 温 の 野 に狩猟,太 祖 の大 オ ル ドに行 幸.

春,鉄 列都 に行 幸.秋,兀 必 思 に狩 猟.冬,阿 魯 兀 忽可 吾 の オ ル ドに行 幸.

春,オ ル ホ ン河 で 饗宴,狩 猟.夏,ダ ラ ン=ダ バ スで集 会.秋,八 里 里,ダ ラ ン=ダ バ スで会 議

冬,脱 卜寒 で狩 猟.

春,カ ラ コル ム都城 ・万安 宮 を建 設.

春,万 安 宮落 成.

春,ゲ ゲ ン=チ ャ ガ ン沢 で 狩猟.夏,ソ ー リン城,ゲ ゲ ン=チ ャガ ン殿 建 設.

冬,野 馬 川(川 は平 原の 意)で 狩猟.

春,ゲ ゲ ン=チ ャ ガ ン沢 で 狩猟.ト ズ グ城 を建 設,迎 駕殿 建 設.

春,ゲ ゲ ン=チ ャ ガ ン沢 で 狩猟.

春,ゲ ゲ ン=チ ャガ ン沢で 狩猟.冬,大 狩猟 オテ グ=ク ラ ン(ク ラ ン=野 馬)山 に戻 る.

オ ゴデ イ死去,ダ ラ ン=ダ バ ス で カ ン選 出 会議.

春,カ ラ コル ム.秋,オ ンギの宿 滅 禿 里 で グユ ク即位.冬,野 馬 川 で黄 羊 を狩 猟.

夏,曲 律 淮黒 哈 速 で避 暑.

春,グ ユ ク死 去.

夏,コ デ エ=ア ラル で モ ンケ即 位.

春,失 灰 に行 幸.夏,カ ラコル ム に滞在.冬,オ テグ=ク ラ ンに滞 在,狩 猟.

春,ゲ ゲ ン=チ ャガ ンで 狩猟.夏,火 児忽 納 要不(花)児 に行 幸.秋,グ ン=ノ ール に行 幸.

冬,オ ンギ に滞 在.

春,ゲ ゲ ン=チ ャ ガ ンで狩猟.夏,オ ル メク トに行 幸.

冬,也 滅 干哈 里 叉 海 で狩猟.フ フ=ノ ール の西 で諸 王 会議.

夏,オ ル メ ク トに行 幸.

春,欲 児陌苦 哥 都 に諸王 百官 会 議.夏,タ ミル河 に滞在.シ ラ=オ ル ドに行幸.ダ イ ル ア タ に行 幸.

冬,阿 塔 哈帖 乞 児蛮 に行幸.

春,忽 蘭 也児 吉 に行 幸.夏,太 祖 行 宮 へ行 幸.ケ ル レ ンに会 合.オ ル メ ク トに行 幸 、

秋,グ ン=ノ ール に滞 在.天 を祭 る.

オ ル ホ ン河 沿 い の遺蹟 を網 羅 的 に図面 に表 現 したの は,ラ ドロ フで ある.そ の 図面(Atlas,pl.LXXXII)で,北 か らウ

ゲイ=ノ ー ル湖 の西 約5.6㎞(図 面 の縮 尺 に もとつ く距 離)の ① タイ シ ン=ジ ロ(タ イ ンシ ン=ジ ル,Atl鏘,p1.L)q-1,

LXII-1-4)の 遺 蹟 の存 在 を まず記 して い る.1247年 に この地 域 を旅 行 した張徳 輝 は,ウ ゲ イ=ノ ー ルの真 西 に契丹 の 別

城 が あ り,周 囲 は カラ コ ルム平 原(和 林 川)で 農 業 が行 わ れて お り,野 菜 や 麦 が霜 害 に あ って い る と記 してい る,こ の

城址 はカ ラ=バ ル ガス ンに比 定 す る(松 田1994,p.293)よ りも,ラ ドロフが 記 してい る タ イ シ ン=ジ ロ に比定 され るべ

き もので あ ろ う.ウ ゲ イ=ノ ー ルか ら西 へ 流 出す るハ ロ河 は ホ クシ ン=オ ル ホ ン河 と合 流 して,さ らに オル ホ ン河 に流 入

す る.タ イシ ン=ジ ロ遺 蹟 は こ の合 流地 点付 近 に位置 す る.従 っ て,水 量 豊 富 な この城 址 近 傍 は モ ン ゴル時 代 に も農業

が行 われ てい た可 能性 は十 分 あ る.ラ ドロ フは,さ らにそ こか ら南 南 西約15.3㎞ の② ジ ギス テ イ=ノ ー ル湖 の南 東 す
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ぐの と ころの 遺蹟,そ こか らほ ぼ南g.8㎞ の③ ドイ テ ィ ンニバ ル ガス(Adas,pl.XLI-2)の 遺 蹟 を記 載 して い る.ド イテ ィ

ン=バ ルガ ス につい て,ポ ター ニ ン は,都 市 の址 が,オ ル ホ ンの 近 く に,ト イ トゥィ ン;ツ ァ ガ ン=ノ ール と呼 ばれ る と

ころ にあ り,こ こ にか つ て蒙古 の汗 の妻 が 住 ん でい た い う話が あっ た こ とを記 す(ポ ター ニ ン1945,p.155).バ ンバ ー

エ フは,カ ラ=バ ル ガス ンか ら15㎞ の トイ トイ ン=ト ル ゴイ とい う高 い 岡上 にあ る大 家屋 の跡 を訪 れ た.こ れ は四角 形

で,低 い土 塁 を め ぐらす.家 屋 の あ とに はた だ 自然石 を積 み重 ね た基礎 だ けが残 って い る.四 隅 に は四 面 体 の花 崗 岩 の

柱 が建 っ てい る.右 と左 の 方 に は中央 が 穴 に な って い る周 囲 に加 工 した石 が 散乱 して い る.廃 墟 の頂 上 に はオ ボ ーが設

け られて い る と記 して い る(バ ンバ ー エ フ1942,pp.77-78).ま たペ ル レーは,ド イテ ィン=ツ ァガ ン=ノ ー ル湖 に ドイ

テ ィン=バ ルガ ス とい う大 きな 旧城址 が あ り,地 元 の 人 は ッ ァ ガ ン湖 が現 在 あ る場 所 に も大 きな 町の址 が あ り,洪 水 で

沈 ん だ とい って い る と記 す.ペ ル レー は これ を オ ゴデ イの春 の 宮殿 の所在 場 所 に比 定 す る可 能性 につ い て先 駆 的 に提 起

しなが ら も今一 歩 及 ばず,結 論 と して は逆 に否 定 した.こ れ に対 して 白石 典 之 は,こ の ドイ テ ィ ン漏バ ル ガ ス ⑱調 査 を

1996年 に行 い,オ ゴデ イ の春 の宮 殿 と断定 した(白 石1997,p.117).図 面 と して はAtlas,pl.LXI-2,加 藤 報 告 に掲 載 さ

れ た 白石典 之 の作 成 の 図面(Kato1997,p.20,Fig.5;加 藤1997,p.15,図4)が あ る.

ラ ドロフ は,さ らに ドイ テ ィ ン=バ ル ガス か ら南 東約5.2kmの ④ トム チ ンギ ル=ボ ル ト冨ノ ール 湖 の東南 の遺蹟(1),

そ こか ら南 東 約3.6㎞ の⑤ ハ ラ ト山 の東 の遺 蹟(現 地 名 ハ ラテ ィ ン=ド ル ベル ジ ン=バ ル ガス)(2),そ こか ら南 西1。7

㎞ の⑥ ザ イ=ノ ー ル湖 畔 の遺 蹟(現 地 名ノ丶ラテ ィ ン=バ ル ガス),そ こか ら南 東 約54㎞ の⑦ カ ラ;バ ル ガス ン,そ こ

か ら南2」 ㎞ の⑧ 礎石 な どの散 乱 す る遺 蹟,そ こか ら東 南約25.3kmの ⑨ エ ルデ ニ=ゾ ー(万 安 宮)を 記 載 してい る.

ラ ドロフ以外 に は,最 近 の加 藤 に よるUNESCOの 報 告 で,⑩ バ ヤ ン=ゴ ル遺 蹟 の存 在 が指 摘 され て い る.こ れ は上 記

の⑧ の礎 石 な どの散 乱す る遺 蹟 の南南 東 約12.7kmに 位 置 してい る(3).

また オル ホ ン河 の 本 流 か ら離 れて 支 流 の遺蹟 に関 して,ラ ドロ フは,オ ル ホ ン河 へ 流 入す る⑪ ジ ルマ ン タイ河上 流 の

宮殿 の廃墟 の ス ケ ッチ を載 せ て い る(Atlas,pl.LXVII).ま た,バ ンバ ーエ フは,ザ イ ン=フ レー(ッ ェ ッ ェ、ル リク)か ら

南 へ 向か い,ホ へ=ス メ谷 を西 に上 って⑫ ホへ=ス メ廃墟(高 さ1m,長 さ40m,幅40m)を 見,そ して,ホ へ=ス メ の頂

上 を越 え て,ジ ル マ ン タイ 河 の上 流 の チ ャ ガ ン=ス メイ ン=ゴ ル に降 りて⑬ チ ャガ ン=ス メ イ ン=ヘ レム(城 塞)(3列

の土 塁が あ り,外 壁 の 長 さ,南 北200m,東 西240m.土 塁 の 間隔20m.土 塁 内 部 は小 高 い丘 とな っ てい る(4))の 存 在 を

指摘 してい る(バ ンバ ー エ フ1941,p.76).パ ル シ は,ザ イ ン=ゲ ゲ ン(ツ ェツ ェル リク)の 南 西10㎞ の南 タ ミル(オ

ル ト=タ ミル)河 の⑭ ホ ー チ ン=オ リヤス タイ城址(城 壁770×775m,壁 幅8m,高 さ約1m余 り,城 壁 外40mに 外 堀)

の存在 を指摘 して い る(Hal6n1978,p。77)。

オル ホ ン流 域 の遺 蹟 群 の 中心 た る オ ゴデ イ建 設 の万 安宮 と カラ コル ム の都城 に関 す る研 究 はす で に,1949年 の キセ

リ ョフ ・ペ ル レー に よ る発掘 調 査 と報 告 が あ り(n3p∬331961;K"ce鵬Bl965),ヴ ォイ トフ(Bo洫oBl990),加 藤 晋 平(Kato

l997;加 藤1997),白 石 典 之(1998)の 調 査 報告,佐 口透 の研 究 史 の整 理(1970,pp.296-314)は 参照 す べ き もの で あ り,カ ラ

コルムー 帯 を焦 点 に遊 牧 国 家 にお け る都市 ,農 業 の意 義 の検 討 の試 み(MoseslGreer1997)も あ る.

今 回 の我 々 の調 査 の 中心 は,カ ラ コルム の碑 文 の調 査 と拓 本 の収 集 で あ った.従 っ て,遺 蹟 の調 査 は包 括 的 ・全 面的

な もの で はな い.カ ラ コル ム で は,レ ・ず れ も亀 趺 が所 在 す る,カ ラ コル ム の万安 宮 万 安 宮 か ら3㎞ の カ ラ コルム南

の メル ヒーニトル ゴイ,さ らに カ ラ コル ムの東 の 街外 れの 計3ヶ 所 を1996年 ・1998年 に調 査 したの み で あ る.オ ルホ ン

流域 に関 して も,1998年 に わず か1日 の概 観 調 査 を彳于っ た に過 ぎない.ま た,カ ラ コル ム西北5㎞ の⑩ バ ヤ ン=ゴ ル

の城 址,⑦ カラ=バ ル ガ ス ン,そ の北 の⑤ ハ ラテ ィ ン=ド ルベ ル ジ ン=バ ル ガス と⑥ ハ ラ テ ィ ン;バ ル ガ ス,③ ドイ テ ィ

ン=バ ル ガ ス,さ ら にカ ラ コル ム南南 東130㎞ の⑮ シ ャーザ ン=ホ トの 各遺 蹟 で景 観調 査 と略測 を行 った.こ の うち,

ω 湖名はロシア製の20万 分の1地 図には表記 されていないが
,遺 蹟はかなり大 きなマークで城塞の存在 として明確 に表示 されてい

る.

(2)本 年 の調査 で,方 形 の低 い 土塁 で 囲 ま れ た城址 の存 在 を確 認 した.城 址 の北 西壁 は北 約133度 の傾 き,北 西 壁192m,北 東 壁198.6

m,南 東 壁194.2m,南 西 壁196.2m.北 西 ・南東 壁 の中 央 に 門が あ る.城 壁 内に は マ ウ ン ドが中 心 軸 に沿 って3個,ま た北 東 ・南西 壁

内側 に沿 って各1個,南 東 壁 の東 隅 と南 隅 よ りに 円形 マ ウ ン ドが各1個 あ り,中 央 の円 形 マ ウ ン ドに は瓦 ・レ ンガが あ っ た.

(3)バ ヤ ン=ゴ ル河 の谷 筋 を西 へ 登 る.谷 幅 は300～400m位 。2.3㎞ 登 った場 所 に便 宜上 バ ヤ ン=ゴ ル第1城 址 と名 づ け た城址 があ

る.さ らに谷筋 を2㎞ ほ ど西へ 登 る と,そ こに加 藤 報 告(Kato1997,pF23-24)に あ る遺蹟 が あ る.便 宜上 こ れ をバ ヤ ン=ゴ ル 第3城

址 とす る.遺 蹟 は第1,第3と もに2.つ の方 形 の 囲郭 がず れ て接 して い る形 態 を して い る.こ のず れ た接 合 形 は メ ル ヒー=ト ル ゴ イ

の遺 蹟 と共 通 してい る(Kato1997,pp.23-24).第1城 址 の 囲郭 の一 つ は 土塁 の 方形(北 迎69m,南 辺66m,西 辺56.4m)が は っ き りと

残 存 して い る.そ の 囲 郭 の内 部 に2つ の マ ウ ン ドが残 って い る.南 東 よ りのマ ウ ン ドは高 さ2m,北 西 よ りは高 さ1mで あ る.周 囲

の土 塁 はモ ンゴ ル時代 に 特 有 の低 い もので,周 辺 との比 高 差 は50cm程 度 で あ る.瓦 ・レ ンガが マ ウ ン ドに多 く散 乱 して い る.第1

城 址 の北 の 枝 谷 の 奥 に,半 球状 に盛 り上 が っ た マ ウ ン ドを四 角形 の 低 い土塁 が 囲 ん で い るの が 見 える.こ れ をバヤ ン=ゴ ル第2城 址

と仮 に名づ け てお く.予 定 外 の発 見 で 時 間が な く,写 真 撮 影 の みで 済 ませ た ため 計測 記 録 は な い.第2城 址 は,東 北 側 の土 塁 の 囲郭

内 にマ ウ ン ドがあ るが,礎 石 の類 は見 え なか っ た.瓦 ・レンガ の散 乱 は地 表 か ら見 る 限 り少量 で あ っ た.加 藤 に よれ ば,土 塁 の高 さ

は70～100cmで あ る(Katol997,p23).1998年 度 行 動記 録8月17日 を参 照.

④3列 の土塁があ る点は宣威軍城第3城 址 と同 じである
.
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シ ャーザ ン=ホ トにつ い て は本報 告 書 の 当 該項 目を参照 され たい.シ ャーザ ン=ホ トの 図面 につ い て は,白 石 典 之(新 潟

大 学)か ら実 測 図の提 供 を受 け てい る.

(b)嶺 北行省の統治に関わる碑文

カラコルムに関わる碑文については,本 報告書の松川節のカラコルム関係碑文報告を参照されたい.ま た,嶺 北行省

は,カ ラコルムの都市内にその官庁が設置されていたと考えられ,エ ルデニ=ゾ ー内の碑文の多くも14世 紀以降の嶺北

行省の行政に関わるものである.こ れらの碑文の詳細な内容は今後の検討課題として残 したが,本 報告書ではカラコル

ム関係碑文官職名 ・人名総合索引(松 井太担当)を 提出し,今 後の諸碑文の検討の基礎資料とする.

(c)王 侯の,い わば第2級 の,あ るいはミニチュアサイズの同様の統治装置の解明に関わるもの

この範疇に属するものとしては,セ レンゲ河の支流デルゲル=ム レン北岸の釈迦院遺蹟と碑文 「釈迦院碑記」がある.

この地は,チ ンギス=カ ンに内附し,代 々チンギス=カ ン家の女子を嫁に迎える姻族諸侯の待遇を与えられたオイラト族

の首長の勢力圏に含まれ,こ こに都城 ・寺院が建設 されたと考えられる.碑 文はそれに関わるもので,モ ンゴル語と漢

文で記されてお り,現 在,ウ ランバー トル市内の民族史博物館に所蔵されている.本 報告書の宇野伸浩の報告を参照さ

れたい.

次に,ア ルハンガイ=ア イマクのハルホル=ハ ン遺蹟が挙げられる.こ の遺蹟の主要城址である第1城 址は,16～17

世紀に修築された部分 もあったと考えられる ものの,モ ンゴル時代に特有の緑釉瓦が残存することから,元 朝有力王族

の拠点であったことは確実である.本 報告書の松田孝一の報告を参照されたい.

(d)元 朝 の軍 事活 動 の拠 点都 市 の実 態 解 明 に関 わ る もの

この範 疇 に属 す る も の と して,ウ ブ ルハ ンガ イ=ア イマ クの 宣威 軍城 址(ホ ク シ ン=テ ール 遺 蹟)が あ る.こ れ は ク

ビラ イ政権 が派 遣 した漢 人 軍 団の 駐屯 基 地 の 遺 蹟 で あ る.ま た,現 在 ウラ ンバ ー トル の モ ン ゴル民 族 史 博 物館 に は,こ

の駐 屯 基地 建 設 につ い て記 した碑 文 「宣 威 軍碑 」 が所 蔵 され てい る.遺 蹟 ・碑 文の 双 方 を,1996年 ・1998年 に調査 し

た.本 報告 書 の村 岡倫 の報 告 を参 照 された い.

また,同 遺 蹟 に は多 くの 穴状 の遺構 が残 され てお り,そ の うち の1ヶ 所 につ い て,モ ン ゴル側 が 実験 的発掘 を実 施 し

た.軍 事 遺蹟 ら し く,鉄 の鏃,鎧 の一部 な どが 出土 した.発 掘 につ いて は モ ン ゴル側 の グ ンチ ンス レン(rYH朋HCYP3H)

の報告 を参照 され たい.

(e)そ の他の都市遺蹟

ウイグル時代以後,モ ンゴル高原の草原地帯に,農 業集落,手 工業職人集落,商 業活動のための集落 ・都市が出現し

た.そ れらのウイグル時代に建設された都市遺蹟のうち,バ イバリク遺蹟は,元 朝時代初期においても都市としての機

能を保持していたことが,文 献的に知られる.1997年 にトルコ班の調査対象となったが,モ ンゴル班でも1998年 の調

査対象に加え,実 際の景観 ・遺蹟の残存状況の把握から,モ ンゴル時代の特徴の確認につとめた.バ イバ リク遺蹟に関

する本書前掲報告の松田孝一補足部分を参照されたい.

(f)関 連調査対象

碑文以外に,ボ ルガン=ア イマクのブイテン=ゴ ルの岩壁銘文,ウ ランバートル南郊のイフ=テ ンゲリン=アムの岩壁

銘文の2つ も調査 した.ブ イテン=ゴル岩壁銘文については,本 報告書の中村淳 ・松川節 ・松井太の報告を参照された

い.た だし,両 者とも,銘 文判読はきわめて困難であり,特 にイフ=テ ンゲリン=アムの銘文は近年に上書 きされて元の

文字が判読できす,歴 史資料としては利用 しがたい状態である.

また,モ ンゴル時代の遺蹟との比較検討のため,モ ンゴル時代以降 に属するツァガン=バ イシン遺蹟を調査 し,そ の

付近の碑文を採拓 して,内 容の検討を行なった.さ らに,ッ ァガン=バ イシンから20㎞ ほどの トール河畔に,ツ ォク

ト=ホンタイジに関わる5言 語の銘文があり,そ れらを現地で検討 ・確認 し,漢 文部分のみ拓本を採取した.以 上,本

報告書のッァガン=バイシン遺蹟等の報告を参照されたい.

なお,各 遺蹟 ・碑文の説明で方向を示す 「北90度 」などの表記は,時 計回りの角度を示す.

今回の調査にあたり,収 集した瓦 ・レンガの胎土分析には三辻利一教授(奈 良教育大学),衛 星写真による遺蹟分布

の解析には相馬秀廣教授(奈 良女子大学),調 査図面の作成には武 田和哉氏(奈 良市教育委員会埋蔵文化財調査セン

ター)の ご支援 ・ご協力を賜わった.末 筆ながら,特 記 して謝意を表 したい.
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松 川 節(TakashiMATSUKAWA)

は じ め に

モ ンゴル 帝 国の 首都 カ ラ コル ム(Qara一吼olum)は,1260年,ク ビライ(Qub皿ai)が 大 元 ウルス を興 す と と もに,帝 国の

中心 と して の地 位 を大 都 ・上 都 にゆ ず り,モ ンゴ リア にお け る中心 的 要塞 都市 となっ た.1368年 にモ ン ゴルが北 帰 し

てか ら も しば ら くの あい だ,カ ラ コル ム はモ ンゴ リア にお け る中心 都 市 であ り続 け たが,次 第 に衰 え,1585年,当 地

にチ ベ ッ ト式仏 教寺 院エ ル デ ニ=ゾ ー(Erdeni垂u)が 建 立 された と きには,す で に廃 墟 となっ てい た模 様 であ る.

カ ラコル ム遺 蹟 に は,当 時 の栄 華 を物語 る様 々な石 刻 史料 が 現 在 に至 るま で残 されて い る.本 稿 で は,カ ラ コル ムに

伝 存 す るモ ンゴル 時代 の 石刻 史料 につい て,そ の調 査 ・研 究 史 と とも に,最 新 の所在 状 況 をま とめ て お く.

調 査 史

カ ラコル ム の学術 調 査 は,1889年,ロ シ ア帝 国科 学 アカ デ ミー の派遣 したオ ル ホ ン探検 隊(ラ ドロ フ団 長)に よ っ

て初 め て行 な われ,そ の 成果 は,『 オル ホ ン探検 叢書 集 成』(C60p翩 κ〃叨 ∂oθ0卿 κcκoぬκcηe∂塀呶)と,1892～99年 に

か けて4分 冊 で刊 行 され た 『モ ン ゴル古 代遺 蹟 図 刪 と して残 されて い る(A"as).前 者 の う ちの 第1巻 には,1889年

の第1次 探検 の リー ダ ーで あ った ヤ ドリ ンツ ェ フが行 動記 録 を記 して お り,そ のな か でヤ ドリ ンツ ェ フは,1889年 夏

にエ ル デ ニ=ゾ ーを訪 問 した ところ,院 内各 処 に漢文 及 びモ ンゴ ル文 の碑 文が 放 置 され て お り,あ る もの は 寺 院外 門 の

敷石 と して,あ る もの はチ ョクチ ン堂宇 の礎 石 と して利用 され て いた と記 録 して い る(cfCleaves1952,p.9),こ の と き

に採 取 され た拓 本 を収 め,1892年 に発 刊 され たAdas第1分 冊 に は,エ ル デ ニ=ゾ ー の内外 か ら発 見 され た様 々な漢 文

碑 文 や ウ イグ ル文 字 モ ン ゴル語 碑 文 の拓 影 が収 録 され た.

この と きに ロ シ ア隊 に よっ て用 意 された碑 文 拓 影 は,ク ー ロ ンの総理 衙 門 を介 して清 末 の考 証 学 者 ・葉 昌熾 の 知 る と

ころ とな り,葉 は拓 影 を手写 し,そ の概 要 を葉 昌熾(撰)『 語 石 』(光 緒27年(1901)自 序)の なか に紹 介 した(1).ま た

葉 を通 じて李文 田の 知 る と ころ と な り,『 語 石 』 に先 立 つ こと4年,1897年 に李 文 田(撰)『 和 林金 石 録 』(以 下 『和

録』 と略)が 刊 行 され た.『 和 録 』 に は ラ ドロ フ探検 隊 に よっ て採 拓 され た ほ ぼす べ て の漢文 碑 文 が著 録 され てお り,

これ,は,カ ラ コル ム関係 碑 文研 究 の 嚆矢 とな る もの で あ る.

ラ ドロ フ探検 隊 の 次 に カ ラ コル ムの調 査記 録 を残 したの は,1908年 に橘 瑞 超 と野村 栄 三郎 に よっ て敢行 され た第 二

次大 谷探 検 隊 で あ り,野 村 栄 三郎 は,1908年8月23～26日 にエ ルデ ニ=ゾ ー に滞 在 し,院 内 にあ っ た7点 の碑 文 につ

い て,そ の配 置 を平 面 図 で示 しつ つ,若 干 の 情報 を記 して い る(野 村1937,p.463).碑 文 の採 拓 は,現 地 人 の反 対 に よ

り実 現 せ ず,ま た,そ もそ も碑 石 に油(お そ ら く仏教 崇 拝 物 と して信 者が バ ター油 を塗 りつ け た もの で あ ろ う)が 注 が

れ てお り,採 拓 は不 可能 であ っ た とす る(野 村1937,p.462).

しか しなが ら,野 村が 著 わ したエ ル デ ニニゾー内 の碑 文 配 置図 と,7点 の碑 文 の大 き さに 関す る情 報 は,193ε 年以 降,

大 幅 に移 動 され,或 い は失 われ たモ ン ゴル時代 の碑 石が,そ もそ も どの 地点 に配 置 され てい た か を知 る上 で貴重 であ る.

ラ ドロ フが 報 告 す る碑 石 の所在 地 名DaschynAizun(2),ZanidhlDugmな どの堂 宇 は,1938年 に行 な われ た大 規模 な破 壊 に

よっ てす で に現存 せ ず,1938年 以前 のエ ル デニ=ゾ ー院内 堂 宇配 置 図 を我 々は手 にす る こ とが で きなか っ たか らで あ る.

1908年 の第二 次 大 谷探 検 隊 以 降,カ ラ コル ムで 大 規模 な調 査 が行 な われ る こ とは しば ら くなか ったが,1912年 に現

地 を訪 れ た コ トヴ ィチ は,ラ ドロ フが報 告 す る ウ イグ ル文 字モ ン ゴル語碑 文2断 片 に接 合 す る とみ られ る3断 片 を新 た

に発 見 し,1918年 に報 告 した(KoTB附1917).コ トヴィチ は発 見 の事 実 のみ を伝 えた もので,そ の後 これ ら3断 片 の行

方 は知 られて い ない.一 方,1926年 に現 地調 査 を行 な った ポ ッペ は,さ らに新 た な ウイ グル 文字 モ ン ゴル語碑 文2断

片 を見 い だ し,コ トヴ ィチ と同 じ く,こ れ ら2断 片 が ラ ドロフ の2断 片 と接 合 す る可 能性 を示 唆 した(Honne1929,pp,

1445,20-22).

これ以 降,カ ラ コル ム で は,lg33～34年 にロ シ ア人探検 家 ブ キニ チが調 査 を行 ない,1948～49年 に は ロシ ア人考 古

学者 キセ リ ョフが 本 格 的 な調 査 を行 な い,1978年 か らモ ン ゴル科 学 ア カデ ミー歴 史研 究所 が 継続 調 査,1995年 か らは

ユ ネ ス コに よ る遺蹟 保存 調 査 が行 なわ れ てい るが,モ ンゴル 時代 の碑 文 が新 た に発 見 され る こ とは ない ま ま,1998年

の我 々の調 査 に至 る.

(1)本 書は 中国金石学の入 門書 として有名で
,日 本語訳(藤 原 楚水訳 『支那金石書談』大東書院,1929;再 刊:『 中国石刻書道史』

名著出版,1986)も 存在す る.日 本語訳書 による と,葉 昌熾 は元碑 として以下の13点 をあげている.三 霊侯廟碑,四 世 同居の立

石?,和 林 兵馬劉公去思碑,三 皇廟の残碑2.以 上5碑 の碑陰に はみな題名あ り,嶺 北省右丞郎 中総管 収糧記,漢 冢の残 石,大 司

農保釐朔方記,残 石4(み な碑 陰あ り),勅 賜興元 閣記.

(2)こ れ は コ ト ヴ ィチ に よ っ てDash -naicinと 訂 正 さ れ た .
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研 究 史

カラ コル ム出土 モ ン ゴル時代 の碑 文 に 関す る研 究 は,上 述 の李 文 田(撰)『 和 林 金 石録 』 に始 ま っ た.こ の 『和 林 金

石 録』 は羅振 玉 に よる詳細 な校勘 記 を伴 っ て1929年 に再刊 され て い る.こ れ 以 降,漢 文碑 文 の研 究 は,漢 蒙 碑 文 『勅

賜 興元 閣碑 』(1346年 建 立)の 訳 註 を1952年 に アメ リカの ク リー ヴスが 発表 した(Cleaves1952)以 外,ま っ た くな され

て こなか っ た、

モ ンゴル語 碑 文 の う ち で は,上 述 の 漢蒙 碑 文r勅 賜興 元 閣 碑 』 が カ ラ コル ム城 建設 の歴 史 を物 語 る もの と して,欧 米

の学者 の注 目を集 めた.『 勅 賜興 元 閣碑 』 の研 究史 ・釈 読 につい て は,ク リー ヴス論 文 に ま とめ られ て い る の で参照 さ

れた い.

所 在 状 況

以下,1998年 の本 調査 に よっ て把 握 す る こ とが で きた カ ラコ ルム 出土 モ ンゴル 時代 碑 文 の所 在状 況 を ま とめて お く.

冒頭 のNo.に つ い て は,後 継 の 「カ ラ コル ム関係 碑 文 官職 名 ・人 名 総合 索 引」 冒頭 の一 覧 表 の通 し番 号 に従 う.ま た,

これ らの碑 文 と,Adasの 拓 影 ・ 『和 録 」 の移 録 との対 応 関 係 につ い て も,同 表 を参照 せ よ.

Nos.3・5,勅 賜 興 元 閣 碑(At畫as,p臨XH・1,2,3)=こ れ ら3断 片 と,コ トヴ ィ ッチ の報 告 す る3断 片,ポ ッペ の報 告 す る

2断 片 を含 め,勅 賜 興 元 閣碑 を形 成 す る断片 は すべ て所 在 不 明 であ っ た.わ ず か に ポ ッペ報 告 の2断 片 が,1926年 以

降,ウ ラ ンバ ー トル に移送 され た こ とが わか っ てい るのみ.あ るモ ンゴル 人学 者 に よ る と,こ れ らの碑 文 は ウ ラ ンバ ー

トル の ボグ ド=ハ ー ン宮殿 博 物 館 の 門前 に1970年 代 まで設 置 され て い た とい うが,現 存 せ ず,文 献 的 な裏付 け も とれて

い ない.し か し1997年,No.3断 片 が ウラ ンバ ー トル にあ る モ ン ゴル科 学 ア カデ ミー歴 史研 究 所 の考 古 学研 究 室 に所 蔵

され てい る こ とが わか り,そ の釈 読 が トゥルバ トに よっ て発 表 され た σθp6aTl997).ト ゥルバ ト論 文 に よる と,碑 石 は

上 下 に分 断 され て2断 片 に な って い る.我 々は1998年 度の 調 査時 に この碑 文 に初 め て接 し,採 拓 す るこ とが で きた.

Nos.6,7,ll,16,19,20,22,23,24,25,ゴ ル バ ン=ゾ ー の 欄 干 ・石 柱 ・壁 面 碑 文=エ ルデ ニ=ゾ ーが1585年 に建 立 さ

れた と き,最 初 に造 られ た本 殿 ゴルバ ン=ゾ ー堂宇 は,建 築 に際 して モ ン ゴル時 代 の石 碑 が そ の建材 と して再利 用 され,

以後,現 在 に至 る まで い か な る破 壊 ・改築 も被 らない まま伝 存 して い る.ゴ ルバ ン=ゾ ー の欄 干,石 柱,或 い は壁面 に

埋 め込 まれ た碑 文 の多 くは,ラ ドロ フに よっ て採 拓 され てい るが,今 回の 調 査 で 我 々 は,ラ ドロ フが採 拓 しえ なか っ た

計4点 につ い て,新 た に拓 本 を採 る こ とに成 功 した.松 田孝 一担 当 の1998年 度 行 動記 録,8月24日 を参 照.

N鳳9,10,題 名 残 碑(A¢ 夏as,p靂s.XLIII・3,4)=エ ルデ ニ=ゾ ー東 門外 の両 石柱 に埋 め込 まれ た もの.裏 面 を参照 す る こと

は まった く不 可 能 であ る.な お,こ の 門 の実 際 の方 位 は東 南,エ ル デ ニ=ゾ ーの プラ ンか らみ る と正 門 なの で,「 南 門」

と呼ぶ の が正 しいが,ラ ドロ フ以来 の慣 習 に従 い本稿 で は東 門 と呼 ぶ こ と とす る.

NoM4,嶺 北 省 右 丞 郎 中 総 管 収 粮 記 ・Nd5,和 林 兵 馬 劉 公 去 思 碑(Atlas,p璽s.XLV,XLVI):と もに院 内東北 の草 む

らの なか に並 ん で横 倒 しに され てい る.す ぐ側 に碑 文 の台座 が 放 置 され て お り,ほ ぞ 穴 の寸 法 が和 林 兵 馬劉 公 去思 碑 の

ソケ ッ トの寸 法 と一 致 す る こ とか ら,同 碑 の 台座 で あ っ た と思 わ れ る.こ れ らの碑 文 が現 在 地 に移動 さ れ た 由 につい て

は,1998年 度行 動 記録8月16日 の 項 を参 照 され た い.嶺 北 省 右 丞郎 中総管 収 粮記 につ い て は,本 報 告書 の松 川 ・松 井

担 当分 を参照.-

N〔L17,剏 建 三 霊 侯 廟 碑 仏t且as,pls。XLVII・2,3)=現 存.院 内東 門近 くに立 つ.

Nα18,ペ ル シ ア 語 碑 文(At亘as,p且.XLvm)3現 存.南 門近 くに立 つ.

以上 の ほか,N鳳8,12,13は,ラ ドロ フが拓 影 を掲 載 して い るが,現 在所 在 不 明 に な って い る もの であ る.
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松 井 太(DaiMATSUI)

Atlasや 李 文 田 『和 林 金石 録 』(以 下 『和 録 』 と略)を は じめ とす る従来 の報 告 に よ り,元 代 モ ン ゴル高 原 史 に関係

す る碑 文資 料 は,計21件 の存 在 が知 られ て い た.そ の 中 に は,現 在,原 碑 が行 方 不 明 とな って い る もの,ま た将 来 さ

れ た拓本 の所在 が 不 明 の もの もあ る.し か しなが ら,我 々 は今 回 の調 査 に お い て,現 在 モ ン ゴル 国内 の 所 蔵 機 関 に保 管

され て い る釈迦 院碑 記 ・宣威 軍 碑,さ らにエ ルデ ニ ゾ ー寺 院内 で再 利 用 な い し放 置 され てい る碑 文 を多 く再 確 認 す る こ

とが で きた.そ れ ら を一 覧表 に して 以下 に掲 げ る.表 中,No.の 項 が 太字 で 表記 され て い る もの が,我 々が 原碑 を実 見

調査 の うえ拓本 を将 来 し得 た もの で あ る。 す な わ ち,こ れ まで知 られ て い た計21件 の うち15件 と新 発現 の4件,合 計

19件 の碑 文 に つい て,原 碑 を調 査 した こ とに な る.

本稿 にお い ては,今 後 の研 究 を進 め るた め の基礎 的作 業 と して,特 に元 代 カラ コル ム 関係碑 文 に 登場 す る官職 名 ・人

名 につ い ての総 合 索 引 を提示 す る.

No. 碑 題 Atlas 和録 現 在 地*1拓 本

1 釈迦院碑記 民族史博物館10
2 宣威軍碑 民族史博物館 ○
3 勅建興元閣碑 ・モンゴル文 XL夏.1 モンゴル科学アカデミー歴史研究所 ○
4 勅建興元閣碑 ・漢文 XLI-2 24a* 不明
5 勅建興元閣碑 ・モンゴル文 XLI-3

、

不明
6r 三皇廟残碑 XLII-i 12a G・ 西 壁 ○
6v 三皇廟残碑 ・碑陰 XLII-2 13b G・ 西 壁

7r 大司農保釐朔方記 XLII-3 27a G・ 南門階段北石柱表 ○
7v 大司農保釐朔方記 ・碑陰 (XLII-3) G・ 南門階段北石柱裏 ○
8v 四世同居立石 ・碑陰 XLIIM 23b 不明
8r 四世同居立石 XLIII-2 23b 不明

9 題名残碑 XLIIL3 19b E・ 東門外南石柱 ○
10 題名残碑 XLIII-4 18a E・ 東門外北石柱 ○
11v 三皇廟残碑 ・碑陰 XLIV-1 25a G・ 西壁

11r 三皇廟残碑 XLIV.2 24b G・ 西壁 ○
12 漢塚石 XLIV-3 33a 不明
13 残碑 XLIV4 不明
14r 嶺北省右丞郎中総管収粮記 XLV-1 28a E・ 東 北草 中 ○
14v 嶺北省右丞郎中総管収粮記 ・碑陰 XLV-2 E・ 東 北草 中 ○
15r 和林兵馬劉公去思碑 XLVI-1 14b E・ 東 北草 中 ○
15v 和林兵馬劉公去思碑 ・碑陰 XLVI.2 16b E・ 東 北草 中 ○
16 残碑 XLVII-1 30a G・ 北門階段北石柱表 ○
17r 剏建三霊侯廟碑 XLVII-2 21b E・ 東 門 内 ○
17vi剏 建 三 霊侯 廟 碑 ・碑 陰 XLVII-3 22b E・ 東 門 内 ○

1

18iペ ル シ ア語 碑 文 XLVIII E・ 南 門 内 ○
19・1残 碑 XLIX-1 31a G・ 中央門階段北石柱表 ○
19v 残碑(同 上関連) (XLIX4) G・ 中央門階段北石柱裏 ○
20r 残碑 XLIX.2 31b G・ 中央門階段南石柱表 ○
20v 残碑(同 上関連) (XLIX-2) G・ 中央門階段南石柱裏 ○
21 イスンゲ紀功碑 XLIX.3 ロシ ア ・エ ル ミ ター ジュ博 物 館

22 残碑 G・ 南門階段南欄干裏 ○
23 残碑 G・ 中央門階段南欄干裏 ○
24 残碑 G・ 中央門階段北欄干裏 ○
25 残碑 G・ 北門階段南欄干裏1 ○

*「 現在 地 」 欄 のEは エ ルデ ニ=ゾ ー 内,Gは ゴ ルバ ン嵩ゾ ー 内 を さす 。

*勅 建興 元 閣碑 ・漢 文 は,許 有 壬 『至正 集 』巻45(元 人文集 珍 本叢 刊)に 「勅賜 興 元 閣碑 」 と して載 録.

Cleaves1952参 照.

(234)



カ ラ コル ム関係碑 文 官職名 ・人 名総合索 引

凡例

1)本 索引 で は元 代 カ ラ コル ム に直接 関連 す る漢 文碑 文 を対 象 とす る.従 って 前掲 一 覧表 の う ち,釈 迦 院碑 記(No.1)・

宣威 軍碑(No.2)・ 勅建 興 元 閣碑 モ ン ゴル 文(Nos.3,5)・ ペ ル シア語 碑 文(No.18)・ イス ンゲ 紀功 碑(No.21)は 除外 さ

れ る.ま た,No.13の 残碑 はAtlas(pl.XLIV-4)に 不 鮮 明 な拓 影 が公刊 され るの みで 移録 不 可 能 で あ り,No.22の 残

碑 は漢字1字 が 確 認 され るにす ぎな い ので,い ず れ も除外 す る.ま た,勅 建 興元 閣碑 漢文(No.4)は,『 和 録』 所 収

部分 の み を対象 と し,許 有壬 『至 正集 』 に収 録 され る部 分 は対象 と しな い.

2)左 か ら順 に語 彙,所 出碑 文,所 出行 数(A,B,Cは 段 を示 す),Atlas掲 載 の 図版No.,『 和 録 』 の葉 数 ・行 数 を示 す.

なお,語 彙 は 人名 ・職 名 ・文 散 官 ・武 散 官 の順 に 配列 す る.

3)破 損 ・摩滅 のた め判 読 で きない 文字 は□ で示 す が,文 脈 か ら確 実 に推 補 可 能 と考 えた もの は その ま ま補 い,特 に注

記 しな い.た だ し,碑 石 の破 断 に よって 現存 しな い部 分 に残 って いた と考 え られ る文字 は[]で 示 す.

4)官 職名 が 官 司 名 に後 続 してい る場 合,そ の双 方 で検 索可 能 な よ うに 配 慮 した.例 え ば 「嶺北 行 省 左 右 司郎 中」 につ

いて は,「 嶺 北 行省 左 右 司郎 中」 「左 右 司郎 中」 「郎 中」 の い ず れで も検 索 可能 で あ る.

5)「 耆 老 」 「社 長」 な ど,厳 密 には官 職 と はい え ない が,当 時 の カ ラ コ ルム の社 会構 成 を うか が う上 で重 要 と考 えた

語 彙 も採録 し,官 職 に含 め て扱 う.

6)碑 文 は以 下 の略 称 で示 す.

興元閣[ch】=勅 建興元閣碑 ・漢文

三皇=三 皇廟残碑

大司農=大 司農保釐朔方記

四世=四 世同居立石

嶺北=嶺 北省右丞郎中総管収粮記

劉公=和 林兵馬劉公去思碑

三霊侯=剏 建三霊侯廟碑

6)名 称 ・呼称 の 一致 す る三 皇(=三 皇 廟残 碑)お よび残 碑 を区別 す るため,名 称 ・略称 の後 の[

No.を 示 す.ま た,各 碑 と もrは 碑 陽vは 碑 陰 を示 す.

】内に前掲一覧表の

(235)



IndexoftheTermsFoundinQara・qorumInscriptions

語 句

花

輜

識
囃誌

鷲
隙
艦
醒臨

器
贓
灘

宇
購
熱

醐儲
籍

‡
鵬臓
紘

灘
齢

染

誰
欝
講

碑 文

團
M
隔

聯

圏

囘
圖

鰮

餾

M
聯

臨

匝
回
鴇

鬧

腸

團
匝
躡

匿
齠

團
訓

訓

匝
灘
跏

牆

臨

M
匝
匝
国
M
翻

匝
臨

囎
総

難

谿

難

靉

鷲

囎
雛

蠶

鯊

囎
雛
纛

鑼

囎
難

纛

蠶

靉

谿

灘

囎
理
纛

蠶

難

撚

理
靆

融
難

藹』
難

行 Adas和 録

3

4

4

m

W

W

L

L

L

X

X

X

4XUX

4

4

β

3

6

4

11

11

H

H

n

X

　

　

　

　

　

　

L

L

L

L

L

L

X

X

X

X

X

X

な

4

M

朕

乱

乱

11

4

4

4

2

.
闘
㎜
㎜
淵

4

4

4

β

4

4

11

11

×

11

V

1ー

ヒ

じ

　

　

　

　

L

L

L

L

L

L

X

X

X

X

X

X

βmLX

4

弓

4

黼

㎜
4

4

逸

H

11

11

跏

跏

氾

2

4

4

4

4

W

W

m

W

W

L

L

.
L

L

L

X

X

X

X

X

照

W

㎜

㎜

4WLX

03

05

12

12

13

H

10

03

A

A

A

B

09

11

07

㎝

02

05

08

06

ω

01

侶

01

08

06

A

A

B

B

B

01

07

04

餌

m

O8

06

06

07

B

A

C

C

03

07

12

08

11

07

H

呂

r。

㎜

02

繝

・9

脳

螂

脚

B

燗

㎝

鯉

p

㎜

B

α

㎝

脱

働

20aO5

16bO6

17aOI

且8aO5

19aO2

20bOg

lgbO9

20aOl

32bO4

17aO8

31aO6

16aO2

18bO2

18aO7

17aO8

21bO6

19bO2

正9aO8

31bO監

20bO3

26aO1

量8aO8

26aO5

22b10

16bO9

18b11

且8aO9

且4aO7

16bO9

26bO6

18bO1

16aO4

17bO1

XLVII-322bOg

XLIV-126bO3

語 句

兒
.

鉢

祖

児

兒

壬

壬

離

齢
・
讃

栄
撫

・
蒹

欝

髭

飜

難

成
成
蓬

淵

美
福
福
囎
・
纛

黷

紺
欝

鷲

赤
徳
徳
胱
撫

・
懶
・
藷

預
翻

譱

脇

㌦

(

(

魏

狗

景

王

王

王

王

王

王

温

温

艾

郭

郷

郭

鄰

郭

郭

郭

郭

鄰

郭

霍

賈

賈

賈

譚

賈

賀

賀

賈

賈

何

顔

韓

完

韓

韓

完

完

完

完

韓

歓

韓

韓

関

魏

魏

魏

吉

魏

魏

牛

教

喬

許

許

(236)

碑 文 行 At且as和 録

㎜
㎜
鱸

…
慧

㎜
㎜

糊

蠱

㎜
蔀

㎜
㎜
跏
㎜
㎜
…

鯊

㎜

㎜

㎜
翻

㎜
濕

㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
耀

㎜
㎜

㎜

脳

・9

・・

畿

㎝

鯲

・・

智

・9

・3

H

㎜

・9

・8

㎝

・6

・2

・2

鷹

・。

螺

u

㏄

・9

即

H

。

n

嬲

・6

・9

・5

畿

・6

懲

・3

侶

鬻

驪

脳

翻

㏄

。

醐

朧

・3

・3

m

・3

螂

ユ

コ

灘

瓢
緲欝

繋

熱

黔
勤眦黜
熱

　黜
欝
購

盟黜
蜘灘
鸚
鸚
轍

魏
鸚
欝

帥

17aO6

19bll

l9blO

lgbO3

18bO9

26bO3

19bO2

20al2

22bl正

28bO3

19aO7

31a11

31aO7

28aO4

丑4aO4

23bO8

18b10

28aO7

豆9bOg

l9aO8

12bO8

25bIO

XLm-418bO8

XLm-320bl2

18alO

l3alO

28aO6

30bll

lgaO2

26bO5

19aO2

26bO6

17aO8

17bO2

19aO8

20all

16bO8

18b12

26aO5

24aO8

24aO8

23aO6



語 句

児

通

木

文

帖魯

花

温

誠

永

温

不

道

道

思

思

實

儁

從

松

徐

瑞

道

□

嘉

侃

彦

克

ロ

暉

童

哥

散

児

邪

月

元

堅

彦

堅

元

高

耿

咬

高

高

侯

哈

孔

侯

哈

高

侯

侯

侯

侯

帝

失

失

皇

霖

哈

哈

秀

瓊

)

徳

八

八

文

法

洗

難

甫

児

孟

勗

建

瑞

瀚

木

花

直

霖

和

希

景

元

國

宗

帖

伯

蛮

真

不

友

汝

仲

丁

亮

都

都

都

刺

甫

侯

咬

高

高

侯

皇

高

高

呉

胡

胡

.呉

胡

忽

忽

兀

忽

呉

呉

蔡

崔

賽

崔

察

察

扎

扎

鎖

叉

史

史

時

周

周

周

周

周

歹

丁

昭

児

魯

台

毅

克

弼

郁

元

元

元

亨

罕

罕

忽

馬

飛

里

碑 文

ー

飼

ー

ー

田

M

剥

珂

ー

側

日

1

国

ー

51

M

項

田

01

司

司

司

ー

ー

司

国

回

可

ー

司

団

田

d

剥

ー

珂

田

ー

切

1

ー

oの

ω

ー

明

M

1

側

ー

田

例

喇

銅

飼

M

月

M

国

M

脚
灘
辮

認
㍊
勲
謙
纛
徽
識

胸
難

瑯
瓣
戮
蒹
纛
鸞
戮
黜
㍊
黜
黜
鋤
貔
脚
識
辮
黜
嬲
黜
講
黏

郵

行 Atlas和 録

弓mLX

4

4

m

W

L

L

X

X

4

4

X

V

ロ

ロ

L

L

X

X

W

旧

規

m

W

皿

照

娼

麹

x
糊

4WLX

03

04

03

09

13

10

10

㎝

10

㎝

10

餌

16

10

01

10

09

03

A

B

C

A

C

C

4

4

2

2

4

4

4

4

3

4

3

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ほ

　

細

洫

粗

粗

跏

跏

細

糊

㎜

版

㎜

5

且

2

7

0

且

1

0

B

A

A

A

脳

m

跏

氾

4

4

4

3

4

β

6

4

4

逸

4
.

6

3

㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
淵

㎜
㎜

H

O8

02

13

02

08

10

02

03

01

11

03

09

09

10

10

13

08

09

03

05

02

12

06

B

B

B

A

B

B

B

B

B

C

B

B

11

07

'
3

4

m

m

L

L

X

X

1

4

1

豆

2

且

ロ

ロ

ロ

サ

ロ

コ

㎜
㎜
㎜
淵

㎜

08

08

04

11

05

08

02

㏄

08

18

15

09

C

C

B

C

C

23aOl

且6b且0

31bO6

26aO5

26bO3

19b10

3且blO

l2blO

28aO8

22bOs

lgblO

18bi2

13bO6

13bO7

13bO2

15bO2

且7all

l3blO

22a11

22blO

l4aO4

20bO8

XLIII-418bO2

XLII412bl豆

17a12

26aO4

18bO7

19』且O

l8bO4

20bOI

20a且2

19aO2

19bOl

l7aC4

且8bO5

23aO2

且9b且2

19a且0

26a10

】9aO1

26bO4

16aO2

22bO4

26bO5

語 句

錫天劉

信

↓

翁

寧

弼

亨

中

誠

邦

良

彬

之

祥

班

班

澤

慶

桂

桂

元

興

ロ

信

卿

児木

児

帖

察

興

赤

甫

玉

顔

澤

海

宝

川

川

士

守

仁

達

仲

塔

才

子

徳

伯

民

剛

剛

塔

懐

大

大

帝

国

国

仕

皇

宝

宝

周

周

周

受

朱

朱

朱

徐

尚

尚

常

尚

尚

章

常

將

常

蕭

常

常

常

肖

秦

沈

辛

辛

蛙

成

成

成

石

席

席

先

銭

銭

宋

宋

曹

宋

宋

曹

曹

曹

曹

倉

曹

曹

曹

蘇

孫

孫

孫

孫

孫

大

脱

脱

脱

脱

徳

徳

亨

能

和

通

□

道

元

元

ロ

郁

郁

懐

懐

彦

政

政

世

仲

伯

有

仁

弘

三

士

士

友

赤

赤

用

□

因

火

歡

(237)

カラコル ム関係碑 文 官職 名 ・人 名総合索 引

碑 文

田
牆

国
認

回
石
協

智

臨

牆

脚

鴇

国
翻

卿

瀦

糊

噐

匝
団
蠹

智

躡

画
国
国
園
防

齠

留

圃
鰮

臨

脳

圜

脚

公

皇

碑

公

皇

碑

公

塚

碑

碑

霊

皇

碑

皇

皇

皇

皇

碑

霊

碑

公

霊

霊

霊

碑

碑

皇

司

碑

碑

皇

皇

公

公

霊

霊

皇

皇

碑

皇

公

北

皇

公

碑

碑

霊

霊

碑

皇

霊

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

劉

三

残

劉

三

残

劉

漢

残

残

三

三

残

三

三

三

三

残

三

残

劉

三

三

三

残

残

三

大

残

残

三

三

劉

劉

三

三

三

三

残

三

劉

嶺

三

劉

残

残

三

三

残

三

三

残

残

残

残

残

残

残

残

残

行 Aths和 録

4

4

4

4

4

4

②

弓

3

W

W

眠

W

.W

m

W

W

m

L

L

L

L

L

L

L

L

L

X

X

X

X

X

X

X

X

X

β

4

4

4

4

4

4

4

6

11

11

11

V

V

V

V

11

11

㎜

翫

測

服

跏

甜

細

洫

跚

1

3

3

3

3

曽

一

一

一

一

　

　

　

　

　

磊

㎜
㎜
㎜

1211LX

19

06

05

08

07

03

07

05

08

13

06

03

01

03

08

㏄

06

06

08

10

18

H

O6

03

11

03

08

C

C

A

A

B

A

C

C

C

C

A

D

A

㎜
㎜
㎜
…
㎜
㎜
器

猯

㎜
懸

01

07

4

4

W

W

L

L

X

X

4

β
3

㎜

㎜
㎜

4

6

H

11

L

V

X

LX

4mLX

β

4

4

1

1

1

　

　

　

甜
獄

4mLX

脳

川

跏

蜘

H

婚

・3

肥

m

m

伽

り

η

㎝

珍

跏

脳

㎝

02

α

m

㎝

B

脇

箆

・3

ω

㏄

㎝

η

川

16aO3

26bO2

31a10

15aO9

26bO3

置8al2

16bO8

33aO8

20blO

23aO2

且3bll

18bO2

26a11

26bO4

26al2

26bO2

18aO9

23aO4

16aO3

23aO7

23aO2

22bll

l9bO9

.3且a12

19a12

13bO6

26aO7

16bll

l5bO2

22bO6

22bll

l3bO7

12blO

26bO5

正6aO4

29bO5

26bO4

16aO4

32aOl

23aO3

22b童0

XL11412bOg

XLVII-323aO3

20aO5

30aO3

19aO5



IndexoftbeTermsFoundinQara・ αorumInscriP雌ons

語 句

纖
黷
蠶
瓢

鑼

黼難

羅
勸蠶
欝

蠶
続

繼
講
欝

輔欝
難
撫

霧

難

蝋

確 文

囹
囲
齪

国
牆

團
鴫

臨

姻
匝
榴

隅

国
匿
回
團
圓
洗

智

匝
留

岡
国
榴

臨

国
匝
匝
剛
團
M
臨

国
脚

鴇

評

匝
国
跚

団
器

国
…

蠶

蠶

灘

鑿

鑿

難

蟹

纛

蠶

蹴
靆

難

鍛

韮

纛

酣
靉

鯊

藷
』
谿
纛

谿

鯲
蟹

鯊

鍛

灘

淞
豊
鍛
麟
囎
搬
蟹

難

行 At㎞s和 録

31ー口X

VL

.

X

1

2

4

2

4
.

サ

　

ロ

ほ

ロ

X

11

H

11

11

㎜

瀧

㎜

翫

跏

4

逸

4

4

4

V

.
即

田

腿

皿

皿

乱

X

X

X

X

X

ロ

ー6

14

駻

N

B

M

ロ

B

陀

14

N

慧

㎜
x
㎜
㎜
翔

㎜
㎜
㎜
丗

・5

・8

脳

醐

・3

・9

H

鰤

鰯

㎝

㎝

09

U

脳

㎝

02

師

鯤

08

躑

繝

2

4

4

4

4

4

6

逸

4

4

4

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

㎜

09

餌

09

05

01

11

12

09

04

㏄

18

10

09

n

O9

B

B

A

A

A

B

2

4

V

4

②

4

4

1

互

L

I

I

I

I

㎜
脚
x
㎜
獄

槲

4

4

4

V

4

㎜
㎜
既

㎜

・2

帥

臓

脳

・9

脱

鯉

跏

四

瓰

臓

2。

㏄

側

嬲

脳

旧

H

H

躑

・9

醗

・8

伽

31bO4

13al2

18al2

且4aO3

19bO3

25bll

25aOl

3重aO7

18bl2

18bOl

28bO4

16blO

lgb乳I

IgaO1

28bO4

18b12

22bO9

12bl2

13bO7

且9bll

23bO8

18aU

16aO2

13bO6

26aO4

14bi2

26aO6

重8bOl

19aO1

且9bll

l7aO4

18bOl

26aO5

16aO5

16bO3

貰6aO7

28aO7

置8bO2

17al2

14aO2

且6aO3

17aO5

31bO2

13bO7

28bO4

26a12

語 句

直

融

友

樺

翼

爾

イ

イ

兒

児

沙

・
雛

覲

・
元
元
騏
充
璧
線

難

蟷
誼
幕

謝
飜

認

軈

禿
撫

町
怜
海

宜

思

丁

元

全

栢

列

児

古

古

速

温子

義

忠

ロ

全

全

祐

延

奴

奴

回

守

良

只

住

住

加

家

顔

顔

藍

趙

張

張

趙

陳

陳

陳

陳

陳

鄭

鄭

丁

丁

程

程

丁

徹

塔

陶

陶

陶

陶

塔

塔

塔

塔

(

倒

倒

塔

禿

禿

奴

杜

奴

都

那

任

任

任

捏

捏

納

馬

馬

馬

梅

買

買

裴

裴

裴

馬

伯

伯

伯

伯

白

伯

白

(238)

碑 文

鸚

數
灘

認
翻
帥㍊
翻
翫謝
騨

黔

黥

熱

鸚
鶴欝

鎌

踟訓貅
翻
欝

行 Atlas和 録

4　VLX

4

4

4

3

3

4

4

㎜
㎜
淵

㎜
慧

2

2

3

ロ

コ

　

11

×

11

獄

脚

4

4

4

4

4

V

逸

4

4

㎜
課

㎜
㎜
講

㎜
㎜

VLX

4

3

卜

L

11

11

L

L

X

X

2

2

2

喩

一

鬯

　

　

　

跏
蠶

2

1

3

　

　

　

エ

　

　

蠶

細

311UX

3

2

1

　

ロ

コ

m

W

眠

L

L

L

X

X

X

B

B

・2

脳

・2

B

㎝

㏄

㏄

αり

跏

・3

㎝

・9

㏄

鰯

α

跏

m

甜

・2

5

・2

側

脳

・6

・7

・6

・6

㎜

・6

蜘

・6

珊

脳

姻

跏

・2

・2

脇

・9

・7

・5

n

・2

n

鰤

M
嵩

細

L

L

L

X

X

X

mLX

2XUX

'1
　VLX

05

01

09

19

㏄

05

08

03

12

05

07

03

四

C

C

C

B

C

26bO2

23b12

16aO3

22b12

22bi2

31aO9

26bO5

21bO8

32a12

23aO5

18al2

12aO7

32bO2

12bO9

13bO6

28aO4

22bO4

23bl2

18bO2

18aO3

20aO2

14aO8

17aO8

13all

17aO5

12bO7

20bO2

19bO9

16bO5

31a10

26bO5

16aO4

25bO9



語 句

卿

忠

翔

祥

勝

忽

澤

禎

奴

飛

某

惟

□

徳

敏

君

君

四

泰

澤

児

思

奴

子

子

子

子

子

子

　糀

撹

児

勝

彦

本

謙

謙

怯

丁

福

帖

児

沙

沙

木

祥

里

那

二

邦

行

舜

順

児

堅

詣

児

志

仲

別

飛

刺

刺

帖

君

朶

吉

哥

花

顔

(

速

忽

薛

八

八

羅

古

壬

壬

.

花

花

失

有

有

實

春

甫

文

不

不

迷

)

)

秀

壽

閏

潤

信

達

仲

徳

児

失

先

先

先

先

戚

許

許

馬

馬

馬

馬

馬

馬

馬

馬

樊

蛮

蛮

蛮

蛮

蛮

蛮

范

樊

馮

馮

馮

馮

馮

馮

馮

不

普

武

武

武

別

別

彭

法

房

彭

彭

木

木

木

孛

孟

蒙

毛

也

也

也

也

也

也

也

ー

(

姚

楊

姚

楊

姚

楊

楊

楊

碑 文

ユ

エ

課

圏

匝
M
匝
臨

團
国
齠

圏

團
器

国
M
匿
匝
M
匝
亂

團
圃
晶

匝
国
岡
隠

匝
国
齠

齠

圏
圖
認

圖

榴

鰡

糊

匝
留

翻

圏
鵬

碑

碑

碑

碑

皇

公

皇

碑

碑

皇

北

碑

碑

碑

碑

皇

碑

皇

公

公

碑

皇

公

皇

皇

碑

碑

皇

碑

司

皇

公

碑

碑

公

皇

北

碑

碑

碑

霊

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

元

元

世

皇

碑

公

霊

霊

皇

皇

残

残

残

残

三

劉

三

残

残

三

嶺

残

残

残

残

三

残

三

劉

劉

残

三

劉

三

三

残

残

三

残

大

三

劉

残

残

劉

三

嶺

残

残

残

三

残

残

残

残

残

残

残

残

残

興

興

四

三

残

劉

三

三

三

三

行

02

03

㎝

鰯

嬲

鰯

跏

舶

・3

鰤

・8

醐

柵

螂

㎝

脳

㎝

嬲

り

跏

H

隴

田

㎝

師

・9

・9

n

・、

・、

鯢

・,

跏

・9

嬲

脳

・9

㎝

跏

㎝

m

・9

㎝

郎

即

㏄

m

㎝

・8

㎝

・3

・3

・2

㎝

n

四

・9

馬

。

㎜

At㎞s和 録

XLIII419all

XLm418al2

XL置V426aO3

XLV1-216bO4

XLII-214aO3

XLIII418aO4

XLII-2BbO1

XLV28bO2

XLIX-232aO4

XL置X-232aO7

XLII-214aO2

XLII-214aO4

XLVl-116aO3

XLV蓋 一217bOl

XLII-213bO7

XLVI-2置7bO2

XLIV426aO6

XLII-214aO1

XLIII-319bn

XLI1-112blI

XLIII-320aO6

XLII-327aO6

XL匡1-213aOg

XLVI-115aOl

XLIII-419aO3

XLIII-319bll

XLVi-217all

XLIト2五3b且2

XLV28bO5

XLIX-131a12

XL蓋X-232a11

XLV匡1-322bO9

XLIn-4且9aO9

XLHI-418bO6

XLIII-320aO4

XLIII-319b10

XLI-2

XL璽.2

XLm一l

XLiv.且

XLm-3

XLVI4

XLVIi-3

XLVII.2

XLII.1

XLIV-1

24aO8

24aO8

23b且2

25bO8

19bO9

16aO6

23aO5

22bOs

l2bH

26bO4

語 句

耳

耳

児

木

穆

華

木

帖

鉄

海

普

帖

成

愍

祖

福

亮

正

徳

徳

宗

漱

失

失

刺

顔

述

ロ

義

先

禮

道

児

遠

可

可

先

都

的

甫

益

先

卿

甫

翰

甫

甫

甫

徳

徳

文

也

和

良

維

慶

慶

和

囗

ロ

ロ

ロ

栄

説

温

覺

貴

貴

熈

憲

種

叔

守

守

守

忠

仲

徴

徴

霆

褫

塔

塔

塔

徳

伯

伯

文

文

明

也

ロ

安

閲

加

謙

弘

行

行

孝

忽

沙

四

潤

進

進

刺

楊

楊

楊

楊

楊

余

雷

剌

蘭

蘭

蘭

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

李

劉

劉

劉

柳

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

劉

(239)

カラ コル ム関 係碑 文官職 名 ・人名総 合索 引

碑 文

国
国
團
亂

糊

島

翻

評

隅

鰡

回
臨

囮
匝
甌
糊

囮
臨

認

囮
協

匝
田
翻

嬲

躡

M
灘
圖

鬧

團
圜
臥

餾

国
區
国
臨

團
膈

公

公

碑

碑

霊

霊

碑

碑

霊

霊

霊

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

公

皇

皇

皇

碑

司

碑

皇

皇

皇

碑

碑

皇

碑

碑

碑

北

皇

霊

碑

碑

公

碑

世

霊

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

北

碑

北

公

皇

皇

皇

劉

劉

残

残

三

三

残

残

三

三

三

残

残

残

残

残

残

残

劉

三

三

三

残

大

残

三

三

三

残

残

三

残

残

残

嶺

三

三

残

残

劉

残

四

三

残

残

残

残

残

残

残

残

残

残

嶺

残

嶺

劉

三

三

三

行

19

19

11

09

05

02

03

10

16

05

05

13

02

03

14

13

10

04

18

10

11

㎝

09

㏄

08

10

09

10

08

03

09

10

10

04

04

03

04

09

02

20

B

A

C

B

A

B

C

02

03

09

03

10

15

08

10

07

05

05

02

㏄

22

10

02

10

06

H

O7

C

E

B

B

C

C

A"as和 録

XLVI-116aO4

XLVI-116aO4

XLm-319bOg

XLII1-319bll

XLVII-323aOl

XLVII-221bO7

XLIX-131aO8

XLIII-319blO

XLVI1-222bO5

XLVII-323aOl

XLVII-323aOl

XLIII-320aO6

XLIX-131aO8

XLIII-320aO4

XLVl-116aO3

XLIV一 亘26bO6

XLII-112bll

XLIV-125bll

XLII-ll2bOg

XLII-213bO4

XLIV-126aO5

XLIII-419bO3

XLII-112bO7

XLm-319blO

XLIII-419aOl

XLV28aO7

XLIV-225aO3

XLVII-221bOg

XLIII-418aO6

XLVI-ll6aO7

XLIX-232all

XLIII-123aOI

XLVII-323aO5

XLIII-320aO5

XLIII-319b置0

XL【H-320aO3

XLm418bl2

XLV

XLIX-1

XLV

XLVI-2

XLIV4

XLII4

XLIV-1

29bO5

31bO3

28aO4

17bO1

26bO2

12bl2

26bO3



Indexoft血eTermsFound護nQara-qorum㎞scr藍Ptions

語 句

劉 善甫

劉 大川

(劉)仲 明

劉 珎

劉 天錫

劉公(天 錫)

劉 天錫(受 之)

劉公(天 錫)

劉 塔失帖木耳

劉 徳

劉 枌

劉 文質

劉 明

劉 良甫

梁 □能

梁 延義

梁 徳誠

梁 徳成

呂 仲寛

呂 復

冷 瑛

連 克明

婁 温

郎 真

和錫檀迪奴思

[コ 嘉納

ロ 行素

□哈的木児

□ 子成

ロ實麻識利

□ 伯要兀台

ロ 有恆

官 職

□吏

亜相

案牘

(和寧路)醫 學教授

醫學教授

醫學正

醫人

員外

(左右司)員 外郎

(左右司)員 外郎

(嶺北省左右司)員 外郎

(嶺北省左右司)員 外郎

(嶺北省左右司)員 外郎

(嶺北省左右 司)員 外郎

陰陽學正

陰陽人

右丞

(嶺北等処行 中書省)右 丞

掾史

掾史

掾史

掾史

(回回)掾 史

陰陽學正

回回

回回掾史

碑 文 行

三霊 侯[v]04

三霊 侯[v]08

残 碑[19r]H

残 碑[19v]04

三皇[11v]BO7

劉 公[r]01

劉 公[r]08

劉 公[r]09

三 皇 〔11r]02

残碑[10]ClO

残碑[9]10

三 皇[6v]AlO

三 皇[11vユBO3

嶺 ゴ匕[rユ22

大 司農[v]03

残碑[10]AO2

三霊 侯[v307

三 霊侯[vユ10

嶺 北[r]22

三 皇 〔11v]CO5

残 碑[20v]12

残 碑[10]AO3

三 皇[11v]CO8

残 碑[19v]且2

残 碑[19r]10

三 皇[11v]CO2

残 碑[9]02

残 碑[20v]04

三 皇[11v]COl

残碑[20v]05

残 碑[19r]12

残碑[20v]13

残 碑[9]

嶺 北[r]

残碑[9]

三 皇[6r]

三 皇[11v]

三 皇[6r]

三 皇[11v]

残 碑[19r]

嶺 北[r]

残 碑[24]

残 碑[10]

残 碑[24]

残 碑[24]

残 碑[24]

三 皇[11v]

三 皇[11v]

嶺 北[r]

残 碑[10]

大 司 農[v]

残 碑[10]

嶺 北[r]

残 碑[20v〕

残 碑[20v]

三 皇[6r]

残 碑[9]

残 碑[20v]

11

08

04

09

03

10

06

08

08

H

O8

02

05

08

㎝

07

B

C

C

A

C

C

C

B

C

8

2

且

3

8

9

8

1

0

8

0

1

0

0

0

0

0

1

1

0

A

A

Atlas和 録

XLVII-322bl2

XLVII-323aO4

XLIX-131bO4

XUV一126aO2

XLVI一 正14bll

XLVI-Il5aO8

XLVI一 正15a置O

XLIV-225aO2

XLIII-4置9aO8

XLIII-320all

XLH-2艮3bO5

XLIV-125blO

XLV29bO5

XLm-418bOl

XLVII-32=3aO3

XLVII-323aO6

XLV29bO5

XLIV-126bOl

XLIII-418a12

XLIV-126bO4

XLIX-131bO3

XLIV-126alO

XLIII-320aO6

XLIV一 更26aO9

XLIX-131bO5

XLIII-3

XLV

XLH1-3

XLII一 夏

XLIV一 且

XLII4

XLIV-I

XLIX.l

XLV

28bO2

20bO5

12bO7

25blO

12bO9

26bO2

31bO1

28bO3

XLnl-418aO7

XLIV-l

XLIV-1

XLV

XLIII-4

25bll

26bO3

28bO4

18aO3

XLIn-418al2

XLV28bO4

XLII-1且2bll

XLm-319blO

語 句

学ロ

学正

学正

學正

(醫)學 正

(陰陽)學 正

(陰陽)學 正

(儒)學 正

(和寧路儒)學 正

(和寧路儒学)学 正

(和林兵馬司儒)學 正

管勾(行 省)

管勾(嶺 北行省)

管勾(嶺 北行省)

管勾(嶺 北行省)

(嶺北省)管 勾

翰林学士承旨

機察

(醫學)教 授

(儒学)教 授

(蒙古字)教 授

(蒙古字学)教 授

(和寧路醫學)教 授

擧録

耆老

耆老

(和林)耆 老

(和林)耆 老

惠民良醫

經歴

(和寧路)經 歴

検校官

(前)建 功官

(嶺北省)檢 校官

(嶺北省)検 校官

(嶺北省)検 校官

(嶺北省)検 校官

行省管勾

國史院編修官

國子監丞

庫子

庫子

庫子

左丞

(嶺北行 省)左 丞

(嶺北行 省)左 丞

(嶺北等処行中書省)左 丞

左右司員外郎

左右司員外郎

(嶺北省)左 右司員外郎

(嶺北省)左 右司員外郎

(嶺北省)左 右司員外郎

(嶺北省)左 右司員外郎

左右 司都事

左右 司都事

(嶺北行省)左 右司都事

(嶺北省)左 右司都事

(嶺北省)左 右司都事

左右司郎中

左右 司郎中

(240)

碑 文

ー

ー

ー

M

司

M

司

M

ー

国

ー

田

田

田

蜩

ω

匝

ー

M

ー

ー

M

日

回

M

回

ー

ー

司

司

切

司

ー

ω

明

胡

燗

囲

司

珂

ー

ー

回

㎝

㎝

側

ω

ー

切

ω

切

4ー

如

岡

ー

国

ω

田

切

凋

国

四

眇

口

防

口

隘

ロ

レ

侯

仕

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

閣

匝

口

險

四

口

附

侯

口

侯

レ

レ

附

田

口

臣

均

肛

陀

陀

陀

a

ロ

ロ

鱠

鴎

侯

陀

陀

畛

ロ

レ

珍

口

陀

珍

皀

肛

レ

侯

口

a

陀

陀

碑

碑

碑

皇

皇

皇

皇

皇

公

霊

公

碑

碑

碑

碑

碑

元

公

皇

碑

碑

皇

皇

霊

皇

霊

世

世

皇

皇

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

皇

皇

碑

碑

霊

碑

碑

碑

碑

北

碑

碑

碑

碑

碑

皇

北

霊

碑

碑

碑

碑

残

残

残

三

三

三

三

三

劉

三

劉

残

残

残

残

残

興

劉

三

残

残

三

三

三

三

三

四

四

三

三

残

残

残

残

残

残

残

残

三

三

残

残

三

残

残

残

残

嶺

残

残

残

残

残

三

嶺

三

残

残

残

残

行

10

09

10

03

10

㏄

B

B

11

09

03

02

02

m

O4

07

10

㏄

03

05

03

10

09

02

09

03

08

01

01

04

11

07

08

01

01

06

02

05

08

01

01

01

06

10

05

06

01

㎝

11

08

10

08

02

05

08

03

08

餌

07

m…

㎝

09

B

A

B

B

B

C

A

B

A

D

D

D

B

B

B

A

C

A

C

C

C

A

B

B

Atlas和 録

XLIII-320all

XLIII-320a12

XLm-320all

XLIV-125blO

XLII412bO9

XLIV一 塵25blI

XLII-112blI

XLIV-i26aO4

XLVI-ll5aOl

XLVII-221bO7

XLVI414bl2

XLIX431aO6

XLIX-i31aO9

XLIX-131al2

XLIX-13重bO3

XLIII-418all

XLI-224aO8

XLVI-2藍7aO7

XLIV425blO

XLIIL320all

XLIII-320a苴2

XLKV-125bOg

XHI-112bO7

XLVII-322bll

XLIV-126bO4

XLVII-322bOg

XLm-123bl董

XLm-223bO8

XLII-112bl!

XLII-213bO2

XLIII-418bO9

XLIII-320aO8

XLIII-418aO9

XLIX-131aO6

XLIV-225aOl

XLIV-225aOl

XLIII-320bl2

XLm-320bO8

XLVII-323aO艮

XLIX-232bO3

XLIX-232a10

XLIX-232bOl

XLIII-418aO4

XLV28bO3

XLIII418aO7

XLIV-225aO3

XLV28bO3

XLVII-221bOg

XLIII418aO8

XLIX一 艮31aO6



語 句

(嶺北行省)左 右司郎中

(嶺北行省)左 右司郎中

(嶺北行省)左 右司郎中

參議

参知政事

参知政事

参知政事

(嶺北行省)参 知政事

(嶺北行省)参 知政事

(嶺北行省)参 知政事

(嶺北行省)参 知政事

(嶺北等処行中書省)参 知政事

(嶺北等処行中書省)参 知政事

(嶺北等處行中書省)参 知政事

祺應司提領

司官

祗候

司獄

(和寧路)司 獄

司倉

司倉

社司

(和寧路)儒 学学正

儒学教授

儒學正

(和寧路)儒 學正

(和林兵馬司)儒 學正

儒學録

首領

首領

首領官

首領官

(省)首 領

省醫

省醫

省首領

上相

省知印

省都鎮撫

省都鎮撫

(嶺北行省)照 磨

(嶺北行省)照 磨

(嶺北行省)照 磨

(嶺北省)照 磨

書寫

(都)社 長

書吏

司吏

司吏

司吏

司吏

司吏

司吏

(倉)司 吏

(和寧路)司 吏

進士

(和寧路)推 官

政事

税使司提領

石工

碑 文

駈
匪
匿
匿
囮
国
臨
隨
匿
匿
匝
匝
圃
鬪
隔
M
M
匝
囹
團
圖
灘
嗣
回
匝
国
国
圖
国
団
圏
圏
慨
圏
甌
匝
国
甌
回
囹
図
囲
圏
岡
圃
国
匝
團

匝
厠
匝
圓
M
匿
国
国
匝
匿
團
団

孺
囎
囎
辮
鶉
黜
囎
囎
囎
囎
艚
囎
騰
囎
翌
融
谿
理
囎
調運
囎
孺
孺
囎
理
鍛
谿
豊
淞
谿
囎
囎
囎
理
囎
囎
黜
囎
囎
囎
囎
囎
囎
囎
囎
翫
囎
豊
理
鰭
囎
豊
蹴
囎
黜
蹴
囎
囎
理
黜

カラ コル ム関係碑 文官 職名 ・人名 総合索 引

行

03

02

05

08

02

08

B

B

C

C

A

A

A

A

A

A

B

A

B

A

B

C

06

01

02

09

12

09

10

06

12

01

㎝

10

11

06

㏄

㏄

02

10

09

03

02

10

20

01

06

鰺

12

11

13

12

07

01

07

08

B

B

2

5

8

5

9

4

0

0

0

0

0

0

E

E

E

A

06

11

07

04

10

10

06

03

餌

02

09

01

03

03

A

A

B

B

C

B

A

C

B

A

C

At㎏s和 録

XLVIト221bO8

XL正V-225aO2

XLV28bO2

XLIX-232bO3

XLIX.232alO

XLm418aO6

XLIII418aO5

XLIV-126aO7

XLVI-216bO2

XLVI-217a10

XLII-213bO5

XLm-3・20alO

XL蓋1-2且4aO2

XLm419bO2

XLVn-322bl2

XLV11-221bO7

XLm-320all

XLIV426aO4

XLVI一 星15aOl

XLVI-1且4b12

XLn-112bOg

XLVI-ll6aO7

XLVI-217aO3

XLII-112b11

XLV28bO1

XLm-320bO2

XLIn-320bO1

XLln4

XLm-3

XLV

XLm-4

XLn-2

XLn-2

XLII1-4

XLIII-4

XLIV-l

XLVI-2

XLII1-4

XLV

XLV

XLm-4

XL1X.2

XLIV一 且

XLV

跏
謡

轜

鑑

鬻

繋

鑑

欄

翻

l

1

2

且

-

且

且

且

2

1

1

2

2

1

3

2

2

語 句

官

夫

功

大

矼
墓

靉

畿

啝
俐
俐
飼
藷

鮒
鶏

震

橿

灘

鷺

俐
俐
瑠

鱒
罐

鯉
癬

濮

欝

黷

咐
咐
慧

縉

咐
咐
俐
雛

雛

俐
欝

鸞

澄

院

馬

目

寧

寧

寧

吏

ー

官

官

官

府

管

管

管

総

総

總

　

ラ

　

路

路

路

赤

赤

赤

花

花

花

魯

使

魯

魯

達

大

達

達

)

)

)

)

馬

庫

赤

赤

赤

路

路

兵

農

準

花

花

花

寧

寧

林

印知)

事

事

知

知

)

)

誥

所

路
、
制

問

寧

)

撫

撫

撫

撫

鎮

鎮

鎮

鎮

　

ラ

　

　

司

都

都

都

都

牘案

擧

控

提

提

挙

挙

挙

挙

)

)

提

提

提

提

倉

積

牘

牘

牘

路

子

)

)

)

γ

林

案

案

案

案

寧

斗

領

領

領

提

提

提

　

　

　

司

司

庫

應

使

準

碑 文

匿
M
細
團
團
国
団
国
国
圓
岡
鬮
圏
甌
匿
匝
陬
厠
駈
團
團
團
團
m
駈
岡
甑
匪
團
田
匿
團
皿
蜘
匝
團
鬮
鬪
團
囹
鬪
團
m
囲
圈
匝
匝
匝
皿
匝
團
匿
甌
皿
嗣
剛
匿
園
圓
團

囎
搬
孺
騰
囎
融
搬
靴
搬
囎
囎
囎
蘭
騰
囎
理
豊
瑾
飼
灘
理
理
理
騰
孺
囎
囎
囎
理
囎
融
囎
囎
理
理
勲
囎
囎
囎
騰
囎
騰
灘
囎
理
理
理
理
囎
理
騰
囎
囎
騰
理
理
囎
遑
理
囎

行

侶

聖

田

u

・9

鯲

・9

・7

麗

・5

・3

㏄

・5

蹤

脳

・2

・8

鯢

叢

閉

㎝

・2

説

・7

・2

叢

引

増

・9

・9

・7

・8

・5

・6

跏

・3

罵

隠

驚

・3

08

15

06

08

0

3

2

3

9

1

0

1

0

0

B

B

B

B

C

A伽s和 録

XLVII-130bll

XLVI-217bOl

XLVII-222bO4

XLIII-320aO8

XLIII-319bOg

XLVI-llsa10

XLVI-216bO5

XLV28bO5

XLVI-II5aO7

XLIII418bO5

XLm-419bO3

XLVII-130aO8

XLIV425bll

XLIV-126aO7

XLIV-126a12

XLII-327aO6

XLIII-320b10

XLII-213aOg

XLII-213a10

XLIV-126aOl

XLIII-418bO4

XLVII-221bO6

XLIII-419aO5

XLII-213bO3

XLIII-320aO4

XLIII-418blO

XLIV-225aO紅

XLII-213al2

XLIII-320aO8

XLIII-320bO2

XLm-320bOl

XLIH-320bO4

XLII夏一320bO3

XL皿419aO3

XLIL2

XLII-2

XLH-2

XLII-2

XLI葦1-4

X口1-2

XLm-3

亘3blO

l3bll

l3bI2

14aOl

lgaIO

13bO4

20aO5

XLIII418bll

XUI-214a(瞬

XLI1-214aO7

XLIV-126aO7

XLIV-126aU

XH皿 一320bO9

(241)



IndexoftheTermsFoundinQara鱒qorumInscripIions

語 句

鉄匠

典吏

同知

(和寧路)同 知

同提挙

(和林倉)同 提擧

都事

都事

(左右司)都 事

(提控)斗 子

都社長

(嶺北行省左右 司)都 事

(嶺北省左右司)都 事

(嶺北省左右司)都 事

都鎮撫

(都)鎮 撫

都鎮撫

(都)鎮 撫

(省)都 鎮撫

(省)都 鎮撫

都提挙

(李)伯 述

判官

(和寧路)判 官

副兵馬

付使

付使

(平準庫)付 使

付提挙

付提挙

(和林倉)付 提擧

(和林倉)付 提擧

付都鎮撫

付都鎮撫

付都鎮撫

付都鎮撫

付都鎮撫

付兵馬

(和林)付 兵馬

(嶺北省)付 理問

(嶺北省)付 理問

父老

父老

平準庫

平準庫大使

平準庫提領

平準庫付使

平章政事

平章政事

[平章]政 事

(嶺北行省)平 章政事

(嶺北行省)平 章政事

(嶺北省)平 章政事

兵馬

兵馬

兵馬

兵馬 司

兵馬司

兵馬 司吏目

(和林)兵 馬司

碑 文

コ

　

コ

コ

コ

コ

コ

ユ

コ

コ

齢

團

匝

阨

匝

匝

瞼

瞭

阯

團

国

駈

匝

險

匿

匿

圏

圏

回

團

匝

駈

匝

匝

陣

睡

随

囹

匝

匝

匝

匝

團

團

匿

匿

匿

団

隨

團

團

国

国

匝

團

團

回

駈

国

甌

匿

随

臨

臨

国

回

團

匝

團

国

霊

碑

皇

碑

皇

碑

碑

碑

皇

皇

北

霊

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

皇

司

皇

碑

皇

皇

皇

碑

皇

皇

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

公

碑

碑

碑

公

公

皇

碑

碑

碑

司

北

碑

碑

碑

碑

皇

公

公

皇

皇

皇

公

三

残

三

残

三

残

残

残

三

三

嶺

三

残

残

残

残

残

残

残

残

三

大

三

残

三

三

三

残

三

三

残

残

残

残

残

残

残

劉

残

残

残

劉

劉

三

残

残

残

大

嶺

残

残

残

残

三

劉

劉

三

三

三

劉

一
丁

彳 Atlas和 録

爾

認

淵

櫞

㎜
器

㎜
蠶

3

6

な

4

②

4

4

4

ユ

逸

V

逸

4

4

㎜
㎜
温

㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
論

慧

09

09

殿

棚

…

犯

剛

即

鵬

調

覦

囲

殿

副

剛

認

脳

鵬

0

0

3

7

3

8

6

6

6

0

3

4

9

9

0

0

2

2

且

2

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

2

2

β

13

塗

β

逸

4

4

4

4

β

2

②

4

4

β

弓

H

H

H

11

H

H

V

V

V

H

11

H

11

11

11

n

測

皿

翫

翫

乱

跏

粗

跏

皿

測

乱

乱

跏

皿

洫

跏

㏄

11

03

㎝

仭

12

03

08

04

04

07

02

10

10

11

11

07

08

02

08

06

10

08

02

㏄

07

A

B

B

C

B

A

B

A

B

B

C

C

㎜
器

鬻

隲

㎜
期

獺

㎜
…
慧

㎜
驢

网

肥

鵬

謂

2

气
ゾ

2

5

且

2

1

且

屯

4

δ

δ

通

4

遣

"

3

3

3

V

屯

臓

逸

②

4

4

②

弓

4

4

↓

闘
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
纛

㎜
㎜
㎜
瀏

闘
㎜
皿
溜

㏄

05

05

06

05

06

12

B

14

03

12

05

06

09

18

09

08

09

07

03

07

B

B

C

C

A

C

B

01

03

06

09

07

08

02

10

05

10

07

A

A

A

A

B

A

B

語 句

赤花魯

官

達

修

馬

馬

編

馬

兵

兵

ー

使

兵

ー

ー

院

付

ー

林

林

史

庫

授教

授

学

教

字

字

目吏

目

)

吏

司

)

問

問

理

理

事

ー

ー

知

省

省

馬

官

所

所

北

北

事

事

中

中

中

政

丞

都

郎

郎

郎

知

事

事

事

左

司

司

司

司

参

政

政

政

事

事

政

政

勾

勾

勾

省

丞

右

右

右

右

省

知

知

知

磨

磨

磨

章

章

管

管

管

行

左

左

左

左

左

行

参

参

参

照

照

照

平

平

省

省

省

北

省

省

省

省

省

北

省

省

省

省

省

省

省

省

行

行

行

〕

行

行

行

行

行

]

行

行

行

行

行

行

行

行

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

省

事

郎

郎

郎

郎

都

外

外

外

外

事

司

員

員

員

員

都

右

官

官

官

官

司

司

司

司

司

左

事

問

問

政

揃
俐
凩
幗
盟
醂
鈷
黏
駛
駛
駛
駛
駛
鞭
齟
蛆
徹
倶
鯛
胴
嬲
懶
懶
舳
蹴
黜
蹴
懶
黜
蹴
黜
黜
黜
臘
黜
黜
黜
蹴
蹴
黜
黜
蹴
黜
豼
豼
蹴
黜
蹴
蹴
蹴
蹴
黜
豼
黜
欟
蹴
蹴
蹴
蹴
翫

勾

校

校

校

校

右

右

右

右

右

省

磨

理

理

章

問

管

檢

検

検

検

左

左

左

左

左

北

照

付

付

平

理

]

省

省

省

省

省

(242)

碑 文

ー

田

ー

飼

M

剽

M

ー

ー

田

切

切

ー

側

切

M

ー

司

田

31

ー

ー

ー

ー

田

囲

田

囲

側

国

田

切

凋

偲

姻

司

4-

4-

4-

41

側

側

ー

ー

切

田

41

41

勇

ω

41

』

引

田

田

ω

ー

ー

側

ー

『

口

・ぽ
肛

ロ

ロ

ロ

田

国

ロ

ロ

ロ

レ

陀

ロ

ロ

レ

陷

畛

偐

国

四

鱠

陶

ロ

ロ

ロ

陰

障

侯

侯

陀

診

陀

陀

陰

陀

口

珍

陀

珍

畛

国

ヒ

ロ

ロ

陀

陀

畛

向い
畛

陰

陀

ロ

ロ

ロ

⑲

e9

陀

四

鍬

囎

黙

理

豊

囎

遑

囎

囎

囎

囎

囎

融

囎

囎

理

鍛

拍』
囎

鰭

囎

囎

囎

囎

囎

囎

騰

囎

囎

蓋

孺

囎

囎

囎

辧

囎

囎

囎

騰

囎

騰

囎

瓣

黜

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

囎

行

9

3

1

1

5

3

2

9

4

0

1

0

0

0

1

0

0

0

C

C

B

㎝

03

09

11

㏄

11

09

㏄

10

A

B

C

A

C

B

A

2

1

4

7

8

3

3

6

9

0

.0

0

0

0

0

0

0

0

4

3

1

3

0

0

0

0

B

B

01

餌

01

01

08

11

01

04

07

02

06

B

B

C

A

A

A

E

E

E

A

A

11

07

㏄

06

01

㏄

07

08

ω

㏄

㎝

07

01

05

05

06

08

07

A

A

D

D

D

A

C

C

C

A

A

A

A"闘 和録

XLVI-115alO

XLIII-419aO5

XLVI-ll4bll

XLIV-225aOl

XLIV-126bO1

XLIV一 正25bOg

XLIII-320al2

XLIII-320aO4

XLIII4.18bO2

XLIII-419aO2

XLIII-4貰9aOg

XLVI-216b12

XL皿 一419aO7

XLIV-126aO4

XLVI-216bO5

XLII-112bO9

XLIII-320aO4

XLIII-320aOl

XLIII-319bl2

XLIn-320aO5

XLIX-13夏aO8

XLIX-131all

XLIX-131bO2

XLIX-232alO

XLIX-232a12

XLVII-221bOg

XLVII-221bO8

XLIX-232a10

XLIX-231bll

XLIX-232aO3

XLIII-320bO7

XLV28al2

XLIII418all

XLIII418aO9

XLIII-418aO7

XLIII4

XLIX一 置

XLIII-4

XLm-3

XLIII-3

XLIX-2

XLIn-3

18aO8

31aO6

18alO

20aO3

20aO2

32aO5

20aOl



語 句

嶺北省理問

嶺北等處行中書省

嶺北等處行中書省

嶺北等処行中書省右丞

嶺北等処行中書省左丞

嶺北等処行中書省参知政事

嶺北等処行中書省参知政事

嶺北等處行中書省参知政事

郎中

郎中

く左右司)郎 中

(左右司)郎 中

(嶺北行省左右司)郎 中

(嶺北行省左右司)郎 中

(嶺北行省左右司)郎 中

路史

和寧務

和寧路

和寧路

和寧路醫學教授

和寧路經歴

和寧路司獄

和寧路儒学学正

和寧路儒學正

和寧路司吏

和寧路推官

和寧路總管

和寧路総管

和寧路総管府

和寧路達魯花赤

和寧路達魯花赤

和寧路知事

和寧路提控案牘

和寧路同知

和寧路判官

和林耆老

和林耆老

和林倉

和林倉提擧

和林倉同提擧

和林倉付提擧

和林倉付提擧

和林付兵馬

和林兵馬

和林兵馬司

和林兵馬司

和林兵馬司儒學正

和林兵馬達魯花赤

文 散 官

□□大夫

亜中大夫

亜中大夫

栄禄大夫

栄禄大夫

嘉義

嘉義大夫

銀青栄禄大夫

光禄大夫

光禄大夫

碑 文 一丁彳

残 碑[9〕08

残 碑[9]Ol

劉 公[r]07

残 碑[10】A12

残 碑[10}All

残 碑[10}AO9

残 碑[10]A10

残 碑[24jAO4

残 碑[19r]04

残 碑[19r]06

残 石卑[24]BOワ

残 碑[24]BlO

三 霊 侯[r]03

残 石卑[24]BO3

残 碑[24]BO6

三 皇[6r]09

残 碑[9]05

三 皇[6v]AOl

劉 公[r]03

三 皇[6r]09

残 碑[10]BO8

残 碑[9]11

三 霊 侯[r]02

劉 公[r]03

嶺 北[r]04

残 碑[10]BO9

残 碑[10]B12

嶺1ヒ[r]09

劉 公[r]07

残 碑[10]Bl3

三 霊 侯[r]OI

残 石卑[10]BO7

残 碑[10]BO6

残 碑[10]BU

残 碑[10]BIO

四 世[v]0且

四 世[r]04

三 皇[6v]BOl

残 碑[10]CO8

残碑[10]CO7

残碑[10]CO5

残碑[10]CO6

残 碑[10]Cl2

劉 公[r]0且

劉 公[r}02

劉 公[r]07

劉公[r]02

残碑[10]C13

残碑[24]

残碑[9]

三霊侯[r]

残碑[20r]

残碑[20r]

三皇[6v}

嶺北[r]

残碑[20r]

大司農[r]

嶺北[r]

Al1

07

01

AO2

BO3

AO2

09

AO5

02

07

At置跚 和 録

XLIII-3且9b12

XLIII-320aO8

XLVI-Il5aO7

XLIII418aO3

XLm418aO4

XLm4且8aO6

XLIII418aO5

XLIX-13且aOg

XLIX-131all

XLVI1-221bO8

胼

副

鵬

副

跏

鵬

蜘

即

器

鬻

灘

盤

黜

脳
嬲

鬻

鬻

㎜
驢

剛
器

鬻

12

21

13

15

12

18

20

21

n

B

㎏

M

n

図

B

R

M

W

図

図

W

H

14

R

14

.M

μ

図

H

R

ロ

図

図

M

14

図

H

H

N

M

図

蝦

謂

謂

㎜
艱

x
㎜
㎜
x
慧

闘
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
獄

㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
慧

㎜
慧

XLm-3

XLVII-2

XLKX-2

XuX-2

XL1卜2

XLV

XLIX-2

XLII-3

XLV

20aO且

2且bO6

31b且 匪

32a且2

13aO9

28bO4

32aO2

27aO6

28bO亘

語 句

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

夫

大

大

大

大

大

大

大

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

郎

大

大

大

夫

大

大

大

大

大

大

大

大

郎

禄

政

善

善

善

善

徳

仕

仕

仕

仕

仕

仕

仕

仕

仕

仕

事

事

事

事

事

直

直

直

直

直

直

直

直

直

直

直

直

直

徳

徳

徳

務

務

務

務

務

務

務

中

憲

順

順

順

大

奉

奉

奉

奉

奉

奉

奉

奉

事

光

資

資

資

資

資

資

従

従

従

従

従

従

從

將

將

将

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

承

太

忠

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

徴

(243)

カ ラコル ム関係碑 文 官職 名 ・人 名総 合索 引

碑 文

d

-

d

]

]

]

]

]

]

司

d

d

ー

]

]

]

司

ー

ー

ー

ー

ー

]

]

]

]

司

ー

ー

]

日

ー

司

ー

ー

ー

ー

司

司

]

d

]

司

」

ー

]

司

d

司

d

]

司

図

国

m

脚

伽

図

aり

陬

㎞

㎞

田

四

㎜

囲

m

鵬

以

團

團

四

鵬

阻

陬

陬

㎞

團

肋

m

⑳

臼り

国

四

以

阻

囮

團

ロ9

吻

阻

m

陶

m

鵬

凶

ロ3

⑳

側

甌

阻

団

阻

m

m

脚

伽

脚

㎜

麟

国

圏

碑

北

碑

碑

碑

碑

碑

皇

皇

皇

皇

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

皇

皇

皇

碑

碑

碑

碑

碑

北

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

皇

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

霊

皇

皇

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

碑

北

碑

残

嶺

残

残

残

残

残

三

三

三

三

残

残

残

残

残

残

残

残

残

残

残

三

三

三

残

残

残

残

残

嶺

残

残

残

残

残

残

残

三

残

残

残

残

残

残

残

三

三

三

残

残

残

残

残

残

残

残

残

嶺

残

行

08

08

11

06

㏄

08

12

08

09

10

02

03

06

㎝

06

A

A

B

A

A

A

A

A

A

C

E

B

07

07

05

05

09

03

04

07

04

05

E

E

A

B

B

㎝

04

05

12

13

08

08

01

04

.
10

08

07

09

02

㎝

10

05

08

03

04

12
噛
04

05

06

05

07

09

10

03

㏄

05

06

01

08

12

A

A

C

C

C

D

D

B

C

B

B

C

C

B

A

B

B

A

A

C

C

C

C

A

At㎞s和 録

XLIX-232aO5

XLV28bO4

XLIII-418aO4

XLIX-232bO3

XLIII418aO3

XLII-213bO3

XLn-213bO4

XLII-213bO5

XL【V-126a10

XLIX-131aO8

XLIX-131aU

XLIII-418b11

XLIII-321aOl

XLIn-320bO4

XLIX-131bO2

XLII-213bO2

XLII-213bl2

XLII-214aOl

XLIII-320aO4

XLIII418all

XLIII-418alO

XLIII-419aO6

XLIII-4且9aO5

XLV28bO2

XLIX-131bOl

XLm-320blO

XLIX43且a12

XLIV-126a10

XLIII418blO

XLm-418bO7

XLIII-419bOl

XLm-419alO

XL翼X-131aO8

XLix-131aOg

XLIII-4豆8bOs

XLVII-221bO9

XLII-213a且2

XLIV-126aOl

XLIII-320aO3

XLm-4

XLm4

XLIX.2

XLIX-2

XLIX-2

XLIX-2

18aO6

18aO5

32a12

32bOl

32bO2

32bO3

XLV28bO2

XLIX43丘bO5



hldexoft血eTermsFoundinQam-qorumInscriptions

語 句

谿

繋

欝

篶
藻

蠶
雛
翻
輔
輜
難

灘

覊
韜

碑 文 行

残 碑[9]08

残 碑[10]B13

残 碑[23]04

残 碑[23]05

残 碑[24]BO1

残 碑[24]BO4

残 碑[24]DO7

劉公[v〕AO2

残碑[19r]05

三 皇[6v]B〔}2

三 皇[11v]BO7

残 碑[10]AO6

残 碑[10]AO7

残 碑[10]AO8

残 碑[19r]06

残 碑[19r]09

残 碑 匸24】CO4

残碑[24}DO1

三 皇[6v]AO4

三 皇[6v]AO6

三 皇[6v〕BO3

三 皇[6v]BlO

残 碑 匸10]BO8

残 碑[10]BO9

残碑[10]CO7

残 碑[24]CO7

残碑[24]C10

嶺北[r]08

三霊 侯[rユ03

三皇[11v]CO3

Atlas和 録

XLm-319b12

XLm-418bO4

XLVI-2

XLIX-1

XLII-2

XLIV-1

XLIII-4

XLIII-4

XLm-4

XuX-1

XL【X-1

XLII-2

XLII.2

XLII-2

XLII.2

XLIII4

XLIII-4

XLIII.4

XLV

XLVn-2

XLIV-1

16bO3

31a10

13blO

26aO2

i8aO9

18aO8

18aO7

31a11

3貰bO2

13all

13bOl

且3bn

l4aO7

18bO9

且8bO8

19al1

28bO3

21bO8

26all

語 句 碑 文 行 At隔 和録

武 散 官

昭信校尉

昭武

進義

進義校尉

進義校尉

進義校尉

宣威將軍

宣武將軍

忠顯校尉

忠顯校尉

忠顕校尉

忠顕校尉

忠翊

忠翊校尉

忠翊校尉

忠翊校尉

敦武

武徳將軍

武略將軍

武略將軍

武略將軍

武略將軍

武略將軍

残碑[10]

三皇[6v]

三皇[11v]

残碑[9]

残碑[10]

劉公[v]

残碑 〔23]

残碑[9]

残碑[9]

残碑[10]

残碑[23]

残碑[23]

三皇[11v]

残碑[9]

残碑[9]

残碑[10〕

残碑[9]

残碑[9]

残碑[9]

残碑[23]

残碑[23]

残碑[23]

残碑[23〕

06

03

08

11

C

A

B

且

3

1

0

B

A

02

08

06

01

12

13

㎝

07

09

02

U

O7

06

09

10

H

14

C

C

C

XLm-4

XLII-2

XLIV-l

XLlII-3

XLIII-4

XLVI-2

XLm.3

XLm-3

XLIII4

XLIV-1

XLIII-3

XLm-3

XLIH-4

XLm.3

XLm,3

XLII1-3

19a12

13a正0

26aO3

20bO7

18bO6

16bO4

20bO1

20bO3

19bO5

26a12

20bl置

20bO9

且9bO4

20a10

20bO2

20aO2

(244)



嶺 北 省 右 丞 郎 中 総 管 収 糂 記Sino-Mongolianlnscriptionof1348

松 川 節 ・松 井 太

(TakashiMATSUKAWA/DaiMATSUI)

調 査 場 所:ハ ル ホ リ ン市,エ ル デニ=ゾ ー寺 院 内.

調 査 日時:①1996年8月26～27日;①1998年8月12～16日.

調 査 者:① 松 田 ・松 川 ・松 井 ・オチ ル;② 松 田 ・村 岡 ・宇野 ・松 川 ・中村 ・オチ ル ・ダシバ トラ フ ・ガル サ ンツェ レ

ン.

調 査 方 法 ・作 業 内 容:① 碑 陰 のみ拓 本1セ ッ トを採 取.写 真撮 影 。 ②碑 陽 ・碑 陰 につ い て,拓 本 を2セ ッ ト採取 。

写 真撮 影.

碑 文 の現 況:エ ル デ ニ=ゾ ー寺 院 内 東 の草 地 内 に,碑 陰 を上 に した状 態 で放 置 され てい る.そ の 隣 に は 「和 林 兵馬 劉

公去 思 碑」 も,同 じ く碑 陰 を上 に した状 態 で 放置 され て い る.長 さ234cm,幅85cm,厚 さ27cm.下 に な って い る碑 陽

側 は 長 さが10cmほ ど長 く,244cmあ る.碑 石基 部 には亀趺 或 い は基台 に差込 むた め の ソケ ッ トが あ り,途 中 で折 れ た

あ とが見 て取 れ る.現 存 す る ソケ ッ トは,長 さ 韮2cm,幅2gcm,厚 さが19cm.ま た,付 近 に亀 趺 ない し基 台 は 見あ た ら

なか っ た.

碑 陰 のモ ンゴル文 は,碑 石 の 中央,碑 頂 か ら12～60cmの 部分 に行 間6cmで4行 記 され て い る.碑 頂 か ら60cm以

下,最 下 部 に到 る まで は全 幅 にわ た って漢 文 が刻 され て い た と思 わ れ るが,全 体 に 磨耗 が 激 し く,左 半 分 には文 字 の痕

跡 す ら残 っ てい な い.碑 頂 か ら120～180cmの 部 分 に は,李 文 田が 『和林 金 石 録』 で 指摘 す る とお り,チ ベ ッ ト文字

の仏 呪o興lnlanipadmehUlpが3行 にわ た って刻 され て お り,そ の 下 に刻 され てい た はず の 漢 文 を解読 す る こ とは,も は

や困難 で あ る.チ ベ ッ ト文 字 の仏 呪 を刻 す る際,意 図 して碑 面 を削 っ た可 能性 が あ る.

拓 影:Atlas,pl.XLV-1,2(碑 陰 の下3分 の1が 欠);松 川1997,p1,XI(碑 陰 モ ンゴル 文額 のみ).

拓 本 所 蔵 機 関:立 命館 大 学 図書 館 ω;モ ン ゴル国 科学 ア カデ ミー歴 史研 究所;大 阪大 学 文学 部.

考 察=Atlasに 拓 影 が公 刊 され た こ とに よ り,は じめ てそ の存 在 が知 られ る.こ の拓 影 か ら,碑 陽 の末 尾 に5行 の ウ

イ グル字 モ ンゴル文,碑 陰上 部 に数 行 の ウ イ グル字 モ ンゴル 文が 存在 す る こ とが わ か る.

1897年 に;李文 田(撰)『 和林 金石 録』 が 碑 陽 の漢 文 を著録.さ らに羅 振 玉が,Atlas所 載 の拓 影 と 自 ら蒐集 した拓 本

とに よって対 校 し,詳 細 な校 勘記 を1929年 に完 成 させ る.た だ し,羅 振 玉 の校 勘記 で も,碑 陰 の漢 文 とモ ン ゴル 文 の

存 在 に は言 及 され てい な い.

この間,コ トヴ ィチ(KOTEHq)と ポ ッペ(nonne)が 現 地 調 査 の際 に 当碑 文 の存 在 を確 認 して い る.コ トヴ ィチ は 厂ゴ

ルバ ン ・ゾ ー堂 宇 の前方 よ り正確 に は ッ ァニ ト堂 宇 の近 く に建 つ 漢文 碑 文 の両 面 に 数行 の モ ン ゴ ル文 テキ ス ト

が認 め られ た」 と述 べ る(KoTB四1917,pp.206-208).従 って,コ トヴ ィチ の調 査 時 点 で は,本 碑 は まだ立 て られ た状態

で あっ た こ とが 判 る.現 在 の よ うに放 置 され た の は1981年 の こ とで あ る.こ れ はエ ル デニ=ゾ ー博 物 館 の前館 長 ダ ワー

ドル ジ氏 に対 す る イ ン タ ヴュ ーに よ り判 明 した.1998年 度 行 動記 録8月16日 を参 照.

参 考 文 献:Atlas,pl.XLV;KoTB四1917;李 文 田 『和 林 金 石録 』;ポ ッペlg42,pp.16-17;Ligetilg72,p.27;松 川1997.

嶺 北 省 右 丞 郎 中 総 管 収 粮 記 ・モ ン ゴ ル 文(松 川 節)

MongolianPartofSino・Mongolianhscriptionofl348(TakashiMATSUKAWA)

本碑 を実 見 した コ ト ヴ ィチ とポ ッペ は,そ れ ぞれ 「漢文 碑 文 上 の モ ン ゴル語 銘 文 は,充 分 良好 に保 存 され て い るが,

その 内容 は,大 部 分 漢語 の音 写 で あ り,た だ 官職 名 を示 してい るだ けで,漢 文 で記 され た 内容 を意 味す る にす ぎな い.

モ ン ゴル語 の部 分 は,ほ んの 数個 の単 語 か らなっ てい る だ けで あ る」(KoTB四1917,pp.206-208)「 漢文 碑 文.こ の碑 文

中若干 行 は古 代 蒙古 の書 体 で 書 か れ,漢 文 中 にあ る諸 固有 名 詞 の音 写 で あ る」(ポ ッペ1942,pp,17,32)と 説 明す る の

みで,モ ンゴル 文 テ キス トの 解読 は行 な わ なか っ た.そ の後 リゲ テ ィは,Adasの 拓 影 に依 拠 し,ま た漢 文 面 の内 容 を

も斟酌 して,碑 陽 モ ン ゴル文 の テ キス ト転 写 を初 めて提 出 した(Ligetil972,p.27).そ の際,リ ゲ テ ィは参 照 文 献 と して

"G
.Kara,Inscrlptionsino-mongoledeQara-qorumdel348.AOH25"を 挙 げ てい る か ら,カ ラ(G.Kara)が 本碑 モ ン ゴル文 の

解 読研 究 を準 備 してい た と推 測 され る.し か し,カ ラ論 文 はAOH当 該 号(1972)に は発 表 され てお らず,ま た管 見 の 限

り,現 在 まで い か な る形 で も公表 され て い ない.一 方,碑 陰 モ ンゴル 文 につ い て,Atlasの 拓 影 はほ とん ど判読 に堪 え

ない状 態 で あ った.

この よ うな状況 にあ っ て,我 々 は1996年 度 の調 査 に おい て拓 本(た だ し碑 陰 の み)を 採取 し,こ れ に基 づ い て松 川

(1)こ の拓本は
,清 朝最後の庫倫辨事 大臣であった三多(サ ン ドー)が 宣統2年 庚戌(1910)の 夏 に採拓 させた ものであ ることが,右

下部分の題記 「和林倉碑 庚戌夏 日 三多 識」か ら判明する.
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が初 め て テキ ス ト転 写 を提 出 した(松 川1997).さ らに我 々 は,1998年 度 の調 査 にお い て碑 陽 を も採拓 で きた.本 処

で提 示 され る テ キス トは,今 回の 調 査 で将 来 した拓本 に依拠 す る.ま た,松 川(1997)が さ きに提 出 した碑 陰モ ン ゴル文

テ キ ス トに も,若 干 の訂 正 を加 えた.

本碑 モ ンゴ ル文 の綴 り字 につ い て は,語 末 の/-ng/を 表記 す るた め に 一NKと 書 かれ るべ きと ころで,し ば しば 一Kと し

か書 かれ て い ない点 が 注 目され る(!02:NYK=Ni・n・g「 寧 」;103:CYK=こi・n・g「 丞 」;rO4:L'NGCWKニlangこu・n・g

「郎 中」;rO5:NYK=ni〈n>g「 寧」;rO5:XWCWK=qo己u<n>g「 和 中」vOl:LYK=Li〈n>g「 嶺 」;vO2:CWK=椥 〈n>g

「中」;vO3:CWK♂u・n・g「 中 」).そ の多 くは漢 語 の音 写 で あ る.本 稿 で は,こ れ らの用 例 で 一N一が表 記 され てい

ない場 合,・n・ と して補 った.

碑 陽(r㏄to)

rOl

rO2

rO3

rO4

rO5

yekesordas-un

UlnekeiNi〈n>g-ong-uunnledel廿nK6keBalaγasun-asaγuqunoyad-da

si-6ingdaivulingbui蓉ingunyiu一 乙i〈n>gTemUge

こeuledaivusoo-yiu-si-yinlang～ 三u〈n>gJanggi

ge-yidaivuqoo-ningluu-yinsunggonMusavirnoyan-dasangqo6u<n>gamuuiolankgen-iU髄YW///〃 〃/D(..)〃/

rOl

rO2

rO3

rO4

rO5

大 オ ル ダの

フメ ケ イ寧王 の 支 配 の コケ=バ ラ ガス ン にい る ノヤ ンた ちの ため に

資 政 大夫(で)嶺 北 省 の右 丞 テ ム ゲ,

朝 列 大 夫(で)左 右 司 の郎 中 ジ ャ ンギ,

嘉 議 大 夫(で)和 寧 路 の総 管 ムサ ー フ ィル(ら の)ノ ヤ ンの た め に,倉(の)和 中(の)糧 を,多 くの 人 々

を 一一 しな い

語 注

rO2,UmekeiNi<n>gong=こ のUmekeiNing-ongが 『元 史』 巻43,順 帝本 紀,至 正13年(1353)12月 己 亥 の条 に 「寧 王旭

滅 該,還 大 斡 耳朶 思 」 と現 われ る寧 王旭 滅 該(mnlekei)に 同定 され るこ とは確 実 で あ る.本 碑 で は'WM'K'Yと 書 か れ

るが,『 元史 』 で の漢 字音 写 か らは語 頭 に/h/一 を有 して い た と考 え られ る(e.g.HUlegh>旭 烈 ～旭 烈 兀.ウ イ グル 字 で

は先古 典期 モ ン ゴル語 の語 頭 の ノh/一を表記 で きな い).松 川1997,pp.94-95を 参 照.

rO2,noyad・ 亘a:Ligeti(1972)・ 松 川(1997)と もに1uq-aと 読 ん だ が,彼 らがL一 とす る語 頭 字 を拓 本 に よって他 の語頭 の

レ と比 較 す る と,フ ッ クの 曲が り方 が微 妙 に違 う.お そ ら く本処 で レ の フ ック にみ え る部 分 は碑 石 の キズ で あ ろ う.

rO5,vO3と 比較 して,noyad一 ⑫ が破 損 して い る もの と考 えたい.

松 川(1997)は 【05のnoyan-daをnoyan-dan,ま たvO3のnoyad-taをnoyan-tanと 転写 し,い ず れ も 「ノヤ ンた ちが 」 と

訳 す.し か しなが ら,両 処 と も接 尾辞 の 字形 は明 らか にDソT'で あ る.ま た,碑 文 に よっ て顕彰 され る人物 に与位 格 語

尾 が接 続 して 「～ に;～ の た め に,～ を記 念 して」 の意 とな る例 は 「忻 都 公碑 」 モ ン ゴル文 の碑 額お よ び 第1行 に も在

証 され る(Cleaves1949,p.62).本 碑 で列 挙 され る ノヤ ンた ち も顕彰 の対 象 とな って い る こ とは明 瞭 な ので,問 題 のnoyan

(noyad)一daも 「ノヤ ンた ちの た めに」 と訳 し,立 碑 の 目的 を記 す もの とみ る[以 上,松 井].

rO5,sangα{洫 ・n・gamu=sangの 部 分 をLigeti(1972)は?swq,松 川(1997)はsungと 読 ん で不 明語 と したが,今 回 の拓 本

で 明 らか にsangと 判 読 で きる.周 知 の よ うに,漢 語 「倉 」 か らの借 用 語.原 義 は 「倉,く ら」 で あ るが,ウ イ グル語 で

は倉 に納 入 され るべ き穀 物 現物 を も意 味 し(松 井1997,p,30&n.5),ま た多 くの蒙 漢 合璧 命 令 文 で はsangamuと 熟 し

て 「倉粮 」 と対 訳 され る(中 村 ・松 川1gg3,pp.76-77)。 本処 で は,sangamu「 倉 粮 」 が和 中(>mαqoこung,cf松 川

1997,p.92;本 稿 モ ン ゴル文 語注vO3;漢 文 語 注7a)に よって集 積 され た もの であ る こ とを特 に強 調 す る ため,具 体 的 な

amu「 食糧;米 」 の 直前 にqoこu・n・gを挿 入 して 「倉 の(=倉 に納 入 され るべ き)和 中 の糧;和 中の倉 粮 」 を意 味 す る も

の か[以 上,松 井].

rO5,01anirgen・i蛹 髄:Ligeti(1972)は こ の部分 をolan乙6gen-iUlU直 と転 写 し,ま た松 川(1997)は[t]ula"NK'一YUI曲 と訂

正 した.い ず れ もAtlasの 拓 影 に よ る もので あ っ たが,今 回 将来 した拓 本 に よ り,明 らか に01anirgen-inl齟 と判読 で き

た.最 後 の否 定辞UIU(U)に は,「 苦 しめ る;飢 え させ る」 とい った意 味 の動 詞 が 後続 し,本 処 以 下全 体 で 「多 くの民 を

苦 しめず(飢 え させ ず)… ・」 とい う よ うな,糧 食 集積 を賞賛 す る文脈 とな っ てい た と推 測 され る[以 上,松 井].

碑 陰(verSO)

vOl

vO2

vO3

Ling-bui蓉ing-un

yiu一 乙ingTelll島gelang-6ungJanggi

sunggonMusavirnoyad-taqoo一 こung

嶺北 省 の

右 丞 テ ムゲ,郎 中 ジ ャ ンギ

総 管 ムサ ー フ ィル(ら の)ノ ヤ ンた ちの た め に,和 中(の)
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嶺北省右丞郎中総管収粮記

vO4amunquriyaγsa皿 一utulab赴tasbayiγulba 糧 を集 め たの で,碑 石 を建 て た.

語 注

vo1,h皿g-bui蓉ing=<chin.嶺 北 省.碑 陰 モ ン ゴ ル 文 の 内 容 が,碑 陽 漢 文 の碑 名 「嶺 北 省 右 丞 郎 中 総 管 収 粮 記 」 の 対 訳 で

あ る こ と に気 づ け ば,固 有 名 詞 の 比 定 は 容 易 で あ る.「 張 応 瑞 碑 」 モ ン ゴ ル 文(hne13)に はLing-buiding加uqing乙ung洳

蓉ing<ch血 。嶺 北 等 處 行 中 書 省 の 対 訳 例 が 在 証 さ れ る(Cleaves1950,p.112).

vO2・03,yiu・ …ingTem聖elang・ さungJanggisunggonMusa▼h・=yiuそing<chin.右 丞,蓋ang一 こung<郎 中,sunggon<總 管.

い ず れ も 「忻 都 公 碑 」(lines2,32,37)に 在 証 さ れ る(Cleavesl949,pp.97,117,121).ま た,yiuこing<右 丞 は ト ゥ ル フ ァ ン

出 土 モ ン ゴ ル 語 命 令 文 書(Cele皿sodnom&Taube,BTTXVI,NL73,】ine4)に も在 証 さ れ る.

vO3,αoo.面ng:こ れ ま で モ ン ゴ ル 語 資 料 中 に は 在 証 さ れ て い な い が,本 碑 の 主 旨 か らみ て,漢 語 「和 中 」 の 音 写 に 間

違 い な い.同 じ語 が,105で はxwcwKqo己u・n・gと 分 か ち 書 き され ず に 綴 ら れ て い る.こ の 「和 中 」 に つ い て は,漢 文

面 碑 陽 の 語 注7a(松 井 担 当)を 参 照.

vO4,b並tas;「 碑 石 」 の 意.こ の 語 は 漢 語 の 「碑 」 と古 代 ウ イ グ ル語 の 憾 「石 」 か ら な る.す で に 「忻 都 公 碑 」(line

2:Cleavesl949,p.93)に 在 証 さ れ る(1).

嶺 北 省 右 丞 郎 中總 管 牧 粮 記 ・漢 文(松 井 太)

ChinesePartoft血eSino・MongolianInsc巾tionof1348(Da藍MATSUI)

本碑 漢 文面 に関す る拓 影や 移録 研 究 につ いて は,す で に松 川節 が 既 発表 論文(松 川1997)と 上 掲箇 所 で ま とめて い る

ので 繰 り返 さない.松 川(1997)は 碑 陽 の 漢文 につ い てAdas所 載 の 拓本 に依拠 しつ つ 『和 録 』 の移 録 に若 干 の変 更 を加

えた.し か し,こ れ は碑 陽 を実 見調 査 で きな い段 階で な された もので あ り,1998年 度 の 原碑 調 査 と採 拓 の結 果,い く

つか の点 で訂 正 を要 す る こ とが判 明 して い る.た だ し,本 稿 で は逐 一 に は言 及 しない.

6行 目か ら12行 目の 下部113ほ どは碑 石 の 表面 が 摩滅 ・剥落 し,拓 本 に よっ て も判 読 困 難 で あ り,缺 字 数 も明確 で

は ない.こ の摩 滅 部 につ い て は,『 和 録 』 も一単に 厂闕 」 と注 記 す るの み であ る.た だ し缺 字 数 は,松 川(1997)が 推 測 し

た よ りも,各 行 あ た り2～3字 ほ ど多 い と思 われ る.少 な くと も,6行 目末 の 「我」 は,7～12行 末字 よ りも1字 高 い

位 置 にあ る.本 稿 で の復 元 は1字 あ た りの寸 法 と,と くに第8行 での推 補 に基 づ く(語 注8b参 照).

碑 陰 はAtlas,pl.XLV-2に 拓 影 が公 刊 され るが,そ こか ら文 字 を読 み とる こ とは ほ とん ど不 可能 で あ り,『 和 録 』 も移

録 して い ない.ま た,原 碑 を実 見 して も,碑 面 の 中心 か ら右 側 に人 名 ・官 名 が列 挙 され てい るの みで あ る.本 稿 で は移

録 しない.こ れ らの 人名 につ いて は前 掲 「カ ラ コル ム 関係 碑 文 官 職名 ・人名 総合 索 引 」 を参 照 せ よ.

釈 文

篆額

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

嶺北省右丞郎中總管收糧記

嶺北省右丞郎申總管收粮記

河東古陶進士霍有孚撰 滕陽陶士宜刊 劉沙的監工

河東大鹵段起祖書 石工韓徳

和寧路司吏李褫嗽篆 都社長 張仲澤 賈仲□ 高彦温 助□

伏以

國之和糴以從權民之中粮以應募此經濟之嘉猷致治之急務也夫欲上不蠹國下不属民者則惟在于委任得其人

收受□□□□□□□□義□□我

嶺北省治在藩垣朔漠不毛例設和中五十餘年泊至正丁亥咨准粮數一十五萬石於是監者上相光祿大夫平章

政事□□□□□□□匚】口□倒剌沙

中奉大美參知政事蛮子亜相承直郎左右司員外伯加奴奉政大失左右司都事郭氏從道等推選資政大夫右丞

帖木哥□□□□□□□□[コ長吉掾

史趙氏景文嘉議大夫和寧路總管木薛飛兒等董正其事秋毫無犯億石之粮月餘而畢可謂神矣矧我數君子者

皆□口□□□□□□□囗□不剛不

柔之才居有為有守之地則其風彩閑雅外圓内方望之如霜之潔就之如日之春無虐煢獨而畏高明不屈威武而

□□□□□□□□□□□□□不蠹

國而属民惟奉公而愛物使豪強寢鈕銛之形而不敢輕姦猾怠跳梁之状而不敢侮下逮百執事之人亦皆有□□□

ωUig .bii(～bi)ta舊 は,漢 文 ・ウ イグ ル文 合璧 「重 修文 殊 寺碑 」(linc25:耿 世民 ・張 宝璽 「元 回鶻 文 「重 修 文 珠 寺碑 亅 初 釋 」 「考古 学

報』1986.2,p.260),「 亦都 護 高 昌王 世 勲碑 」(第5截,linc36)に も在 証 され る.た だ し,高 昌王 世 勲碑 の在 証例 は,従 来b廿ta蓉 あ

るい はbay憾 な どと誤読 され て い る。GcngShi㎡n釦.Ha㎡lton,L'inscdpdonouigourcdelast61eco㎜emorativedesIduqqロtdeQoこo.

距rc'cα13,pp,22,31;耿 世 民 「回鶻 文 亦 都護 高 昌 王世 勲碑 研 究 」 「考 古 学 報」1980-4,p.518;未 哈 爾=巴 拉 提 ・劉 迎 勝 「亦都 護 高 昌王

世勲 碑 回鶻 文碑 文之校 勘与 研 究 」 「元 史 及北 方 民族 史研 究集 刊 亅8,1984,p.70[以 上,松 井].
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2

2

2

□□□□□□□□□□□□□偕而

價高下龠合無偏毫釐不繆書之臣爲上爲徳爲下為民詩之憲憲令徳宜民宜人而不惟默契於心則又發揮□□

□□□□□□□□□□□□□亦不

吐周官所謂以公滅私民其允懷豈不信哉吁和中之名不見於經則其創制立法自我

元始然一代之興必有一代之制昔唐虞夏商治不過九州而有納總納納銓納桔納粟納米之例周人地廣列為□□

□□□□□□□□□[コロロ漢□□

國寝廣郡縣天下而有常平義倉之目彼魏晉之淆亂金宋之苟簡誠不足法也由是觀之歴代之天下未有如我

元之天下也歴代之制度未有如我

元之制度也以我

元之天下論我

元之制度極難者和中爾和者上之所節以誼民中者下之所精以報

國苟得其人天雨海流而不息神運鬼輸而不竭不得其人反是以

今無爲之治得可用之人當纂之於經編之於史以幸萬世傳之不朽可也愚因北京道粮客裨舍等允志于

國之忠澤民之願也哉時至正戊子秋八月朔 日記 同立石人呂仲寛 劉良甫 劉孝先 曹彦亨 □□□

句読

嶺北省右丞郎中總管牧粮記

河東古陶進士霍有孚,撰 。河東大鹵段起祖,書.和 寧路司吏李繍,篆.滕 陽陶士宜,刊.劉 沙的,監 工.石 工韓徳

都社長張仲澤 ・賈仲□ ・高彦温,助 □.

伏以.國 之和糴以從權,民 之中粮以應募.此 經濟之嘉猷,致 治之急務也.夫 欲上不蠹國下不属民者,則 惟在于委任.

得其人收受□□□□□□ロロ義□□.我 嶺北省,治 在藩垣.朔 漠不毛,例 設和中五十餘年.泊 至正丁亥,咨 准粮數一十

五萬石.於 是,監 者上相光祿大夫平章政事□□[]□ □□□□□□倒剌沙 ・中奉大夫參知政事蛮子亞相 ・承直郎左右司員

外伯加奴 ・奉政大夫左右司都事郭氏從道等,推 選資政大夫右丞帖木哥 ・□□□□□□口□□長吉 ・掾史趙氏景文 ・嘉議

大夫和寧路總管木薛飛兒等,董 正其事.秋 毫無犯,億 石之粮,月 餘而畢.可 謂神矣.矧 我數:君子者,皆 □□□□□□□

□□□,□ 不剛不柔之才,居 有為有守之地,則 其風彩閑雅,外 圓内方.望 之如霜之潔,就 之如日之春.無 虐煢獨而畏高

明,不 屈威武而□□□.[]□ □□□□□□□□不蠹國而属民,惟 奉公而愛物.使 豪強寢銅銛之形而不敢輕,姦 猾怠跳梁

之状而不敢侮.下 逮百執事之人,亦 皆有□□□□□□□□□□□□□□□□偕而價高下,龠 合無偏,毫 釐不繆.書 之臣

爲上爲徳爲下為民,詩 之憲憲令徳宜民宜人.而 不惟默契於心,則 又發揮□□□□□□□□□□□□□□□亦不吐.周 官

所謂以公滅私民其允懷,豈 不信哉吁.

和中之名不見於經,則 其創制立法自我元始.然 一代之興,必 有一代之制.昔 唐虞夏商,治 不過九州,而 有納總 ・納銓

・納桔 ・納粟 ・納米之例.周 人地廣列為□□□□□ロロロロロロロロロ漢□□國寝廣郡縣天下,而 有常平義倉之目.彼

魏晉之淆亂 ・金宋之苟簡,誠 不足法也.由 是觀之,歴 代之天下,未 有如我元之天下也.歴 代之制度,未 有如我元之制度

也.以 我元之天下論我元之制度,極 難者和中爾.和 者上之所節以謚民.中 者下之所精以報國.苟 得其人,天 雨海流而不

息,神 運鬼輸而不竭.不 得其人反是.

以今無爲之治得可用之人.當 纂之於經編之於史.以 幸萬世傳之不朽可也.愚 因北京道粮客裨舍等,允 志于國之忠澤民

之願也哉.

時至正戊子秋八月朔日,記.同 立石人呂仲寛 ・劉良甫 ・劉孝先 ・曹彦亨 ・□□□.

訓読

嶺北省右丞郎中總管收粮記

河東古陶進士霍有孚,撰.河 東大鹵段起祖,書.和 寧路司吏李褫瞰,篆.滕 陽陶士宜,刊.劉 沙的,監 工.石 工,韓

徳.都 社長張仲澤 ・賈仲□ ・高彦温 ・助□.

伏 して以えらく.國 の和糴は以て權に從い,民 の中糧は以て募に應ず.此 れ,經 濟の嘉猷にして致治の急務なり.夫

れ,上 は國を蠹(そ こ)な わず下は民を属(し いた)げ ざらんと欲すれば,則 ち惟だ委任するに其の人を得るに在 り.

收受□□□□□□□□義□□.

我が嶺北省,治 は藩垣に在り.朔 漠は不毛なれば,例 として和中を設 くること五十餘年.至 正丁亥に泊び,咨 して粮

數一十五萬石を准さる.是 に於いて,監 たる者,上 相光祿大夫平章政事[コロ,□ □□□□□□□倒剌沙 ・中奉大夫參知

政事蛮子亞相 ・承直郎左右司員外伯加奴 ・奉政大夫左右司都事郭氏從道等,資 政大夫右丞帖木哥 ・[朝 列大夫左右司郎

中]長 吉 ・掾史趙氏景文 ・嘉議大夫和寧路總管木薛飛兒等を推選 し,其 の事を董正せしむ.秋 毫も犯す無 く,億 石の粮,

月餘にして畢る.神 と謂う可し.矧 んや我が數君子は,皆 な□□□□□□□□□□.不 剛不柔の才を□ し,有 為有守の

地に居る.則 ち其の風彩は閑雅にして,外 圓内方たり.之 を望めば霜の潔 きが如 く,之 に就けば日の春の如し.煢 獨を

虐げて高明を畏るること無 く,威 武に屈して□□を□せず.□ □□□□□□□□□國を蠹ない民を属げず,惟 だに公 を

奉じて物を愛(あ われ)む のみ.豪 強をして鈕鑄の形を寢めしめて敢えて輕んぜ しあず,姦 猾 をして跳梁の状を怠らし
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めて敢えて侮 どらしめず.下 は百執事之人に逮ぶも亦た皆な有□□□□□□□□□□□□□□[コロ偕.而 して價の高下

は,龠 合も偏る無く,毫 釐 も繆 らず.書 の 「臣は上の爲にするには徳の爲 にし,下 の爲にするには民の為にす」,詩 の

「憲憲たる令徳 あり,民 に宜 しく人に宜 し」なり.而 して惟だに默 して心 に契するのみならず,則 ち又,發 揮□□□□

□□□□□□□□□□□,亦 た吐せず.周 官の所謂 「公を以て私を滅すれば,民,其 れ允懐せん」は,豈 に信ぜざらん

や.

和中の名は經に見えざれば,則 ち其の制を創 り法を立つるは我が元より始まる.然 して一代の興 るや,必 ずや一代の

制あり.昔 の唐虞夏商,治 は九州に過 ぎず,而 れども納總 ・納銓 ・納桔 ・納粟 ・納米の例あり.周 人,地 は廣 く列 して

為□□□□□□□□□□□□□□.漢 は□國を□ して寝いに郡縣を天下に廣め,而 して常平 ・義倉の目あり.彼 魏晉の

淆亂 ・金宋の苟簡,誠 に法とするに足 らざるなり.是 に由り之を觀れば,歴 代の天下は,未 だ我が元の天下に如くもの

有らず.歴 代の制度は,未 だ我が元の制度に如 くもの有らず.我 が元の天下を以て我が元の制度を論ず るに,極 めて難

き者は,和 中のみ.和 とは,上 の節して以て民を試(い ざな)う 所 なり.中 とは,下 の精 して以て國に報ずる所なり.

苟 しくも其の人を得れば,天 雨海流して息まず,神 運鬼輸 して竭きず.其 の人を得ざれば是に反す.

今,無 爲の治,用 うべきの人を得たるを以て,當 に之を經 に纂 し,之 を史に編ずべし.以 て萬世 の之を不朽に傳えん

ことを幸(こ いねが)う も可なり.愚 か しくも,北 京道の粮客裨舎等に因 り,允(ま こと)に 國の忠に志 し,民 の願を

澤(う るお)す かな.

時,至 正戊子秋八月朔日,記 す.同 立石人呂仲寛 ・劉良甫 ・劉孝先 ・曹彦亨 ・□[コロ

語 注

4,和 寧 路司 吏=『 和 録 』 は 「吏 」 を誤 脱.

6b,收 受 □:『 和 録 」 は缺 字 を 「恒 」 とす るが,拓 本 で は 「拯」 あ るい は 「極 」 の よ うにみ え る.

6c,義 □□ 我=「 義 」 は確 実.次 の最 初 の缺 字 は 「興 」,そ の次 は 「厥 」 の よ うにみ え るが,断 定 で きない.

7a,和 中=こ の 語 がqo乙ung-qoo一 己ungと 音 写 され てモ ンゴル語 に も借 用 され た点 につ い ては,松 川1997,p.92お よ

び前 掲 モ ン ゴル文 語注rO5,vO3を 参照.本 碑 文 冒 頭 に 「國之 和糴 以從權,民 之 中粮 以 應募 」 とみ え る こ とか ら も,こ の

「和 中」 が和 糴 ・中粮 の合 成語 で あ る こ とは まず確 実 で あ る.

元 の和 糴 ・中糧 に つ いて,『 元 史 』巻96,食 貨 志4・ 市糴 の条 は 以下 の よう に伝 え る.

市糴 糧 之法.世 祖 中統 二年 始 以鈔 一 千二 百 錠,於 上 都 ・北 京 ・西 京等 處 糴 三萬 石.四 年,以 解 鹽 引 一萬 五 千 道,和

中 陝西 軍糧.・ … 至 元 二十 四 年,「官 發鹽 引,聽 民 中糧.延 祐 三 年 中糴 和 林糧 二 十 三萬 石.五 年 ・六 年,又 各和 中二

十 萬石.

この 記事 には 中統4年(1263)に 陝西 の軍糧 を 「和 中」 した こ とが み える が,こ れ を和 中 の制 度 的成 立 とす る と,本 碑

(至正8年(1348)立 石)の 「例 と して和 中 を設 くるこ と五十 餘 年」 とい う記 述 とあ ま りに乖 離 す る.こ の 中統4年 の記

事 は,軍 糧 調 達 が 後 に 「和 中」 と呼 ばれ る よ うな形態 で 行 な われ た こ とを 示 す もので あ ろ う.む しろ筆 者 は,官=政 府

か ら塩 引 を発行 して民 間か らの 「中糧 」 を許可 した至 元24年(1287)に,和 中の 制度 が確 立 した とみ な した い.

さて,上 引 『元 史』 食 貨志 にお い て,中 統4年 の 「和 中」 と至 元24年 の 「中糧 」 とは,い ず れ も塩 引 の発 行 と関連

して行 な われ た こ とが うか が え る.さ らに 『元 史 」巻140,鉄 木 児塔 識(Tem血 一Ta蓉)伝は,順 帝 時代 つ ま り本 碑 と同時代

の カ ラ コルムへ の 軍糧 送 達 につ いて 「嶺 北 地 寒,不 任 穡 事,歳 募 富民和 糴 爲 邊餉,民 雖稍 利,而 費 官 鹽 爲 多.鐵 木 兒塔

識乃 請 別輸 京倉 米 百萬 斛,儲 于 和林 以爲 備 」 と伝 えてお り,や は り和 糴 に よる軍糧 送 達 の代価 が 「官 鹽 」 に よっ て支払

わ れて い た こ とが 判 明す る.松 川(1997,p.92)が 引用 した 『吏 学 指南 』 で は,和 中 につ い て 「謂 以物 斛 投糶 於 官」 つ ま

り官の和 糴 に応 えて穀 物 を出糶 す る と説 明 す るの み で あ るが,上 引の 史料 を勘 案 すれ ば,民 間 か ら辺 境 の 軍糧 を送納 さ 幽

せ,塩 引 を発行 して そ の穀 物 の代価 に あ て る制 度 とみ なす ことが で きる(且、 「中」 は広 く官 需政 府 と人 民 との取 引 を 意

味す る が,宋 代 で は特 に 「折 」 「博 」 な ど と同様 に,物 々交 換 的 な売 買取 引 を意 味す る.

この和 中 と同様 の制 度 は すで に宋 代 に も見 られ,「 沿 辺入 中」 と呼 ば れ る(日 野1983).と ころが,本 碑 第13～19

行 には和 中 が元 代独 特 の もので ある こ とが記 され る.和 中制 度 の詳 細 や,宋 代 の入 中 さ らに は明 の 開中 法 との相違 点 な

どは,今 後解 明す べ き課 題 と したい.

7b,倒 剌 沙:(<mo.Daul蓉 一a)<pers.Daulat一 蓉ah,「倒 」 は これ まで移 録 されて い な いが,我 々の拓 本 で は,相 当 に摩 滅

してい る もの の 「にんべ ん」 と 「りっ とう」が 判読 で きた.

8a,帖 木 哥:<mo.TemUge,碑 陰 モ ン ゴル文2行 目 も参 照.今 回採 取 した拓 本 に よ り,「 哥 」 の上 の 「可 」 の部 分 が

確 認 で きた.

8b,□ □ □ □□ □ □□ □ 長吉:こ れ まで移 録 され てい ない 「長」 は,Adasの 拓 影 か ら も残 画 が うか が え,我 々 の拓

本 か ら も確 実 に判 読 で きた.長 吉 は モ ン ゴル 人名janggiの 漢 字 音写.碑 陽 モ ン ゴル文 第2行 に 乙euledaivulingbuisoo一

(1)陳 高華(1983
,p.75)が この 制 度 を和 中 で は な く入 中 と呼 ぶ の は,お そ ら く宋 代 の 沿辺 入 中 を念 頭 に置 い た もの で あ ろ う.
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yiu-si-yinlang乙ungjanggi「 朝列 大 夫(で)左 右 司 の郎 中ジ ャ ンギ」 とあ るか ら,缺 落部 に は 「朝 列 大 夫左 右 司郎 中 」 の

9字 が復元 で きる.

9,木 薛 飛兒=<mo,Musavh<pers.Mus巨fh・.人 名Mus詛rの 漢 字音 写 と しては,木 薛飛 ・木 薛肥 ・木 薛非 ・牧薛 飛 ・穆

薛飛 ・木撒 飛 な どの例 が ある,

10,望 之 如霜 之 潔就 之 如 日之 春:『 史 記 』堯 本紀 「就 之如 日,望 之如 雲 」.帝 堯 に 人が 心服 す るの は草 木 が太 陽 に よ

りそ うが如 くで あ り,ま た 堯 の徳 化 が雲 の ご と く広 大 で 人民 にい きわ た る さ ま.た だ し,本 碑 の 「霜」 の刻字 は明 瞭 で

あ る.「 霜 」 は清 廉 ・冷 厳 の た と え.

11a,愛 物:孟 子 ・盡 心 章句 上 「君子 の,物 にお け るは,こ れ を愛(あ わ れ)む も仁(い つ く)し まず.民 にお け る

は,こ れ を仁 し しむ も親 しまず,親(み うち)を 親 しみ て民 を仁 しみ,民 を仁 しみ て物 を愛 れ む」 【君 子 之於 物 也,愛

之而 弗仁.於 民 也,仁 之 而 弗親.親 親 而仁 民,仁 民 而 愛物 】.親(肉 親)と 民(一 般民 衆)と 物(人 間 以 外 の生 物)と

に対 す る態 度 に は,そ れ ぞ れ に 「厚 くす べ き もの,薄 くすべ き もの」 の相 違 が あ るべ きだ,と して処世 の実践 の段 階 を

説 く文脈.

11b,銀 銛=齟 齬 に 同 じ.く い ちが う意.

11c,百 執 事 之人=多 くの官 吏.

11d,皆 有□ □ □□ □ □□ □ □ □□ □ □□[コ偕 而:「 有 」 の次 の残画 は 「誠 」 の よ うにみ え る.『 和 録 』 は 「偕」 を

移録 しない が,我 々 の拓 本 か ら補 える.

12a,龠 合:龠 は勺 に同 じ.わ ず かの 量.

12b,書 之 臣為 上為 徳 為下 為 民:尚 書 ・咸 有 一徳 「官 に任 ず る は 惟 れ賢 材,左 右 は 惟 れ 其 の 人,臣 は上 の為 にす る に

は徳 の為 に し,下 の為 にす る には 民 の為 に す.其 れ難(か た)ん じ其 れ慎 み,惟 れ和(や わ ら)ぎ 惟 れ 一 なれ」 【任 官

惟 賢 材,左 右 惟 其 人,臣 為上 為 徳,為 下 為民,其 難 其 慎,惟 和 惟 一1.「 臣為 上 為 徳為 下為 民 」 は,臣 た る もの が,上

は君 に対 し,下 は 民 に対 し尽 くす べ き道 をい う.君 のた め には その 徳 を補 い たす け て,徒 に その 意 に お もね る こ とをせ

ず,人 民 の た め には その 利 とす る とこ ろに従 い,徒 に 自分 の意 に よ って これ に 臨 まな い こ と.

12c,詩 之憲 憲令 徳 宜 民 宜 人=詩 経 ・大 雅 ・生 民 「假樂 の 君子,顯 顯 た る令 徳 あ り,民 に宜 し く人 に宜 し,禄 を天 に

受 く,保 佑 して 之 に命 ず,天 よ り之 を 申(か さ)ぬ べ し」 【假 樂 君 子,顯 顯令 徳.宜 民 宜 人,受 禄于 天.保 佑 命 之,自

天 申之】.「 宜 民宜 人」 は民 を安 んず る に宜 し く,人 を官 にす る に宜 しい こ と.本 碑で 「憲 憲令 徳 」 とい うのは,礼 記 ・

中庸 厂詩 日 『嘉 樂 君子,憲 憲 令 徳.宜 民宜 人,受 禄 于 天.保 佑命 之,自 天 申之』.故 大 徳 者 必受 命 」 で の引 用 に基 づ い

た ため.

12d,發 揮:「 揮 」 は不 明瞭 なが ら,旁 の 「軍」 が確 認 で きる.

13,周 官所 謂 以 公減 私 民其 允懐:尚 書 ・周 官 「王 曰 く 『鳴 呼,凡 そ我 が 有 官 の君 子,乃(な ん じ)の 司 る攸 を欽 み,

乃 の 出令 を慎 め.令 出で て惟 れ行 わ れ,惟 れ 反 せず.公 を以 て私 を滅す れ ば,民,其 れ允懷 せ ん』 と」 【王 日.鳴 呼,

凡我 有官 君 子,欽 乃攸 司,慎 乃 出令.令 出惟 行,弗 惟 反 。以 公 滅私 民其 允 懷 】.允 懐 は信 服 す る こ と.

14a,納 總 ・納銓 ・納 桔 ・納 粟 ・納 米 之例=尚 書 ・禹 貢 「五 百里 は甸服 な り.百 里 の賦 は總 を納 れ,二 百 里 は銓 を納

れ,三 百 里 は積 を納 れ て服 し,四 百里 は粟,五 百里 は米」 【五 百里 甸服:百 里 賦 納 總,二 百 里納 銓,三 百 里 納桔 服,四

百里 粟,五 百里 米 】.總 は禾 の全体 を さ し,納 總 は麥 ・黍 な どの根 か ら末 まで をす っ か り上納 す る こ と.銓 は草 刈鎌 の

こ とで,納 銓 は二 百里 以 内 の もの が禾 を半分 に切 っ て納 め る こ とをい う.桔 は半 藁 の皮 を取 り除 い た もの.「 服 し」 と

あ るの は,二 百 里 ・三 百 里 の もの は王 城 に近 いか ら雇 役 に 出 るべ きで あ る ため.

14b:実 際 に は碑 文 の 下端 まで,松 川(1997)が 移 録 す る以 上 に多 くの缺 字 が あ る.「 漢 」 は不 明 瞭 で あ るが,「 さん

ず い」 と旁 下部 の 「大 」 が 見 え,ま た15行 目の文 脈 か ら補 った.お そ ら く行末 字 は 「郡 」 で あ り,漢 が 郡 国制 か ら郡

県制 へ と移行 した こ とを述べ てい る と推 測 され る.

15a,苟 簡=苟 且簡 略.か りそ め で,お お らか な こ と.

15b,未 有 如我=「 如 我 」 は我 々 の拓 本 で は ほ とん ど見 え ない.

21a,北 京道粮 客 裨 舎=『 和 録 』 は 「北 京道 粮 口裨 □ 」 とす るの み.松 川(1997)は 最 初 の 缺字 を 「客」 と補 い,こ れ

は拓 本 か らも確 認 で きる.た だ し 「舎 」 は不 明 瞭.「 裨 」 は 「陣」 つ ま り 「ひめ が き;城 堡 」 に通 じるか ら,「 裨 舍 」

で 「城(内 の)家 屋 」 を意 味す るの か も しれ ない.た だ し,管 見 の 限 り,「 裨舍 」 とい う語 は典 拠 を見 出せ なか った.

「軒 な らび,隣 家,お よびそ の 人」 を意 味 す る 「比舎 」 の音 通 と も考 え られ る.

21b:Atlasの 拓影 で は行 末 の 「志 」 の 次 に字 が あ る よ うに も見 え る.こ れ を 『和 録 』 は 「于」 と移 録す るが,我 々 の

拓本 で は摩 滅 して全 く判 読 で きず,句 作 りの上 で も疑 問 が残 るの で,採 用 しない.

現 代 日本 語 訳

嶺 北省 右 丞郎 中總管 收 粮記

河 東古 陶進士 霍 有孚,撰.河 東 大 鹵段 起祖,書.和 寧 路 司吏 李褫 獄,篆.滕 陽陶 士宜,刊.劉 シ ャー デ ィ ー(§adi),監

工.石 工韓 徳.都 社 長張 仲 澤 ・賈 仲 □ ・高 彦温 ・助□.

伏 して思 うに.國 が 行 な う和 糴 は権 力 に從 い,民 が行 な う 中粮 は応募 す る もので あ る.こ れ は,国 を治 め民 を救 うた
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めのよいはかりごとであり,ま た致治の急務である.上 は国をそこなうことなく,下 には民をしいたげないように欲す

るならば,則 ちただ委任にある.そ の適任者を得れば,收 受は□□□□□□□□義□□.

我が嶺北省の治所は国を守る辺境にあ り,北 方の沙漠は農耕に向かないので,和 中の制度を設けて五十年あまりにな

る.至 正丁亥(七 年=西 暦1347年)咨 して糧食一十五萬石(を 和中すること)を 承認された.そ こで,監 たる者,宰

相である光祿大夫 ・平章政事の□□,□ □□□[コロロロのダウラ ト=シャー,中 奉大夫 ・參知政事のマンジ亜相,承 直

郎 ・左右司員外の伯加奴,奉 政大夫 ・左右司都事の郭從道らが,資 政大夫 ・右丞テムゲ,朝 列大夫 ・左右司郎中ジャン

ギ,掾 史の趙景文,嘉 議大夫 ・和寧路総管のムサーフィルらを推選し,和 中の実務をとりしきらせた.鳥 獣の細毛のご

とくきわめて微細な量 も失陥することなく,億 石の糧食は,一 月あまりですべて集積 された.こ れはまさに神技という

べきではないか.い わんや我が数君子は,皆 な□□□□□□□□□□.不 剛不柔の才を□ し,職 務と守るべき所のある

:地に居るので,そ の人品は静かで しとやかであるが,心 の内にはしっかりとした定見を備えている.そ の威光は霜の如

く清廉高潔であ り,人 民が彼らに心服するさまは暖かい太陽を頼るが如 くである.孤 独で頼るところのない者を虐げて

高貴の者を畏れ ること無く,猛 々しく勇ましい者に屈して□□を□しない.□ □□□□□□□□□國をそこない民をし

いたげず,た だ公事に尽力し,万 物を愛するのみである.勢 力を誇る者を して逆 らう態度をやめさせて軽視されること

なく,狡 猾な者 をして好き勝手に振る舞わせずしてお上を軽侮させることなかった.下 には多くの官吏におよんでもま

た皆な有□□□□□□□□□□口□□□□□偕,(和 中によって送られた糧食の)価 格は,わ ずかも偏ることなく,い

ささかの誤 りもない.書 経に 「臣は上の爲にするには徳の爲にし,下 の爲 にするには民の為にす」といい,ま た詩経に

「憲憲たる令徳あ り,民 に宜 しく人に宜 し」 というものである.た だ語らずとも心が自然 と一致するというだけならず,

則ち又,發 揮□□□□□□□□□□□□□□口,亦 た吐せず.(尚 書の)周 官に 「公を以て私を滅すれば,民,其 れ允

懷せん」というのは,ど うして信ずべきでないだろうか.

和中の名は経書に見 えず,そ の制度を創 り法制を立てたのは我が元朝より始まる.然 して一代の王朝が興起すれば,

必ずやその王朝一代の制度がある.昔 の堯舜や夏 ・商(殷)の 時代には,そ の統治が及んだのは九州に過ぎないが,そ

れでも納總 ・納銓 ・納桔 ・納粟 ・納米の制度があった.周 人,地 は廣 く列 して為□□〔コロロロロロロロ[コロロロ.漢 は

郡國制を□して しだいに郡県制を天下に広め,常 平 ・義倉のような制度があった.魏 ・晉は時勢が混乱 しており,ま た

金 ・宋では制度がかりそめで簡単であり,法 制として整っていたとするには足 りない.以 上を通覧すれば,歴 代の天下

は,未 だ我が元朝の天下にしくものはなく,歴 代の制度は,未 だ我が元の制度にしくものはない.我 が元の天下を以て

我が元の制度を論ずるに,極 めて難しいのは,和 中である.和 とは,上 の節して以て民をいざなう所である.中 とは,

下の精して以て国に報ずる所である.も しこの和中の任務に人品ともに適 した者を得れば,天 から雨ふ り海が流れるの

がやまないように,鬼 神が運輸 して竭きない ように糧食は集積 される.適 任者を得ることができなければそうはならな

い.今,無 爲の治が適任者を得たことにより,こ れを経史に記録して,そ れにより万世の人々がこの事実を相伝えて不

朽ならしめるのを希望 してもよいであろう.

わた くしは,北 京道の粮客裨舎等に因り,ま ことに国に対する忠節を志 し,民 の願いをうるおすものである.

時,至 正戊子(八 年)秋 八月朔日(西 暦1348年8月25日)に 記す.同 立石人は呂仲寛 ・劉良甫 ・劉孝先 ・曹彦亨 ・

□ロロらである.
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釈 迦 院 遺 蹟SiteofSaky翁 ・Temple

宇野伸 浩(NobuhimUNO)

調 査 場 所:フ ブス グ ル=ア イマ ク,ア ルボ ラ ク=ソ ム に位 置 す る.ム ル ン市 か ら約54㎞,車 で117分.北 緯49度38

分,東 経99度39分(遺 蹟南 辺 の 石柱 で計 測).デ ル ゲル ニム レンの北 岸 に位 置 し,遺 蹟 か ら河 まで約1100m.

調 査 日時:1998年8月6日 ～7B.

調 査 者=松 田,村 岡,宇 野,松 川,中 村,オ チ ル,ダ シバ トラ フ,ガ ルサ ンッ ェ レ ン.

調 査方 法 ・作 業 内容:遺 蹟 全 体 の写 真撮影 を松 川が 行 い,村 岡 ・中村 ・宇 野 の 日本 班,ダ シ バ トラ フ ・ガ ルサ ンツ ェ

レンの モ ン ゴル 班 が,分 担 して各 マ ウ ン ドご との 調査 を行 っ た.日 本 班 は,マ ウ ン ドご との写真 撮 影 を 宇野,瓦 ・レン

ガ採 集 を村 岡 ・中村 ・宇 野 の全員,ス ケ ッチ を村 岡,デ ジ タルロメ ジ ャー計 測 を中村 ・村 岡が 担 当 した.モ ンゴル班 は,

マ ウ ン ドご との写真 撮 影 と ス ケ ッチ を ダ シ バ トラ フ,デ ジタ ル壽メ ジ ャー 計 測 をガ ルサ ン ッ ェ レ ンが 担 当 した.通 訳 の

バ トジ ャルガ ル が モ ンゴル班 の補 佐役 と して 瓦 ・.レンガ を収 集.日 本 班 が 調 査 したマ ウ ン ドは6ヵ 所,モ ンゴル班 が7

ヵ所,合 計13の マ ウ ン ドを調 査 した.

マ ウ ン ドご との 作 業 内容 と して は,マ ウ ン ドの写真 撮 影 とス ケ ッチ,デ ジ タル=メ ジ ャー に よるマ ウ ン ドAの1955年

石柱 か らの距離 の 計 測,磁 石 に よ りマ ウン ドAの 石碑 か らの方 角 の計 測,巻 き尺 に よ りマ ウ ン ド上 の礎 石 等 の計 測 お よ

びそ のポ ラ ロイ ド写真 の撮 影,瓦 ・レ ンガの 採集 を行 っ た.

遺 蹟 の 現 況=リ ンチ ェ ンの論 文 に載 っ てい る平 面 図(Rin6enl959,p.135)に 記 され た よ うな一 辺100m以 上 とい う四

角形 の城 壁 は,残 念 な が ら現在 見 い だ す こ とが で きな い.デ ルゲ ル=ム レ ンに平 行 して,遺 蹟 の 南辺 にあ た る と思 われ

る土 塁 が あ り,そ の 一角 に城 門 の跡 が残 って い る.1955年 に石碑 「釈 迦 院碑 記 」 を ウ ラ ンバ ー トル に運 ん だ後,石 碑

を1955年 に ウラ ンバ ー トルに運 ん だ こ とを記 した石柱(高 さ105.5× 幅34.5× 厚 さ18.Ocm)が,城 門西側 の土 塁 の上

に建 て られた.そ の 場所 が 「釈 迦 院碑 記 」 が 立 って い た場 所 で あ る可 能 性 が高 い と思 われ る.遺 蹟 の南 辺 の土 塁 は,西

に行 くに つれ て 自然 堤 防 の よ うに見 え,ど こ までが 遺蹟 の 土塁 なの か は っ き り しな い.ま た,遺 蹟 の東 方 ・北 方 ・西 方

には,は っ き りした 土塁 を見 い だす こ とは難 しか った.

城 門跡 のマ ウン ド(マ ウ ン ドA)を 含 めて,合 計13の マ ウン ドを確 認 したが,そ の中 で最 も重要 なマ ウ ン ドは,マ

ウ ン ドAの 石柱 か ら西北 へ126mの 距離 にあ る マ ウ ン ドBで あ る.マ ウ ン ドBは,直 径26.4～28.Om,高 さ約1.5mの 円

形状 の本体 に,直 径95～105mの 円形 状 の張 り出 しが西 南 方 向 に突 出 した形 を して い る.ま たマ ウ ン ドBの 西 北 には,

や や小型 の 直径95～12.4m,高 さ0.4mの マ ウ ン ドが あ る.ま た西南 方 向 の張 り出 し部 の さ らに西南85mの 距 離 に も,

直径10.6～119m,高 さ約0.2mの 小 型 の マ ウ ン ドが あ る.

マ ウ ン ドBの 上 に礎 石 が7個,マ ウ ン ドBの 東 南 に礎 石 が1個 あ る.マ ウ ン ド上 の礎 石 の 中で最 大 の もの は,マ ウ ン

ドか ら東南 側 の斜 面 にあ る柱礎 で あ り,96.0×93.5× 高 さ2LOcm,そ の上 部 に は直径64.Ocm,高 さ4.5cmの 凸部 が あ る.

この柱礎 は現在2つ に割 れ て い る.マ ウン ドBの 縁 辺部 には,や や小 型 の 直 方 体 の礎 石 が ぐる りと円形 状 に6個 並 んで

い る.小 さい ものが37.0×31.Ocm,大 きい もの で は78.5×55.Ocm,縦 横50cm前 後 の もの が 多 い.土 か らほ とん ど出 て い

ない ため高 さは計 測 で きなか っ た.マ ウン ドの東 南 に は,マ ウ ン ド上 の上記 の大 きな柱礎 か ら測 って14.3mの 距 離 に,

102.0×72ρ ×高 さ145cmの 柱 礎 が あ り,こ の上 部 には直 径46.5cm,深 さ最 大19.Ocmの 円柱 形 の 穴 が あい て お り,穴 の

底 はす り鉢 状 に な って い る.

マ ウ ン ドBの 東 側 に 位 置 す る マ ウ ン ドCは,マ ウ ン ドA・Bに 次 いで 注 目され る マ ウ ン ドであ り,こ こか らは多 くの

瓦 ・レンガが 見 つか った.

遺 蹟 の景 観=行 動 記録1998年8月5日 参 照.

遺 蹟 の 図 面=Rin乙enl959,p.135.今 回 の調 査 デ ー タに よ り作 成 した 図面(部 分)をP且ate17と して掲 載 す る.

考 察:釈 迦 院遺 蹟 の 中 で礎 石 が最 も数 多 く残 っ てい る マ ウ ン ドは,マ ウ ン ドBで あ る.リ ンチ ェ ンは,こ の マ ウ ン ド

Bを 宮 殿跡 と考 え,マ ウ ン ドB上 の大 きな柱 礎 を宮 殿 の柱 の 礎石 と した(R㎞6enl959,丘g.5).そ の理 由 の一 つ は,「 釈

迦 院碑 記」 に 「モ ンケ=カ ン」 の 名が 出 て くる こ とか ら,こ の遺 蹟 は モ ンケ=カ ンの宮 殿 跡 で あ り,ル ブ ル ク修 道士 が訪

れた モ ンケ=カ ンの宮 殿 こそ,ま さに この遺 蹟 で あ る と推 測 した こ とに よる.リ ンチ ェ ンは 次 の ように述 べ てい る.厂 こ

の銘文(「 釈 迦 院碑 記 」 とい う碑 額)は,か つ て皇 帝 の宮 廷 の近 くに仏 教 の僧 院(Sakyaの 院)が あ っ た こ とを我 々 に

証 明 して お り,か つ て ギ ヨー ム置ド=ル ブ ル ク師 が モ ンケニカ ンの宮 廷 を訪 れ た ま さに そ の場 所 で ある と推 測す る こ とが

で きる.ル ブル ク 師 は 『皇 帝 の宮 廷 か らカ ラ コル ム まで10日 行 程 で あ る』 と述 べ て い るが,土 地 の 人 々は 『石 碑 がそ

の地域 内 に あ るAru-Bulaγ ソ ムか ら,カ ラ コルム の廃 墟 に建 って い る寺 院Erdenijuuま で も,や は りiOB行 程 だ』 と言 っ

てい る.お そ ら く,考 古 学 的 な調 査 は,ル ブ ル ク師が 描写 した キ リス ト教 の教 会 が あ っ た場 所 を,我 々 が 発 見 す る こ と

を可 能 にす るだ ろ う」(R玉n己en1959,p.136).し か し,そ の後 の研 究 の進 展 に よ り,こ の推 測 が ま った く誤 りで あ った こ

とが 明 らか に な った.ル ブル ク修 道士 が 訪 れ たモ ンケ=カ ンの冬 営 地 の宮殿 が オ ンギ河 流域 に あ った こ とは,J.A.Boyle

(1974)な どの研 究 に よ り現在 間違 い ない こ とと され てい る.今 回調 査 した シ ャーザ ン=ホ トは,そ の宮殿 跡 で ある可 能

性が 高 い とされ る遺蹟 で あ る.従 って,こ の 釈 迦 院遺 蹟 にカ ンの宮 殿 が あ った とは考 え られ ず,マ ウ ン ドBを 宮 殿 跡 と
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す る積極 的 な根 拠 は な い.

では,こ の マ ウ ン ドBは 何 の跡 で あ った 可能 性 が考 え られ るで あ ろ うか.本 報 告 書 の 「釈 迦 院碑 記 」 漢 文部 分訳 注 の

「は じめ に」 に述 べ た ように,デ ルゲ ル=ム レンの 流域 は,モ ン ゴル帝 国 ・元 朝 の時 代 に オ イ ラ ト族 の住 地 の一 部 で あ っ

た地 域 で あ り,こ の釈 迦 院 遺蹟 には オ イ ラ ト族 の 尉馬 と公 主が 居住 して お り,厂 釈 迦 院碑 記 」 が8月6日(旧 暦6月25

日)'に 建 て られ て い る こ とか ら して,こ の釈 迦 院遺 蹟 は夏営 地 で あ った と考 え られ る.こ め 遺蹟 に,夏 の あい だ公 主 や

騎馬 が居 住 す る何 らか の固 定家 屋 が あ った 可能 性 も考 え られ るが,モ ン ゴル 人 の好 み か ら して夏 の間 はむ しろ天幕 に居

住 して い た可 能 性 も否 定 で きない.現 在 の と こ ろ この遺 蹟 あ った こ とが確 実 な建 造 物 は,碑 文 の漢 文 部 分 に述 べ られ て

い るパ ル ス=ト ゲが建 て た とい う寺 院 で あ り,マ ウ ン ドBが 寺 院跡 で あ っ た可 能性 を まず 考 えるべ きで あ ろ う.な お,

リ ンチ ェンは 図上 で も本 文 で も寺 院 の位 置 を明記 して お らず,ま た リンチ ェ ンが寺 院 の柱 の礎 石 と見 な した礎石(Riuこen

lg59,∬g.3,4)を 今 回 の調 査 で は見 つ け られ なか った ため,リ ンチ ェ ンが どこ を寺 院跡 と考 えた か は不 明 で あ る.

参 考 文 献:HaMHaH以opx1956;Rinこen1959,pp.130-142;胡 ・白1985,pp.13-16;陳 得 芝1983,pp.251-260;Boyle1974,

pp.145-151.
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釈 迦 院 碑 記InscriptioninHonorofM6ngkeQaγan

宇 野伸 浩 ・松川 節 ・中村 淳

(NobuhlroUNO/TakashiMATSUKAWA/JunNAKAMURA)

調 査 場 所:ウ ラ ンバ ー トル市 内,民 族 史博 物館(YH几3CH岨WYXH齟MY3e竕.

調 査 日時=1998年7月26～27日.

調 査 者:松 田 ・村 岡 ・宇 野 ・松 川 ・中村 ・オ チ ル ・ダ シバ トラ フ ・ガ ルサ ンツ ェ レ ン.

調 査 方 法 ・作 業 内 容=松 川 ・中村 が 写 真 撮影.松 川が ビデ オ撮 影.宇 野 が ポ ラ ロ イ ド写真 を撮 影後,中 村 と ともに

巻 き尺 で計 測.先 行 研 究 に よ るテ キス トと詳 細 に照 合 す る.拓 本 の1枚 目は,碑 文 の文 字 部 分 に塗 り込 め られ て いた歯

磨 き粉 に拓 本 用 紙が 貼 り付 い た た め に破 損が 激 しい.1枚 目の 失敗 分 も含 め て合 計3セ ッ ト採 取.

碑 文 の 現 況:1955年 にデ ル ゲ ル=ム レ ン河 岸 の釈 迦 院遺 蹟 か らウ ラ ンバ ー トル に運 ばれ,現 在 は,民 族 史博物 館3

階の モ ン ゴル時代 の部屋 に ケ ース な しで 展示 され てい る.亀 趺 は な し。

形 状 は,高 さ1455× 幅78× 厚 さ105～17cm.下 か ら120cm(左),124cm7(右)ま で は直 線 で カ ッ トされて お

り,そ の部分 に は面 取 りが左 の表 側 ・裏 側,右 の 表側 ・裏 側,計4カ 所 に あ る.そ の上 部 は,曲 線 状 を なす が で こぼ こ

に欠 け てい る.厚 さは,下 部 で は16～17cm,上 部へ 行 くにつ れ て薄 くな り,高 さlIOcmあ た りで は厚 さ105cm.石 碑

の欠 損 ・表面 の 剥離 は右上,左 上,左 下 の3カ 所.向 か っ て右 の裏 側 の面 取 りの部 分 が割 れ て ヒ ビが 入 っ てい る.

文 字 の種類 は,漢 字 と ウイ グル 式 モ ンゴル文 字.碑 陽 は,モ ン ゴル文 が左 か ら3行,漢 文 が 右 か ら12行,碑 額が 漢

字5字(た だ し 「碑 」 の 字 は わず か な残 画 の み).碑 陰 は文 字 な し.文 字 のサ イ ズ は,本 文 の 漢字 が ヨ コ約2cm,タ テ

約2～25cm.碑 額 の漢 字 が,「 迦」 を例 とす れ ば,ヨ コ11cm,タ テ95cm.

石碑 の 欠損 ・表 面 の剥離 の ため,次 の3ヵ 所 の文 字 が読 め な い.(1)右 上:漢 文 の1～3行 目の上端 の文 字 と碑 額 の

「釈 」 の 「尺」 の部 分.(2佐 下 ニモ ンゴ ル文 中央 行 の下端 の文 字.(3)左 上1碑 額 の 「記 」 の 「言 」 の 部 分 と 「碑 」 の文

字 の大部 分.

碑 陽 の右端 と左端 に タ テに幅35cmの 帯状 の模様 が あ る.帯 状模 様 の 長 さは,右 端 の 帯 が,帯 の外 側 の線 で 見 る と下

か ら高 さ615cmま で,帯 の 内側 の線 で 見 る と高 さ79.Ocmま で,左 端 の帯 が,帯 の外 側 の線 で 見 る と下 か ら高 さ90.l

cmま で,帯 の内側 の線 で 見 る と高 さ93.2cmま で.

碑 文 の 写 真 ・図 面=HaMHaH八opxl956,p.14;Zhagvarall956,p.10g;Rin6enl959,p.131;胡1985,p.12.本 報 告書 で は拓

影 を公刊 で きない の で,碑 石 の調 査 デ ー タ をHate17と して掲 載 す る.

拓 本 所 蔵 機 関=モ ンゴル 国科 学 ア カデ ミー歴 史研 究 所;大 阪大 学 文 学部.

考 察:本 報 告書 に,こ の釈 迦院碑 記 の 漢文 部分 の訳 注,モ ン ゴル文 部分 の訳 注が 掲 載 され てい る.殀 究史 につ い ては,

そ ち らを参 照 してい た だ きた い.

この碑 文 で興 味 深 い 点 は,扱 い の異 な る2人 の 公主 が 登場 す るこ とで あ る.碑 文 を立 て た鮒 馬 「八 立 托」 とそ の 妻 公

主 「一悉 基(臺)」 の名 前 は,2行 目 と12行 目に 出て くるが,名 前3字 は謙遜 して他 の字 よ り小 さい 文字 で 刻 まれ,

3字 が2字 分の ス ペ ー ス に収 め られ てい る.そ れ に対 して,8行 目冒頭 に 出て くる 「在 堂 公 主」 は,改 行 平 出 され てい

る.こ の碑 文で 改行 平 出 され て る語 は7ヵ 所 あ り,い ず れ も仏 教用 語,大 カ ンに 関係 す る語 な ど何 らか の意 味 で聖 な る

語が 改行 平 出 され て い る.従 っ て,こ の 「在 堂 公 主」 も敬 意 を払 うべ き対 象 と して扱 わ れ てい る こ とが わか る.こ の よ

うに,こ の碑文 にお い て2つ の 「公主」 の扱 いが 全 く異 なるので,こ の2つ の 「公 主」 が別 人 を指 す こ とは間違 い ない.

なお,厂 在 堂公 主」 の 「在堂 」 とは,生 存 す る親 に対 して用 い られ る表現 で あ る.

従 来 の研 究で は,張 ・Hurvitzが,「 在堂 公 主 」 を 「公 主一 悉 基(臺)」 の 母親 と解釈 した(Poppe1961,p.22,n.20).

しか し,公 主 とは必 ずチ ン ギ ス ・カ ン家 出 身 の娘 で あ るか ら,そ の母 親 はチ ンギ ス=カ ン家 に嫁 い で きた女 性 で あ る.

チ ン ギ ス=カ ン家 に嫁 い で きた 女 性 が 「公 主」 と呼 ば れ るこ とは あ り得 な い.従 っ て,r在 堂 公 主」 が 「公 主 一悉 基

(臺)」 の 母親 で あ る可 能性 は ない.残 る可 能性 と して考 え られ るの は,「 在 堂 公主 」 が 「鮒 馬 八 立托(BarsT6ge)」 の

母親 で あ る場合 で あ る.パ ル ス=ト ゲ の母 親 とは,チ ンギス雷カ ンの次 女 チ チ ェゲ ン(d乙egen)で あ り,事 実 「公 主」 と

してパ ル ス=ト ゲの 父 トレル チ に嫁 い だ 女 性 で あ る.モ ン ケに とって は母 方 の叔 母 に あた り,皇 帝 モ ンケ を讃 えた碑 文

の 中 であ って も,そ の 名が 改 行平 出 され敬 意 を払 われ る に相応 しい 人物 で あ る.以 上 よ り,1257年 の時 点で オイ ラ ト

族 の住 地 でチ ンギス=カ ンの 次女 チ チ ェ ゲ ンが生 きて い た こ とが 判 明 した.こ の と きの チ チ ェゲ ンの年 齢 は 不 明 で あ る

が,あ る 程 度推 定 して み た い,ま ず,チ ン ギ ス=カ ンの 第3子 オ ゴデ イは,『 元 史』 巻2,太 宗 本紀 に太宗 十 三 年十 一

月辛 卯(1241年12月ll日)に56歳 で 死去 した とあ る こ とか ら計算 してll86年 生 まれで あ る.そ れ を も とに次女 チ

チ ェゲ ンがそ の前 後5年 以 内 に生 まれ た と仮 定す る と,1257年 の 時点 で チ チ ェゲ ンは67～76歳 の 間 であ った こ とに な

る.

参 考 文 献=HaMHaH几opxIg56;πa呶MHcYp∋Hl957,pp.35-36;Rin6enl959,pp.130-142;Poppe1961,pp,14-23;胡 ・白

1995,pp.ll-20;陳 得 芝1983,pp.251-260;白1983,pp。46-59;宇 野1993,pp.69-104,
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釈迦院碑記

釈 迦 院 碑 記 ・漢 文(宇 野 伸 浩)

chinesePartoftheInscrip髄onh墅HonorofM6ngkeQaγ 跏(Nobuhh'ouNO)

「釈 迦 院碑 記 」 は,現 在 ウ ラ ンバ ー トル市 の 民族 歴 史博 物 館3階 に展 示 され てい るが,1955年 まで,モ ン ゴル 高原

西 北 フブス グル=ア イマ クの 中心都 市 ムル ン市 か ら西 方 へ約54㎞ に位 置 す る,デ ル ゲル=ム レ ン北 岸 の釈 迦 院遺 蹟 の一

角 に立 って いた.釈 迦 院遺 蹟 は,1257年(憲 宗七 年)に,オ イ ラ ト(Oirat)族 の騅 馬パ ルス=ト ゲ(BarsT6ge)と そ の妻

一 悉基 が
,「 釈 迦 院」 と呼 ばれ る寺 院 を建 設 した場 所 で あ り,寺 院 を建 設 す る に当 た って遺 蹟 の南 辺 に 「釈迦 院碑 記 」

を立 て たの で ある.13～14世 紀 に,こ の デ ルゲ ル=ム レ ン周 辺 か ら,北 方 の フブ スグ ル湖 西 岸 ダ ルハ ト盆 地 にか けて の

地 域 は,オ イ ラ ト族 の住 地 で あ っ た.も と も とは タ イガ地 帯 に 隣接 す る ダ ルハ ト盆地 だ けが オ イ ラ ト族 の居住:地で あ っ

たが,部 族長 ク ドカ=ベ キ(QuduqaBeki)が チ ンギス=カ ンに服属 して 以来,南 に住 地 が拡 大 した ら し く,モ ンケ時 代 ま

で に,デ ル ゲ ル=ム レン周 辺 まで が オ イ ラ ト族 の住 地 に なっ てい た(宇 野1984,p.176).ク ドカ=ベ キ の息 子 トレル チ

(r6rel6i)は チ ンギ ス=カ ンの娘 チ チ ェゲ ン(6iこegen)を 公主 と して娶 るこ とを許 され,こ の縁 組が,チ ンギス=カ ンー族

とオイ ラ ト族 との何 世 代 に もわた る姻 戚 関 係 の 始 ま りで あ っ た.こ の碑 文 を 立 てた パ ルス 竃 トゲ は,ト レル チ とチ チ ェ

ゲ ンか ら生 ま れた 息子 で あ る.当 時,オ イ ラ ト族 に と って最 大 の ライバ ルは,チ ンギ ス=カ ンの第1カ トン,ボ ルテ の

出 身部族 コ ンギ ラ ト族 で あ っ たが,モ ンケ=カ ンの時 代 に,オ イ ラ ト族 は 姻族 と して急 速 に勢力 を拡 大 し,オ イ ラ ト族

出 身の カ トンた ちが い くつ かの重 要 な地位 に つ き,オ イ ラ ト族 は コ ンギ ラ ト族 と肩 を並 べ さ らに は コ ン ギ ラ ト族 を凌 ぐ

姻 族 に成 長 した(宇 野1993,pp.96-99).そ の背景 と して,モ ンケ=カ ンの強 力 なバ ッ クア ップ が あ った と考 え られ,こ

の碑 文 の内容 が,モ ンケ=カ ンを讃 え た もの であ る こ とは,当 時 の状 況 か ら見 て うなず け る こ.とで あ る.

この碑 文 は,碑 額 と本文12行 が漢 文,本 文3行 が モ ンゴル文 で刻 まれ て い る.こ こで は漢 文 部 分 のみ を取 り上 げ,

モ ン ゴル文部 分 に つい て は,本 報告 書 の松 川 節 の訳 注 に おい て取 り上 げ る こ とにす る.最 初 に,漢 文 部 分 につ いて の従

来 の研 究 を整 理 してお きた い.

1953年 に,モ ン ゴル人 民共 和 国科 学 ア カデ ミー は この碑 文 の調 査 を初 め て行 い,ウ イ グル 式 モ ン ゴル文 字 と漢字 で刻

まれた碑 文 で あ る こ と,モ ンケ=カ ンの名 が刻 まれ て い る こ とを発見 した.翌 年 に リンチ ェ ン(P朋qeH)が 調 査 を行 った

後,1955年 に,こ の碑 文 は,ウ ラ ンバ ー トル に運 ばれ るこ とにな り,国 立 中央博 物館 に展 示 され た.

1956年 には,こ の碑 文 につ いて の最 初 の研 究 で あ る,ナ ム ナ ン ドルジ(O.HaMHaHAopx)『 モ ンケ=カ ンの石碑 ・宮殿

の発 見 と研 究 につ い て』 が刊 行 され た(HaMHaHAopxl956).こ の 本の 中 で,漢 文部 分 を担 当 した の は,ウ ラ ンバ ー トル

国立 大学 の呂遠 明 と4人 の モ ンゴル 人 であ り,漢 文部 分 の 活字 版 テ キス ト(HaMHaH即p)Kl956,p.22.以 下,本 稿 で 「呂

の テキ ス ト」 と は この活 字版 テ キス トを指 す)・ 注釈 ・モ ンゴル語 訳 を発 表 した.彼 らの研 究 は,初 め て この碑 文 を紹

介 ・硬 究 した もの と しての価 値 はあるが,漢 文 部 分 の テキ ス トには誤 りも多 い.翌 年 に刊 行 され た ダ ムデ ィンス レ ン 『モ

ン ゴル 文 学概 調 第1巻 は,『 モ ンケ=カ ンの石碑 ・宮 殿 の発 見 と研 究 に つ い て』 の4種 類 の モ ンゴ ル語 訳 か ら1つ を

若干 手 直 し して載 せ て い る(πaM脳HcYp3Hl957,pp.35-36).

その 後,1961年 に,ポ ッペ が"NotesonlheMonumentinHonorofM6nkeKhan"を 発表 した(Poppe1961)..こ の論 文 の

中 で,碑 文 の 漢文 部分 につ い て は,張 現(ChangKun)とLeonHurvitzが 担 当 し,手 写 テキ ス ト(Poppe1961,p.蓋g.以 下,

本稿 で 「張 ・Hurvi肱 の テ キ ス ト」 とは,こ の手写 テ キス トを指 す)・ 注 釈 ・英 訳 を発表 した.彼 らは,呂 に よる上述

の テキ ス トの誤 りを正 した上 で,比 較 的信 頼 で きる英 訳 を行った.た だ し,モ ン ゴル帝 国 ・元 朝 の専 門家 では ない た め,

歴 史的背 景 に関 わ る よ うな解釈 にお い て は,若 干 誤 りが 見 られ る.

最 近 で は,1985年 に,胡 斯 振 と白翠 琴 が 「1257年 釈 迦 院碑 考釈 」 を発表 した(胡 ・白1985).こ の 論 文 は,従 来 の

研 究 をふ まえ た 上 で,碑 文 のモ ン ゴル文 ・漢 文 部分 の解釈,碑 文 を立 て た 歴 史 的背 景 な どにつ い て総 合 的 に ま とめ た論

文 であ る.漢 文 部 分 の解 釈 に つい て は,基 本 的 に張現 ・LeonHurvitzの 研 究 に基 づ い て い るが,い くつ か の新 しい解釈

を追 加 してい る.

今 まで,こ の碑 文 の拓 本 が公 表 され た こ とは な く,も っぱ ら碑刻 自体 の写 真 に よって研 究 が 行 わ れ て きた.1956年

に刊 行 され た 上 述 の 『モ ン ケ=カ ンの 石碑 ・宮 殿 の 発 見 と研 究 に つ い て』 には,こ の碑 文 の 写真 が 掲 載 され て い る

(HaMHa珮op)Kl956,p.14).し か し,こ の写 真 は不 鮮 明 で文 字 の判 読 に は適 さない.そ れ に対 して,同 年 に刊 行 され た ジ ャ

グバ ラル(H.)KarBapa皿)の η38翩oπgo1ε硼Peop'〆 ∫Repμ捌c(Zhagvarall956)に 掲 載 され てい る写 真 は か な り鮮 明で あ り,

あ る程 度判 読 が可 能 で あ る.そ の後,195g年 に リ ンチ ェ ンが発 表 した"L'ins面pdonsinomongoledelast61eenrhonneur

deM6ngkeQaγan"(Rin乙enl959)に も写真 が掲 載 され た.な お,リ ンチ ェ ンの論 文 は,釈 迦 院遺 蹟 と この碑 文 の モ ン ゴル

文 部分 に関す る分析 で あ り,漢 文 部 分 につ い て はほ とん ど言及 して い ない.

それ 以外 に,こ の碑 文 の 歴 史 的背 景 につ い て分析 した研 究 と して,陳 得芝 「元外 刺 部釈 迦 院碑 札 記 」,白 翠 琴 「斡 亦

剌 貴 族与 成 吉思 汗系 聯 姻 考 述」 が あ り,1983年 に相 次 い で発 表 され た(陳1983;白1983).

本稿 の 目的 は,今 回 の調 査 に もとづ き 「釈 迦 院碑 記 」 の で きる だ け正確 な テキ ス トを提 示 す るこ とにあ り,併 せ て訓

読 ・現代 日本語 訳 に よ り内 容 を紹 介 す るω.こ の碑 文 の歴 史 的背 景 につ い て の分析 は,別 の機 会 に譲 る こ とに した い.

ω 語句の解釈について
,竺 沙雅章先生,森 田憲司氏,徳 永洋介氏か ら多 々ご教示いただいた.記 して感謝の意 を表 したい.
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釈文

碑額 題迦院鬮

01////□ 國外剌隨營居奉

02/□ 附馬八立托 公主 日悉基 投丹悃者切念生居濁澄幸遇

03圓 君爰處爰居長安長樂頼

04天 地蓋載之徳叨

05國 王水土之恩中心藏之追酬罔及今者 入立托廣興喜捨之心辧財立 像重發

06圏 提之意建寺度僧上報 廣傳之洪麻別冀 逍遙之景既上祝

07今 国皇帝聖壽無疆國泰民安 法輪常轉次冀

08在 堂公主福壽増延進去時中吉祥如意再乞自身吉慶四時歌慶賀之懽後嗣
ママ

og稱 心 諸佛應心中之愿四恩總報三遍友資 法界有情倶登

10彼 岸 □[]□□ 伽藍□□團護□□興□僧尼□圖□圃住毋□日□

11一 草招愆多劫多生好結良因早成 團図□記

12園 圏丁巳季夏中旬後五日奉 佛附馬 八立托公主 一悉臺立記

訓 読

碑 額 釈迦 院碑記

01… ・國 の外刺 は,營 に隨 い て居 す.・ … を奉 る

02附 馬八 立 托 ・公 主 一悉 基 は,丹 悃 を投 ず る者 な り.切(ひ そ か)に 念(お も)え ら く,生 れ て濁 世 に居 す る も,

幸 に して

03明 君 に遇 い,爰(こ こ)に 處(お)り 爰 に居 り,長 く安 ん じ長 く樂 しみ,

04天 地蓋 載 の徳 を頼 み,

05國 王 の水 土の恩 を叨(み だ り)に し,中 心 に これ を藏 す も,追 酬 す る こ と及 ぶ 罔(な)し.今 者(い ま)八 立托,

廣 く喜捨 の心 を興 し,財 を辧 じて像 を立 て,重 ね て

06菩 提 の意 を發 し,寺 を建 て,僧 を度す.上 は廣 傳 の洪 麻 に報 い,別 に逍 遙 の 景戝 を冀(こ い ね が)う.上 は,

07今 上皇 帝 の聖 壽 無疆,國 泰 く民 安 く,法 輪 常 に轉ぜ ん こ とを祝(い の)る 。次 に は,

08在 堂 の公 主 の福 壽 増 延 し,進 去 の 時 に中 り,吉 祥意 の如 か らん こ とを冀(こ い ねが)う.再(さ ら)に 乞 う ら く

は,自 らの身吉 慶 に して,四 時 に慶賀 の懽(よ ろ こ)び を歌 い,後 嗣
ママ

09心 に稱 い,諸 佛 心 中 の愿(ね が い)に 應 じ,四 恩總 て報 じ,三 友遍 く資 け,法 界の 有情 と倶 に

10彼 岸 に登 らん こ と を.伽 藍 ・… 保 護 … ・興 … ・僧尼 … ・情 ・… 常住 毋 … ・一 ・…

11一 草愆(あ や ま ち)を 招 き,多 劫 に 多生 す る も,好 く良 因 を結 び,早 く妙 果 を成 ぜ ん こ とを.… ・記 す.

12歳 丁 巳 に在 り,季 夏 中旬 後五 日,奉 佛 の 附馬 八 立托 ・公 主一一悉 基,立 記 す.

語 注

01,國 外 剌=3字 目の 厂剌 」 は,呂 と張 ・Hurvitzの 両 テ キス トで は 厂刺 」 に な ってい るが,「 外剌 」 は部族 名Oirat

の漢 字転 写 で あ るの で,「 刺 」 で は な く 「剌 」 が正 し く,実 際今 回の調 査 で 「剌 」 で あ る こ とを確 認 した.ま た,呂 が

この箇所 を 「□ 國外 刺 」 と読 んだ の に対 し,張 ・Hurvitzと 胡 ・白 は,厂 國 」 と読 むの は誤 りだ と指摘 した(Poppel961,

p.20;胡 ・白1985,p.18).今 回採拓 した拓 本 で もこ の箇所 は文 字が 一部 欠け て い るが,「 外 剌 」 の上 の字 は,「 國」 の

可能 性が 高 い.そ の上 の 字 は若 干残 画が 見 え るが判 読 で きない.

02,/□ 附 馬 八立 托:呂 の テキ ス トで は,2字 目は 「佛 」 の 字 に な ってお り,張 ・Hurvitzも そ れ に従 って い る.し

か し,今 回の調 査 で は,こ の箇 所 は石 碑 が 欠 損 してお り,「 佛 」 の 字 を読 み とる こ とはで きな い.前 行 が 厂奉 」 で改 行

され て い るこ と,12行 目に 「奉 佛 附 馬 八立 托 」 とい う語 句 が あ る こ とか らみ て,呂 の テキ ス トは,推 測 して 厂佛」 を

補 った ようで あ る.し か し,厂 附 馬」 の 上 に は2字 あ'る可 能 性 が高 く,そ うで あ る とす れ ば,1行 目 との つ なが り具 合

は 「奉 □ □ 附馬 」 とな るの で,12行 目と同 じ語 句 を想 定 して 「佛 」1字 を補 うだ けで は不 十 分 で あろ う.

ところで,こ の碑 文 には,2行 目冒頭 の よう に改行 平 出 され て い る箇 所 が 数 多 くあ る.列 挙 して み る と,3行 目 「明

君」,4行 目 「天 地」,5行 目 「國王 」,7行 目 「今 上 皇帝 」,8行 目 「在 堂公 主 」,10行 目 「彼 岸 」 で あ る.改 行

平 出 され てい る 語 に は明 らか に共 通点 が あ り,何 らか の意 味で 聖 な る語が 改 行平 出 され てい る こ とが分 か る.従 って,

2行 目の 冒頭 の2字 も聖 な る語 で あ る はず で あ り,文 脈 か ら して 仏教 用語 が 入 る可 能性 が 最 も高 いで あ ろ う.

一 方
,空 格 の箇所 も数 多 くあ るの で,次 に列 挙 してみ た い.

1字 空 格:5行 目 「像 」 の前.

2字 空 格:6行 目 「廣 傳 之洪 麻」 の前,「 逍 遙 之景 既」 の前,7行 目 「法輪」 の前,9行 目 「諸佛」 の前,「 法
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界 」 の前,10行 目 「伽 藍 」 の前.

3字 空格:11行 目 厂妙果 」 の 前.

4字 空 格:12行 目 「佛」 の前.

この場 合 も,な ん らか の意 味 で聖 な る語 の前 に空 格 が あ る こ とが 分 か る.と くに仏教 用 語 が 多い こ とが よ く分 か る で

あ ろ う.

02,附 馬 八 立 托公 主 一悉 基:「 附馬 八 立托 」 とは,オ イ ラ ト族 の 鮒馬 パ ル ス=ト ゲ の こ とで あ り,「 八 立托 」 は この

碑 文 の モ ン ゴル 文 のBarsT6geに 対 応 す る.そ の妻 が 「公 主一 悉 基 」 で あ る.こ の碑 文 を建 て た両 者 の名 前 は,2字 分

の スペ ース に3字 を詰 め て小 さ な文 字 で刻 まれ て い る.「 一 悉基 」 の 「一 」 が よ く判読 で きな いが,12行 目に もこの

公主 の 名が 刻 ま れ て い る こ とか ら 「一 」 と推 定 で きる.「 基 」 の字 は,「 土」 の部 分 が 「之」 の よ うな 形 に なっ てい る

が,唐 「楮遂 良 文皇 哀 冊 」 に 「基 」 の 似 た ような 字 体 が あ るの で(伏 見 冲 敬 『書 道大 字 典 』上 巻,東 京,角 川 書 店,

1974,p.430),こ れ は 「基 」 で あ ろ う.張 ・Hurvitzの 英 訳 で は,「 一悉 基」 をモ ン ゴル名1蓉igiと 解釈 してい る(Poppe

l961,p.21.).

02,切 念=1字 目の 「切 」 につ い て,張 ・Hurvitzは,英 訳 で は"keenlyaware"と 訳 しな が ら も,こ の 「切 」 は音 通

の 「窃 」 の意 味 で あ る可 能性 が あ り,そ の場 合 は"humblyaw訂e"と 訳 すべ きだ と指摘 した(Poppel961,p.20).確 か に,

この 「切 」 は 「窃」 の音 通 と解 釈 すべ きで あ り,「 切 念」 を 「ひそ か にお も う」 と訓読 す る.た だ し,「 切」 に文 字通

りの強 い意 味が あ る わ けで は ない.

03,明 君:1字 目は,石 碑 の 欠 損 部 分 にか か っ てお り,若 干残 画 が 見 え るが,判 読 しに くい.呂 が 見 た と きに はま だ

欠損 が少 なかった の か,あ る い は文脈 か ら推 定 した のか は っき り分 か らな いが,呂 のテ キ ス トで は 「明 」 とな って い る.

張 ・Hurvitzは,写 真 か らは判 読 で きない と しなが らも,呂 の テ キ ス トに従 った(Poppe1961,pp.19-20).こ こで も,呂

の説 に従 ってお く.

03,爰 處 爰 居=「 爰 」 は 「こ こに,こ こにお い て」 の意.『 詩 経 』 「郵 風撃 鼓 」 に 「爰 に居 り爰 に處 る,爰 に其 の馬

を喪 う,于 以にか 之 を求 む,林 の 下に」 【爰 居 爰處,爰 喪 其馬,于 以 求之,于 林 之 下】 とあ り,『 詩 経』 「小雅 ・斯干 」

に 「妣祖 に似 續 し,室 を築 くこ と百堵,其 の 戸 を西 南 に す,爰 に居 り爰 に 處 り,爰 に笑 い 爰 に語 る」 【似 續 妣祖,築 室

百堵,西 南其 戸,爰 居 爰處,爰 笑爰 語 】 とあ る(胡 ・白1985,p.18).

04,天 地 蓋 載之徳:呂 と張 ・Hurvitzの 両 テ キ ス トは,3字 目を 「覆」 と してい るが,今 回 の調 査 で 「蓋」 で あ る こ

とが判 明 した.ま た,呂 の テキ ス トで は 「之 」 の字 が脱 落 して お り,張 ・Hurvitzの テキ ス トは 「之」 を補 い,胡 ・白

も呂 の テキ ス トに 「之 」 が脱 落 してい る こ と を指摘 した(胡 ・白1985,p.18).今 回の 調 査で も 「之」 の 字 が あ るこ と

を確 認 した.

06,菩 提:1字 目はつ ぶれ て判 読 で きない が,呂 と張 ・Hurvitzは と もに 「菩 」 と読 んで お り,そ れ に従 う.

06,建 寺 度僧:呂 の テ キス トで は 「建 寺 □僧 」 となっ てい る.張 ・Hurvitzは,テ キス ト上 で は 「建 寺 僧 」 の よう

に3字 目を空 白に しなが ら も,解 説の 中 で 「度(僧 尼 に許 可の符 牒 を与 え る)」 を復元 す る案 を仮 説 と して提 示 し,「 私

は寺 を建 て,僧 の任 命 を後 援 した(Ihavebuiltmonastedesandspon§oredtheordinationofclergy)」 と訳 した(Poppe1961,pp。

19-21).今 回の 調査 で,や や 不 鮮 明で は あ るが,「 建寺 」 の 後 に 「度」 の 字 を確 認 す る こ とが で きた ので,張 ・Hurvi鴕

の読 みが正 しい こ とが判 明 した.

06,廣 傳 之洪府=呂,張 ・Hurvitzの 両 テ キ ス トは,い ず れ も 「傳 」 を 「博 」 とす るが,今 回採 取 した拓 本 か らは,

偏 が に んべ ん に見 え るの で 「傳 」 と改 め る.ま た 「洪麻 」 は,呂 の テ キ ス トで は 「洪麻 」 とな っ てい るが,張 ・Hurvitz

と胡 ・白は,写 真 に基 づ い て 「洪 麻 」 が正 しい と した(Poppe1961,pp.19-20;胡 ・白1985,p.18).今 回の調 査 で,「 洪

麻 」 で ある こ と を確 認 した.胡 ・白 は,「 麻 」 は 「福蔭 」 の 意,「 洪 麻 」 は 「洪福(大 きな幸 福,盛 運)」 の意 味 で あ

る とす る.

06,逍 遙 之 景賍=最 後 の 「既 」 の 字 は,「 た ま もの,人 か ら贈 られ た もの」 の 意 で あ り,呂 の テ キス トで も,張 ・

Hurvitzの テキ ス トで もこ の字 に読 んで い るが,前 後 の文 脈 か ら必 ず しも しっ く りこ ない.旁 の 「兄」 の 部分 が,2字 下

の 厂祝 」 とはや や異 な る こ と も気 に なる,一 応,従 来 の テキ ス トに従 って 「既 」 の字 を入 れ てお く.

07,今 上 皇帝=2字 目はつ ぶ れて ほ とん ど読 め ない ため,呂 の テ キス トで は 「今 □ 皇 帝」 と な ってお り,張 ・Hurvi訖

の テ キス トで も2字 目は空 白 に して い る.し か し,文 脈 か ら 「上」 と推定 した い.モ ン ゴル 文 の 中央 行 が モ ン ケ=カ ン

(M6ngkeqaγan)の 長寿 を願 う内容 で あ り,「 今 上 皇帝,聖 壽 無 疆 」 に対 応 して い る こ とか ら,こ の 「今 上皇 帝 」 が モ ン

ケ を指 す こ とは 明 らか で あ る.漢 文 部分 末 尾 に記 され た この碑 文 を立 てた 年 月 日 「丁 巳季 夏 中旬 後五 日」 とは,モ ンケ

在位 中の 「憲 宗七 年 六 月二 十五 日」 で あ り,西 暦1257年8月6日 に あた る.

07,聖 壽 無疆:1字 目は,呂 の テキ ス トで は,「 主」 の 下 に 「王」 を2つ 並 べ た ような 文字 が 書 か れ てい るが,今 回

採拓 した拓 本 で は,上 の部 分 も 「王 」 で あ る.こ の 「蟲 」 は,『 宋 元 以 來俗 字 譜 』 な ど中 国 の異 体字 を収録 した文献 に

は見 いだせ ないが,朝 鮮 国 字 に存 在 し,「 聖」 の俗 字で ある(オ バ タ=ラ イマ ン1988,p.133;鮎 貝 玉972,p。121).な ぜ 朝

鮮 国字 に含 まれ る文字 が この碑 文 に使用 され て い るか につ いて は,現 在 の とこ ろ よ く分 か らな いが,「 聖 」で あれ ば 「聖

壽無 疆 」 とな り,意 味 が よ く通 じる.

この 「上 祝今 上 皇 帝聖 壽 無疆 」 の よ う.に 「祝 ・… 聖壽 無疆 」 とな る用 例 は,元 代 の 碑 文類 では,1250年 整 屋重 陽萬

(257)



1nscriptioninHonorofM6ngkeQaγan

壽 宮聖 旨碑 「與 俺告 天祝 延 聖 壽無 疆 者 」(蔡lg55,p.16;陳 垣1988,pp.444,446),純 陽宮 令 旨碑及 請 潘 公住 持 疏 に合刻

され た文書 「敦 請潘 公 大 師住 持 永楽 鎮 純 陽宮 ・平 陽 府長 春 観,為 国焚 修祝 延 聖 壽無 疆 者 」(陳 垣1988,pp。491-492)が

確 認 され る.ま た編 纂 史料 に も 「聖 壽 無疆 」 は散 見 す る.・

07,在 堂公 主=「 在堂 」 とは,親 が生 存 して い る こ とを意味 す る語 で あ る.従 っ て,こ の 「在 堂公 主 」 は,パ ルス=

トゲの母親 であ る存 命 の公 主 を指 す と考 え られ る.パ ルス=ト ゲ の母親 と は,チ ンギ ス=カ ンの娘 チ チ ェ ゲ ンeiζegepで

あ り,オ イ ラ ト族 の トレルチ に嫁 い だ 公主 で あ る(陳 得 芝1983,pp.253-254;胡 ・白1985,pp.1445.).こ の碑 文 で,パ

ルス=ト ゲ の妻 で あ る 公主 一 悉基 は,謙 遜 して小 さい文 字 で記 され てい る の に対 し,こ の 「在 堂 公 主」 は改 行 平 出 して

記 され て お り,明 らか に扱 い が 異 な る.こ れ は チ ンギ ス=カ ンの 娘 で あ る 公主 に対 して敬 意 を表 した ため で あ ろ う.こ

れ まで,こ の碑 文 にチ ンギ スニカ ンの 娘 が登 場 す る こ とを指 摘 した研 究 は ない.張 ・Hurvitzは 「在 堂公 主 」 を"P盛ncess

inthepalace"と 英 訳 し,注 で この 人物 を公 主 一悉 基 の 母親 と解釈 して い る(Poppe1961,p22,n.20).し か し,公 主 とは必

ず チ ンギ ス=カ ンー 族 出 身の 女性 であ り,か つ 当時 の モ ンゴル族 の婚 姻 が 外 婚 制 で あ る こ とを考 え れ ば,公 主 の 母親 が

公 主で あ る こ とは あ りえ ない.

08,進 去 時 中=張 ・Hurvitzは,こ れ を"hercomingsandgoingsmaybetimely"と 訳 し,胡 ・白は これ を 「進 退得 時;

起 居坐 臥,四 時如 意 」 と解 釈 してい る(Poppel96},p,22;胡 ・白1985,p.18).

08,四 時 歌慶 賀 之懽:最 後 の 「懽 」 の字 につ い て,張 ・Hurvitzは,呂 の テキ ス トで は 「懽 」 とな っ てい るが 「懐 」

の 誤 りで は ない か と指摘 した(Poppe1961,p.20).し か し,今 回の 調査 で この箇 所 は,「 懽」 の俗 字 「懽」 で あ る ことが

判 明 した ので,呂 のテ キ ス トが正 しい.

09,諸 佛:1字 目 を,呂 の テ キ ス トは 「請 」 と読 ん で い るが,張 ・Hurvitzの テ キス ト及 び胡 ・白 も 「諸 」 が 正 しい

とした(胡 ・白1985,pp.18-19).今 回 の調 査 で も 「諸」 で あ る こ と を確 認 した.

09,四 恩 總報=呂 の テ キ ス トで は,「 四恩 □報 」 とな って い る.一 方,張 ・Hurvitzの テ キス トは3字 目を 「總 」 と

写 した.今 回の調 査 で3字 目は 「總 」 の俗 字 「總 」 で あ る こ とが判 明 したの で,張 ・Hurvitzの テキ ス トが正 しい.「 四

恩 」 につ い ては 諸 説 あ り,『 大 乗 本 生心 地 観 経』 には,父 母 ・衆 生 ・国王 ・三 宝(仏 ・法 ・僧)の 恩,『 釈 氏 要 覧』 に

は,国 王 ・父 母 ・師 友 ・檀 越(施 主)の 恩,『 正 法 念処 経 』 に は,母 ・父 ・如 来 ・説 法 法 師 の恩,『 盲 安杖 』 には,天

地 ・師 ・国王 ・父母 の恩 とあ る(胡 ・白1g85,p.18-1g).

09,三 友:張 ・Hurvltzの 注 で は,こ の 「三友 」 を 『論 語 』季 氏 篇 の 「三友 」 す な わ ち 「直(率 直 な 人),諒(誠 実

な人),多 聞(見 聞の 広 い 人)」 の意 に解 し,胡 ・白 もその 説 に従 って い る(Poppel961,p.22,n.22;胡 ・白1985,p.19).

しか し,こ の 「三友 」 は 「三 有 」 の音 通 で あ り,『 論 謁 の 「三 友 」 とは関係 ない.「 三 有 」 とは,三 界(欲 界,色 界,

無 色 界)に 生 死 流転 す る もの,迷 い を破 り得 ない 人間 を指す.同 じよ うな 文脈 にお け る 「三有 」 の 用例 と して は,例 え

ば 『廣 弘 明集 』(三 十 巻)に,「 行 道 以報 四 恩,立 徳 以資 三 有」(巻 十 一 辯惑 篇 第 二 之七),「 弘 善 以 報 四恩,立 徳 以

資 三 有」(巻 二 十 五僧 行 篇 第五 之三)と あ る.

09,倶=呂 のテ キ ス ト,張 ・Hurvitzの テ キス トで は,「 惧 」 とな って い る.張 ・Hurvitzは,テ キ ス トで は 「惧 」 と

写 しなが ら も,文 脈 か ら 「倶 」 で な けれ ば な らない と指摘 し,胡 ・白 もそれ に従 った(Poppe1961,p.20;胡 ・白1985,p.

19).今 回の調 査 で,こ の箇 所 は文字 その ものが 「惧 」 で は な く 』「倶 」 で あ るこ とが判 明 した.

10:10行 目は3字 目以下 が つ ぶ れ てお り,き わ め て判 読 しに くい.呂,張 ・Hurvitzの テ キ ス トで は,「 護」 「興」

「毋 」 「二」 の4字 を読 み とっ てい る.「 二 」 の 文字 は,今 回採 拓 した拓 本 で は,字 形 か ら して む しろ 「一 」 の タ うに

見 え る.こ の4字 以外 に 「伽 藍 」 厂保 」 「僧 尼 」 「情 」 「常 住」 の8字 を 読 み とる こ とが で きた.「 伽 藍 」 の次 の 字 は

「興 」 あ るい は 「輿 」 の よ うに見 える.残 念 なが ら文 意 は不 明 で あ るが,2字 空 格 の 後 に 「伽 藍 」 の語 が あ るこ とが判

明 した ことは興 味深 い点 で あ り,仏 教 用 語 な ど聖 な る語 の前 に空 格 を入れ る とい う この碑 文 に一 貫 した ス タ イル に合致

してい る こ とが 分 か る.な お,「 伽 藍 」 の前 の空格 に,引 っか い て書 い た よ うな 「王」 の文 字 が あ るが,こ れ は後 世 の

書 き込 みで あ ろ う.

11,早 成妙 果 □ 記=「 早 成」 の 後 の4字 につ い て は,字 が つ ぶれ て い て ほ とん ど読 め な い.そ の た め,呂 と張 ・

Hurvitzの 両 テ キ ス トで は,「 早 成 」 以下 は空 白 にな っ てい る.我 々 の拓 本 で も,こ の箇所 は不 鮮 明 で あ ったが,残 画 の

形 か らな ん とか 「妙果 」 「記」 の字 を推 定 で きる.「 記 」 の上 の字 につ い ては,前 後 の 文脈 と残 画 か ら,「 謹」 で ある

可 能性 が考 え られ よ う.「 妙果 」 とは 「み ご とな結果,妙 因,妙 行 に よっ て得 た証 果,す なわ ち仏 果.さ と り」 の意 で

ある(中 村 元 『佛 教語 大 辞 典 』東 京,東 京 書籍,p.1302).

12,歳 在 丁 巳:「 丁 巳」 の上 は,呂 と張 ・Hun・itzの テ キ ス トで は空 白 に な って い る.今 回の調 査 で 採拓 した拓 本 で

も,こ の部 分 は 判 読 しに くい が,い くらか残 画が 見 え るの で,文 字が ある こ とは 間違 い な い.前 後 の文 脈 と残 画 の形 か

ら推定 す る な らば,「 歳在 」 で あ る可 能性 が 高 い.

12,公 主 一悉 臺:呂,張 ・Hurvitzの 両 テ キ ス トで は,「 一 悉 基」 と写 してい る.2行 目 と12行 目の 公主 は,文 脈 か

ら同一 人物 と思 われ る ので,両 方 と も 「一 悉基 」 で あ る方 がす っ き りす る.し か し,今 回 の調 査 で,12行 目に現 れ る

公 主名 の3字 目は 「基」 で はな く,「 臺 」 の俗 字 「薹」 で あ る こ とが判 明 した.文 脈 か ら見 れ ば,2行 目 と12行 目の 公

主 は明 らか に同 一 人 物 と思 わ れ る に もかか わ らず,な ぜ 公 主 名の3字 目が 異 な るのか につ い て は,現 在 の とこ ろ よ く分

か らない.
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釈迦院碑記
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釈 迦 院碑 記

・… 国 の オ イ ラ ト族 は
,宿 営 に居住 す る.奉 ・… の鮒 馬 パ ルス 冪 トゲ と公 主 一悉 基 は,誠 心 誠意 を 注 ぐ者 で ある.思

う に,生 まれ て か ら濁 っ た この世 に住 んで い るが,幸 運 に も明 君 に 出会 う こ とが で き,こ こ にず っ と居 住 し,長 く安 楽

に過 ご し,天 が 蓋 い 地が 載 せ て い る こ との徳 に頼 り,国 王 の水 土 の恩 恵 をみ だ りに受 け,心 の 中 に この こ とを思 って い

るが,後 か ら報 い よ う と して も受 け た恩 恵 に は及 ば ない.そ こで今,パ ル ス=ト ゲ は,喜 捨 をす る心 を広 く抱 き,財 を

投 じて 仏像 を立 て,さ らに仏道 を求 め る心 を抱 き,寺 を建 て僧 を得 度 す,(こ の よ うに して)広 くゆ き わ た った御 庇護

に報 い,別 に逍 遙 の賜 物 を こい ねが う.ま ず,現 在 の皇 帝 の寿 命が 無 限 で あ り,國 が 泰平 で 民 が安 逸 で あ り,仏 法 が常

に行 われ る こ と をい の る.次 に,母 上 で あ る存 命 の 公主 の幸 福 が増 し寿 命 が 延 び,身 の振 る舞 い が時 の 宜 し きに従 い,

幸 いが 思う まま で あ る こ と をこい ね が う.さ らに,自 分 の 身が幸 福 で あ り,一 年 中慶賀 の歓 び を歌 い,子 孫 が 自分 の望

み にか な い,諸 仏 が心 中の 願 い に応 じ,四 恩 にすべ て報 い,三 有 を あ まね く助 け,全 宇宙 の生 き と し生 け る もの とと も

に涅 槃 の境 地 に達 す る こ と を請 う もの であ る.・ … 伽 藍 ・… 僧尼 … ・

一 草 が過 ち を招 き
,長 い 間 に何 回 も生 を受 けて い るが,よ く良 い因縁 を結 ん で早 く妙 果(さ と り)を 成 就 で きます よ

うにニ … … 記 す.

丁 巳 の年(憲 宗七 年)の 六 月二 十五 日(西 暦 董257年8月6日)に,奉 仏 の 騅馬 パ ル ス=ト ゲ と公 主 一悉 基(臺)が,

この碑記 を立 て る.

釈 迦 院 碑 記 ・モ ン ゴ ル 文(松 川 節)

MongohanPartoftheInscriptioninHonorofM6ngkeQaγ 跏(Takas血iMATSUKAWA)

1953年 に発見 され た 『釈 迦 院碑記 』 碑 文 は,末 尾 に ウイ グ ル文字 モ ンゴ ル文3行 が刻 され て い る こ と よ りモ ンゴル研

究者 の注 目 を集 め,1956年 にモ ンゴル 人民 共和 国の ナ ム ナ ン ドルジ が最 初 の研 究 を発表 して 以来,ダ ム デ ィ ンス レ ン

似aM朋HcYp3H1957),リ ンチ ェ ン(Rin乙enl959),ポ ッペ(Poppel961),リ ゲ テ ィ(Ligetil972)ら が次 々 と新 た な読 み を公表

して きた..

これ らの 文献 学 的研 究 が 一段 落 した後,1980年 代 に至 っ てか らは,中 国 の歴 史学 者,陳 得 芝(1983),白 翠 琴(1983),胡

斯 振 ・白翠 琴(1985)が 本碑 文建 立 の歴 史的 背景 に関 わ る研 究 を発 表 して い る.

本碑 文 の建 立 年 は,す で に ナ ムナ ン ドル ジ に よる研 究 以来,① 漢 文 面 に 「丁 巳」 年 とい う紀 年 が あ る こ と,② モ ン ゴ

ル文 第2行 が モ ンケ=カ ー ンの 長寿 を祈 願 す る 内容 で あ る こ とか ら,モ ンケ在 世 中 の丁 巳 年,す な わ ち1257年 に比 定 さ

れ てお り,こ の年 代 につ い て はす べ て の先 行研 究 で見 解 が 一致 して い るω.そ れ ゆ え,本 資 料 は,数 少 ない13世 紀 のモ

ン ゴル語 資料 の う ちで も,1260年 の ク ビ ライ即 位前 の時 代 に属 す る貴 重 な もの とみ なせ る.

ところで,ク ビ ライ 即 位 前 の時代 に属 す る モ ン ゴル語 資料 の な か に,「 漢 文 発令 文 の モ ンゴル語 添 書 」 とい う独 特 な

形 式 を持 つ2点 が知 られ て い る.

(1)河南 省 濟源 市 十方 大 紫微 宮(現 存)ネ ズ ミの年(庚 子,西 暦i240)懿 旨碑添 書(3行).

(2)陝西 省草 堂 寺(現 存).コ デ ン(K6den>闊 端)太 子令 旨碑 添書:第1截=癸 卯 年(西 暦1243),第4截=丁 未年(西

暦1247),そ れぞ れ1行 ず つ.

本碑 文 は,内 容 的 に は釈 迦 院の建 立 を記念 す る もので あ り 「発令 文 」 で は ないが,碑 文 に刻 され た文書 と して,主 文

となる漢 文 の 末 尾 にそ の 漢 文の 内 容 を ダイ ジ ェス トした モ ンゴル語 が 「添 え書 き」 され る とい う形 式 を踏 んで い る点 で

は,上 記2点 と共 通 してい る とい える②.

テ キ ス ト ・和 訳

01[2】uru7unuru7iマarked血1kedUnりyes-te

O2田Mqngkeqa7a旦 掀ment曲men旦asula加7aikenle舜Bars-T直gebosqa7飜1〃/

03[3】k丘rtele鋤eT'P'RY文TWbuya塾kUrt廿gei

01[2】 子々孫々を通して幾々代に

(L)な お
,先 行研究では,碑 文の建立者であるパルス;ト ゲ(Bars-T6ge)が 「元史』憲宗本紀の憲宗7年(1257)冬 の条に登場する 「八

里土」 に比定する可能性が指摘 されているが,こ れ は不可能である.憲 宗本紀当該箇所の八里土 はモ ンケの長子バ ル ト(Baltu>班

禿～班都)で ある.『 元史』巻106后 妃表 ・憲宗の条及び 『元史亅巻107宗 室世系表 ・憲宗諸子の条 を参照.

(2)こ の 形 式 に つ い て は
,中 村 ・松 川1993,pp.24-26;松 川lgg7,pp87-88を 参 照.
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In㏄r藍P戯oninHonorofMδngkeQaγan

02【1]モ ンケ=カ ー ン よ,万 々歳 生 き永 らえ給 え とて,パ ル ス=ト ゲ が建 立 し… ・

03[3]至 る まで,こ の 良縁 を もつ(?)福 徳 が至 る よう に.

訳 注

[1・3】:す で にポ ッペ に よっ て 提 案 され た よ う に,本 碑 文 の モ ンゴル 文3行 は,著 し く抬 頭 され た 第2行 を最初 に読

み,続 い て第1行 →第3行 と読 ま なけ れば 文意 をな さない.

01,uru7u璽uru7iマar:「 子 々孫 々 を通 して」.uruγ 一unuruγ に造 格 一iγarが接 続 した形.造 格 一iγarは,場 所 ・時 間の経

過 をあ らわす.uruγ 一unuruγは,uruY-unuruY-ak髄rtele「 子孫 的 子孫 行 到 了」 とい う形 で 『元 朝 秘 史』 に も頻 出す る.

01・03,ke面nke面n哩yes・tek嵒r重e置e:「 幾 々代 に至 る まで」.名 詞+与 位 格 語尾+㎞rteleで 「～ に至 る まで 」 の意.

qyesはUye「 世 代 」 の複 数形.ナ ム ナ ン ドル ジ と リ ンチ ェ ンはnoyas「 ノヤ ンた ち」 と読 んだ が,ポ ッペ に よっ て 興yes

と訂 正 され,以 後 の研 究 者 もポ ッペ に従 って い る.本 稿 もポ ッペ の読 み を支 持 す る.

02,Mgngke吼a7a塾=い うまで もな く,チ ンギス,オ ゴデ イ,グ ユ ク につ ぐモ ンゴル 帝 国 の最 高 統 治 者 モ ンケ を指 す.

MWNKK'と 第 一音 節 が 後 舌形 で 記 され るの は,13～14世 紀 ウイ グ ル文字 モ ン ゴル語 の特 徴 で,パ スパ 文字 モ ンゴル語

の表 記 に も影 響 を与 え てい る.qa7処 「カー ン」 は,qan「 カ ン」 と並 んで モ ンゴル の最 高 統 治者 が 用 い た称 号.こ れ

らの称号 は,突 厥 の 時代 にす で に並用 され て い たが,チ ンギスは 「カ ン」号 のみ を用い,続 くオ ゴデ イは 「カ ー ン」 号,

グユ ク は再 び 「カ ン」 号 を用 い てい た.モ ン ケの場 合,本 碑 文 及 びペ ル シ ア語諸 史 料 に見 られ る よ うに 「カ ー ン」 号 を

用 い た と見 な され て きたが,1987年 に中 国河 南 省 の少林 寺 か ら新 た に発現 した 『少 林寺 聖 旨碑 』 の第 一截(1253年 モ

ンケ発令 の命 令 文)モ ン ゴル文 面 に 「モ ンケ=カ ン」 とあ らわれ るこ とよ り,少 な く とも1253年 の時 点 で モ ンケ は 「カ

ン」 号 を称 してい た こ とが確 実 と なっ た(中 村 ・松 川1993,pp.63-64).

03,T'P'RYXTW=本 碑 文 の モ ン ゴル文 面 で もっ と も難 解 な一 語.ナ ム ナ ン ドル ジ,ダ ム デ ィ ンス レン,リ ンチ ェ ンに

よるdabariγtu(dabari一 γ一tu)「良 縁 を持 つ 」 とい う読 み は,ポ ッペ に よ って 「文 法 的 には あ り得 るが,ど こ に も在 証 例が

ない 」 と して退 け られ,新 た にdabadγunu(dabari一 γun-u)「 過 ぎゆ くと ころの 」 とい う読 みが提 唱 され た(Poppel961,

pp.15-16).そ の理 由 は,dabar孟qun(p董.<dabadqui)がdabariqunmongγo驚erig並d「 過 ぎゆ くモ ン ゴル諸 軍」 とい う形 で13

～14世 紀 の モ ン ゴル語 文 献 に在 証 され るか らで あ る.両 見解 と もに,こ の語 がdabah一 「過 ぎる」 を語幹 と見 な して い

る点 で,意 味上 の大 きな差 は生 じて い ない.続 くbuyan厂 福 徳」 を修 飾 して,「 巡 りゆ く福 徳 」,す なわ ち 「良縁 を持

つ福 徳」 とい う方 向で 解釈 す る点 で は一 致 し てい る と言 え よう.や や 異 な った読 み を提 示 して い るの は リゲテ ィで,こ

の語 をjabari7tuと 転 写 す る が,根 拠 や 解釈 は示 され てい な い.

今 回採 取 した拓 本 に よる と,問 題 の語 は ナ ムナ ン ドル ジ,ダ ム デ ィ ンス レ ン,リ ンチ ェ ン と同 じ くT'P'RY文rwと 読

む可 能性 が もっ と も高 い が,リ ゲ テ ィの よ うに,語 頭 をtaw字 で は な くyod字 で読 む可 能性 も捨 て きれ な い.そ れゆ え,

本 稿 で は暫 定 的 に 「良 縁 を もつ 」 とい う訳 を与 える に止 め る.
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村 岡 倫 ・松 田孝 一

(HitoshiMURAOKAlK6ichiMATSUDA)

調 査 場 所1ウ ブル ハ ンガイ瑟ア イマ クの ハ イ ルハ ン ドラー ン;ソ ムか ら約30㎞1.車 で86分.北 緯46度09分 ～11

分,東 経102度ll分 ～12分.

調 査 日時:①lg96年8月17～20日;②lg98年8月19～22日.

調 査 者:① 森 安,松 田,片 山,大 澤,松 川,松 井,オ チ ル,ボ ル ド,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ;② 松 田,村 岡,宇 野,松

川,中 村,オ チ ル,ダ シバ トラ フ,ガ ルサ ンッ ェ レ ン,バ ヤ ル,グ ンチ ンス レ ン.

調 査 方 法 ・作 業 内 容=① 第1城 址 ・第2城 址 ・第3城 址 の 規模 を,GPSに よる経緯 度,高 度計 に よる高 度調 査,メ

ジ ャー 及 び 自動 車 に よ り計測 し,平 面 図 を作 成.付 近 の 山上 か ら松 川 が写 真 ・ビデ オ撮 影.聞 き取 り調査.

② 第1城 址 ・第2城 址 ・第3城 址 に存 在す る無 数 の穴 の数 とそ の位 置 を記録 第1城 址 は村 岡 ・ダシバ トラフ,第2

城址 は松 川 ・ガ ルサ ンツ ェ レ ン ・グ ンチ ンス レン,第3城 址 は松 田 ・オ チ ル ・バ ヤ ル が それ ぞ れ担 当 し た.さ らに,各

ポ イ ン トで のGPS計 測,デ ジ タル=メ ジ ャー等 で の計 測 を行 い,各 城 址 の デ ー タ を先 行 調 査 の数値 と突 き合 わせ,計 測

値 を記録 した.各 城址 を中村 を 中心に ほぼ 全員 が 写真 撮 影,松 川 が ビデ オ撮 影,近 くの高 地 か ら も各 城址 の遠 景 を写真 ・

ビデ オに撮 影 し た.第1城 址 南 側 東寄 りに位 置 す る多 羅 尊廟 で は,村 岡 ・中村 が 瓦 ・レンヴ を採 集,宇 野 が 城址 内 の礎

石 ・階段 等 をポ ラロ イ ドに撮 影 しサ イズ を記 録,モ ン ゴル側 が城 址 南側 に ある階 段東 側 の 石 の傾 斜桁 に 残 るチ ベ ッ ト文

字 を拓 本 に取 っ た.松 川 ・オチ ルに よる聞 き取 り調 査 を も とに 「宣 威 軍碑 」 が立 って い た と思 われ る場 所 の特 定 を行 っ

た.モ ンゴル側 が,考 古 学者 バ ヤ ル ・グ ンチ ンス レ ンを中心 に第2城 址 の穴 の ひ とつ を発 掘 した.

遺 蹟 の現 況:宣 威 軍 城址(ホ クシ ン=テ ー ル城址)に つ いて は,従 来 よ り3つ の城 址 の 存在 が 知 られ てい る.3城 趾

と もは っ き りと した土 塁 が残 って お り,外 城 ・内城 と もに確 認 で きる.ペ ル レー は,3つ の城 址 を北 か ら南へ 順 に第1

城址 ・第2城 址 ・第3城 址 と番 号 を付 けた が,何 らかの理 由で 第2と 第3の 城址 の 説 明 に混乱 が生 じ,そ の 報告 で は第

2城 址 と第3城 址 の 図が 逆 に な って い る(n3p∬331966,pp.lo2-lo6).こ れ は既 に堀 江(1994,pp.15-18)が 指 摘 し,あ らた

め て北 か ら順 に 第1城 址 ・第2城 址 ・第3城 址 と した(つ ま り,ペ ル レー 報 告 の第2城 址 ・第3城 址 の 番 号 を入 れ替 え

た).今 回 の調 査 で は堀 江 に従 って それ ぞ れ の 城址 を呼 ぶ こ とにす る.3つ の城 址 は,東 流 す るテ ー ル 河 の 支流 に よっ

て それ ぞれ 隔 て られ てい る.テ ール河 は我 々が 到着 した 日(8月19日)に は,ほ とん ど水 の流 れ が な か った が,'翌 日

か らの雨 に よ り,比 較 的水 量 が 豊富 に なっ た.第1城 址 に は外 城 の 外側 に外 外 城 が存 在 す るが,そ の 形 状,用 途,並 び

に南北 東 に存 在 す る外 外城 が 西 側 のみ 見 られ ない こ とが確 認 され た.第1城 址 は,こ れ まで ペ ル レー の報 告(恥p皿g3

1966,p.104)で も堀 江 の報 告(堀 江1994,p.14)で も東 西800m,南 北600mと,ほ ぼ正確 な長 方 形 とされ て来 た が,

1996年 度の 我 々の調 査 で す で に東西700m,南 北 は東 側 が770m,西 側 が580mで あ り,正 確 な長 方 形 で は ない こ とが明

らか にな って い る.城 址 の 中央 北寄 りに ツ ァガ ン=ト ル ゴイ とい う小 山が あ り,内 城 は こ れ を 囲む 形 で残 存 してい る.

松 川 ・オ チ ルの 聞 き取 り調 査 に よっ て,「 宣 威 軍碑 」 は この ッ ァガ ン=ト ル ゴイの斜 面 に 立 っ てい た こ とが 分 か った.

確 か に斜 面 の南 側,小 山の頂 上 か ら39.8m下 った 中腹 に,つ ま り城址 の入 り口 の方 向 を見 る形 で,そ の痕 跡 が 見て取 れ

た.碑 石 を置 いた で あ ろ う台座 と,ほ ぼ同形 の2つ のか ませ 石 も発 見 された.

第1城 址 のす ぐ南 側 東寄 りには,付 近 の 人 々 が ダ ル=エ ヒー ン=ス ム(多 羅尊 廟)と 呼 ぶ,南 側 に階段 を伴 い,北 側

が突 出 した 凸型 の 台状 の遺 構 が あ る.サ イ ズ は東西 が10.35m,南 北 が13.15m,階 段 は幅1.86m,遺 構 内 は瓦 ・レンガが

・多数 散乱 して い る
.

第2城 址 につ い て はペ ル レー は,南 北400m(東 西 の記 載 は な い)と し,第1城 址 と同 じよ うに,正 確 な長 方形 と し

て平 面 図 を描 いて い る(n3p皿331966,p.106)が,実 際 は南北 の東側380m,西 側460m,東 西 は北 側 が430m,南 側が450m

と,こ れ も正 確 な長方 形 で は ない こ とを確 認 した.こ の城 址 は タヒ ダ ク=ト ル ゴ イ と呼 ば れ る小 山の南 斜 面 にあ り,北

側 か ら南 側 に かけ て低 くな って い く.そ の高 低 差 はか な りあ り,10数mに も及ぶ.内 城 と外 城 は間 隔 が33～34m,石

が露:出して お り,そ の跡 は3つ の 城址 の 中 で は最 もは っ き りと してい る.ま た,こ の城 址 の 東西 南 北 に は石 で 組 ん だ門

が見 られ る.東 門 は城 址 北東 の 角 か ら2395mの 地点 にあ り,幅100.Ocm,西 門 は北 西 の角 か ら201.2mに 位 置 し,幅 は

内城側 で17LOcm,外 城 側 で153.Ocmあ っ た.北 門 は北東 の角 か ら88.5mに 位置 し,幅 董86.Ocmで あっ た,南 門 は南東

の角 か ら191.Omの 地 点 に あ り,内 城 側 は 幅310.Ocm,外 城 側 は414.Ocmと 最 も大 きい.こ の南 側 は石 の露 出が 多 く,南

側ヘ テ ー ル河 の 支 流へ 落 ち込 む よ うな斜 面 に な って い るが,南 門 の外 側 つ ま り南 側 に石 で組 まれ た台 座 状 の遺址 が見 ら

れ る.

第2城 址 の南 側 の第3城 址 も小 山 の斜 面 に あ るが,第2城 址 ほ ど城址 内の 高低 差 は な い.ペ ル レ ーは この城址 も長方

形 と して平 面 図 に描 い てお り,南 北600m(東 西 の記 載 は ない)と して い る(n3p皿ggl966,p.105).し か し,1996年 の

略測 に よって,東 西 南 北 と もに約700mの ほ ぼ正 方形 で ある こ と を確 認 した.第3城 蛙 は独 特 の 形 を して お り,ペ ル レー

は城 瓧 の東 側 と西 側 に突 出 した部 分 を平 面 図 に書 き込 んで い るが,こ の突 出部分 は,北 側 と南 側 に もあ る こ とが確 認 で

きる.形 状 は 同 じで あ る.ま た,3つ の城址 に は合計1240も の穴 が 見 られ るの も大 きな特徴 で あ り(直 径 約2～6m
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の ものが,第1城 址 に518個,第2城 址 に217個,第3城 址 に505個 ある),こ れ は堀 江 の報 告(堀 江1995,p.506)

以 来,注 目 され る と ころ で あ る.見 た とこ ろ,穴 は周 囲 に石垣 のあ る穴 とな い穴 の2種 類 が混 在 して い る.

遺 蹟 の 景 観:行 動記 録1998年8月18～22日 参 照.

遺 蹟 の 図 面:図 面 と して は,ペ ル レーが1965年 の調 査 で作 成 の 図面(n3p皿331966,pp.Io3-106)と,堀 江 が1994年 の

調査 でペ ル レー の図 面 を修 正 した もの が あ る(堀 江1994,p.18)が,上 述 した よ うに正確 な もので は な い.今 回,調 査

の 中で 計測 した数 値 に基 づ い て,松 井 が平 面 図 を作 成 して掲載 して お くこ とにす る(Platesl8a・18c).穴 の分布 状 態 につ

い て は,バ ヤル の作 成 した第3城 址 の 平面 図(P撤el8の を参 照.

考 察:宣 威 軍城址 につ いて は,城 址 建 設 とそ の命 名 の由 来 を記 した元 朝 ク ビライ 時代 の碑 文 であ る 厂宣威 軍碑 」 も残

され,ペ ル レー,ハ ン ドス レ ン,堀 江 な どの 一連 の研 究 が あ り,元 朝 時 代 の もの で あ る こ とはす で に証 明 済 みで ある.

こ こは元朝 ク ビラ イ政権 時 代 以後 の 西 方 防衛 の拠 点 で あ った.ま た,堀 江 が指 摘 した通 り(堀 江1988,p.168)こ の城址

はモ ン ゴ リアで発 見 され た漢 人 軍団 の 駐屯 地 の遺 蹟 と して は唯一 の 事例 で あ り,非 常 に重 要 な もの で あ る と言 え る.

3つ の城 址 内 に残 され てい る合 計1240個 以上 に も及 ぶ穴(直 径 約2～6m)に つ い てペ ル レーは報 告 して お らず,堀

江 が1991年 の調 査 で初 め て注 目 し,そ の用 途 を食 糧貯 蔵 庫 の 穴 と考 え た(堀 江1995,p.506).こ の よ うな 食糧貯 蔵 庫

と しての 穴 は,長 春 真 人西 遊記 に 「八剌 喝 孫 は漢 語 にて城 為 り.中 に倉 廩 有 り.故 に又 呼 び倉 頭 と 日ふ 」(蒙 古 史料 四

種 本,p。284)と み え,ま た 元朝 時 代 の大 都 ～上 都 間 に あ った こ とを杉 山が 指摘 して お り(杉 山1996,pp.23-24),そ れ

と繋 が る もの で あ ろ う.し か し,も う1つ,オ チ ルが考 え る兵 士 の居 住 用 の もの とい う見 方 が あ り,後 に堀 江 も1994

年 の再 調査 で 兵卒 が 居住 した跡 と自 らの 見解 を修 正 した(堀 江1994,pp.20-22).今 回,モ ンゴル 側 が行 った発 掘 に よ

り,鉄 製 のヤ ジ リや 鎧 の一 部分 と考 え られ る鉄 片,牛 と羊 の骨 が 出土 した が,城 址 の穴 の 用途 と して は 両者 と も可 能性

が残 り,い まだ 確 定 的 な こ とは言 え ない.ま た,小 型 の鉄 製 のハ ンマ ー も 出土 して お り,こ の穴 に関 し ては工 房 だ っ た

の で は ないか と い う意 見 も出 され た.今 回の 発掘 は,周 囲 に石 垣 の あ る穴1つ だけ で あ り,他 には石 垣 のな い穴 も数多

くあ る.果 た してそ の2種 類 の 穴が 同 じ用 途 で あ った のか は疑 問で あ り,1200以 上 に も及ぶ 穴 が全 て同 じ 目的 で使 用

され た と考 える よ り,い ろい ろ な用 途 が あ っ た と考 える方 が 自然 で は ない だ ろ うか.い ず れ にせ よ,最 終 的 な結 論 を 出

す に は,今 後 の さ らなる調 査 が 必要 で あ るが,こ れが,モ ン ゴ リアに駐 屯 した漢 人兵 士 た ちの生 活 を知 る貴重 な手掛 か

りとなる こ とは確 か で あ ろ う.

城 址 か らテー ル河 を南 に下 っ た場 所 に,直 径50mほ どの フー フ ドィ ン=ツ ォー ノ グ とい う池 が あ る.オ チ ルは 「宣威

軍碑 」 に記 され る 「其 の水 に就 きて潴 め て以 て池 と爲 す」 とい うの は,こ の池 で は な いか と推 測 す る.最 も南 に あ る第

3城 址 か らで も2㎞ ほ ど も離 れ てお り,ま た,水 をた め てイ乍られ た 人工 的 な もの とい うよ り,地 下 の伏 流 水 が浸 み 出

て形作 られ てい る池 の よ うであ り,断 定 は で き ない.今 後 も検 討が 必要 であ ろ う.

参 考 文 献:Ko3皿oB1928,pp.27-29;rl3p肥31966,pp.100-106;Xa珮cYpgH1966,pp.107-116;堀 江1988,pp.141-174;堀 江

1994,PP.12-27;堀 江1995,PP。495-515;杉 山1996,PP23-24.

(262)



宣威軍碑
ChineseInscriptionontheEst劉blishmentofXmnweiCommandery

村 岡 倫(HiωshiMURAOKA)

調 査 場 所=ウ ラ ンバ ー トル市,民 族 史博 物 館.

調 査 日時=①1996年8月13日;②1998年7月26日.

調 査 者:① 松 田,松 川,松 井;② 松 田,村 岡,宇 野,中 村,松 川,オ チ ル,ダ シバ トラ フ,ガ ルサ ン ツェ レン.

調 査 方 法 ・作 業 内 容=① 計 測,写 真 ・ビデ オ撮 影;② 中村 ・松 川 ・村 岡が写 真 撮 影.松 川 が ビデ オ撮 影.宇 野 が ポ

ラロ イ ド写 真 を撮 影後,村 岡 ・中村 が巻 き尺 で計 測.拓 本 は松 田 ・オチ ル を 中心 に2セ ッ ト採 取.

碑 文 の 現 況=こ の碑 文 は,セ ル=オ ドジ ャブ に よっ て1958年 に ウ ブルハ ンガ イ=ア イマ クの ハ イ ルハ ン ドラー ン=ソ

ム の東北 にあ る宣威 軍 城址(ホ ク シ ン=テ ー ル城址)か ら ウラ ンバ ー トル に運 ば れ,中 央 博 物館(現:自 然 史博 物 館)

に収 蔵 され た(XaH双cYp3H1966,p,107).現 在 は民族 史 博 物館3階 の モ ン ゴル時 代 の部屋 に ケ ース な しで 台 の上 に斜 め に

置か れ て展 示 され て い る.亀 趺 はな い.

碑:文の大 き さは,高 さ91c!n,幅 は上 部 で61cm,中 央部63。5cm,下 部64cm.厚 さは上 部 で13.5cm,中 央 部17cm,下 部

16.5cmで あ っ た.保 存 の状 態 は よい が,文 字 が 肉 眼で 読 め るの は石 膏 をつ めて見 や す く してい る か らで あ り,石 膏 が

残 っ てい ない 文 字 は や は り読 み に くい.平 板 で は な く,碑 面 はか な りうね っ てい る.も と も とこの よ うな形 状 の もの を

使 っ た ようだ.特 に左 下 の 部分 は,は じめか らこ こが削 られ てい た ら し く,そ の た め彫 りが 浅 くか な り読 み に くいが,

拓本 に してみ る と判別 で きる よう にな っ た文字 もあ る.

文 字 の種 類 は漢 字.右 か ら20行,1行20字.上 部 に右 か ら 「宣 威 軍」 と碑 額が あ り,こ の3字 は 「宣」 が タテ10

cm,ヨ コ8.5cm,「 威 」 が タテ11.8cm,ヨ コ11cm,「 軍 」 が タテ10.5cm,ヨ コ75cmと な っ てい る.本 文 の文 字 は タテ

2.5～3cm,ヨ コはほ ぼ2cmで あ る.

碑 陰 に文 字 は ない が,申 央 か ら若 干左 寄 り(碑 文 の左 端 か ら16cm)の 箇 所 に タテ14cm,ヨ コ10cm,深 さlcmほ

どの楕 円形 の 穴が あ る.こ れ が どの よ うな経 緯 で 出 来 たの か,あ るい は何 の用 途 が あ った のか は 不 明で あ る.

碑 文 の ス ケ ッ チ ・復 元 図 ・写 真:XaHAcYp3HI966,p.112に は原碑 で は な く,原 碑 に基 づ い た と思 わ れ る録 文の 写

真 が 掲 載 され て い る」 碑 文 そ の もの の写 真 はRachewiltz1987,p.14;堀 江1995,p.513;松 川1998,p.43に そ れぞ れ掲 載.

今 回,ス ケ ッチ は村 岡が 担 当 し,数 値 を入 れ た図(P護ate18e)を 掲 載 して お く.

拓 本 所 蔵 機 関:モ ンゴル 国科 学 ア カデ ミー歴 史研 究 所;大 阪大 学 文 学 部.

考 察:こ の碑 文 を最 初 に発 見 した コ ズ ロ フは,そ の 内 容 を,ク ビライ が ア リク=ブ ケ との カー ン位 争 奪 戦 に勝利 を収

め たの を記 念 して立 て た碑 文 で あ る(Ko3mB1928,pp.27-29)と したが,こ れ が 誤 りで あ る こ とは,既 に ラケ ウ ィル ツ ・

堀 江 に よって 明 らか に され て い る(Rachewiltzl987,pp.544;堀 江1988,pp.141-174).す な わ ち,こ の碑 文 は,至 元13年

(1276)勃 発 の 「シ リギの 乱 」 に伴 い,カ ラ コルム 防備 の た め に至 元15年(1278)に 構 築 され た 「宣 威 軍 」城 の完成 とそ

の命 名 を記念 して立 て られ た碑 文 で あ る.

内 容 につ い て は上 記2氏 の録 文 と訳 文 が知 られ てお り,特 に新 知 見 は な い.し か し,文 字 に関 し て は,今 回の調 査 で

明 らか となっ た ものが あ る ので 記 してお く.ま ず,2氏 が不 明 と した碑 文 の左 下の い くつか の 文字 が,今 回の調 査 で判

明 した,18行 目 「左 衛 親 軍千 戸 張温 阿塔 海」 の下 は,ラ ケ ウ ィル ツ ・堀 江 と もに不 明 と して い る(Rachewiltz1987,pp.

7,13;堀 江1995,p.501)が,「 鄰 瑾劉 継 英」 と読 め る.ま た,堀 江 は19行 目 「立石 」 の下 には 見 え ない ものの 文字 が あ

る と考 えた が,こ れ はや は り文 字 は ない よ うだ.さ らに,ハ ン ドス レン以来,20行 目は 「百 戸高 聚 」 と読 んで い たが,

「高 」 は誤 りで あ り,正 し くは 「馬 」 で ある.

ま た,ハ ン ドス レ ンは1行 目の 書 き出 しを 「皇 帝福 醸 」 と したが(XaH以cYp3Hig66,p.H2),初 め,堀 江 は1988,pp.

145-146で,「 蔭 」 とい う字体 は存 在せ ず,こ れ を元 朝 時代 の碑 文 に頻 見 す る常 套句 「皇 帝福 蔭 裏」 で ある と訂 正 した.

ラケ ウ ィル ツ も同 じ見 解 で あ る(Rachewiltz1987,p.7).そ の後,堀 江 は1991年 の碑 文 の調 査 で,「 蔭]は や は り 「蔭]

と読 め る こ とを報告 してい る(堀 江1995,p.499).今 回 の調 査 で もこれ は検 討 課題 で あ っ たが,調 査 の結果,「 蔭」 や

「蔭 」 で はな く,「 塵 」 で あ る可 能性 が 高 い とい う結 論 に達 した.こ の文 字 は,確 か に 「麿 」 とす る に は 「まだ れ」 の

2画 目が左 に長 す ぎる よ うに見 え る.そ の た め,上 記3氏 は 「くさか ん む り」 と識 別 した ので あ ろ うが,明 らか に9字

目の 「蓋 」 の 「くさか んむ り」 とは異 な る.ま た,「 陰」 の部 分 の 「こざ と」 もかす か に見 える.ハ ン ドス レン ・堀 江

が この部 分 を 「こざ と」 で は な く 「月」 と し たの は,「 まだれ」 の3画 目 と 「こざ と」 の3画 目 を,「 月」 の1画 目 ・

2画 目 と考 え た か らであ ろ う.確 か に微 妙 で はあ るが,他 の文 字 と比 較 し て も 「月」 とす る には無 理 が あ り(3行 目の

「月 」,8・9行 目の 「有」 と比較 せ よ),し か もこれ まで確 認 され て い ない 字体 で あ る.ま た,何 よ りも元 朝 時代 の

この常 套句 は 「皇 帝福 廱 裏 」 と書 か れ る こ とが多 い.蔡1955所 載 の元 朝 時代 の碑 文 で も全 て 「福 麿」 で あ る.

ハ ン ドス レ ン ・堀 江 は4行 目下 か ら5文 字 目を 「建 」.と読 んだ(XaHπcYp∋H1966,p.112;堀 江lgg5,p.501).ラ ケ ウ ィ

ル ッ は宣威 軍碑 の写真 と訳 文 を載 せ て い るが 釈 文 は な い.そ の た め,碑 文 の1文 字1文 字 を どう解 釈 した か は定 かで は
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な い が,そ の 訳 文 に よれ ば,こ の 文 字 を 「建 」 で は な く 「連 」 と読 ん だ よ う だ.し か し,原 碑 お よ び拓 本 を 見 る 限 り,

や は り 「建 」 で 正 しい.

参 考 文 献:Ko3∬oB1928,pp.27-29;n3pπ 鴫1966,pp.100-106;XaH以cYp3H1966,pp.107-116;Rachewiltzl987,pp.5-14;

堀 江1988,pp.141-174;堀 江1994,pp.12-27;堀 江1995,pp.495-515.松 川1998,p.43.

釈 文 ・句 読 ・訓 読 は 堀 江1995,pp.501-502に よ っ た.注 釈 はRachewiltz1987,pp.7-14;堀 江1988,pp.145-147;堀 江

lgg5,pp.498-500を 参 照.18,19,20行 目 は 前 述 の 通 り,今 回 の 調 査 で 補 っ た.

釈文

宣 威 軍

1皇 帝福麿裏昭勇大将軍淮東左副都元帥左衛親

2軍 都指揮使賈忙古鵤扶覩兒至元十五年四

3月 内率領侍衛精鋭親軍廸北出征於十月内

4到 於亦都山創立屯所因其山復建其城就其

5水 瀦以爲池覩其形勢險阻雖克國之金城仲

6升 之玉關亦何加於此屯駐之久偶因暇 日就

7於 射所軍僚參佐畢集射畢賈公日霄壤之問

8有 物必有其名未有有其物而無其名者也孔

9子 欲治衛必也正名又問官名於鄰子蓋以有

m其 物而不可無其名故耳名之時義大矣哉今

ll城 塹若此之壯麗然而未有其名於予心甚慊

12僉 日公言甚切然則名何爲可公久之日

13當 今

14聖 上運應千齢威加四海茲僕與汝等仗

15聖 君神武之威戮力戡亂意以此城名日宣威軍不

16亦 可乎僉日然

17告 大元至元拾伍年拾貳月有伍日 記

18左 衛親軍千戸張温阿塔海鄰瑛劉継英

lg玉 欽游進劉禹総管王通 立石

20百 戸馬聚 刊

句読

皇帝福應裏,昭 勇大将軍 ・淮東左副都元帥 ・左衛親軍都指揮使賈忙古觸 夭覩兒,至 元十五年四月内,率 領侍衛精鋭親

軍廸北出征.於 十月内,到 於亦都山,創 立屯所.因 其山復建其城,就 其水潴以爲池.覩 其形勢險阻,雖 克國之金城仲升

之玉關,亦 何加於此.屯 駐之久,偶 因暇日,就 於射所,軍 僚參佐畢集.射 畢,賈 公日,霄 壌之問,有 物必有其名.未 有,

有其物而無其名者也.孔 子欲治衛,必 也正名.又 問官名於鄰子.蓋 以有其物而不可無其名故耳.名 之時義大矣哉.今 城

塹若此之壯麗.然 而未有其名,於 予心甚慊.僉 日,公 言甚切.然 則名何爲可.公 久之日,當 今,聖 上運應千齢,威 加四

海.茲 僕與汝等.仗 聖君神武之威,戮 力戡亂.意 以此城名 臼宣威軍,不 亦可乎.僉 日,然.告 大元至元拾伍年拾貳月有

伍日記.左 衛親軍千戸張温 ・阿塔海 ・鄰理 ・劉継英 ・玉欽 ・游進 ・劉禹 ・総管王通立石.百 戸馬聚刊,

訓 読

皇 帝の福 麿 に,昭 勇大 将 軍 ・淮東 左 副都 元 帥左 衛 親 軍都 指揮 使 の賈 忙 古鰐 妖 覩兒 は至 元十 五 年 四 月 の 内 に侍 衛 の精 鋭

な る親 軍 を率 領 して,北 に廸(ゆ)き て 出征 す.十 月 の 内 に亦都 山に到 り,屯 所 を創 立 す.其 の山 に 因 りて復 た其 の城

を建 て,其 の 水 に就 きて潴(た)め て 以 て池 と爲 す.其 の 形勢 の險 阻 な る を覩(み)る に,克(冪 充)國 の 金城 ・仲 升

の玉 關 と雖 も亦 何 ぞ此 に加 わ らん や.屯 駐 す る こと之 れ久 しうす るに,偶 ま暇 日に 因 りて,射 所 に就 きて,軍 僚 ・參 佐

畢 く集 ま る.射 畢 わ るや,賈 公 曰 く 「霄壌 之 間,物 有 らば必 ず其 の 名有 り.未 だ有 らざ るは,其 の物 有 れ ど も其 の名 無

き者 な り.孔 子 衛 を治 む る に,必 ず や 名 を正 さん こ と を欲 す.又 官 名 を鄰 子 に問 う.蓋 し其 の物 有 らば其 の 名無 く可 か

らざる を以 ての 故 のみ.名 の時 義大 い にな る か な,今,城 塹此 の若 く之れ 壯麗 た り.而 るに未 だ其 の名 有 らざ るは,予

の心 に於 い て甚 だ慊(う ら)み とす」 と.僉(み な)曰 く,「 公 が 言,甚 だ切 な り.然 らば則 ち何 れ に 名 つ くるが可 な

らん か」 と.公 之 を久 しう して曰 く,「 當今,聖 上 の 運 は千齢 に應 じ,威 は 四海 に加 わ る.茲 に僕 は 汝 等 と と もに聖君

の神 武 の威 に仗(た よ)り,力 を戮(あ わ)せ て亂 に戡(か)つ.意(お も)う に,此 の 城 を以 て名 づ け て宣威 軍 と日

わ ば,亦 可 な らざ らんか 」 と.僉 曰 く,「 然 り」 と.昏(と き)に 大 元至 元 拾伍 年 拾貳 月有 伍 日,記 す.左 衛親 軍 千戸

張温 ・阿塔梅 ・都瑾 ・劉 継英 ・玉 欽 ・游 進 ・劉 禹 ・総 管 王 通,石 を立 つ.百 戸 馬聚,刊(き ざ)む.
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皇 帝(ク ビ ラ イ=カ ー ン)の 福 麿 に,昭 勇 大将 軍 ・淮 東左 副 都 元 帥左 衛 親 軍 都 指揮 使 の賈 忙 古觸 夭覩 兒 は至 元 十 五 年

四月(西 暦1278年4月24日 ～5月22日)に,侍 衛 の精 鋭 な る親 軍 を率 い て,北 へ 向か っ て 出征 した.十 月(10月18

日～11月15日)に 亦都 山 に到 着 し,駐 屯 所 を創 立 した.そ の 山 を利 用 して城 寨 を建 設 し,そ の河 を利 用 して に水 をた

めて池 をつ く った.そ の地 形 の 険 しい とこ ろ を見 れば,(趙)克(=充)国 の 金城 ・(班)仲 升(=班 超)の 玉 関 で さ

え も,こ れ に勝 る もの で は なか ろ う.駐 屯 す る こ と,長 き に及 んだ 頃,暇 日,(競 技 の た め)射 場 に軍 僚 ・參 佐 が こ と

ご と く集 まる と い う こ とが あ った.弓 射(競 技)が 終 わ る と,賈 公 は言 っ た.「 天 地の 間,物 が あ れ ば,必 ずそ の名 が

ある.な い もの とい うの は,そ の物 が あ って もその 名 が ない もの で あ る.孔 子 が衛 を治 め た時,必 ず名 を正 そ う と欲 し

た.ま た彼 は官 名 を鄰子 に尋 ね た.そ の 唯一 の理 由は,物 が あ れ ば,そ の 名が あるべ きだ か らで あ る.名 が 時勢 に合 っ

た意 味 を持 つ と い うの は,偉 大 な こ とで は な い か.今,城 や塹 壕 は こ の よ うに壮 麗 で あ る.し か し,ま だ そ の名 が ない

のは,私 に はた いへ ん不 満 で あ る」.皆 は言 っ た:「 公 の言葉 はた いへ ん 重要 で あ る.そ れ な らば何 と名付 け るの が良

いで あろ うか 」.公 は しば ら く問 をお い て言 っ た1「 今,神 聖 な る皇 帝 の 幸 運 は千 年 の 時 を結 び,そ の 威 光 は四 海(全

世 界)を お お っ て い る.こ こ に私 め は汝等 と と もに聖 君 の神聖 な る武力 の 威 光 に頼 り,力 を合 わせ て反 乱 を鎮 め よ う と

して い る.私 が 考 え るに,こ の城 を名 づ け て 宣威 軍 と呼べ ば,い か が で あ ろ うか 」.皆 は言 った=「 そ れ は よい 」.時

に大 元至 元十 五 年十 二 月有 五 日(西 暦1279年1月18日)に 記 した.左 衛 親 軍千 戸 張 温 ・阿塔 海 ・郵瑾 ・劉継 英 ・玉欽 ・

游 進 ・劉 禹 ・総 管王 通 が石 を立 て た.百 戸 馬 聚 が刻 ん だ.
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中村 淳 ・松 川 節 ・松井 太

(JunNAKAMURA/TakashiMATSUKAWA/DaiMATSUI)

調 査 場 所:ダ ルハ ン=オ ール=ア イマ クの ダルノ丶ン市 か ら東へ 車 で約3時 間.車 の距 離 計 で80㎞.東 経106度42分

16秒,北 緯49度26分47秒.

調 査 日時=1998年7月29日 ～30日.

調 査 者=松 田,村 岡,宇 野,松 川,中 村,オ チ ル,ダ シバ トラ フ,ガ ルサ ンツェ レン.

調 査 方 法 ・作 業 内 容:写 真 撮 影 者 は,松 田 ・村 岡 ・宇 野 ・松川 ・中村 ・ダ シバ トラ フ ・ガル サ ン ツェ レ ン.ビ デオ

撮影 者 は,松 川.ス チ ー ル製 巻 き尺,デ ジ タル=メ ジ ャー に よる計測 者 は,松 田 ・村 岡 ・申村.モ ンゴ ル側 と日本側(松

川 ・中村)が,交 替 で銘 文 につ い て調 査.そ の後,両 者 で お互 い の読 み を1字1字 確 認 す る方 法 を採 っ た.そ の際,ウ

イグ ル文字 銘 文 につ い て は松 井 が,パ スパ 文 字銘 文 につい て は 中村 が,事 前 にモ ンゴ ル側 よ り送 られ た 写真 等 を も とに

作成 した テキ ス トと照合 した.銘 文 は か な り高 い と ころ に もあ った ので,文 字 の確 認 作業 で は脚 立 を使 用.

遺 蹟 の 現 況=銘 文 を有 す る岩 壁 は,ブ イテ ンニゴル と呼 ば れ る河 に面 す る.河 幅 は 目算 で4-6m.岩 壁 にそ っ て北

西 か ら南 東 にむか って幅3.Imの 未舗 装 道 路 が の びる.銘 文 のす ぐ下 か ら未 舗 装 道路 沿 い に計 った とこ ろ,宿 営 地前 の

キ ル ギス=フ ー ル まで の距 離 は300m.ブ イテ ン=ゴ ル か ら道路 まで の距 離 は,巻 き尺 で 計測 して11.5m.デ ジ タル=メ

ジ ャーに よる計 測 で,銘 文 の す ぐ下 の 道路 上 に立 って 見 え る岩 壁 の 幅 は36m,岩 壁 全 体 の幅 は665m.岩 壁 の高 さは,

5mの 巻 き尺 の長 さ を頼 りに 目算 した とこ ろ,最 も高 い場 所 で約16m.銘 文 の書 かれ てい る壁 面 は,地 上 か ら高 さ6m

の ところ にあ り,真 西 を向 い て い る.岩 壁 全 体 は,銘 文 を有す る壁面 の下,地 上高6m位 まで は草 が 覆 っ てい るが,そ

れ よ り上 は緑 も ま ば らで切 り立 っ た岩肌 を見 せ てい る.銘 文 の ある壁 面 自体 はか な り大 き くそ こだ け平 らで あ るが,岩

壁 途 中 よ り生 え た木 が邪 魔 して い て,道 路 上 か らは よ く見 え ない.ま して 銘 文 が そ こ にあ る こ とは わか らない.銘 文 壁

面 の高 さは3,40m,幅 は 中央部 で2.23m,最 下部 でL36m.壁 面 には い くつ もの細 か な亀裂 が走 って い る.壁 面 の前 には

2×5.5mの 平 らな広場 が あ り,最 近 の もの と思 われ る焚 き火 あ とや酒 瓶,お 供 え の トグル ク紙 幣 や マ ッチ が見 られ る.

壁 面 は土 ぼ こ り等 で 薄汚 れ て い て銘 文 は見 え に くい状 態 にあ り,加 えて,銘 文 の上 に木 の燃 えか す で書 い た と思 わ れ る

落 書 き(1998年6月13日 付 け)が あ っ たが,水 で きれい に洗 い 落 とす と,墨 書 が浮 か び 出 て きた.そ の他 に も岩 壁 の

あ ちこ ちに,赤 い顔 料 で書 か れ た青 銅 器時 代 の岩 絵 とな らんで,現 代 の落書 きが 見 られ る.

遺 蹟 の 景 観:行 動 記録 参 照.

銘 文 の 現 況=パ スパ 文字 銘 文 の各 行 は,広 場地 面 よ り207cmの ところ よ り書 き始 め られ る.全9行 で,1行 目の左

よ り9行 目の右 ま では23.5cm.銘 文 の状 況 は,か す れ た と ころが 多 く,ま た字 形 が崩 れ て お り,最 初 の 数行 を除 くと

文 字 を読 み とる こ とも まま な らな い.

つ ぎに従来 よ りその 存在 が 知 られ てい た ウ イグ ル文字 銘 文 で あ るが,パ スパ 文 字銘 文 の す ぐ下 に書 かれ る.両 銘 文 の

問 に は壁面 を横 断す る よう に,右 下 さが りの 亀 裂 が 入 っ てい る.パ スパ 文 字 銘 文 の各 行 末尾 な らびに ウ イ グル文 字銘 文

の 各行 冒 頭 は,こ の亀 裂 の線 に沿 うよ うに記 され てい る.銘 文 は全ll行.6行 目よ り11行 は,5行 目よ り5.5cm下 に

頭 をそ ろ えて書 か れ るが,こ れ は書 式等 の問 題 で は な く,ち ょう ど この箇 所 で亀 裂 が下 が っ てお り,そ れ にあ わせ て下

げた もの と考 え られ る.1行 目の左6cm空 け て,パ スパ 文 字 でm6hと 記 され る.第1行 は長 さ22.5cm,最 も長 い第3

行 は37.2cm.パ スパ 文字 銘 文 に比べ れ ば,残 存状 態 は若 干 良 い.

さ らに今 回の調 査 にお い て,従 来知 られ てい た両 銘 文 の下 部 よ り,あ らた に ウ イグ ル文 字 の銘 文 が20数 行 分 発 見 さ

れ た.最 も左 の行 頭 は地 面 よ り134cm.そ の す ぐ右 に,壁 面上 部 の 青銅 期 時代 の 岩絵 を模 した墨 絵 が1点 確 認 され る.

墨 絵 は,横55× 縦17cmの 長 方形 の 中 に二 列 の点 を打 った もので あ る.左 列 に は1点 の み,右 列 に は5点 が確 認 で き

る.墨 絵 の左 側,横22× 縦2g.5cmの 空 間 に,確 認 で きた だけ でIl行 の銘 文が あ る.そ の す ぐ右 下,横22× 縦24cm

の空 間 にや は り11行 ほ どの銘 文 が ある.後 者 の最 初 の5行 は,ユ 単語 ず つ.た だ し,い ず れ も墨 が 非常 に薄 く,単 語

が数語 読 み とれ る か ど うか とい う状 態で あ る.加 え て,テ キス トを詳細 に検討 す る時間 もな く,モ ン ゴル側 と相 談 して,

今 回は あ らた に銘文 が 発 見 され た とい う事 実 と若干 の 情報 のみ を報 告 す る こ と と した.

考 察=本 銘 文 の うち,ま ずパ スパ文 字 銘文 は,岩 壁 にパ スパ文 字 で記 され た もの と して は,現 在 の とこ ろ唯一 の もの

で ある.ウ イ グル文 字 銘 文 は,タ イハ ル大 岩 と イフ=テ ンゲ リ ン=ア ム とに確 認 され て い る.い ず れ も,青 銅器 時代 か ら

現 代 に わ たる 「落書 き」 が 同時 に存 在 す る とい う共 通 点 を持 ってい る.し か しなが ら,タ イハ ル大 岩 の 銘 文 は いず れ も

短 く,判 読 に苦 しむ もの が 多 い.一 方,イ フ=テ ンゲ リ ン=ア ム の銘 文 は,行 動記 録 に もあ る通 り,近 年 に上書 きされ て

い るこ とが確 認 され てお り,原 状 を 回復 す る こ とが で きない 限 り,研 究 す る価 値 を持 た ない.こ の よ う な状 況下 で,ウ

イ グル文 字銘 文 が 出現 した意 義 は大 きい.

さて,本 銘文 は,オ チ ル が文 字 を記 した岩 が あ るとの 情報 を頼 りに現地付 近 を探 索 した結果,発 見 され た もの で あ る.

そ の存在 は,1998年 に ウイ グ ル文字 銘 文 な らび にパ スパ 文字 銘 文 の アイ=コ ピー とど もに報 告 され た(0朋p1997).オ チ

ル 自身 は これ まで に も3度 の調 査 を試 みて お り,今 回で4度 目 にな る とい う(第1次;1980年,第2次=1986年,第

(266)



ブイ テン=ゴ ル墨書

3次=1997年).ち なみ に,Oq叩1997に 掲 載 され るア イ冨コ ピーは,第3次 調 査 の際 に同行 した ガル サ ン ツェ レン ら

が銘文 の上 に透 明 の シー トを直接 かぶ せ,そ の上 か らな ぞ った もの で あ る.ま た,調 査 前 に 日本 側 に郵 送 され た写真 は,

同 じく第3次 調 査 の 際 に 同行 した カ メ ラマ ン に よって,夕 方 か ら夜 にか け て撮 影 された もの.テ キ ス トが 発表 され るの

は,今 回 が は じめ てで あ る.

従 来 よ りそ の存 在 を確 認 して い たパ スパ 文字 の銘 文 とウイ グル 文字 の銘 文 は,現 物 に接 して見 る と,墨 の濃 さや筆 の

太 さ等 よ り見 て,同 一 人物 の手 に よ って書 か れ た もの であ る と考 え られ る.ウ イグ ル文 字銘 文 の 第1行 左 に書 か れ たパ

スパ文 字m6hは,上 部 のパ ス パ文 字 銘文 の第1行 の書 き出 しmohと ほぼ 同 じで あ り,字 形 も酷似 してい る。お そ ら く

銘 文 の筆記 者 は,ま ず現 在 ウイ グ ル文字 銘 文 が あ る とこ ろにパ ス パ文 字 で 銘 文 を書 き記 そ う と した が,何 らかの 理 由で

m6hと の み書 い て一旦,筆 をお き,あ らため て その上 側 にパ スパ 文字 銘 文 を書 い た.つ い で ウ イグ ル文 字 の銘 文 を書 い

た もの と考 え ら れ る.こ の点 に 関 して,モ ン ゴル側,日 本側 と もに見 解 が 一 致 した,そ うで あ るな らば,片 方 が パス パ

文 字で 書 かれ て い る以上,両 銘 文 の作 成 は,パ スパ 文字 制 定 の年 で あ る1269年 よ り後 の もの とい うこ と にな る.

す で にそ の存 在 が知 られ て い たパ スパ 文 字 ・ウ イグ ル文字 銘 文 は両 者 と も,聖 旨Garliγ)等 に見 られ るモ ンゴル 時代 特

有 の冒 頭定 型句 が確 認 され る.た だ し,パ ス パ 文 字銘 文 で は,聖 な る単語 が 改 行平 出 され ない 場合 が あ るの に対 して,

ウイ グル文 字銘 文 で は それ が な され て い る とい う相 違点 が あ る.ま た,パ スパ 文字 銘 文 の 冒頭 は,ほ ぼ聖 旨 σarliγ)の冒

頭 定型 句通 りで あ るの に対 して,ウ イグ ル文 字 銘 文 の方 は,皇 帝 以外 の発 令 文 に 見 られ る定 型 句 とな っ て い る.筆 記 者

が 同'じで あ る こ とは まず 間 違 い ない が,と す れ ば,両 者 の 問 に この よ うな 違 い が存 在 す る こ と 自体,興 味深 い.次 の段

階 と して,内 容 の比較 を行 な い たい とこ ろで あ るが,残 念 なが らパ スパ文 字 銘 文 につ い て は,比 較 に供 す る だけ のテ キ

ス トを提供 で きない.た だ,ウ イ グル文 字 銘文 第5行 にi16inを 読 む こ とは モ ン ゴル側 ・日本 側 と も一 致 してい る .そ れ

に対 して,パ スパ 文字 銘 文 第8行 に,中 村 は現 地 に おい てeldと 読 む 案 を示 した.中 村 の意 見 に対 して モ ンゴル側 は判

断 を保留 したが,も しこの読 みが 正 しけれ ば,こ こに両 者 を結 び つ け る手 が か りが も う一 つ 得 られ た こ とに な る.

おそ ら くは,こ れ らの 銘 文 は,何 らか の 公務 を帯 び た使 臣(ilの が,途 中 こ こに立 ち寄 っ て記 してい った 「落書 き」

で あ ろ うと思 わ れ る.し か しなが ら,落 書 き で あ るか らとい って捨 て置 か ず,さ さや か な手 が か りを も見逃 さず,研 究

してい く姿 勢が 必 要 で あ ろ う.今 後,我 々に課 され た責 め と した い.

なお,新 た に発 見 され た銘 文 につ い て は,筆 致等 か ら見 て,複 数 の 筆記 者 が書 い た もの と思 わ れ る.た だ し,い くつ

の文 章 か らな っ てい るの か は,判 然 と しなか った.パ スパ文 字銘 文 な らび に先 の ウ イグ ル文 字 銘文 とは,い ず れ も異 な

る手 にな る もの と判 断 した.

研 究=OqMpl997.

フ イ テ ン=ゴ ル 墨 書 ・パ ス パ 文 字 銘 文(中 村 淳)

,Phags ・paMongo且ianInscriptionofKhuite勘 ・gol(JunNAKAMURA)
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テ キ ス ト

nloh[一k`a】deh_ri_yin

moh[k興 】dehri-yin

k`u一 ～5`un-t`urye-kasu

kμ こUn-tUryekesu

Ja-li-yin'i-ba・an-dur

jali-yinibe'en-dUr

q'anuJar-1.q...

q跏 一ujarliq...

'`配一y加 η'一'・ 扉 た..μ 吻'駕8α'η.P.

'8'η た
μ.カr.'...

'踞'η αrκ9 ・・

'
8一'一さ`'厂 α..y屡,.μ 一.紘

dさ1

09,..

和訳

とこ.しえ の天 の

力 に,大 い なる威 福 の

輝 きの加 護 に,

カ ー ン の お お せ.・ ・

使 臣(?)・ ・ ・ …

語 注

01=mohのo字 の まん 中 に6を 示 す線 を確 認 で きな か った.ウ イグ ル文 字銘 文 の左 側 に記 され たパ スパ 文 字 はnl6h.

また,文 脈 上,moh-k`aと 綴 られ る はず で あ るが,一k`a字 は確 認 され ず,ス ペ ー ス もな い.

Ol・04=皇 帝 の発 令 文 で あ る聖 旨(∫arliq)の冒 頭定 型句 は,発 令 文 原物 では 必ず3行 で書 か れ る.し か し本 命 文で は,原

則 通 り聖 な る語 が改 行平 出 され ず4行 に わた っ てい る.そ の他,綴 りに も例 外 的 な ものが 見 られ る.例 えば,典 型 的 な

冒 頭3行 を有 す る少 林寺 聖 旨碑 第4截(中 村 ・松 川1993,ppl48-49)と 比 較 して み る と,第4截 第1行 にk`u一こ`un-d`ur
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とある の に対 して 本銘 文 第2行 で はk`u一こ`un-t`ur,第4截 第2行 に ・i-h・an・durとあ るの に対 して,本 銘 文第3行 に では'i-

b註・an・durとな って い る.ま た,第4行 目q・anujar-Lq=qan-uj副iqに 属格 が 現 れ るの も例 外 的 で あ る.

05・09=こ こ に示 したTransliteraUonは,あ くまで可 能 性 が高 い もの とい う程 度 で あ る.唯 一8行 目冒頭 に よ うや く'e↓

ご`iニelδ と読 んだ が,た だ し前 述 の通 り,こ の案 に対 してモ ン ゴル側 は判 断 を保 留 した.ま た,モ ン ゴル語 で 記 され た

発 令 文 にはel乙inと 複 数 形 で 出て くる のが 普通 で あ るが,こ こで は次 の 文字 要 素 が 一nで あ るか確 定 で きなか った とい う

問題 点 もあ る.

ブ イ テ ン=ゴ ル 墨 書 ・ウ イ グル 文 字 銘 文(松 川 節 ・松 井 太)

Uighur・MongohanInscriptionofKhuiten・go且(TakashiMATSUKAWAlDa置MATSUI)
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と こ しえの

と こ しえの天 の 力 に,

カア ンの威 福 に,私,卑 小 に して劣 悪 な

文書(を?)こ の ・… 岩壁

に文書 を書 い て,深 く知 ら しめ,地 神 ・天神 が い る,

善 き兆 しが あ るの で,き ま りに よっ て行 く使 臣 と して

行 くものた ち は,見 て ・… して行 くよう に.

と言 っ て,文 書 を書 い て残 した.

・… い る よ うに.鶏 年

九 月 の二 十

八 日に,

な っ た.

語 注

1・2,mΩngketngri・yink並 衡n・ゆrqaγan・usuu・ 釦r:こ の 冒頭 定型 句 につ い ては,中 村 ・松 川1993,p.16;松 川1995,pp。

38.40を 参 照.

2,6配kenmaγui:「 小 さ く悪 い;卑 小 に して劣悪 な」.現 地 で実 見 した と ころ,最 初 の語 は"こWNWK:'Nと 書 かれ て

いた.し か し,こ こで は66Uken「 小 さい」 と転写 した オチ ル説 を支 持 したい.な ぜ な ら,書 記 や書 写者 が 自 らを卑 下 し

て 「小 さ く悪 い;卑 小 に して劣 悪 な」 と称 す る こ とは,ト ゥル フ ァ ン出土 の ソ グ ド語 文 献 ・ル ー ン文 字 古 トル コ語 文献

や9～10世 紀 敦煌 出土 ウイ グ ル語 文 献 な ど,モ ン ゴル 時代 以 前 の 中央 ア ジ ア諸文 献 に頻 見 す る か らで あ る(MOTH,No.

5,line58;吉 田1993,pp.132-133;森 安1997,p.51).

4,γ訂artngri=tngri命 令文 を は じめ と して多 くのモ ン ゴル時代 文 書 で は,tngri「 天」 は 「聖 な る語」 と して抬 頭 され

るが,本 処 で はそ の扱 い を受 けて い ない の が留 意 され る,

5,さaγ啝n=オ チ ル の読 み に従 うが,こ の語 は13～14世 紀 の文献 には在 証 され てい ない.

(268)



ハ ル ポ ル=ハ ン 遺 蹟SiteofKharkhu1・Khan

松 田孝 一(K6ichiMATSUI)A)

調 査 場 所1ア ルハ ン ガイ=ア イマ クの エ ルデ ネマ ン ダル=ソ ム の中 心 よ り南へ9㎞,車 で約13分 のバ ル ガス ニ=タ ル.

北 緯48度28分,東 経101度20分.

調 査 日時:①1996年8月29日;②1998年8月8日 ～10日.

調 査 者=① 松 田,松 川,松 井,オ チ ル;② 松 田,村 岡,宇 野,中 村,松 川,オ チ ル,ダ シバ トラ フ,ガ ル サ ン ツェ レ

ン.

調 査 方 法 ・作 業 内 容:① 遺 蹟 のGPS計 測,穴 の 分布 調 査;② 遺蹟 測量,瓦 ・レ ンガの採 集(全 員),写 真 撮影(松

川),ポ ラロ イ ド写 真 記入(宇 野),ビ デ オ撮 影(松 川).

遺 蹟 の 現 況:遺 蹟 は,唯 一 高 い城 壁 を もつ 第1城 址 の ほか,把 握 した限 りで,第1城 址 の外 に低 い土 塁 の 遺 蹟 がお

よそ12ヶ 所 に展 開 してい る.計 測 で き なか っ た広 大 な集落;址も存 在 す る.第1～ 第8遺 蹟 の位 置 は 地 図上 に表 記 した.

略測 で は,第1城 址 の 城外 北 西,第3城 址 北 東壁 外 側 に立 って い る鹿石(高 さ164cmの 四角 柱,底 部 や や上 で28×29

cm,頂 部 や や下 で26×32cm)を 規 準 点 と して各遺 蹟 の位 置 をデ ジ タル=メ ジ ャ ーで計 測,記 録 した.鹿 石 は,第9遺 蹟

の マ ウ ン ド最高 点 と第3城 址 の マ ウ ン ド最 高 点(両 点 は航 空写 真 で判 定)を 結 ぶ 線 の延 長上 に あ り,か つ また第3城 址

の北 東壁 よ り425mの 地点 に位 置 す る.

【第1(遺 蹟)城 址 】

(1)城 壁:第1城 址 の方 形 の 中心 軸 は磁 北 か ら西 にず れ た方 向 を向 く(北 西 壁 で北60度,北 東 壁 で北144度,南 東

壁 で北238度,南 西 壁 で北316度).Platelgcに 示 した よ うに,高 い 城壁 で 囲 ま れ,各 面 の壁 の 四隅 には土 塁 が高

まっ た頂 点が あ る(こ こに角 楼 が あ った とされ る).そ こか ら土 塁 は裾 まで なだ らか に傾 斜 してい る(各 約20m).

壁 の端 と端 の問 を航 空 写真 か ら読 み取 る と,北 西 壁340m,北 東 壁375m,南 東 壁340m,南 西 壁375mの 四角 形.4隅

の頂 点間 の実 測値 は,北 西 壁307m,北 東 壁333m,南 東 壁305.8m,南 西 壁335.8m.南 東壁 の南 端付 近 の土 が深 く抉 ら

れて お り,そ こで計 った城 壁 の 幅 は8m.抉 られた 城壁 の 土盛 りの 断面 に版 築 構造 が見 え,又,そ の付 近 の城 壁表 面

に黒 い レ ンガが積 み上 げ られ て い るの が露 頭 して い る.

(2)城 門:城 壁 各面 の中 央 に1つ ず つ,合 計4門 が 設 置 され てい る.門 は,出 入 りに使 用 され る門 道 とそ の両 側 の城

壁 の 高 さ に積 み上 げ られ た石 の 門壁 で構 成 され てい る.各 門へ は,城 外 か らス ロー プで なだ らか に高 ま り,門 道 床面

は,内 外 の地 表 面 よ り高 い.門 の外 側 で は,土 が石 積 み の下部 を埋 め てい る.4門 の う ちで,南 東 門 だ けが 比較 的石

積 み が よ く残 って お り,北 東 門で は北 側 の外 面 の石 積 み だ けが頂 点 まで建 っ て い る(こ の 石積 み を横 か ら見 る と,板

石 の間 に石灰,し っ くい が塗 り込 ま れ て石 が接 着 され て い る技 術 を観察 す る こ とが で き る).北 東 門 の石積 み以 外 の

部 分 や,南 西 門 と北 西 門 は崩 れ た ま まで あ る.南 東 門 の門 道 の側 面 の石積 みの 幅 は340cm(東 側)～367cm(南

側),高 さは城壁 の内 側 で323cm(東 側),315cm(南 側).城 壁 の外側 の計 測 で,石 積 み頂 点 か ら門 道 の床 面 ま

で6王cm(東 側),173cm(南 側).南 東 門の 門道 の幅 は646cln(外 側),840cm(内 側)で,城 壁 内側 で広 くな っ

て いる(MssP,p.76,fig.52).

(3)城 内 遺蹟 配 置:城 址 内 に は,南 東 門 か ら北西 へ まっす ぐに のび る レ ンガ道 が あ り,そ の北 西 に,最 大 の 中央 マ ウ

ン ドを含め て4ヶ 所 のマ ウン ドが北 西 門 の方 向 へ並 んで い る.こ の 並 びが 城址 の中 心軸 で ある,こ の他,城 址 内 には,

中央 マ ウ ン ドか ら見 て,南 隅 方 向 に大 小2個,西 隅 と北東 に1個 の マ ウ ン ドが あ り,北 隅 に近 い と ころ に窯址 が あ っ

た.ま た,マ ウ ン ド上 に瓦 ・レンガ ・礎石 が残 存 し,マ ウン ド以外 の ところ に も立 石が あ り,放 置 され た石 も見 られ

る.

(4)レ ン ガ道か ら南 マ ウ ン ド:レ ンガで舗 装 され た道(幅5.6m,長 さ174m)の レ ンガ は薄 く表 土 に 覆 われ て い る.

レンガ道 の北 西端 に南 マ ウ ン ドが あ る.こ のマ ウン ドは,大 きな方形(裾 の一 辺16m程 度,高 さ23m,マ ウ ン ド上

の北西 辺11.6m,南 東 辺H.3m)か ら,北 隅の 角 の小 さな方 形(南 西辺1.2m,南 東辺4.3m)が 取 り去 られ た形 に なっ

てい る.裾 は南東 側 で な だ らか な ス ロー プ(傾 斜 面10.3m)に な って い る.マ ウ ン ド上 の南 西 部 に少 し地 面 が方 形 に

高 まった とこ ろが あ る(高 さ50cm).そ こ に4個 の礎 石 が,不 規則 に残 され てい る.そ れ以 外 に10個,さ らに南

東 側 や北 東側 の 裾 に3個,合 計17個 の礎石 が南 マ ウ ン ドとそ の付 近 に残 って い る.普 通 の瓦,緑 釉 瓦 が残 って い る.

「王 」字 に似 た浮 き彫 りマ ー ク(壬)入 りの レ ンガ1個 が マ ウ ン ド南 西 端 に あ った が,別 の場 所 か ら持 って こ られ た

もの で あろ う.

(5)中 央 マ ウ ン ド:南 マ ウン ドの北 西 に 中央 マ ウ ン ドが あ る(両 マ ウ ン ドの端 の裾 か ら裾 まで の 距離15.7m).両 マ

ウ ン ドの 間 の空 間 に柱 石 が1個,空 間 を南 西へ の ば した場 所,中 央 マ ウ ン ドの南 方 向 に さ らに1個 あ る.位 置 は,パ

ル シの図 面 を参 照(MSSP1912,p.75).中 央 マ ウ ン ド(裾 の 一辺30m程 度 の方 形,高 さ3.65m,マ ウ ン ド上 の南 西辺

玉8.5×南 東辺185m,マ ウ ン ドの 下 の南西 辺29.6m,南 東辺28.7m)は 発掘 を経 て お り,マ ウ ン ドの南 東 側 の の り面 の

土 が はが されて い る.マ ウ ン ドの土 台 とな った,レ ンガ の3段 の階段 状 の積 み上 げ とさ らに その 下 の土 台 の積 み 石が

露 頭 してい る.取 り除 け られ た レ ンガ はマ ウ ン ドの 西側,南 側 に何 ヶ所 か に小 山に積 み 上 げ られ て い る.「 卍」 の浮
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き彫 りマ ー クの 入 っ た レ ンガ が ひ とつ 見 出 され た.発 掘 は南東 側 の の り面 の北 西 裏側,す な わ ちマ ウ ン ドの上 面 で も

行 わ れ てお り,そ こ も掘 られ た まま に残 され,も と も と土 中 に埋 まっ てい た礎 石6個 が 露頭 して いる.そ れ らか ら,

この マ ウ ン ドが,か つ て建 築 物 の あ った もとの マ ウ ン ドの外側 に板 石 を積 み,そ の上 に レ ンガ を重 ね,さ らに版 築 で

土 を被 せ た構 造 で あ る こ とが 窺 わ れ る.普 通 の瓦(丸 瓦 もある),緑 釉 瓦 が あ る,た だ,緑 釉 瓦 の 数 は少 ない.

(6)小 マ ウン ド:中 央 マ ウン ドか ら,中 心軸 上 を北 西 へ,土 盛 りの道(幅7.9m,長 さは 中央 マ ウ ン ドの上 面 か ら16.O

m)が の び,そ の先 に小 マ ウ ン ドが あ る(高 さ1.22m,マ ウ ン ド上 の南 西 辺10.7× 南 東 辺12.9m).小 マ ウ ン ド上 に

礎 石 が9個 残 され てい る.普 通 の瓦 以外 に緑釉 瓦 もあ っ た.

(7)北 マ ウン ド:小 マ ウ ン ドの北 西 に北 マ ウ ン ド(裾 の 一辺20×175m程 度,高 さ2.3m,マ ウ ン ド上 の南 西辺102

m,南 東辺10.1m)が あ る.マ ウ ン ド上 に は普通 の瓦 が残 って い る.北 マ ウン ドか ら北 西 門 まで は57.4m.北 西 門 の

城外 に低 いマ ウ ン ドが 一つ 見 える.

(8)南 小 マ ウ ン ド:中 央 マ ウ ン ドの南 の柱 石 か ら南1L3mに 小 さい不 定形(円 環 を半分 に した勾 玉 形)マ ウ ン ド(5.9

×9.9m)が あ る.地 表 に レン ガが大 量 に 散乱 して いた.

(9)南 隅 マ ウ ン ド:航 空写 真 か ら判 読 した地 図 の数 値 で,裾 が南 西辺45m,南 東 辺275m,マ ウ ン ドの上 の南 西 辺35

m,南 東辺20m.高 さは約2m.瓦 ・レ ンガな どが 残 され て い る.一 部 分 発掘 の 跡 が あ った.こ のマ ウン ド外 の南 西

側 と南 側(第1城 址 の南 西 壁,南 東 壁 を2辺 と し,さ らに北 西 辺39m,北 東辺80mの 四角 形 の範 囲)に は礎石 が 大小

16個,乱 雑 に転 が っ てい た.一 つ所 に固 ま らず,あ たか も地 表 に星 座 を描 くよ うに散在 して い る.マ ウ ン ドの上 下

に普通 の瓦 が あ り,緑 釉 瓦 はな い.

(10)西 隅 マ ウ ン ド:高 さは極 め て低 い 。

(ll)北 隅側 マ ウ ン ド:高 さは極 め て低 く,計 測不 能.マ ウ ン ド上 の北 辺7.58m,東 辺47m,南 辺7.2m,西 辺5.9m.普

通 の瓦,緑 釉 瓦 ・レン ガが残 存 してい る.

(12)北 東 隅 の窯址:二 つ の 円形 マ ウン ド(直 径11.8mと 長径9m× 短 径7m,端 か ら端 まで22.2m)が 接 合 した形 と

な って いる。 そ れ ぞれ の 円 の中 に半 月形 の窯 の縁 と思 わ れ る薄茶 色 の部 分 が露 頭 して い る。

【第2(遺 蹟)城 址1第1城 址 の南 方 向 に第2城 址 が あ る(第1城 址 の南 隅頂 点 か ら城 址 内 の マ ウ ン ド礎 石(図 面礎 石

配 置 の右 端,上 よ り)ま で,北212度,376.6m).低 い土 塁 の壁(北 西 壁ll8.8m,北 東壁14g.6m,南 東 壁ll4.6m,

南 西壁157.4m,幅6.8m,高 さ0.4m)が 方 形 に囲 んで い る.北 西 壁 は北58度,北 東 壁 は北144度,南 東壁 は北236

度,南 西 壁 は北328度 の方 向.北 西 と南 東 と南 西 壁 の各 中央 外 側 に は 「へ」 字型 の土 塁 の突 起 あ る い は独 立の 土塁 が

あ る.北 東壁 にそ れ は見 え ない.北 東 壁 の北 部分(北 端 よ り24.4m)に レ ンガで 地面 を舗装 した と ころ(幅10m)

が あ り,城 壁 内 に続 い て い る.中 央 に円形 のマ ウン ド(外 接 四角 形 東西29.1m,南 北30.3m,高 さ1.25m)が あ る.

マ ウ ン ド上 に は6個 の礎 石 が 配 置 され,普 通瓦,緑 釉 瓦 も残 って い る.中 央 マ ウ ン ド及 び 中央 の マ ウ ン ドか ら北 西 の

壁 まで の地表,北 西 壁,南 西 壁 の 西端 か ら中央 まで の部 分 に瓦 ・レ ンガ が落 ち て い る.城 址 西端 か ら外 へ11mの と

こ ろに大 きな 円石(直 径1.04m～0.95m)が 地表 に見 えて い る.

【第3(遺 蹟)城 址 】第1城 址 の北 西方 向 に第3城 址 が あ る(第1城 址 の北 西 門 か ら北252m,鹿 石 か ら この第3城 址 の

北 東壁 まで425m),低 い土 塁 の壁(北 西 壁128,8m,北 東 壁133.3m,南 東 壁124.4m,南 西 壁126m)が 方 形 に囲 んで

い る.北 西壁 は北40度,北 東 壁 は北130度,南 西 壁 は北315度.北 西 壁 と南 東 壁 に は切 れ 目(北 西壁 の西端 か ら

58.8m,北 端 か ら60m,幅10m,南 東 壁 の 東端 か ら78.4m,南 端 か ら36m,幅10m)が あ り,こ こが 門で あ る.城 趾 中

央(南 東 壁 か ら70m,南 西壁 か ら30.5m,北 西 壁 か ら35m,北 東側 のマ ウ ン ドか ら32m)に,円 形 マ ウ ン ド(外 接 四

角 形北 西 辺34,4m,北 東辺18m,南 東 辺305m,南 西 辺23m,高 さL2～1.35m)が あ る.マ ウ ン ド上 に礎 石 が6個 配置

されて い る。普 通 瓦 と緑釉 瓦 が 残 され てい る.中 央 マ ウ ン ド北 東側(北 西 壁 か ら41.5m,北 東 壁 か ら8m,中 央 マ ウ ン

ドか ら32m)に 小 マ ウ ン ド(内 接 四角 形,北 西辺185m,北 東 辺16.5m,南 東辺18.5m,南 西辺18m,高 さ0.55m)が

あ る.中 央 マ ウ ン ドの南 側,南 隅 付近 に2個 の石 が残 され てい る.

【第3(遺 蹟)城 址 の 北東 側 の マ ウ ン ド(図 面省 略)】 第1城 址 か ら419m,第3城 址 か ら7m,鹿 石 の北270度,19m

に 円形 のマ ウン ド(直 径26m,高 さ0.725m)が あ る.マ ウ ン ドの外 に石 が1個 残 され て い る.

【第4(遺 蹟)城 址 】 第1城 址 の北800m(航 空 写真 か ら判 読)に 第4城 址 が あ る.第4城 址 に は,申 央 の主 城址 とそ

れ よ り小 さい規模 の城 址等 の遺 蹟 が,主 城址 の北東 壁 と南 西 壁 の外 側 に あ る.

(1)中 央 の 主城 址:周 囲 は,低 い 土塁(高 さ40～50cm,南 東 壁 で幅3.5m程 度)の 城壁(北 西壁170m,北 東 壁186.5

m,南 東壁157m,南 西 壁204m)で 囲 まれ て い る,北 隅 は外 へ 張 り出 した不 定 形 の部 分(22×39.5m)が あ る.北 西壁

と南東 壁 の 中央 に切 れ 目(南 東 壁 は東 隅 か ら72m,幅10m,北 西 壁 は西隅 か ら65m,幅10m)が あ る.こ の2ヶ 所 の

切 れ 目を結 ぶ 中心 軸上 に3個 のマ ウ ン ドが並 んで い る.

① 南 東 マ ウ ン ド(南 西 辺15m,南 東 辺25m,高 さ90cm)の 上 には礎 石 が12個 整 然 と並 んで お り(礎 石 間各3m,中 央

のみ1ヶ 所4m),南 東 側 の マ ウ ン ド下 で,マ ウ ン ドに接 して2本 の柱 石 が あ る.マ ウ ン ド上 に普 通 の瓦,緑 釉 瓦

が多 数残 存 し,レ ンガが 散乱 して い る.

② 中央 マ ウ ン ドは,北 西 側 の大 方 形 マ ウ ン ド(32×32m,高 さ 藍.7m)の 南 東 端 中央 か ら,小 方 形 マ ウ ン ド(南 西辺12

m,南 東 辺14m)が 南 東 側へ 凸 型 に突 き出 した 形 で付 属 してい る.大 方形 マ ウ ン ドに は4個 の礎 石 が整 然 と正 方形
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(25×24～25m)を 形 づ くっ て配列 され,南 東 辺 の両端 よ りに各1本 の立 石 が あ る.突 き出 た小 方形 マ ウ ン ドの南 東

辺 の両 端 に も各1本 の大 柱 石 が 立 っ てい る.普 通 の 瓦 と緑釉 瓦 が 残 され て い る.

③ 北 西 マ ウ ン ド:中 央 マ ウ ン ドの 大方 形 マ ウン ドの北 西側 中央 か ら中 心軸 上 を北 西へ 渡 り廊 下風 に土塁(幅3m,長 さ

22m)が の びて お り,そ の先 に正 方 形 マ ウ ン ド(19.5×19.5m,高 さ1.4m)が あ る.マ ウ ン ド上(北 西 辺13m,北 東

辺12m)に は12個 の礎石 が整 然 と並 ん で い る.

④ 脇 マ ウン ド:上 記 の 中心軸 の3個 の マ ウ ン ドの両 側 に等 間隔 に離 れ て,片 側各4個,計8個 の 方 形 マ ウ ン ド(一 辺

10～20m,高 さ60～110cm)が あ り,全 体 と して11個 の マ ウン ドは左右 対 称 形 に 配置 され て い る.そ の他 に南 部

分 に1ヶ 所(発 掘 され た ような直 径5mの 穴 が あ る),南 西 壁 の土 塁上(南 隅 か ら22mの 位 置,長 さ12m,幅 は

城 壁 よ り広 い)に1ヶ 所,北 東 壁 の土 塁上(東 隅 か ら92mの 位 置,長 さ28m,幅 は城 壁 よ り広 い)に1ヶ 所,北

隅 に1ヶ 所 のマ ウ ン ドが あ る.

⑤ 残 置礎 石 等:中 央 大 方 形 マ ウ ン ドの東 と南(中 心 軸 の左 右 対称 の位置 付 近)の 平 地面,一 部 は マ ウ ン ド上 に,そ れ

ぞれ礎 石 が11個,9個 残 置 され てい る.別 に北 東壁 と脇 マ ウ ン ドの問 に礎 石1個,石 臼2個 が残 され てい る.主

城 址 の外 に,中 央 に窪 み を掘 りこん だ石(長 さ1.7m,両 端 幅51～435cm,高 さ24cm,窪 み の 中央 部 の幅26cm,長

さ1.4m,深 さ14cm)が あ る.

(2)北 東 城址:上 記 の主 城址 の北 東側 に低 い土 塁 で 囲 まれ た方 形 の小 城址(北 西 壁91m,北 東壁86m,南 東壁83m,

南西 壁86m)が 付 属 して い る,南 西 壁 は主 城 址 の北 東壁 の一 部 と共 通 で あ る.4壁 の各 辺 中央 に,1個 ず つ の方形

の マ ウ ン ドを配置 し,中 央 部分 に中 心 マ ウ ン ド(北 西 辺25m,北 東 辺34m,南 東 辺22m,南 西 辺34m,高 さ1.2～2.05

m)が あ る.城 壁 上 の マ ウ ン ドの うち北 西,北 東,南 西 の もの は,城 址 内 には み 出 し,南 東 壁上 のマ ウ ン ド(南 西 辺

16m,南 東 辺18m,高 さ1m)は 城壁 外 には み 出す配 置 で あ る.礎 石 は,北 西壁 の マ ウ ン ド(南 西 辺15m,南 東 辺15

m,高 さ α7m)に は残 され て い ない.北 東壁 のマ ウ ン ド(南 西 辺28m,南 東 辺15m,高 さ0.8～0.95m)と マ ウ ン ド外

に各1個,南 西 壁 の マ ウ ン ド(南 西辺31m,南 東 辺13m,高 さ0.9m)と マ ウ ン ド外 に それ ぞ れ3個 と8個,南 東 壁 の

マ ウ ン ドに7個 が あ り,中 央 のマ ウ ン ド上 の北 西 辺 の両 端 に各1本 の 立石 が あ る.中 央 のマ ウ ン ドには普 通 瓦 と緑釉

瓦 が残 され て い る.こ の小 城址 の北壁 の西端 か ら22mに 北へ さ らに城 壁 の続 きの土 塁 が の び(39.5m),主 城址 の土 塁

の 北隅(不 定 形)と な っ てい る.

(3)南 西遺 蹟(図 面 省 略):中 央 の主城 址 の南 西 に付 属 す る遺 蹟 は,主 城 址 南西 壁 上 の マ ウ ン ド(南 西 辺16m,南 東

辺18m,高 さ0.6m)の 他 に,方 形 マ ウ ン ド(南 西 辺15m,南 東 辺14m,高 さ0.45m),さ らに土塁 と不 定形 の マ ウ ン

ド3個 が複 雑 に分 布 す る 区画(南 西 辺105m,北 西 辺34～39m),及 び土 塁 で 囲 まれ た 一画(南 西 壁38m,南 東壁51

m)が,北 西 辺1iOm,南 西 辺105m程 の範 囲 に展 開 してい る.

【第5(遺 蹟)城 址 】 第1城 址 の北 方 向 に第5城 址 が あ る(鹿 石 よ り北64度,266m,第1城 址 の北 隅 か ら450m,航 空

写 真測 量地 図で,第1城 址 北 端 よ りマ ウ ン ド中央 まで415m).低 い土 塁 の壁(北 西 壁96.7m,北 東 壁91.3m,南 東 壁

101m,南 西 壁96.7m)が 方 形 に囲 んで い る.北 西 壁 は北52度,北 東 壁 は北140度,南 東壁 は北230度,南 西 壁 は北

320度 の方 向.北 西壁 と南 東 壁 の中央 に切 れ 目(北 西 壁 は,北 端か ら44.4mの ところ か ら幅9m,南 東 壁 は,南 端 か

ら43mの とこ ろ よ り,幅8m)が あ る.城 址 中央(北 西 壁 か ら40m,北 東壁 か ら35m,南 東 壁 か ら31m,南 西 壁 か ら

34m)に 円形 マ ウン ド(内 接 六角 形,北 辺 か ら22,16,8,20,17,7m,高 さ15m)が あ る.マ ウ ン ド上 に3個,マ ウ ン

ド外 の南 側 に2個 礎石 が残 され てい る.城 址 北 端 か ら北へ23.7瓜 さ らに北 西 へ26.5mに,大 きな石 が1個 ず つ ある.

普 通瓦 が残 され て い るが,緑 釉 瓦 は発 見 され な か った.

【第6(遺 蹟)城 址 】 第4城 址 の西 方 向 に第6城 址 が あ る(鹿 石 の北400m.航 空写 真 測量 地 図 で,第1城 址 北 西 門か

ら第6城 址 の 中央 マ ウ ン ドの南 角 まで704m).低 い土 塁 の壁(北 西 壁207m,北 東 壁170m,南 東 壁168m,南 西 壁

210m)が 方 形 に囲 んで い る.北 西 壁,北42度,北 東 壁,北132度,南 東 壁,北219度.城 址 内 に3個 のマ ウン ド

が 並 ぶ.南 マ ウ ン ド(マ ウ ン ド上 の 北西 辺13m,北 東辺23m,南 東辺20m,南 西 辺15m,高 さ0.805m),中 央 マ ウ ン

ド(マ ウ ン ド上 の北 西 辺35m,北 東 辺20m,南 東 辺35m南 西 辺20m,高 さ0.9m)は 方形 のマ ウ ン ドで,北 マ ウ ン ド

は,不 定形(南 東 部 分23～24×11mの 方 形 と北 西 部分22.5×12.5m,高 さ0.5mの 一 部分 欠 けた 方形 が 接 してい る)

で あ る.こ の3個 のマ ウ ン ドの西 北 側 に土 塁 に 区切 られ た区 画が あ る.ま た,こ の遺 蹟 の北 西 壁 の外 側49mの とこ

ろ に低 い土 塁 で 囲 まれ た 区画(北 西 辺36m,北 東 辺22m,南 東 辺36m,南 西 辺22m)が あ る.

【第7(遺 蹟)城 址 】 第4城 址 の北 方 向 に第7城 址 が あ る(鹿 石 か ら北20度 の方 向850m,航 空 写 真測 量 地 図 で第1城

址 の北 西 門か ら第7城 址 の南 端 まで1080m).低 い土 塁 の 壁(北 西壁50m,北 東壁63.6m,南 東 壁52m,南 西 壁65.6

m)が 方 形 に囲 ん でい る.城 址 内 中央(北 西 壁 か ら29m,北 東 壁 か ら 董7.3m,南 東 壁 か ら16m,南 西壁17.3m)に マ ウ

ン ド(北 西 辺17.3m,北 東 辺19.3m,南 東 辺15m,南 西 辺20m,高 さ0,96m)が あ る.

【第8遺 蹟 】第5城 址 の北 東 方 向 に第8遺 蹟 が あ る(航 空 写真 測 量 地 図で 第1城 址 北 西 門 か ら北60度 の方 向825m).

この遺 蹟 は主 マ ウン ド(北 西辺28m,北 東 辺18m,南 東 辺29m,南 西 辺20m,高 さ0.8m)と そ の南 東 辺 側 に位 置す る

2個 の小 さなマ ウ ン ド(主 マ ウ ン ドの東12mの マ ウ ン ドはll～125mの 方形,高 さ04m,主 マ ウ ン ドの南 東8mの

マ ウン ドは,一 辺95～125mの 方形,高 さ0.5m,2個 の小 マ ウ ン ドは12m離 れて い る),合 計3個 の土 塁 で構 成

され る.現 地 で は気 づ か なか ったが,航 空 写真 を詳 細 に検 討 す る と,こ の マ ウ ン ドは,大 きな土 塁 の壁(325×125m)
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に囲 まれて い る一画 の 中央 やや 北西 よ りに位 置 してい る よ うに見 える.

【第9遺 蹟 】 第3城 址 中央 マ ウ ン ドか らこのマ ウ ン ド(40.4×15～21.7m,高 さ0.4m～1.25m)の 最 高点 まで北218度,

295m.レ ンガが散 乱 す るが,瓦 は ない.

【A遺 蹟 】鹿石 か ら北 東400m.直 角 に 曲が る148mと135mの2本 の土 塁 の 内側 に あ る2個 のマ ウ ン ド(14×10m,高

さ0.55mと10×10m,高 さ0.5m),及 び土塁 か ら14m離 れた とこ ろに あ る土 塁(17×12m)で 囲 まれ た一 画 とそ こか ら

さらに13.5m離 れ た と ころ の 円形 のマ ウ ン ド(直 径9m).Plate19cに 略 図の み示 す.

【B遺 蹟 】鹿石 か ら,北34度,78mの 遺蹟.低 い土 塁 の壁(北 西45m,北 東48m,南 東45m,南 西48m)が 方 形 に囲

んで い る.Platelgcに 略 図 のみ示 す.

【C遺 蹟 】 第 ユ城址 か ら真 北 のハ ヌ イ河 の岸 辺 に あ る2個 の土塁(30Xl4m,高 さ1.05mと19×13m,高 さ0.9m).2個

の 土塁 は一 本 の もの が 途 中で 問 が切 れ てい る.普 通 瓦 のみ で,緑 釉 瓦 は な い.Plate19cに 略 図 の み示 す.

【窯 址】 第1城 址 内 の窯址 以外 に,鹿 石 の北 西100mほ どの と ころ に,窯 址 が あ り,焼 けた残 滓 が あっ た.

【独 立大 石 】 第4城 址 の 中央 マ ウ ン ドの南 に 凸型 の小 方 形 マ ウ ン ドの南 東 辺 の両 端 各1本 の大 柱 石 の南 柱 石 よ り北241

度,220.4mの 地 点 に大 石(直 径125cm)が ある.

【集 落址 その他 】 第1城 址 の北 東 門 の北 東 方 向,第5城 址,第8城 址 の南 東 方 向 に は集 落址 が あ り,土 塁 で 区切 られ た

おび た だ しい区 画が 存 在 す る.広 大 なた め に測量 はGPS測 定 の み.そ の他,Hatelgaに お い て10と した マ ウ ン ド,

同 じく11と した城 址 も存 在 す る こ とが航 空 写真 か ら判 明す る.ま た北 西 門 の外 す ぐに も小 マ ウ ン ド(Hatelga,12)

があ る(未 測 量).

遺 蹟 の 景 観=行 動 記 録 参 照.

図 面:ラ ドロ フの遺 蹟 プ ラン(Atias,pl.LXIII)と ス ケ ッチ(Atlas,pl.LXVIII)が あ る.ラ ドロ フ は,こ の遺 蹟地 図pL

L)qHの タイ トル を 「フニ ン河(XyHblHbro∬)沿 岸 の遺 蹟 図」 と誤 っ て記 してい る.正 し くは,「 ハ ヌ イ河(XaH頭ro皿)

沿 岸」 とすべ き ところ.遺 蹟 プ ラ ンで は,第1・3・4・5城 址 を載 せ る他,集 落 址の分 布 の 表現 が優 れ てい る.ス ケ ッ

チ は,第4城 址 か ら見 た,第1城 址 の遠 景,第1城 址 内の北 マ ウ ン ド ・小 マ ウ ン ド ・中央 マ ウ ン ド,さ らに南 東 門 を含

むシ ー ンのス ケ ッチ,第4城 址 の中 央 マ ウ ン ドの 凸型 張 り出 し部分 を前 か ら見 た景 観 第1城 址 の礎 石.ま た,パ ル シ

の図面 ・報 告 が あ る.第1城 址 の 遺蹟 プ ラ ン と中心軸 上 の南 西 門,南 ・中 央 ・小 ・北 マ ウ ン ド,礎 石 の スケ ッチ を載 せ

てい る(MSSP,pp.75-76).

1994年 の 予備 調 査 で は山上 か らの ス ケ ッチ を描 き,第1城 址 の全 体像 を把 握 した(Plate19c).ま た1998年 の現 地 で

の 略測 の記 録 に基 づ い て,各 城 址 ・遺蹟 の個 別 の 図面 を作 図 し,そ れ らを一 覧 と して い る(Plate19b).さ らに,モ ン ゴ

ル国 国土 地 理院 よ りオチ ルが正 式 入手 した遺蹟 一 帯 の航 空写真 を も とに可能 な限 り名遺 蹟(第1～9)の 位置 を確 認 し,』

そ の位 置 に上記 の個 別遺 蹟 の略 測 図 を貼 り付 け た もので あ る(Plate19a).

今 後,図 面 ・地 図 の精 度 を上 げ る追加 情報 が 期待 され,ハ ルポ ル=ハ ン遺 蹟 の完 全 な プ ラ ンが提 示 され る必要 が ある.

考 察:第1城 址 は中央 マ ウ ン ドの発 掘 跡 に見 られ る よ うに レ ンガが積 み上 げ られ た下 層 には,大 きな礎 石(55×50cm,

77×77cm)が 埋 まっ て い る.も との建 築 物 の床 面 は現 在 のマ ウ ン ドよ りも低 か っ た とい う こ とに な る.オ チ ル は,上 層

は16～17世 紀,下 層 は13～14世 紀 との 仮 説 を述べ た.上 層 にあ る レ ンガの積 み方 は,ツ ァ ガ ン=バ イシ ン(17世 紀 初

頭)の レ ンガの積 み 方(Atlas,p1.LVIIを 参照)と 酷 似 して い る とこ ろが あ る.し たが っ て,レ ンガ積 み の上 層部 分 の建

築 が お よそそ の こ ろの もの とす る仮説 に は妥 当性 が あ る.モ ン ゴル時 代 の 特 色 を示 す緑 釉 瓦 は,中 央 マ ウン ドに は少 な

いが,そ の他 の 中心 軸上 の各 マ ウ ン ド,東 マ ウン ドな ど には多 数存 在 して お り,モ ン ゴル時代 の建 築物 が 第1城 址 に も

とも とあ った こ とは確 実 で あ る.中 央 マ ウ ン ドの 下層 を13～14世 紀 の建 築址 と比 定 す る仮 説 は,今 後 十 分 に比 較検 討

し,比 定 が な され なけ れ ば な らない が,妥 当 な もの で あ ろ う.

ポ タ ーニ ン(nσraHMH)は1893年 の 『西 北蒙 古誌 』 の 中 で,こ の遺 蹟 につ い て,こ の地 出身 のチ リ ン ドルジ とい うザ

イ ン=シ ャ ビか ら,ハ ヌ イ河 の南 岸 に粘 土 造 りの房 子 と耕 地 の址 が拡 が り,遺 蹟 地 帯 中 央や や南 に ウ ラ ン=バ ル ガ ス(ハ

ルポ ル=ハ ン遺 蹟 の 別 名)と い う城 壁都 市址 が あ り,地 面 か ら種 々の 鉄製 品 を掘 り出 した こ と,そ の都 市 に 住 ん でい た

ハ ンは首都 を北京 に移 した とい う伝 説,都 市傍 らにイ フ=ノ ール湖,塩 湖ザ ブ ィス ト=シ ャ ン ド湖 が あ り,も と この湖 に

は塩 が なか った が,ハ ンが 馬車1000台 の 塩 を ゴ ビの ジ ャ ンジ=ベ イ セ旗 の ボル ブ湖 か ら運 び,塩 湖 とな った との伝説 を .

聞い た こ とを記録 して い る(ポ ターニ ン1945,pp.154-155).

パ ル シは1909年 に北 モ ン ゴル の調査 でハ ル ポ ル=ハ ン遺 蹟(Khara㎞uluKhanBalgas)を 訪 れ,主 と して第1城 址 につ

いて 詳細 な記 録 を残 した(MSSP,pp.75-77).城 址 は,イ フ=ハ ヌ イ=ノ ール 湖近 く,サ イ ド=ワ ン廟(位 置 不明)の ほぼ

真 北.354×308mの 長方 形 の城 壁,4隅(東 西 南 北)に 楼 閣(角 楼)址,各 壁 中央 に1門.北 西 門近 くに建物 群 遺址

(中心軸 上 の遺 蹟 の こ と).南 と西 の 角楼 の 傍 に建 物址(南 隅 マ ウ ン ド,西 隅 マ ウン ドの こ と).城 壁 は,焼 成 レンガ

で建 築,幅 約15m,高 さ約2m.角 楼 は瓦 葺 き と推 定.各 門の補 強 に,石 灰 モ ル タルの ス レー トを積 み,し っ くい を塗 っ

た板石 で作 られ た4本 の支 柱 が あ り,そ の間 を レン ガ積 み が うめ る.北 西 門の 傍 の建物 群 の 中 で い る最 大 の もの(中 央

マ ウ ン ドの こ と)が もっ と もよ く保 存 され,そ の廃 墟 は28.72×28.70m,高 さ約3m.側 壁 の厚 さ約70cm(マ ウ ン ドの

外縁 の厚 さ を計 測),外 側 は焼 成 レン ガ,内 側 は 日干 しレンガ積 み.こ の北 西 に小 さな建 物 が あ り,高 さ約1mあ ま り

の堆 積 が残 る.堆 積 の 平 らな表 面 に7個 の 四 角形 の石,柱 礎 と推 定.南 西 端 の 堆積 の表 面 は,も っ と も外 の柱 を越 える
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まで続 くので,南 西端 に戸 口が あ った と考 え られ る.建 築群 址 の もっ と も外 側(北 マ ウ ン ドの こ と)は 高 さ約2m,広 さ

14×14m,焼 成 レン ガ を有 して い る.二 つ の廃 墟 は,同 じく,焼 成 レン ガで築 か れ た建物 の残 りで あ る.レ ン ガは粗 い

砂 礫 ま じ りの粘土 製.日 干 しと焼 成 の双 方 が あ る.レ ンガは サ イズ で34.5×16.5×65cmな ど4種,他 に床 レンガ は縁

が 曲 が ってお り,屋 根 瓦 は中 国風 で,大 多 数 は暗 灰色 の瓦,多 くが赤 く焼 成 され てい る.い くつ か は明 緑 色 の釉 薬 を示

す.

城外 に住 宅址,四 角形 で15×20mほ どの低 い堆積.都 市 の囲 郭 の外 に並 行 に走 る小 道群 の 端 に集 ま って いる.北 西

の門 か ら推 定150mに 独 立 の 大 きな建 物 址(第3城 址 か)が あ る.こ の 城塞一 あ るい は少 な くと も壁 に 囲 われ た君 主

の宮殿 一 一が 火災 で破 壊 され た と推 定.

パ ルシ の第1城 址 に 関す る記 録 は,遺 蹟 の現 状 を伝 え る もの と して は きわめ て詳 細 で あ り,瓦 ・レ ン ガの残存 状 況 か

ら中 国風 の建 築 物 の存在 を指摘 し,そ れ らが 火災 で焼 失 した で あ ろ うこ と を現 場 の焼 け た炭 化 の状 況 か ら推 定 してい る

点 は重 要 で あ る.

マ イス キ ーは1919年 に この遺 蹟 を訪 れ て,第1城 址 と城外 につ いて ,次 の よ うな記録 を残 して い る.第1城 址 につ

いて,城 址 はハ ヌ イ河 岸か ら3㎞,城 壁 の一 辺300m,厚 さ5m,高 さ6m.4隅 の高 ま りに もと見張 り台 の存 在 を想 定.

花 崗岩 で作 られ た4門.北 門(我 々の い う北西 門)に も と高 い望 楼 ない しは塔 が あ った と断定ω.1辺22mの 四角 形 の

(南)マ ウ ン ド,30×22mの(申 央)マ ウ ン ド,そ の北 側 の礎 石,レ ンガや 磨 か れ た石 が覆 うい くつ か の マ ウ ン ド,

いた る と ころの 大 量 の 出来 の よい瓦 片,普 通 に あ る緑 釉 瓦 の層,半 ば地 面 に埋 まっ た古 い供 物 壇 に似 た い くつ か の大石

に言及.ま た第1城 址 以外 に関 して,少 し離 れ た と ころ に,大 量 の花 崗岩 の石 や板 石,粘 土 で で きた飾 りな どが あ る多

くの マ ウ ン ドの存 在,花 崗岩 で で きた水 が め(2),第1城 址 北 門か ら05㎞ の2個 の大 きな花 崗 岩 の石 健 物 の柱 石 か言己

念 物 の破 片 と推 定)に 言 及.書 い た もの は ど こに もな か った と記 してい る.ポ ター ニ ンの記 録 した伝 説 を再 録 す る と と

もに,さ らに こ こに居住 したハ ンにつ い ての 別 の伝 説 を記録 してい る(Ma弛K絣1959,pp.105-106).

ペ ル レー は この遺 蹟 に 関 して次 の よ うに記 載 して い る(n3p∬331961 ,pp.105-106).1957年 に ドル ジ ス レン(H.

πop)KCYP3H)が 簡 単 な調 査 を実施 した.(第1)城 址 の4隅 に レ ンガ作 りの保 塁が ある.現 在 は な いが,碑 文 が南 門前

にあ っ た(3≧ レンガ の 焼成 窯 址,皮 革 な め しの伝 説 の あ る硝 石 湖,農 業 用水 路 跡 出土 の 鉄 鋤 の破 片 等 か ら手 工 業,農 業

に有効 な場 所 だ と指 摘,・ま たハ ラホ ル=ハ ンにつ い て,ハ ラホ ル とい う名 の 人名4人 を挙 げ,同 定 を試 み て い る(n3p皿33

1961,pp.ll9-120).ペ ル レーの報 告 の うち,灌 漑 用水 路 の存 在 は重 要 で あ る.今 回 の調査 で は,明 確 にそ れ と考 え られ

る もの を探 索 し得 なか っ たが,第1城 址 の城外 北 西 側 を城壁 に並 行 に通 る溝 を1本 見 た.

今 回の調 査 は,遺 蹟 各 所 を網 羅 的 に記 録 を残 した点 で 画期 的 とい え る.第2城 址 の 低 い 囲郭 の 四 面 の土 塁 の 中央 に付

され た 「へ 」字 型 の 突起 には,土 塁 に接 続 した もの と,分 離 して独 立 して い る もの とが あ るが,そ の両 方 と も,オ ル ト

=タ ミル河 のホ ーチ ン=オ リヤ ス タ イ とい う城址(770×775m)の 城 壁 の 門 に付 され て い る突 起 に 同 じ形 態 の もの をみ る

こ とが で きる.第2城 址 の 突起 の部 分 の土 塁 は門 とな る切 れ 目が 明瞭 で な いか,あ るい は逆 に土 が そ の 部 分 盛 り上 が っ

てい る(南 西 壁)と ころが あっ たが,ホ ーチ ン=オ リヤ ス タイ城 址 は,そ こが4門 に な って い る(MSSP,pp.77-78).

パ ルシ は,ホ ーチ ン=オ りヤ ス タ イの土 塁 を 「柵壁(Palisadenmauer)」 と記 す(MSSP
,負g.54,55).低 い土 塁 が 防御 や家

畜 の進 入 阻止 に効 果 を持 つ た め に は,そ の 上 に柵 が必 要 で あ る.パ ル シ は土 塁 の高 さ を記 録 して いな いが,ハ ルホ ル=

ハ ンの 諸城 址 な どの 高 さ数 十cm程 度 の低 い土 塁 の上 に柵 が構 築 され てい た と考 え る こ とは合 理 的 で ある .カ ル ピニは,

グユ クニカ ン選 出の宮 廷 会 議 が行 なわれ て い る トレゲ ネの もとに滞 在,そ こに推 定2000人 を収 容 す る大 天幕 と,そ の周

囲 に め ぐ らされ た装 飾付 きの木 柵,木 柵 に設 備 され た2つ の大 門 があ った こ と を記 録 して い る(護 雅 夫 訳 『カル ピニ ・

ル ブ ル ク 中央 アジ ア ・蒙古 旅 行 記 』桃 源社,1965,pp.76-77).モ ン ゴル時代 の城址 の周 囲 を区切 る高 さ数 十cmの 低

い土 塁 は,カ ル ピニ が記 録 す る2000人 収容 の 大 天幕 を囲 む木 の柵 が 設営 され る土 台 と考 え るこ とに無 理 はな い.ウ イ

グル時代 の タ りア ト碑 文 に も玉 座 と 乙it(「 柵 」 な どの訳 あ り)の 言 及 が あ る(行 動記 録1996年8月28日).こ の よ

うな低 い土 塁 と柵 の構 造 につ い ては今 後 さ らに検 討 され る必 要 が あ る.

ハ ルポ ル=ハ ン遺蹟 につ い て言 及 す る文 献 史料 は な い.白 石 典 之 は,カ ラ コル ム遺 蹟 の研 究(白 石1998,p.63)の 中

で,都 市設 計 の プ ラ ンが 宋尺 に よ って行 わ れ てい た こ と を指 摘 してい る.中 国 の尺 度 に よって都 市 プ ラ ンが 作 られて い

るこ と を明 らか に した重 要 な指 摘 で あ る.ハ ルホ ル=ハ ン遺 蹟 の都 市 プ ラ ンが どの よ うな 規準 に よって な さ れ た か につ

い て も,今 後検 討 が加 え られ る こ と を期 待 した い.

参 考 文 献=Adas,pls.XLIII,LXVIII;ポ ター ニ ン1945;Ma齔K耐1959,pp.105-106;n3p∬331961,pp.105-106,119-120;

MSSP,pp.75-77;白 石lgg8,p.63.

ω 我々が未測量の小マウン ドを指すのかもしれない.

② 第4城 址(1)⑤ にみた
,中 央 に窪みを掘 りこんだ石のことであろう.

(3)た だ し
,パ ル シ(MSSP,pp.75-77)は この碑 文 につ い て何 も報 告 して い ない の で,彼 が調 査 に訪 れ た時 点 で この碑 文 は存 在 して い

なか っ た と考 え られ る.
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松 田孝 一 ・宇 野伸 浩

(K6ichiMATSUDA!NobuhiroUNO)

調 査 場 所=ウ ブル ハ ンガ イ=ア イマ ク,バ ヤ ンゴルーソム か ら約25km,車 で 約35

北緯49度40分,東 経103度41分,高 度660。gm.

調 査 日時=①1996年8月16日;②1998年6月9日:③1998年8月23日.

調 査 者:① 森 安,松 田,松 川,大 沢,片 山,松 井,オ チ ル,ボ ル ド,バ ッ トル ガ;② 白石,バ ヤ ル,バ ッ トル ガ;③

村 岡,宇 野,オ チ ル.

調 査 方 法 ・作 業 内 容:① で は,簡 易 測 量,遺 蹟 見取 り図 の 作 成,計 測,松 田,片 山,松 川,松 井,バ ッ トル ガ.ス

ケ ッチ 記入 松 川,バ ッ トル ガ.景 観 調査,緑 釉 破 片 の採 集 松 田.写 真,ビ デ オ撮 影 松 川.② で は,白 石,バ ヤル,バ ッ

トル ガ に よる測 量.③ で は,村 岡 に よる瓦 ・レ ンガの採 集.宇 野 に よる礎 石 の写真 撮 影.オ チ ル に よる 陶磁 器 の破 片採

集.陶 磁 器 片 は歴 史研 究 所 に持 ち帰 り,写 真 撮 影.

遺 蹟 の 現 況=遺 蹟 は,オ ンギ河 岸 の西550mの 平 原 の 中 に展 開 して い る.遺 蹟 の 北 の端 に,土 塁 に四角 く囲 まれ た

城址 が 東西 に2つ 並 ん で残 存 してい る.東 側 の城 址 は,北 壁66.7m,南 壁65.9m,東 壁86m.西 側 の城 址 は北 壁 ・南 壁 と

も61m,南 北 うちの り60.5m.土 塁 の 幅 は4m,高 さは数 十cm程 度 と低 い.こ の2つ の城 址 は遺蹟 全 体 の 中で 顕著 に 目

視 され,都 市 の主 要 部分 で あ る と判 断 され る.遺 蹟 内 には他 に多 くの土塁 が 残存 し,ペ ル レー(ne田3gl961)や 白石

(1998)の 図面 に描 か れ て い る.そ れ らは,1996年 の調 査 で 目視 した ところ で は,も と も と どの よ うな全 体形 の どの部 分

なの か判然 と しなか っ た.

この 東西 城址 の北 壁 の線 はひ とつ なが りの 一線 とな っ てい る.南 北 の 長 さは,西 側 の 城址 が 短 い.大 き さの 違 う方 形

の城 址 が くっつ くパ ター ンの プラ ンは,モ ン ゴル時代 の遺 蹟 に よ くあ る(メ ル ヒー=ト ル ゴイ,バ ヤ ン;ゴ ル)が,ど の

よ うな理 由か らか は不 明.東 側 の城址 に は,南 壁 の東 端 か ら41mに 土 塁 の切 れ 目が あ り,こ こが 出入 り口で あ っ た と

考 え られ る.

東側 城址 の 中央,や や北 よ りに 円形 のマ ウ ン ド(直 径24m,高 さL2m)が ある.白 石 図面(Hate20a)で は,方 形 の

マ ウン ド上 に円 形 マ ウ ン ドが 重 な る形 で,正 確 に測 量 され て い る.西 側 の 城 址 には,や は り北 よ りに方 形 の マ ウ ン ドが

あ る.マ ウ ン ドか ら北 壁 まで は8m,ペ ル レーの 図面 に描 かれ て い るマ ウ ン ドは,松 田等 の 調査 の際 に は,東 側 城址 の南

壁 とみ な され た.Piate20aで は三 日月型 に描 かれ て い る.マ ウ ン ドの 東西 幅19m,南 北 幅18.5m.東 側 城址 の 円形 マ ウ

ン ドに は,2個 の礎 石 が残 され て い る,2個 の礎 石 の 間 隔 は4.6m.1個 は半 分 ほ どが;地表 か ら出 て い る.こ の礎 石 か

ら北 壁 まで は30mあ る.そ の大 き さは,底 面 が 一辺 が67～68cmの 正方 形,高 さが37cmの 直 方 体.こ の直方 体 の上 面

に高 さ3.5cm,直 径55.5cmの 円柱 状 の 盛 り上 が りが 付 い てい る.円 柱 の基 壇 とな る盛 り上 が りで あ る[以 上,松 田].

マ ウン ドの周 辺 に は 瓦 が多 く散乱 す る.緑 粘 瓦 は少 な く,そ れ 以外 の瓦 が 多い.レ ンガは 少 ない.陶 磁 器 の破 片 が数

多 く散乱 す る[宇 野].

シ ャーザ ンニホ トと呼 ば れ るの は,こ こか ら磁 器片(田aa3aH)が 相 当 多 く発 見 され る か らで あ る.い くつ か磁 器 片 を見

出 したが,そ の 中 に キ リル文 字 が書か れ て いた ものが あ り,表 面 か ら採 集 した もの は年 代 考 察 の資料 に し難い,遺 蹟 は,

この 東西 の2つ の城 址 か ら南 へ の び てい る.上 述 の よ うに,土 塁 の 高 ま りは あ ま りない が,目 視 で は,7ヶ 所 の マ ウ ン

ドをみ とめ た[松 田].

遺 蹟 の 景 観=1996年8月16日 の行 動記 録 参 照.バ ヤ ンゴル;ソ ム よ り下 流 の オ ンギ河 の 右 岸 に は,標 高1420～1450

mの 帯 状 の 高台 が連 な って お り,そ の 尾根 上 に道 が あ る.遺 蹟 はそ の 尾根 上 の道 か ら河 に向 か っ て数十m下 っ た と ころ

に ある.遺 蹟 か らの景 観 は,道 の あ る高 台 の 方 面 に帯状 の低 い丘 が 見 え る が,そ の外 は ほ とん ど真 っ平 らな河 岸の 平:地

で ある[宇 野].

図 面=ペ ル レー が,オ ンギ ン=ハ ル ガニ=ゴ ルの シ ャ ーザ ン=ホ トと して 図面 を掲 載 して い る(n3p皿g31961,p.111,pL

26).本 報 告書 で はペ ル レー の図 面 に1996年 の調 査結 果 に基 づ く略 測 図 を併 せ 掲 げ る(P協e20b)と と もに,白 石作 成 の

最 新 の 図面(Plate20a)を 提示 す る.

考 察=ペ ル レー は,シ ャーザ ン=ホ トか ら発 見 された磁 器 と中 国貨 幣等 か ら,シ ャーザ ン=ホ トを元代 の都 市 遺 蹟で

あ る と見 な してい る(n3pn331961,p。lo3).『 集 史 』 に は,オ ゴデ イが,冬 にオ ンギ方 面 に滞 在 し,付 近 で狩 猟 して過 ご

した こ とが記 載 され て い る(Boylelg71,p.64).オ ゴデ イの オ ンギ の滞在 の 中心 地が この シ ャ ーザ ン=ホ トで あ る可 能性

に つい て,ペ ル レー は問 題 提 起 しな が らも,オ ンギ は,冬 営 地 で あ るか ら,シ ャ ーザ ン=ホ トが位 置 す る ゴ ビ地域 で は

な く,ハ ン ガイ方 面 に あ った と考 えて い る(n3p∬331961,p,103).オ ンギ河 はハ ンガ イか ら南流 す るか ら,オ ンギ冬 営:地

をハ ン ガ イ に結 びつ け る案 も可 能 で あ るが,そ の他 に両 者 を 関 連づ け る根 拠 は示 され て い な い.一 方,シ ャ ー ザ ン=ホ

トで は,モ ン ゴ ル時代 の宮 殿 を葺 い た と考 え られ る緑 釉 瓦 や大 きな礎 石 が 発 見 されて お り,こ こに,皇 族 の宮殿 が 存在

した こ と は明 らか で あ る.シ ャ ーザ ン=ホ ト以 外 に オ ン ギ河 沿 い に,緑 釉 瓦 や大 きな礎 石 の 出土 した場 所 は,管 見 の 限

りで は知 られ てい ない.
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オ ゴデ イが オ ンギ に 冬 営 した とい う明確 な記 事 は漢 籍 資料 中 に存 在 しな いが,カ ラ コル ム万 安宮 の建 設工 事 が始 まっ

た1235年 よ り後,1237年 と1238年 の冬,野 馬 川 とい う場 所 で 狩猟 し,グ ユ クは1247年 冬,ウ テ グ=ク ラ ン(野 馬)

で 狩猟 してい る(『 元史 』 巻2,太 宗本 紀).野 馬川 は,『 混 一疆 理 歴代 国都 之 図』 に カ ラ コル ム(和 寧 と表 記)か ら

か な り離 れ た位 置 で は あ るが,南 方 向 に 記 載 され て お り,ゴ ビ地域 に これ を 比 定す る こ とは可 能 であ ろ う.モ ンケ は

1253年 冬,オ ンギに滞 在 し(同 書 巻3,憲 宗 本 紀),ま た ク ビ ライ も対 ア リク=ブ ケ戦 争 の時 にカ ラ コ ルム に近 づ いた

後,ア リク;ブ ケの4個 の オル ドとコル ゲ ンの オ ル ドを発 見 し,そ れ らを再 建 して オ ンギ 河 で冬 営 してい る(Boylel971,

p.254),オ ンギ河 流域 か ら野馬 川 一帯 は,オ ゴデ イが カ ラ コル ム に遷 都 して以 来,カ ンの冬 営 地 で,御 猟 場 で あ った こ

とが知 られ る.緑 釉 瓦 や 宮 殿礎 石 な どの詳細 な検 討 か ら,万 安宮 との 関連 が 明 らか にな れ ば,カ ンの宮 殿 で あっ た可 能

性 は さ らに明確 とな ろ う[松 田].

ル ブル ク 『旅 行記 』 第27章10節 にそ の 後,我 々 は,常 に北 へ と進 み なが ら再 び 山地 をの ぼ っ た.つ い に聖 ス テ フ ァ

ノの 日(12月26日)に,我 々 は,小 山一 つ見 えな い ほ どの,海 の よ うに大 きな平 原 に入 った.そ して,そ の翌 日の聖

ヨハ ネの祝 日(12月27日)に,我 々 はか の大 君 主 の宮 廷 に到 達 した 」 とい う記 事 が あ る(Wyngaert1929,pp.242-243).

今 回,オ ンギ河 の南 方 をバ ヤ ンゴル=ソ ム へ 向か う途 中 で,四 方 八 方 すべ て地平 線 が 見 え る よ うな場所 を通 過 した.ル

ブル クの記 述 との関 わ りを想 定 させ る景 観 で あ った.GPS測 定 値 は,北 緯45度50分44～46秒,東 経103度05分20

秒 ～08分37秒.バ ヤ ンゴル=ソ ム まで の距 離 は約30㎞,車 で45分.旧 ソ連 製 の地 図上 で は,第3ブ リ ガー ドの西 にあ

たる;こ の よ う な:地形 は,オ ンギ河 流域 で は こ こだ け とは 限 らな いの で,ル ブ ル クが 記 した 「海 の よう な大 きな平 原」

の あ くまで一 つ の候 補 で ある.そ こ を通 過 し た翌 日にモ ンケの宮 廷 に到着 した とい うル ブ ル クの行 程 か らす る と,距 離

的 に は ち ょう どよい 地点[宇 野].

参 考 文 献=n3即391961,pp.103,II1;Boyle1971,p.64.

(275)



ッ ァ ガ ン=バ イ シ ン遺 蹟 ・ツ ォ ク ト=ホ ン タ イ ジ 碑 文 ・岩 壁 銘 文

SiteofTsagaan・BayshinandMongohan・Tibet裂nInscriptionof1617

松 田孝 一(K6ichiMATSUI)A)

調 査 場 所=ツ ァガ ン=バ イ シ ン遺 蹟,ッ ォク ト=ホ ン タイ ジ碑 文 は,ボ ル ガ ン ・ア イ マ クの ダ シ ンチ レンニソ ム(か

ら東 北,車 で45分,35㎞ の地 点),北 緯48度Ol分,東 経1(耳 度21分.高 度1020～1025m.岩 壁銘 文 は,北 緯48度

08分,東 経104度19分,高 度975m.ッ ァガ ン雷バ イ シ ンか ら車 で35分,20km程,GPS測 定 数 値 に もとつ く地 図上

の直線 距 離 で約13kmの 場 所.

調 査 日時:1998年8月!～2日,

調 査 者:松 田,村 岡,宇 野,中 村,松 川,オ チ ル,ダ シバ トラ フ,ガ ルサ ンツ ェ レ ン.

調 査 方 法 ・作 業 内 容:(拓 本 各1セ ッ ト採 取/写 真 ・ビデ オ/瓦 ・レ ンガ採 集/計 測)

遺 蹟 の 現 況:城 郭 は,外 壁 に うすい ベ ー ジ ュ色 の しっ くい が塗 り付 け られ てい る.城 郭 の 中 心 とな る方 形 部 分 は,

北 西 壁面53.6m,北 東 壁 面30.1m,南 東 壁 面57。7m,南 西壁 面32.2mの4面 に よっ て構 成 され て い る.北 西 壁 面 の線 は,

北 か ら40度 東 へず れて い る.北 東 壁 面 の外 側,南 角 外 側 にそ れ ぞれ小 さ な方形 の 施設 が 付属 してお り,南 東壁 面 の東

角端 には城 郭 と階段 で つ な が っ た舞台 状 の方 形 の 区画 が あ る.

ラ ドロ フの スケ ッチ(Atlas,pl.LIII-LIX,た だ しLIVは 誤 っ てXLIVと 丁 付 け され て い る)と 比 べ る と全 体 と して崩壊

が進 み,南 西,南 東 の外 壁面[南 角 の高 さ6,31m,東 角(Atlas,pl。LV-1の 左 端)の 残 存高5m,上 部 が 崩落,推 定 の高 さ

554m,北 角(Atlas,pl.LV-2の 左 端)は 崩 壊,西 角(Atlas,pl.LV-2の 右 端)は 足場 な く計測 不 能]は まだ残 っ てい るが,

外 壁 表面 に塗 られ た しっ くい は,半 分 ほ どは げ落 ち て い る.北 東壁 面 は全 体 の1/3ほ どが 崩 れ て い る(Atlas,pl.LV-1

の右 端,LV-2の 左 端).北 西 の壁 面 が最 も崩壊 が進 んで お り,1!3を 残 す の み であ る.Atlas,pl.LV-1,2に 見 え る塔

状 の施 設 は最早 存 在 しない.Atlas,pl.LIII-2の 黒 い 方形 部 分 が塔 の あ った場 所 と考 え られ る.

城 郭 内の 平 地面 の高 さ は,城 外 の 地表 面 よ り高 くな って い る.西 か ら東へ,ま た北 か ら南 へ 下 る 傾 斜 地 に城 址 は ある

の で,城 郭外 の地 表面 との 高 度差 は外 壁 の 場所 で 異 な るが,高 度差 の大 きな南 東壁 面 の外 側 で5m近 くあ っ た.城 郭 内

平地 面 の周 囲 を囲 う形 で城 の外 縁 に レン ガの 壁 が積 み あが っ てい る.城 郭 内の平 地 面 か ら外 縁 壁 の高 さ は,南 角 の方 形

の付 属 の施 設 と城 壁 との接 点 で2.63mで あっ た.こ の レンガ積 み 部分 よ り下 の 基礎 部 分,す な わち,城 壁 の外 の 地表 面

までの 土台 部 分 は主 に石 で積 み上 げ られ てい る.

城 郭 内 に は,レ ンガ で積 み上 げ られ た壁 が 囲 う部 分が4ヶ 所 あ るが,そ の壁 は 崩壊 が進 み,完 全 に残 っ てい る もの は

な く,崩 れ た レ ンガ は平:地面 に うず た か く積 も って い る.そ の うち北 角 側 と南側2ヶ 所 は,広 問 とな っ て お り,ど ち ら

も風 除 け の ように広 間 を囲 んで北 東面,北 西 面,南 西面 の 三方 に(北 角 側 の広 間 で は南 東面 の一 部 も)壁 が 囲 んで立 っ

てお り,広 間 の 南 東 側 は平 原 を見晴 らす よう に 開か れ て い る.そ の広 問 か ら南 東方 向 を向 くとそ の先 の南 東 面 の レ ンガ

積 み の外縁 壁 にア ーチ型 の穴 が空 いて い る.南 広 間(Adas,pl.LIV-1,2図 の一 番 高い 壁)ヵ ・ら見 え る南 東 面 の外縁 壁 の

アーチ 型 の穴(Atlas,pl.LVII-2)は 見 通す ため だ けの もので,外 に何 の施 設 もない が,北 角側 の広 間 の南 東 面 の外縁 壁 の

アーチ 型 の穴 の外 には 階段(最:上 段 の 幅2.04m:Atlas,pl.LVI-1は これ を下 の舞 台側 か ら見上 げて い る)が 続 い てお り,

階段(こ の階段 の下 は く ぐ り抜 け るア ーチ 型 の トン ネル の通 り道 とな って い る.Atlas,pl.HX-2は その ア ーチ 型 の トン

ネル の通 り道 を横 か ら見 た もの で あ る)の 降 りきった とこ ろに は,上 記 の 方形 の 舞台(北 東 面10.9m,北 西面13。9m,南

西 面10.74ni)が あ る.さ らにそ の舞 台 の南 東 の は しか ら階 段(最 下段 の幅2.26m)が 地 面 まで 続 い てい る.

オチ ルは,上 記 の広 間 は,儀 式用 の オ ル ドを設営 す る とこ ろで あ ろ うと説 明 した.ま た,ラ ドロ フの ア トラ ス に掲 載

され てい る城 郭 内部 の プラ ン(Atlas,pl.LIII-2)は,全 体 と して は極 め て精 度 の高 い もので はあ るが,南 の広 間 の南 東前

壁 は,南 東方 向 を見通 す た め に本 来 あ って は な らない もので,ラ ドロフ の図面(Adas,pl.LIII)に 記 入 されて い る南 東前

壁 を表 す 線 は不 要 で あ る と指摘 した.実 際 に 壁 ら しき もの はな か った.た だ,ラ ドロフの 図面 か らは,そ の 調査 当 時 の

壁 の 高 さは わか らない.床 面 に低 い壁,敷 居 程 度 の もの が あ り,現 在 は崩 れ た レンガ の下 に埋 没 して い るの か も しれ な

い.

外縁 壁 の下 部 に は石 で積 み上 げ た ところ もあるが,大 半 が レ ンガに よって組 み た て られ て い る.そ の レンガ の積 み方

(Atlas,pl.LVII-2下 左 図)は,ハ ル ポ ル=ハ ン第1城 址 の レ ンガの積 み 方,石 の積 み 方 と共 通 点 が あ る.

城外 南 東側 の 地面 に石 臼(Atlas,pl.LVIII-18,20)な どの農 具 が い くつ か放 置 されて い る.Atlas,pl.LIX-4の 亀 石(碑 文

を立 て るほ ぞ 穴 が な いの で亀 趺 で は ない)は 現 在 は見 当 た らず,付 近 の牧 民 のチ ョイ ドル 氏 に よれ ば,ど こか に持 ち去

られて しまっ た とい う.城 郭外 の ほ ぼ南37mに 窯 跡 が あ り,窯 跡 の 内外 に,窯 壁 の破 片 の 固 ま りが残 され て い る.釉

薬 が こび りつ い た破 片 もあ り,中 に は緑釉 が こび りつ い た もの もあ る.焼 成 した緑釉 瓦 もあ るが,そ れ らは元 代 の緑 釉

瓦 とは色 が 異 な る.

ツ ォク ト=ホ ン タイ ジの碑 文 は,ッ ァ ガ ン=バ イ シ ンか ら西 へ25444mの と ころの小 高 くなっ たマ ウ ン ドの上 に立 つ.

マ ウン ドの 形状 は,碑 文 か ら北 へ30m,南 へ46m,西 へ27.5m,東 は,ゲ ルの方 向へ緩 やか な下 り坂.亀 趺 はな く,方 形

の台 座 の上 に立 つ.碑 石 の 高 さ229cm,西 面 の底 部 の幅93cm,上 部 ・底 部 と も厚 さ25～26cm.台 座 は,東 よ り時計 周 り
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に167cm,107cm,144cm,107cm,高 さll8.5cm.碑 文周 囲 に長方 形 の形 に列 石(7.05×7.90m).西 面 が真 西 よ り12度 南

に傾 い てい る.東 面 にチ ベ ッ ト文46行,西 面 に モ ン ゴル文23行,上 部 にチ ベ ッ ト文4行.丁 巳(1617)年,Sedkis浦gei

こindamanis恤eを 始 め とす る六寺 の建 立落 成 を記 念 す る 内容 で あ る.ラ ドロ フの ア トラス に は,碑 文 の拓 本写 真 が採 録

され て いる(Atlas,pls.LX-1,2).こ の ラ ドロ フの拓 本写 真 に依 拠 して ブー トが研 究 を行 い(Huth1894),ポ ズ ドニエ ー ブは

碑 文 の別 の写 しか らさ らに複写 を とって研 究 した(Ho3朋eeBI896,pp.468-469;Pozdneyevl971,pp.309-310).ま た,翻 訳

につ い ては,ブ ー ト,ポ ズ ドニ エ ー ブの もの が あ る(Huth1894;no3朋eeBl896,pp.469-472;Pozdneyev1971,pp.310-312).

その後,1926年 には ポ ッペ と助 手 の バ ンバ ー エ フが この 遺蹟 を調査 し,Atlas採 録 の碑 文 の不 鮮 明個 所 の 良好 な拓 本 を

採 取 して研 究 してい る(ポ ッペ1942,pp.217-223;バ ンバ ーエ フ1941,pp.71-72).ま た,岡 田英 弘が1968年 にツ ォク ト

=ホ ンタ イジ に関 す る諸 史料 を整 理
,分 析 した.そ の 際 に ブー トの録 文(Huth1894)を 引用 し,ま た ドル ジス レ ン(T,

Do功isuren)の 遺蹟 ・碑 文 に 関す る現 状 と1930年 と1949年 の発 掘 に 関す る報 告 の全 文 も再 録 して い る(岡 田1968,pp.

114-115).

岩 壁 銘文 につ いて は,行 動記 録 参 照.碑 文 ・岩 壁 銘文 の 内容 はポ ッペ の述 べ る通 り.上 記2碑 文 は17世 紀 の もので,

モ ンゴル 時代 を分 担 す る 日本側 の研 究 の対 象 とは して い ない.

遺 蹟 の 景 観:行 動記 録 参 照.

考 察:ッ ァ ガ ン=バ イ シ ンに は,1889年 に ヤ ドリ ンッ ェフ,1891年 に ク レメ ンツが訪 れ,1933～1934年 にブ キニ

チ が少 し発掘 した.そ れ らをペ ル レーは次 の よ うに要約 してい る.建 物 の外 見 はお堂 の形 で,中 国 の屋 根 瓦で葺 い て あ っ

た.城 塞 の周 囲 に建 物址 が た くさん あ り,か な りの 人 口が あ った.ク レメ ンツ に よれ ば,城 塞 は古 い建 物 の上 に建 て ら

れて い る.大 き さは南西119フ ィー ト,南 東208フ ィー ト,北 東109フ ィー ト,南 西203フ ィ ー ト(こ れ らの数 値 は我 々

の簡易 なデ ジ タル=メ ジ ャーの 計測 値 と若 干 差 異 が あ る)で,1627年 か ら1630年 の問 に戦火 を受 け て荒廃 した(113p皿33

1961,pp.12ト122).

岡 田1968が 再 録 す るDo茆soren,R伽 ∫qズκ勧 η87h酬Cα ∫"εの,こ の 城塞 につ い ての解 説 の 要 点 は以 下 の通 りで あ る.

1581年 に生 まれ た ツ ォ ク ト=タ イ ジ は,仏 教 が モ ンゴル に広 まっ た当 時の 強力 な推進 者 で,貴 重 書 を収 集 し,読 書 家で,

か つ1601年 か ら17年 間か け て6寺 院 と城 を建 設 した.そ の ひ とつが トラ河 沿 い の タ ン ソグ谷(Tansogtal)の ハ ロンロズ

ル フ(X跏yyH3ypx)山 脈 の南 麓 に あ るSitgeshguiChindmana寺 で あ る.ツ ォク ト篇タ イジ は,そ こに城 を有 し,「 ッ ォ ク

ト=タ イ ジの 白い館 」 と して知 られ てい る.4mの 高 さの壁 が あ り,約6mの 高 さの塔 が あ り,40m以 上 の長 さが あ る.

1930年 の発 掘 で,芸 術 的 な装飾 を もつ非 常 に多 数 の住 居 と宗 教 的建 築 物廃 虚 が あ った こ とが 示 され,龍 や花 の形 の よ

うな建 築装 飾 な どが あ り,農 業 を示 す石 臼,潅 漑 溝跡 が発 見 され た.城 南(マ マ)で 亀趺 上 の テ ィベ ッ ト ・モ ン ゴル語

碑 文が 専 門家 に よって 解読 され た.

碑 文 の亀 趺 と位 置 は,ラ ドロフ のAtlasも 我 々の 調 査 も同 じで,こ の ドル ジ ス レ ンの記述 は誤 解 か.1930年 の 発掘 と

い うの は,ブ キ ニチ に よる1933年 の 発掘 を指 す もの で あろ うか.岡 田は,ド ルジ ス レ ンの記 述 か ら,モ ン ゴル の居 城

と農 園 の経 営 をモ ン ゴル のバ イ シンの特 徴 と して注 目 してい る.

参 考 文 献=月 即HHueBl892b;Huth1894;Ho3AHeeBl896,pp.468-469;Pozdneyevl971,PP.309-310;バ ンバ ーエ フ1941,

PP.71-72;ポ ッペ1942,PP.217-223;岡 田1968,PP.ll4-II5.
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り り
XOrl"MH.T93」 田HHEA■rACAH双9PTHHHCyπJIAJlHH

り り.MAJITJIArACy八A"rAAXHMCgHTYXAM

1.3ρ ρ砌 εo.MoHro∬ 一牙HoHblxaMTapcaH<<B四33c>>Tθc■H貢Hxa貢ryy皿HHx3c3r

o貢pblH)K}玉JIYYπ3以3JI6aJ【racLlrY33:駅TaHHJIIIaHTo哲M3yparY苴 ㎎3)Kcy,耳a∬raaHLI6apl{MT

M3∬33JulH貢rmlYYTo八oTroHc3pr33:濫 】:HHH36apHMTHoTo皿rooroop6a∬)KyyJla.H几yH八a八

3yyHbIMoHroJILIHTYYxH丘H3H3xYYθBepMθH,耳ypcraJlblr6YP3Hx3M)K33r33P3P,耳3M

皿IHH)KH」lr33HH貢3pr3皿T3H刀;opyy皿ax30pHJIroTaBb)K6a貢Ha・

2.Xン ～餌 αα.1)19980Hbl8-pcapHHl6-18-H双XapXopHH八

2)19980HLI8-pcapLIHl8-28-H八Xer皿IHHTgg皿H貢H6a皿racT.

3.励P3」 π∂,xF7灘.'八yp八caHxyra双aaH八Ma∬T∬arbIHa細Hr皿lyA-H貢HTYYxH抽

xYP33皿3HrH貢H3Pπ3MIHHH)KHJIr33HHhax皿axa)KH皿TaH,八3A,艮oKToP刀:・Ba∬P,3P,取3M

皿HH:遜(HJIr33HH貢aH(HエITaH,双3八 八oKTopB.rYHqHHcYP3HHapy毋lp,耳aHrY藍 耳3Tr3:瑳(,Tyc

xa貢ryyπblHx3c3r6YP3H6YP3脚xYYH33P330po皿o氷a氷 ㎜aB・

4ノ かアc3α 刪 κ(=y∂ παε∂`α灘6祕 ∂肌eBθpxaHra貢a並MrH貢HXa貢pxaH双yπaaHcyMblH

HyTarXaHxenlIHHyy皿aH八op田HxK)aHrYPHH茸Ye双xo皿60珥ox3H3xYY3pTHH貢6a∬racblr

aHx19260H八n.K.Ko3皿oBLIHy八Hp八caHOpocbIHra3ap3Y貢HHH貢r3M皿3rHhHMoHroπ 一

TYBθ 八H貢H皿[KH)KHJIrθ3HH貢aHrH貢HxaHrYhM3rcy八 皿aHTo八opxo貢JDK,T3H八6a貢caH6HqHrT

xe皿IeθHH苴xyyJI6ap60皿oHr3P3JI3yprK貢rTaTIDKaBqyr6Hq33cH貢HopocopqyyJlrbIr

HH貢T3π)K33[1】.

yrxe皿eθr19570H八3pTHHhcy即aaqH.C3p-0π:痕aBaHx6a貢caHra3paacHb

aBqHpql9580H八My3e血TaBbcaHHboπooMoHroπbIHYH双3cHH貢TYYxH貢HMy3e貢HY3M3pT

6ahHa.19650Hπ3P双3MT3HX.n3P皿333H3HyTraapxa貢ryyπcy八a■raaxH孟 駅6aπracHbI

To貢M3yprH丘raHxYh皿 八3HHH貢TπYY∬ 軽《33[2].T3Pq皿3HMeHYe3cHaHrHaπaqH・Xa.H八cYP3H

H.KKo3皿oBblHHH貢T∬YY皿c3Hxe田eθHH貢opocopqyyπra,TYYxH貢HxYP33∬3HrH営Hrap

6HqM3JIH苴HcaH双6a茸raaH3PY瓶M3八3r双3xxYHH貢HaHrHa耳aapHLxyyJI6apJIaHyH】[11caH

3xT3貢xapb耳yyJlaHyH田HHHH貢TJIYY皿c3H6a血ar[3].

19880H八MoHro皿 一3eB皿 θ皿TH貢HTYYxcoさ 皿LIHxaMTapcaH3KcHeπH耶 厳HXaHra貢H

aHrH3H3HyTra.aP八a貢paHeHrepex双eθXθrlHHHT33πK苴H6aJ[racHbIqy■yyH6apH■rbIH

cyyp}1貢rY39取,π93BpHhHHeMper60皿oHTocryypBaapLIH3apHM八33:擾(aBqHpcaHHbo八oo

TYYxH貢HxYP33JI3HrH貢Hapxeo∫ 【orH貢Hエ 【a60paTopH∬6y首[41・

9H36Yxcy八aπraaHbIYP双YH八3H3xYYXθr皿}IHT33■H貢H6aπracHLXIII3yyHblYe

6yloyXy6匝 【a貢xaaHblYe八xo皿60r月ox,xaaHbIToMH∬oHH」 【r33c3H耳3P3rcyyH(6a貢caH

6aJlrac60エIoxHbH3r3HTToAopxo貢60皿coH6axapHH3H八rY益M3rxa貢ryy皿cy双aJlraaxH貢 氷

6a貢cHaac6yc3pTHH貢cy/聊aエ 【bIH:覆(HHx3H3MaJITπaraxH近 激Tyxa貢HYe八,Tyxa益H,江ypcraJU
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xo:肛60r八ox9八eJlrl{貢H61{eT6apHMTLIrHπPYYJI3Hoπ 冫K6a貢caHHLYrY貢K)M.H茸M八3H3

y八aarl{苴HHIHH)KH皿r33H刄,Tyc6a」 πra八HLIaJIbH3r3H双6arax3M氷33田1貢qaTyra首Ma」ITJIara

xH貢)K,T3期6y貢o皿oHxoHxoPqyxaM]K)y60皿oxLIrypL八qK旺aHTorTooxbIrroJI60JlrocoH

60皿HO.

1》 躍翼3〃233c,κ 鰥 砿π

ノか1ρc8απbzκ7η ρμr6碗 ∂απ.9pTHH哲3H3xYYxoTLIHTyyPLHLXaH「a貢HHyPyyHLI

6apyyHyp八Y3YYPXaHxer皿IHHx3M33xyyJlblH3YYH6He八rypBaHTyc双aa皿opooqy丑yy

TaBb:濫6apLcaHx3pM39c6YP双3H3.

CyAaJIraaHbIT3MA3rπ3珥 取Ix3P3Mx3M33xH3P33P6YPTr3r1工c3HHxraJIx3pMH貢rXaH

xer1皿HHyyエ 【LIH3YYHcyraHxMo八HLIaMx3M33xyy万(HM耳3Jlr3paMHblxo貢TxaMpLIr

八aMHyyエ 【aH6apLcaH6a3HθxYYx3pMH蘯H八oToP][laraaHToJIro貢x3M33x,eMHeHb6HqHrT

xe皿ee6a並caH6珊xaHro3ropyy皿oP駅33・yrx3P3M八 θpBe∬ 凪HH双YYx3∬63pT3貢,

epTθH耳H茸H3Yr・{HrH営H八aryy6ahpJIaJITa貢,八aBxapqyJIyyHxYP33T3貢6θrθe八xYP33HH貢

ra八yypxoHxop皿yy八yyHxYP33T3h・YYH}1貢6apyyHxaHaH3皿33;ほ60rHHoTy皿 只r

八epBeJI衄(HH6yc・eMHθ'πxaHaHbTam【yyqHrJI3JIT3苴a)K33・Bapyy琴xaHLIHypT580M,xo貢T

xaHa700M,3YYHxaHa770M,oMHθ 双xaHa700M6a貢Ha.X3pMH貢H八oTopTa皿 双,3ax

xθBeorθ θpHb60JloHTθBx3cr33po皿oHxoHxopHYx6a貢xa)K33.

3H3x3pMH貢H3YYHeMHθ<<八apb3xH貢HcYM>>x3M33xqyJIyyH双oB:擾(ooT

6apHJIrbIHYJ耳 〔3rπ3皿,yrx3pMH苴r6apbcaHxaMpLIHypπxopMo貢 八6a貢Ha.3H36apHJIraac

yparl11xoεP3yyraaπMeTp3a血,n・K.Ko3JloBHHT3M双3rJI3皿 双rapπarHxMo双HLIaMHLI2

xYHqyJIyy6a益P皿a)K6a貢caH2qyエ 【yyHxa皿u【arLIHY皿 耳3r双3JI6a貢Ha.3H3xYY2xYHqyエ 【yyHb

o八ooeBθP翼aHra貢a藍MrH貢HOpoH}lyTm貢Hcy1U【axMy3e血 ∬Mapqxa∬rTo双opxo血oエ 【TrY貢

6a貢raa.

Xo6pAyraapx3M33HTo八opxo面 【coHx3pMH髭rnxMo双HbIaMHHyp双xaMap双33rYYP

双aMHyyエ 【aH6apbcaH6eree,取MeHa八H皿epTeH耳H貢H3Yr翼 丘H八aryy3eB6a貢pJIaJITa貢,

八epBeJI)KHH60皿oB匸{6acJI八33pxH貢Ha八 田 【H3rxaHaHb6yc双aacaa60rHHoTyJIeMHo八xaHa

Ta田yy6a血aπTa貢a冴(33.YYHH貢x3M)K33xo貢TTaπ430M,6apyyHTa■350M,eMHθTa∬400

MoPqHM,6apyyHTaJI460M60」 【Ho・9H3HbMeHxo6P八aBxapx3P3MT3貢,xo6px3pMH貢H

3aBcpaap60πoHroエ 【LIH3a貢HxeBeθreepoエ 【oHxoHxopHYxT3苴 ・9H3x3pMI{貢H6apyyHyp八

θHe耳rH貢r皿IYPr3HI3araT3prHJIx3M33xropxHypcaHa.

rypaB耳yraapx3pMH貢r3八r33P33cypar皿IoP皿HxBaraT3prHJI6yK)yI3araMo八HbI

aMHr1工aMHyy:臉H6apLcaH6a貢Ha・ra,耳yypaaqy:旺yyHxYP33T3貢,YYH}1錘 瓜oTyypycaH

cyBrH藍HxoHxopopM3八3r双3xa)K33・9H3HL6yc,取aacaaHxJIθBepMθ 耳30xHoH

6a貢ryyJlaJ【TTa苴,epeHxH血33rypBaH双aBxapxYP33皿c3Hx3P3MT3貢,八epBθHTa■Aaa
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xaaJlraTa貢,xaaエIraTyc6YPH益rraAHaTa皿aapHLTaJIπyry貢pcaHrypBaHJ[aBxap

双a瓢aBqaapxaacaH6a貢Ha・YYHH苴rMeHepTeH照 覚H3YrqHm齟1工aryy6apbcaH6a6Yx

Ta」【yynHLH)KHJIT3r八epBeJI)KHHx3JI63pT3貢,TaJ【yy1工HHypT700MopqHMK)M.3H3

x3pMlltiHAoTopTaJ【aapxYP33JIc3Hxo6P3rH330JloHxoHxopHYx6a茸xaacra.双HaTθB八yH耳

HLH3r3H3rH33r33P耳yByyJDK八epBe皿)KH皿c3HxoHxpyy双,T3PqJI3H6apyyHx3c3rTxeH八 ∬eH

x3八3H3rH33耳yBapcaHxoHxpYYII6a貢xa)K33.

5UaK)yHHθMHorypBaHx3pMH貢HepeHxH苴6a貢P皿aJI,x3∬63P八YPcl{貢r

リ リ リ
To双opxoHJIoxa)KHエ ロェop冫K,TaJITa王 ロェHbrapqToHpoHyy皿LIH

.opoH,oH刀 θpJIerra3paac

a)KHmaHx3:肛63PAYPcHilHTaJIaapcaHaJlaaH3rTr3B.】 匠Hr33八x3pMH貢H八oTyyp6a貢raao皿oH

xoHxopHYxH貢rToo皿)KTo貢M3yparTTycraxa)KHJIrY貢 耳3Tr3B.DH3a)KH皿 八6HnrypBaHx3c3r

60JlcoHxYMYYc33xyBaapH皿aa八TycrypBaHx3pMH貢H双oTopx}IHYxHirTooJIoxa.x《}狃 双

op皿oo・

LHHH》KH∬r93HH貢aHrHiiHfiHoHTanblHax∬arqMa耳y八a60■oHA.OqHpbIHxaMT

xaMrH貢HθMHθ3axa双6y貢rypaB双yraapx3pMH貢H,[(OTOpxKHyxntirTooエ 【oxax(肪lr

rYiill3Tr3皿33・T3peAep60poooP:K,aM《H皿 皿axHex耳 θJITaapyyxaH6a貢caHTyJITyH牙apyy

caH耳pyy,TotiMIIocoH6a蜘 【aapa)K}IJIJIacaH60JloBq3MC6y貢xoHxpblHToo6YPHapH貢H

6ycr3x3nH3エ 【33no貢poエ 【耳ooYH3H3eBrapcaHr3)KY3H3。

yrx3pMHI乏H八oTopxHxoHxpyy双H3n33A3eBca丘H30xHoH6a貢ryyJla皿TTailraap

x3pMHhHxaHLIH.取oTopTaJ【aapAepBeHxaHbIr,取araH6a貢P皿acaH6a.Hx3HxA3323rH33,

3apHMx3cr33P33rH33耳yBpaH6a貢P∬a)K33.HYxTyc6YPH旃x3M)K390貢po皿ooroop2-3M

roJIqTo貢,To覚poo双qyJIyyHxYP33T3貢6a茸cHbIoPYエ 【刀prπ3JIM3双3rA3x6aYYHH貢r30pHy,[(Hx

xe,aelIMpP3ap耳yy皿aH6a苴ryy∬caHHbHJ【TM3耳3r几q3r・9H3xYY3axaapTo貢poH6a苴P∬acaH

xoHxpyy1工HH33P3rH33,x3pMH貢HTeBx3c3rT爪epBeJI:E《HHx3皿63PYYcr3H6a貢ryyJlcaH

HYxHYY八6a貢raaHbTaJITyc6YPT3310-12xoHxopTo貢a)K33.3H3xYY双 θpBeJI)KvaHrvaiiH

xaHaH双HvaliT,[[3340HYx .6a貢x6aYYHHhrToiipcoH,∬H36YPH貢H6a丘Pエ 【aJITa.貢36HYx,TθB

江yH八HL4ToMxoHxop6a貢xa)K33.TeBx3c3rT80HYx6a貢Ha.

X3pM祕HeMHeAxaHHrAaraN(72HYxM3酉9r双9x6aYYHH貢AoTopTaJIaap

xoopoH八ooH31133ATacaJ:ロcaHxo6P八axb(rypBaH3rH33qr3)K60エ 【ox)3rH33HvatixoHxpyy八

6a貢raaHb55111Hpx3rM3A3rA3)K6a貢Ha.eMHe八x3c3rTHK貢Tl27HYxT3貢.

BapyyHxaHbIHra八Ha3rH33H八59HYx6a貢Ha(θMHe八xaHbIHxa八op)KTooエ 【orgcoH

xaMrKim3axblHHYx3H八opoorY貢)・ 八oTopTal【HH双aBxap3rH33H八Hb53HYxTooエ 【or八ox6a

3HJIorT3rH33H刀opoorY貢coHAroti6a貢P皿 田 【Ta貢HYxHYYA,orToH八ooT3cxθH刀 ロ【θH

瓢yBapcaH3rH33xoHxpyy八qopHo.13apyyHx3c3rTHH茸T双33112HYx6a藍Ha.
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Xo貢TxaHHHra双Ha3rH33HJI54HYx,xotiTxaa皿raHHxapa皿 八aaco}珥ro茸2HYx,

八oTop3rH33H耳Tacapxa首60JIoHTycAaa6eθrHepceH37HYxM3八3r八3H3.XoiTx3c3rT

HH貢T八3393HYXT3fi.

3YYHxaHLIHra;江Ha3rH33H耳66,八oTopTaJlaapHb牙H36YP6a苴pJlaJITa貢81,3YYH

xalvlraHblopqHMcoH八roti2xoHxop6a孟Ha・HHr33A3YYI{x3c3rTHH貢T'a33159xoHxopToii・

HHr33八3H3xYYx3pMH貢HAoTopHniTA33571xoHxopTo双opxo貢M3A3M3)K6a藍Ha.

1風aa皿1呱3H八6YPHapHtiBqKπcaHToHorpaΦH貢H3yparJIaJIY加3)KHx,.6araxoHxop

60πroHslToorHapw錘HrapraBaJIyyH33cg砌:YYToorapq:60JloxK)M.

ルlan〃maea

rypBaHx3pMw貢H,[[OTOpXZo皿oHxoHxopHYxHLqyxaMK)y60エ 【ox,∬Map30xl{oH

6a貢ryyJIaJ【T,30p:匠y■aJ【TTa貢60:肛oxLIr∬MapH3r3HxgM)K33r39pTo双oTrox30pHエIrooP

3Ar33pHtiHaπLH3rH貢rMaJ【TaH皿 【HH)KHxm[aap刀PtararapcaH6H∬33.]匠Hr33双xo6pAyraap

x3pMmbHeMHexaHLIrπaraH6a苴pJlxMHeMHe八3rH33HH貢3YYHTaJ【aacrypaB八yraapHYxH貢r

MaJ【Ta)KY39x33pcoH「o:)KaB皿aa・

9H3xYYx3pMnir,<<八apLgxK苴HcYM>>x3M33xqy:旺yyh八oB)KooT6apHJIrLmoP

YJL耳9r八3皿6a貢raaHxMo八HbIaMHLIyp耳xaMap八33rYYP八aMHyy皿aH6apbcaH6erθe八

6H∫ 耻1}磁Ma」 【TaxaapcoHroHaBcaHHYxHLxaMpLIHrYBrgpMiiHyp八3Hr3pT,xotiHoocypaml

HaJlyyT3r皿TaJI6a迦6a貢xa)K33・9H3HL八 θpBeエ 【)K觚)KopcoHqyJlyyHxYP33T3h6a貢caH6a

xYP33HMti3YYHx3c3rH3ne3Aca貢Hxa八raJlar双aHYエ 【刀〔c3H,6apyyHTaJILIHqy皿yylleepq

aHxHblx3皿63pTepxeea朋caH6a蘯 八a」【Ta貢.yrxYP33HH貢x3M)K33epteH:θ θP4,5M,ypTaap

7,5MopqHM6erθ θAH3皿33'耳ToMgylIyyALIrH3r3rH33r33P耳yByyJlaHθP)KxHfic3H6a貢:fl《33・

YYHH茸ro皿 八ypTaap4M,epreHeep3M,rYH33P3340cMopgvaMxoHxop6a貢raaHbH3JI33八

θ八r3P3H6HTYYPqeBcHorooypra)K33.9H3xYYHYxHH孟ra3ap3YhH6a貢P皿aJIHbxoiiT

・prθP・H貢H46010'40∴ ・YYHypTap翩HlO2012'08'㌧ra・P・ ・H・ ・珥 ・P脚 ・iiHTeB田Hθe・

八33皿12095M6a貢Ha.

BH双qyJlyyHxYP33ropo:MI【yy皿aH8x7Mx3M:>K33T3iiTaJI6a血Tyc6YPIx1M

x3醐(33T3貢ToPYYcr3HMaJIT皿arLIHIHyraMTaTaB・XoHorxyra耳aa6ara,60pooop・)K

a)Kumax60110M)KoopxoMc6aticaHTy■3H3TaJI6aliH3eBxeHH3rTaJILIrHbMaJITa)lcY33x

30pm【TTaBL)K,HH貢TTaJI6ahH3YYHx3crH貢rrYH3rH伽 【3HMaJITcaH60皿Ho.

XepcHH貢 八33八YeH貢rMaJITaxaA3Y皿3rHoroo6yxmbeHre耳xθpcHH貢Aopooc

H3neHXYiiZI39xYP3Hxepcrapq6ai㎞aa。9H3TeB皿HHrH貢HMa:圧T皿araac,3YYHxaHHHx3cr33c

り け リ ロ
cyMHbIHapllHHTeMep33B,)KHヨ(HrTeMepaJ【x,xylmaacTaHHMMr3HTθMep,xaBTrava

HI【Mr3Hryy皿L60JloJITo貢3Y血,x3cgrx3cr33P冫KH)KI{r刄cHLIxaMTorpl(COH.Tyxa貢HTθB皿IHHr

リ ロリ リ
rY}珥33H:Ma■Ta)KxoepAY「aapYemlHMa皿T皿a「a3xnex3AyrMaエ 【T皿arHH:3YYHxaHLlr

AarYYJIaHqyJlyy3rHYYJI3HA3Bc3)K皿a∬xH貢c3HM3T6a血aJIxapaT汲aB.rYH3rH孟JI3H
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MaJITaxaAYH3x33P3YYHxaHb田oPqHM八rypBaH3rH33r33Pqy∬yy,取3Bc3)KIHa皿acaH6ereeA

xapuHTeBx3c3rPYYr333H3HbaJlra60.n)KepAmbHxYP3Hxepcrapq6a血aa.3H36a必 皿πblrり
xapaxa1工yrHYxHHH3YYHxgc3「TeH八epJIeceHTaB耳aHM3T1工o「o皿rapra)Kqy■yyraap

oHrθ πceH6aTθBx3c3rpYYr33qy■yy6a茸xrYhrYH3rillipc3H6a血a」 【Ta丘6a錘Ha.BH八qy■yy

レ リ ロ
A3Bcc3Hxgcr}田rxeH双 θ皿rYHopxH:H(TeBx3c3rpYYHb双axHHH3rYerYH3rHH■3HMεtπTaB.

3H3TeB皿IHHrHiiHMaJ【TJIaraacTθMep33BHH首 皿m【63,xaBTra貢 耳y∫【TθMep,MaJlbIH

qθMerHmiflc33p:)r3yi∬rapq6a茸Ha.MaJiT皿arbIHxotiTxaHaopgMooc50-HallcMrYHA

qyJIyyTa貢xollM几 取coH】 皿aBap皿aryJIxθpc3x∬3HrapcaH6aHYH3rH貢 工【3xTyTaM6Yx3∬ 双33yJI

xepcrapax6a血a皿Ta茸60皿coH.Ma■T皿arbIH6apyyHTa∬yrxoHxpLIHTeBx3c3rTMa∬blH

xaBMpraHbl∬c,x3c3rYiipc3Hsc,cyMHbI33BM3T皿1θBrθpTθMep33P3r3Yh∬c6aparH3r

nopooco皿AIIoo.θ 双r33pHLxYP3Hxepc,IHaBapJlaryJIxepcxo6pblHyy皿3Bap3aarA33P

6a賞B.3H3TθBHIH.H八MθHHYx6YxH貢xyflrHbI別ITacTeMθpoエ ロJIoo.3八r33Pθ3cypar】 皿MθH

mKH皿TθB田HH八xoHxpbIHTeB60JloHYPAxaHLIHopqMMAH31133,[[TaJI6a茸333皿c3Hu[aTcaH

HYYPc6YxH覚ToJI60皿P3HrapcaH60JIHo.]匠Hr33八H3r3HTy皿xepcmI3pc3HTYJIMaJITJIHr

30rcoo)Kn3BcrgP3ypar60エIoH3Yc3皿T}1貢H3yprH貢rY加3B.

Ma■T∬araacrapcaHIHopooroopHYx336yllaaHAap)KaHxHH6a血a■ 八HL

opyyエ 【axAaaMaJIT皿araY加c3HTyxa益6HqHrYim3>Kr別lrapyyTa}毋xH貢HxaMT6yJlcaH

60■HO.

Hexr〔en6ait叩 【aacmaエ 【Traa皿aHyrxoHxpHr6YT3HTa■6aiiraapHLMaJITaaryPtqTa∬

xcrH貢rHLMaJ【Ta)K,yr3Y加H貢H30xxoH6a錘ryyπaJIT,y・{HpxoJI60r即bIrHb6araqaTyra営
、

ToApyyllaxgAellmiH6apHMT,xyHmia)KH朋araaHLIy皿MepH貢r齟PYY皿)Ko册oo.MaπTcaH

6ai171n【aaca)K}玉r皿axa耳yrxoHxpLIHH3皿33Ax3c3rT60-70-aa刀:cM-H貢HrY}m6yK)yy:肛xopceH双

TyJITaJIMaJITa.)K,xapHH3YYHxaHLIHopgHMA20-30cMrYH八 八oro皿TaBHaHYJM33冫K,

TYYHH貢r3333rHθ:)xaBTra近qyJIyyraapeHreJlcθH6a貢Ha.D八r33PqyJlyyHblA33P33c60JloH

TYYH33c八oo田 〔TθBm[HH八6yK)ygYエ 【yyrY首6ycaAxθcr33c3,取e∬rHhHo皿,[(Bop,MaJIblHflcHbl

Y皿八θr八3皿rapcaH.XapHxYHop皿yy∬caH6y∬HIHHIIIHH)KT3MJI3r60∬ox,6y皿HHblHYx,

aBcHbIMo1工,xYHvatiHc33P3r3Y貢 ∬crapcaHrY貢.YYH33cY33x3八3H3Hb6y皿Hopulyyπra6yc

xapKHxYHoplHHHcyy)K6a藍caHopoM)K6a貢pHLIY皿A3rAH3fl60皿o皿To貢.yqHp3H双33c33P

33Bcm孟H3Y孟Jlc,xθ11eπMepH孟H6ara冫K33Bc3r,caBcyyllraHsl刀 取3r双3皿,Ma皿blHfic,raJIり
TYエ【c3HopoM33P3「3Y皿cH皿3pc3H八oP皿HHo・

On∂60Pbln3pinlc

Ma皿T∬araapHnp3Ho〕 呱coH耳 θθHTooHbl呱eπr並Hxo皿60取ollToiioJIJIBopLlr

YYP3r30pHYJIaJITaaPHLYH,Ilc3H3x3c3rTxyBaaHY33:H(60エ 【oxK)M.

1.3333BcrHiiH3血c.ManTllarLIHfiBIIaAflH36ypmbHrYH39ccyMHbI81HHpx3r

TθMep33BoJIAcoH.3八r33pHbepθHxH血33H3JI33八o貢po皿loox3エ 【63pT3貢60JloBLI八oTpoo
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x3JI63P,耳YPc,YYP3r30pHy皿aJITLIHxyBL八 別lraaTa貢6a貢Ha・TYYH町 【3H3双r33P33cra八Ha

cyMHLI33BT3苴x3∫163pH貢HxyBb八TecT3貢2HHMr3HTeMep3即 【3皿oJI双coHLIr∬rcyMHbI33B

r3兆 ,HoT皿ox60皿oM)KrY貢Tyエ 【3H耳opyy皿caHrY貢 ・]匠Hr33双33BTyc6YPH苴rTo八opxo貢JloH

6HqB3エ 【:

∠遡(H-5,h=一23cM)Hx6HexaBTrah,ypTcypBamKTa貢,Y3YYPIHyyMra貢60∬oBq

xoHlyy60rHHo,xY3YYypT,xaHyypcyMHHTepo刀 ロopHo・EpeHxH錘ypTll,2cM,MeTrH錘H

epreHl5MM,cypBaJDKH貢Hyp士5cM,xY3YY5,lcM.H並M33BH貢ropocblHcy八 ∬a.aq

K).C.Xy八 ∬KoBM:oHro皿33BH貢Hxo6P耳yraapxaBTra貢33BH貢H6Y皿3rH貢Hl-P6yloy

<<accHMeTp頚qHo-poM6H・{ecKHe>>x3M33xx3丑63pTopyy皿aHY3)K33[5].TYYHH迸

To八opxo貢 朋(To以pyyJIcHaap壷MTep皿H貢H33BBa貢raJIopqMLIHHyTar,eBepEa茸ra∬

60πoHMoHro∬,TyBa八o脚K33[6】.TYYHq皿3HHo皿LIHcy八 πaaqB.CBeHToc∬aBcK曲H

cy双aJlraaraapH茸M33Br【o册111,yHrap,CJIoBaKH33P3rMoHro■ ロ3P3r6a貢 珥a)K6ahcaH

HyTraacqo皿 刀皿or6a貢Ha[7].

2遡(H-5,h=一23cM)八33pxT3貢 ∬rH凝(H皿x3皿63px3M箆(33T3貢.

麺(G-4,h=一20cM)MθHHx6HeHbxaBTra益,60rHHoBTopcypBa鰥Ta貢,

x3エ 【63pH茸HxyBL八,MθTreypT,xY3YY60rHHo,eprθHl,4cM,epθHxH貢ypTHb8,5cM.

cypBa皿)K2,7cM・h{eTrθ3,5cMQpqHM・ ・

4;嚶(F-5,h=一27cM)刀;33pxHT3益TθcT3貢60:肛oBq6ara39prH貢H別lraaTa貢.

EpeHxH貢ypT9,4cM,cypBaJDK3cM,epreHl,4cMMeTre4cM,xY3YY2,6cMoPqHM。

9H3HL3.BaTca貢xaH,r.M3H3cHapbIHTo双opxo貢 ∬cHoopxouIyyMaπcyMHbI

aHrH∬a皿 耳opox60mπTo貢[8】.10.C.Xy朋KoBYYHH貢rxaBTra貢33BH量H6Y皿rH貢H14-P6yloy

丶v<<
3皿皿IHc>>x3JI

.63pT3貢r3累Y3c3H6aBa貢ra∬opqHM,eBθpBa貢raJI33P3rxH貢r33π

MoHro服HXapXopyMaaco毋lcoHr眺.To八opxo貢 膃33[9].

麺(G-5,h=一25cM)Y3YYPTaπpyyraaθprecceHHapH錘H6θrθe八 皿y∬yyH

xo皿yyTa覚,H3皿33八ypT.yPTx3M)K3312,5cM,cypBa皿)KH貢HypT5,8cM.Hx6HeHL4TaJITa貢.

HaBqyyp33BcH貢H6Y船rTopHo[10].10・C・Xy瑚KoBYYHH錘r八q皿 八yraap6YJIrH貢H〈T3r1H

θH耳erT)1-px3JI63P<<ToMapH>>x3M33xaHrH∬aπAopyyエ 【:眠eBepl3a貢raJILIH6apyyH

x3cr99coJI双coHr3)KY3)K93[111.

麺(G-3,h=一30cM>一H貢rMθHYYHT3貢H)K皿r3)KY33)K60∬ox6ara珥xYYcypBa膃

apa貢60rHHo6a苴Ha.YYHH藍ypTlO,2cM,cypBa∬)KHb2,8cM6a議Ha.

TYYHq∬3HZ辺(G-4,h=一15cM)麹(E-3,h=一45cM)33BYY八qYYHT3hH)KH皿60」10册o貢

6ereeAran【xYYxY3YY3耳3r八c3H6a血Jlaac60皿)Kx3皿63pHbapa貢eepq皿er双ceHM3T.

Ma皿T∬araacxy∬rH齟TeMep册Tac60皿o皿o苴H3r3HTθMθPπ θr3πo叩coHHLH3r

TaJ【HbeprθH,rypBaJI鼓(H皿caHeH耳erT3貢,xaBTra苴HHMr3H,Ta白aHθHH:erTx3皿63pT3h
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6eree双ra耳yypaa33B3}珥U双3MX(33.YYHH貢H3rxolHyyruly涯yyHaapHb∬ 【brYhHyra∬caH

M3T.9H3xYYHyra∬aacaHIP3pH3rHYxT3亘.yPTHb7cM,epreHTaJIHL6,8cM,HapmiHTa∬

Hb2,8cM.Xy∬rHb6HexaMraaJlaxx3P3rc∬H苴HxyBL八6a加aaHLI30pHY皿aJITTaiiり
xaMraaJIaJITblHx3p3rcJI3JIHvaHTooHJIopHo.

工L-DH3xYYMaJ【TJIaraaco嘸coHH3r3H .coHvapxoJIToli

oJ1双BoP60■TeMopH皿T3貢,)KH)KHrTeMepaJlxK)M.θH3HbMaエ 【TllarbiHG-6Ta皿6a貢raac27

cM-H貢HrYH33coJI!工coH.yra皿xHbIlloxllJIYYPLIHx3c3rHL八 θpBe朋(HH6aopotiHx3c3rHb

HapniccaH,roH3ro藍nθpBen)KHHHYx3HVEHapH貢H4eHIIerT6aphy皿LIrrarHa:ff(63x3JI)K33.

BapHyエ 【LIHypT6,7cM,eprθHO,7-0,9cM,3y3aaHO,5cMopqKM.lloxmlYYPToJ【ro貢H

x3crH貢Hemlep5,9cM,eprθHHbO,8cM,3y3aaHl,3cM(roxx3cr33P33).θH3a・ ■xHHHH1

60rHHo,ToJlro貢)KH:涯 《Hr6a茸raarY33x3頭ToM]聴)MxYqT3貢UoxvaxoA30pHYエIcaH6yc,xapHH

リ ロ リ リ
)KmKHr3YH皿H}1「xeHreH八aBTaH耳oxH)KH3皿33八ypaHHapHHHa)KHJIxMHx3A30pHyエ 【caHHB

M3八3r双3)K6a貢Ha.YYr33P3H八33co■HoopoMo)K6yhcyMHH33BH貢raapx■aHxH加3r

6a貢caH6a貢)K60工 【oxK)M.

III.CaBcyy∬raHH3Y血c.MaJiT皿arLIHG-4Ta皿6a貢raac34cM-niHrYHIIBaapCaBHbI

H3r6x耳xaHx3エ 【T3px}1貢o嘸oB.0,5cM3y3aaHTa貢6eree八H3ne3AHapH貢H皿mpxgrT9厳

リ レ リ
皿laBap」lr3八33pcaHHxaTyypyyJIaH皿laTaa)KxHHc3H,ToJIHrop)KHr八ra八apryyTaH,皿lapraJI

リ ロ
caapaJIeHreT3M:,Ilaa工 【aHTBaapcaBHLIx3JIT3pxHHK)M.

TYYH33cra双HaG-5Taπ6a苴raacHHMr3H33c6yloyryy皿HH3八 曲Hx3c3roJI,[(cOHHb

H3r3axblrHHMr3H3prYYJI)K3Mx3P八c3H6ahra.aHLcaBcyyJlraHLIaMcpHr3prYYπ}K

3Mx3P双 θH6θx3ilc3HT3fiTecTgtiTyJI∬MapH3raxy貢Hx3P3m3θHH貢:ff(Hx(HrcaBcyyJlraHbI

x3c3r6a首:ff(Mara八rY貢r3x《Y3皿33.6x5,3cMoPqHMx3Mx(33T3苴,MaHIHHMr3H,ra,耳yypHb

H3rTa皿 八aa別IbrY貢H:Y皿xr3P,caBcyyエ 【raHbI6θ θpxaHaM3T6a血aJITa貢.

IV.yqHTooxo苴r貢TeMe33皿.Ma∬T∬arLIH册 耳a八 『o:呱coHTθMθP■ θr

3刀ロ3エ1miH,zlOTOPqyxaMK)yHA30pMyllaHx3P3rJI3)K6a貢caHHLToAopxotiM3A3r,π3xrY迸

3Y苴 ■c,TYYHqJI3HfiMapH3r3八3Y貢JlcxH貢x33P30pHyエ 【aH63エ 【Tr33八IIYTYYopxKcoH60∬oByy

r3M33P3Y血c6a貢Ha.YYH八:

1..E-4x3c3rT60cM-H貢HrYH33c別ILrY貢MaxH貢 ■rax(3accaHHMMrgH田yJIyyHTθMθP,

cyMHLI33BM3TxyP翼Y3YYPT3貢2HHMr3HTθMpH貢HxaMToJI八coHK)M.∂H3xYYypT耳HMr3H

TeMpniHypT(6aiiraa6a.血JIaapaa)10,7cM,MaxMpLlrToHHi∬r3C3H6a血:圧aapY3B3JIl2cM,

eprθHHbO,7cM,3y3aaHHb1-2MMopr{vaMK)M.

CYMHbl39BMgT2ToMpHf塗HH3rHb5,7cMypT,15MMeproH,HorooHb4cMypT,1,2

cMepreH(xoIHyyHaacaa3MT3PqyHacaHTyJIepreHH貢x3M)K336YP3H6yc).gAr3gPHLeep

θepx3エ 【6gPTgti.1)xHniXHbx3P3BcyM6yK)y33Br3)KY33)KTaPtll6apJlaBaJIxY3YYypT,MeTrθ

6yloyHap}磁Hx3c3rHL60rHHo,册brY勇MaxH貢caH6ailllaJiTaii.HereθH3rHLxY3YY,
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MeTrH貢bIHx3M)K33T3H耳YY2,lcM,Hx6HeHLxaBTra貢,T3rlH33P336a貢Ha.XapHHH3r(Hp)

TaJ【bIrHエ 【LrY貢HyraJ【caH6a加aJITa貢a)K33.3八r33pH貢r6a加aa.Hbl33B6yKツaHrH貢HcyM

r3x3八apa貢60:旺oMrY藍,yq班P30pHy:旺aJITHLTo八opxo孟rY錘6a貢Ha.

2.G-5x3c3rTlgcM-H加rYH33cHHMr3HTθMpH苴r6eopeHxH血eHxyHL)KxH茸c3H

yqHpToπopxo貢rY貢TeMθP3π π3∬oJI八coH.YYHH貢HgrTa∬HbHθreeTa∬aacaaeprθH,

epeHxl{血eeHYエ 【x3hx3JI63popyyJI)Kay貢JlcHLI3a双ra益TaJIHLxoopoH八ooHH血)KoHropxo厳

6a貢Ha.yPTHL9,2cM,θprθHTaJIHb4,4cM,HapH貢HTaJIHLl,6cM,HYJIx3Hx3crH盖H3y3aaH

l,6CM、

3.E-3x3c3rT45cM-H貢HrYH33cHMapH3r9刀 」肥JIx}至 錘x3八30pHyπaH63JI以c3H

60πoJITo益3ypBacTeMpH貢Hxyrapxa藪rap皿aa.yPTHL6cM,epreHHLl,8-1,9cM,3y3aah

O,6-0,7cM,H3rT脚1耳rHLxyraJDKaBcaHM3TopoMTo貢,HθreeTa」 【HLq月rT3r皿16yc.

呈MaπT皿araac60八60皿oH60rMa皿bIH∬cHLIx3crYY八H3皿3呱rapcHbIHx3HxHLYhpq

6yTapcaH氷H冴(Hrx3crYY八60πHo.Apa苴ToMx3crYY八H貢rxapa・axaHTo八opxo血)KaM)KaarY哲

6a貢raaTy皿3】 昭oPyyJlcaH「Y苴 ・

y工,E-4,E-5x3crYY八3耳60cMoP・{HMrYH八H3π33八TaJI6a茸333エ 【c3HHYYPc6YxH苴

田aTa昂r双caHToJI60HHJI3pc3H.9H双33cHYYPcHH貢 月33)KH貢rTYYB3Pエ13HaBcaH6ao双ooroop

∬MapH3r血HH)Km:【r33xH貢r八33rYh6a貢Ha.

チ

π}T㍑a∬7

XelHeeH磁6Hq33cTθrYY皿cH33cY33x3π,Xy6Hπa藍xaaHLI1工3prH貢H)KaH)K刪Xya貢

MθpHH貢3YYH3Tr33双H貢H双3八K)aHL一 】皿yaH,3YYH)KHrYYPH丘rxaMraaπax皿a八apHPprH貢r

3axHparqca血][更3HMaHry,取a覚12780HA】 皿H㎎3rxypH皿IaπapHgprH貢r双aryyJIa}IyMap3Yr

6a加axaaprapqHπyyy皿aHπxYP33AT3pra3apTaaxoTcyypHH6a貢ryyJIaHcyy)K33.

HHr33八yy皿xoT耳a貢3双aaH3perex江Haap双JlaraTa貢r3eB皿 θJI八eHx3JI3JIH33双<<CYP

6aπpyyπa.rq耳3prH錘HxoT>>x3M93HH3P皿3c3Ha)K39.T3P6aaTpLIr双araエ 【八aHHBcaH

M牙HraTLIH八apraeq氷aHB3HL,Aqaxa茸Hap6a茸caH6θree双xaaHbl3ap皿HraapraB皿ra貢

πaBIHHrq,TycJIaH3axHparq双apraJIIoIo貢6H・{rH貢r6HqH)KxelHeeHH貢6Hqδ3cH貢rcH貢JI)K33

[12].

TYYH33cra双Ha3pTHHh3H36aJlracHbITa∬aapHyTrH藍Hap双TYMHH貢 双yH,ユ

coHHpxoJITo首 八oMorxaAra丑ar八aHY㎎c3HH苴rl9260H双n.Kl.]Ko3皿oBT3M八3rJI3HaBq

HHhT:旺YYJIc3H6a藍 八ar[13】.yr月oMorT6rYY:旺cH33P,3pTypb;取H:arT3H3HyTa,rTxo6peθP

oBfH丘Hxo6pxaaHHyTar33P3r耳3HoplHHHcyy)K6ah)Kき3.9πHH覚H3rHbMaaHbTx3M33x

ra3paacxo貢1皿xHra3apHyTrHhr333M】 皿HHcyyx6axoHbrapaJITa貢,KHprH36yK)yMoHroJI

xYH6a貢caHr3H3.HθreerH貢HxHbHyTrH貢Hxo近Tx∬3raapT33∬H貢H江aBaa.6θreoπXaH

xθr皿HHyyエ 【LIHθMHθ 八6He双HyTar皿aAar,qoHbIHy双aMyrcaaHLIxYH6a貢c翫H,H3pHblq[HHoc
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r3A3r,TYYH33cqHHr3cxaaHHoBoryrcaa3x3Jlc3Hr3八3r・3八HH苴xoopoHA八a貢H60JDK

qHHocHbHxMo八HbIaMaH双xopHn【oH皿HB33皿)K3cp3r3Tr33JI336yT耳oxHcoH6θrθ θ八

AapaaHsqoHooBrH苴HxoHxoHboBrH苴HxHLIr6Yr双H貢rHb6apL:H(H耳c3Hx3M33)K33・

XθIHeθHH藍6Hq33cxHhr33八HyTrmiH八oMrH丘rTyxa貢HYeniHTYYxHhH60耶TYh∬

HBJEaJITaiixapbllYYエ 【aHY33x3,[[TYHcoHvaH6ereθJET3pxYY八oMor∬pHaHbYH3x33P3pTypb瓜

HarT3H3HyTarT60JDKeHrepceHTYYx3H60八HTYJI貢HBpmblrTycra)K33.

3H3YeHLMoHro皿LIHTYYx3H[rapcaHHgHHxYP八araBap6Yx嘘60耶TYIi皿

∬明a∬TahToxHpq6a貢raa6ereeAXy6anatixaaHeBerA33Ac33cyJlaM)KH皿caH6c3aHr旺 πbIr

リ リ
3epqMHθepHH「 θexaaH耳ep「eM)KJIeHy:ncopHLITθBHH「 θMHe3Y「HYYエ 【「3Hm〔H皿)KYYJI>K

HaHmaAra3apTeBJIepeen6aticaH6ereeA3H3sBAエ 【Llr3cgprYY耳c3HXa血y,Ha∬HHapbIH

60c∬oroT3MuPエ 【rlapq,MoHroJlqyy双eepxoopoHJIooT3M耳3皿 双3Hx∬Mapq6a苴caHYe6HJI33.

XaHxer皿HHyy皿aH双xoT耳a貢36a貢ryy皿 兆,xelHθe60croHYim∬B,叩 【aaaJmap田yy∬)KacaH

3H3xYYxx耳3P3rHLyr60c∬oroT3M叩H貢r双apyy∬axa・apXy6H皿a貢xaaHaacToM}moH

H皿r33c3H耳3Pgr60皿ox6erθe,πopoHHyTrH苴H耳oMorflpMa}珥3H3Y洫 【HB八aJ【 .YH3H

60双HTo貢roopTyc:raJIaaoJlcoH6a貢Ha.

yrxoTlla:近3blHY刀 呱3r双 皿H首r田KH)KMx(Y33x3双o皿oH)KH册3P6a貢Hra、opulHHcyy)K

6a貢cHbl皿HH)KT3M八3rrY貢,TYP3yypa∬H双a苴HbI30pvaYエ 【aJITaap63x皿3H6apLcaH皿HHX(T3益

6a近xa)K33・yr耳 θprH茸HaHrH貢H6yp3UAgxyyHniTaJlaapT3M耳3rエ 【3x(6Hqc3H3Y錘 」IYrY貢

60JloBqyr6aJIracHbI皿IHH)K6a血aJI,xe皿IeeHH貢6HTI33cTrapaxxYHvatiH3P,xslTaAYcr33P

xe皿leecH丘 π3Hx}正 貢c3H33pr33cY3θx3AH3prH茸H6yp3㎎3xyyHWt30HxHJIoxx3c3rHbx∬Ta瓜

夏3P3r6a貢caH60皿oJITo貢.1其ah3x3pMH覚H八oTopxHol【oHxol{xopHYxHbx∬Ta八 耳3P3rTYP

xyraHaaraapopllmHcyyxHYx3Hr3P6a亘cHHYJI,[(3r;II3011r3)KY3M33pK)M.XapHHMoHro∬

耳3P3r60∬r3pMaほxaH双cyyxyqHp刪apH3r3Hy皿MθPY瓢3x6crY飯.X3P3Mllati3HLIxaHa

AaryyJ:IaHoJloHHYx3Hr3P6a首ryy皿:*xsTaJ(H3P3rcyyraa,耳TeBH貢Hxooco}{Hx3a貢raap

MoHroJIH3P3rr3pMa貢xaH6apHHcyy)K6a貢caH6a貢)K60JloxK)M.

B觚HKhMaJITaHcy以aJIcaHH3r3}IxoHxpHH]』IaJITJIaraac耳3p3rAatiHbl30pHyJIaJITTa貢

6a加aaHHTeMep33B,T3八r33pH貢rY貢 工呱B3P∬3HxMtix6ara:擾(33BcrH貢H3Y貢Jlc,xYHcYY)K,

raJITYJD}IxooJIxYHc3360」 【ro)K6a貢cHLIopMθP33pr3YhJlcrapq6a貢raaHL耳3P3r3pcHtiH

TYPxopro八oHoP田[HxopoM)Kcyy耳6a.丘cHbIrr3PqHIDK6a貢Ha.3H八33coJIAo)K6y貢TeMθP

39BYY双HbTyxa貢Hye酉HYY,q3・ πqHHMoHroJIU3P3r3PcH貢H39Bc3rJIgJIUIHH貢TJPr6a血ar

TepeJIx3JI63PH覚H3Y施lc60JIHo.
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MeasurementsofBalbalsBelongingtotheSiteofOngi(OsAwA)

FragmentsofOngiInscription(KATAYAMA)

Eye-c6pyofOngiEpitaph(OsAwA)

Eye-copyofOngiEpitaph(OsAwA)

PlanoftheSiteofIkh-Khaηui-Nor(OsAwA)

PIanoftheSiteofIkb-Khanui-NorasReconstructed(OsAwA)

ArchaeologicalRemains,Ikh-Khanui-Nor(OsAwA)

PlanoftheSiteofShiveet-Ulaan(BAHp)

BaseStoneofanInscription,Shiveet-Ulaan』(BA月P)

ン ヴェ ー ト篇オ ラ ー ン遺 蹟 石羊(BA月p)

シ ヴェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 羊(B胡p)

シ ヴェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 羊(B醐p)

シ ヴェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石獅 子(B醐p)

シ ヴ ェー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 獅子(BA月P)

シ ヴェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 人(B醐P)

シ ヴェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 人(B胡p)

シ ヴ ェー ト=オ.ラ ー ン遺蹟 石 人(B胡p)

シ ヴ ェー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 人(BA刄P)

シ ヴェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 人(B胡p)

カ ラ=バ ルガ ス ン第 二碑 文(大 澤)

ムハ ル遺蹟 の亀 趺(大 澤)

ム ハ ル遺蹟 の亀 趺 の タ ム ガ(大 澤)

ムハ ル遺 蹟 の亀 趺 の タム ガ乾拓(吉 田)

StoneSIatuesofSheep,Shiveet-Ulaan(BA牙p)

StoneStatuesofSheep,Shiveet-Ulaan(BA∬p)

StoneStatuesofSheep,Shiveet-Ulaan(BA月p)

StoneStatuesofLions,Shiveet-U星aan(BA月P)

StoneStatueofaLion,Shiveet-Ulaan(BA月P)

StoneStatueofaMan,Shiveet-Ulaan(BAHP)

StoneStatueofaMan,Shiveet-Ulaan(EAHP)

StoneStatuesofMen,Shiveet-U藍aan(BAHp)

StoneStatuesofMen,Shiveet-Ulaan(BAヌp)

StoneStatuesofMen,Shiveet-Ulaan(BA刃P)

QaraBalgasunlnscriptionII(OsAwA)

Tortoise-ShapedSocle,Mukhar(OsAwA)

TamghasontheTortoise-ShapedSocle,Mukhar(OsAwA)

RubbingsoftheTamghasontheTortoise-ShapedSocle,Mu㎞ar(YosHfi)A)

ム ハ ル 遺 蹟 平 面 図(Bo㎞B1996よ り引 用)PlanoftheSiteofMu㎞ar(BotiToBl996,p.41)

キ ョ ル=テ ギ ン亀 趺 銘 文(片 山)Tortoise-ShapedSocleofK61-TeginInscription(KATAYAMA)

イ フ==ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 平 面 図(大 澤)PlanoftheSiteofIkh.Khoshoot(◎sAwA)

イ フ=ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 の 石 人(大 澤)StoneStatuesofMen,1㎞ 一Khoshoot(OsAwA)

イ フ=ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 の 石 人(大 澤)・StoneStatuesofMen,Ikh-Khoshoot(6sAwA)

イ フ=ホ シ ョ ー ト ゥ遺 蹟 の 石 獅 子 断 片(大 澤)FragmentsofStoneStatuesofLions,Ikh-Khoshoot(6sAwA)

イ フ=ホ シ ョー ト ゥ遺 蹟 の 石 羊 ・円 錐 形 石 片(大 澤)

StOneStatuesofSheepandUnidentifiedCone-ShapedStone,1㎞ 一Khoshoot(OsAwA)

イ フ=ホ シ ョー ト ゥ遺 蹟 の 石 槨 断 片(大 澤)FragmentoftheStoneCoffin,1㎞ 一Khoshoot(◎sAwA)

イ フ=ホ シ ョー ト ゥ遺 蹟 の マ ウ ン ド中 央 よ り採 取 し た 瓦 ・磚(大 澤)

TilesfrorritheMound,1㎞ 一Kkoshoot(OsAwA)

テ ス 碑 文 計 測 図(大 澤)MeasurementSofTeslnscription(◎sAwA)

テ ス 碑 文 筆 写 コ ピ ー(大 澤)Eye-copyofTesEpitaph(6sAwA)

シ ネ ウ ス 遺 蹟 幸 面 図(MSSP,p。59の 図 面 に増 補)ソ
PIanoftheSiteofSine-Usu(MSSP,p.59,reprOducedwithadditionalinforrnation)

シ ネ ウ ス碑 文 と 亀 趺(森 安 ・片 山)ソ
Sine-UsuInscriptionandtheTo靤oise-ShapedS㏄1e(MoRIYAsu&KATAYAMA)

シ ネ ウ ス 碑 文 の 亀 趺(EAAp)Tortoise-ShapedSocleof§ine-UsuInscription(BAヌP)

シ ネ ウ ス碑 文 の 計 測 図(森 安 ・片 山)Measurementsof§ine-Usuinscription(MoRIYAsu&KATAYAMA)

シ ネ ウ ス碑 文 の 行 の 進 み 方(森 安)LineArrangementontheFourFacesof§ine-Usulnscription(MoRlyAsu>

バ イバ リ ク遺 蹟 全 体 平 面 図(白 石)MapShowingBay-BaliqArea(SHIRAIsM)

バ イバ リ ク選 蹟 第 一 城 址 平 面 図(白 石)PlanoftheFortressNo.1,Bay,Baliq(S刪s田)

バ イ バ リ ク遺 蹟 第 一 城 址 平 面 図(林)PlanoftheFortressNo ,1,Bay-Bahq(HAYAsm)

バ イバ リ ク 遺 蹟 の 石 獅 子(BAAp)StoneStatueofaLion,Bay-Bal幻(BAAP)

バ イバ リ ク遺 蹟 の 石 獅 子(BAHp)StoneStatuesofLions,Bay-Bal'iq(BAAp)



Plate】L3a

PI飢e13b

Platel4a

Platel4b

Platel4c

P畳aIel4d

Plate14e

P量ate14f

Platel49

Platel4h

Pla重e14i

Plate14j

Platel4k

P且ate141

Platel4m

Platel4n

Plate140

P且atel4P

PIatel4q

P且ate15a

P且atel5b

Platel6

Plate17

P且atel8a

Platel8b

Plate18c

Plate18d

Plate18e

Phatelga

Plaεe19b

Plate19C

P且ate20a

Plate20b

カ ラ=バ ル ガ ス ン宮 城 遺 蹟PlanofthePalaceofQara-Balgasun

カ ラ=バ ル ガ ス ン宮 城 の 平 面 図(Adas,p1、XXVII-2に 増 補)

PlanofthePalaceofQara-Balgasun(Atlas,pl.XXVII-2,reproducedwithadditionalinfbmlation)1

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文 計 測 値 及 び 模 式 図Measuleme榔oftheQara-BalgasunInscriptionasReconstructed

カ ラ ニバ ル ガ ス ン碑 文 断 片 残 存 状 況,漢 文 ・ソ グ ド面

PlacementoftheSurvivedFragmentsofSino-SogdianFace,Qara-Baigas㎜Inscription

カ ラ ニバ ル ガ ス ン碑 文 断 片 残 存 状 況,ル ー ン 文 字 面

PlacementoftheSurvivedFragmentsofRunicFa㏄,Qara-BalgasunInscripdon

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,Atlas拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面

PlacementofRubbingsofChineseandSogdianFaceofQara-BalgasunInscription(Pu1)lishedintheA'1α5)

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,Atlas拓 本 ル ー ン文 字 面

PlacementofRubbingsofRullicFaceofQara。Balgasunhlscription(PublishedintheA"α ∫)

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,ビ チ ェ ー ス 拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面

PlacementofRubbingsofChineseandSogdianFaceofQara-BalgasunInscription(byBichees-Expeditions)

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,ビ チ ェ ー ス 拓 本 ル ー ン 文 字 面

PlacementofRubbingsofRunicFaceofQara-BalgasunInscription(byBichees-Expeditions)

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,京 大 ・立 命 拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面

PlacementofRubbingsofChineseandSogdianFaceofQara-BalgasunInscription(HousedatKYoToUNIvERsrrY .and

RrTsuMEIKANUNwERsrTY)

カ ラニバ ル ガ ス ン 碑 文,京 大 ・立 命 拓 本 ル ー ン 文 字 面

PlacementofRubbingsofRunicFaceofQara-BalgasunInscription(HousedatKYoToUNIvERsrrYandRrrsuMEIKAN

UNIVERsrrY)

カ ラニバ ル ガ ス ン碑 文,北 京 図 書 館 拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面

PlacementofRubbingsofChineseandSogdianFaceofQara-BalgasunInsc!jption(HousedatBEmNGNAT工oNAL

hBRARY)

カ ラ;バ ル ガ ス ン碑 文,北 京 図 書 館 拓 本 ル ー ン 文 字 面

PlacementofRubbingsofRunicFaceofQara-BalgasunInscription(HousedatBEulNGNATIoNALhBRARY)

カ ラニバ ル ガ ス ン碑 文,碑 額(片 山 ・吉 田)FrontispieceofQara-Balgasunlnscdption(KATAY曲&YosHn〕A)

カ ラ;バ ル ガ ス ン碑 文,碑 頭 計 測 値 及 び 模 式 図(片 山 ・吉 田)

Measu祀mentsoftheDragon-ShapedHeadofQara-BalgasunhscriptionasReconsmcted(KATAYAMA&YosHIDA)

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,碑 頭 ソ ケ ッ ト部(片 山 ・吉 田)

MorticefピomtheDragon-ShapedHeadofQara-BalgasunInscription(KATAYAMA&YosHIDA)

カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,断 片 復 元 図(片 山 ・吉 田)

JoiningTwoFragmentsofQara-B4gasunInscription(KATAYAMA&YosHIDA)

カ ラ;バ ル ガ ス ン碑 文 ・碑 頭(BAHP)Dragon-shapedHeadofQara-BalgasunInscdption(BA∬P)

カ ラ;バ ル ガ ス ン碑 文 礎 石 断 片(片 山)

FragmentsoftheTortoise-ShapedSocleofQara-BalgasunInsc卓ption(KATAYAMA)

セ ブ レ イ 碑 文(吉 田 ・片 山)Sev爬ylnscdption(YosHIDA&KATAYAMA).

セ ブ レ イ 碑 文 の 行 の 進 み 方(吉 田 ・片 山)LineA㎜gementofSev【eyInscdption(YosHn)A&KATAY帥 仏)

ホ シ ョー;ツ ァ イ ダ ム4遺 蹟 の バ ル バ ル列(森 安 ・松 川)

QueuesofBaibalsBelongingtoIheFourSitesofKhoshoo-Tsaidam(MoR【YAsu&MATsuKAwA)

釈 迦 院 遺 蹟 ・釈 迦 院 碑 記SiteofSakya-Templea歴dtheIns磁pdoninHo皿orofM6ngkeQaγan

宣 威 軍 第1城 址 平 面 図(松 井)PlanoftheFort㈹ssNo.10fXuanweiCommandery(MATsm)

宣 威 軍 第2城 址 平 面 図(松 井)P豆anoftheFor廿essNo.20fXuanweiCommandery(MATsuI)

宣 威 軍 第3城 址 平 面 図(松 井)PlanoftheFor駐essNo.30fXuanweiCommandery(MATs田)

宣 威 軍 第3城 址 平 面 図(BA月p)PlanoftheFortressNo.30fXuanweiCommandery(BAヌP)

宣 威 軍 碑(村 岡)InscdptionontheEstablishmentofXuanweiCommandery(MuRAoKA)

ハ ル ポ ル=ハ ン城 址 全 体 平 面 図MapShowingKhar㎞ul-KhanArea

ハ ル ホ ル=ハ ン城 址,第1～ 第9遺 蹟 平 面 図PlanofdleFo血essesNos.1-90fKhar㎞u1-Khan

ハ ル ポ ル=ハ ・ン城 址,遺 蹟A～C平 面 図PlanoftheFortressesA-CofKhar㎞ul-Kh㎝

シ ャ ー ザ ン=ホ ト遺 蹟 全 体 平 面 図(白 石)MapShowingShaazan-KhotA噂(SHIRAIsHI)

シ ャ ー ザ ン=ホ ト遺 蹟 平 面 図PlanoftheSiteofShaazan-Khot



Hatelaブ グ ト碑 文 の計 測 図(片 山 ・吉 田)
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Phtelbブ グ ト碑 文 の亀 趺(片 山 ・吉 田)
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Platelc ブグ ト碑文側面図(Ba即)
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Plateld ブグ ト碑文側面図(Ba∬p)
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Plateleブ グ ト碑 文 正 面 図(Ba∬p)
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Phtelfブ グ ト碑 文背 面 図(BaHP)
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P且ate2bオ ンギ 遺蹟 の石槨 ・亀 趺(大 澤)
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厚 さ は約10～13cm,灰 色 花 崗岩 製

ー
11"

←415cm→
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飆 ①
イミハ

↑亀 趺 背 面 の断 片 亀 甲文.

厚 さは12～15cm
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←穴1の 北西隅よりオチル

が発掘した石槨補強用の

石柱.な おオチルは,こ

れと同じと推測される補

強用の2個 が,い ずれも

不完全な断片として石人

前の堆石より発見 した。

↓亀 趺 頭 部 の断 片
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↑穴1の 北西隅出土の石槨断片(文 様あり)



Plate2cオ ンギ遺蹟 の石 人 ・石羊(大 澤)

※全て花崗岩製;配 置番号は遺蹟図を参照)

石人No.1
60cm

_.一 レ く__辿 聖___レ 石人No.2

》 一{ぐ 一.
84cm 凶

56㎝

ノ

転
Bo茸mBlg8gは この幅 を .Bo鍍mBlg8gは 高 さを

約50cmと する 約51cmと する

石 人No.3石 人No.4石 人No.5

ぐ 一 恥 レ く_一 厘L一 レー

燵 蟻 ・"孵
亟 〕 舳1}

厚 さ47㎝Bo㎞Bl989は 高 さ をBo㎞Bi989は 幅 を

Bo銃mBl989は 高 さを 約45～50㎝ とす る 約45cmと す る

約70㎝ とす る

石 羊No.1(大)石 羊No .2(小)

1葛315・m幅28㎝

丶=

一
全長66.5cm

Bo鹹・mB1989はこれを
約71㎝ とする

0㎝
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一 64cm

43㎝
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Plate4cイ フ=ハ ヌ イ=ノ ー ル 遺 蹟 ・遺 物(大 澤)
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Plate5a シ ヴェー ト=オ ラー ン遺 蹟 平面 図(BA∬P)
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Plate5bシ ヴ ェ ー ト=オ ラ ー ン台 石(BAHP)
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P臨e5fシ ヴ ェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 獅 子(BA∬P)
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Plate5jシ ヴ ェ ー ト=オ ラ ー ン 遺 蹟 石 人(B胡p)
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Plate5kシ ヴ ェ ー ト=オ ラ ー ン遺 蹟 石 人(BA∬P)
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P置ate51 シ ヴェー ト=オ ラー ン遺 蹟石 人(BA牙P)
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Plate6カ ラ=バ ル ガス ン第二碑 文(大 澤)
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Plate7a ムハ ル遺蹟の亀趺(大 澤)
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P1飢e7b ムハル遺蹟の亀趺の タムガ(大 澤)
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Hate7cム ハ ル遺 蹟 の亀 趺 の タムガ乾拓(吉 田)
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P薑ategbイ フ=ホ シ ョー トゥ遺 蹟 の石 人(大 澤)
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Hategcイ フ=ホ シ ョー ト ゥ遣 蹟 の 石 人(大 澤)
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Plategdイ フ=ホ シ ョー トゥ遺蹟の石獅子断片(大 澤)
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Hategeイ フ=ホ シ ョー トゥ遺蹟 の石 羊 ・円錐 形 石片(大 澤)
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Plategfイ フ=ホ シ ョー トゥ遺 蹟 の石槨 断片(大 澤)
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Plate10b テス碑 文筆 写 コピー(大 澤)
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P置atellaシ ネ ウ ス 遺 跡 (MSSP,p.59の 図 面 に増 補)
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醐槻e丑 騰 シ ネ ウス碑 文 と亀 趺(森 安 ・片 山)
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P置罐 且璽cシ ネ ウス碑 文 の亀 趺(BA∬P)
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platelldシ ネ ウス碑 文 の計測 図(森 安 ・片 山)
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Phtelleシ ネ ウス碑 文 の行 の進 み方(森 安)
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Pla重e12bバ イバ リク遺 蹟第 一城址 平面 図(白 石)
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P量aIe12cバ イバ リク遺 蹟第 一 城址 平 面図(林)
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Plate12eバ イバ リ ク遺 蹟 の 石 獅 子(13A∬P)
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Plate13aカ ラ=バ ルガス ン宮城遺蹟
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Phte13bカ ラ ニバ ル ガ ス ン宮 城 の 平 面 図(Atlas,P1.XXVII-2に 増 補)

AtlasI,p1.XXVII-2に 数 値 を 記 入 ,

ビチ ェ ー ス 隊 の 数:値が 小 さい の は
,

城 塞 の 四 隅 の一 番 高 い 部 分 を基 点 と

して計 測 した た め と考 え られ る.

瓸卍 盈 麗『5

蜘 柵%㈱
XAPA-5A/1「ACyHA

c朋%Bる1891r

・』一 戦 サージェン(1サ ージェン≒Zl34m)

媼

南壁:ビ チ ェ ー ス413m

えよ思墜鸚1

◎

西 壁:ビ チ ェー ス335m

ラ ドロ フ 隊350m

(164サ ー ジ ェ ン)
ー

ー

β 1口 .匚コ

∩
¶

.

⑪
/

ゆ

匚=コ 〔コ 〔コ
◎

◎

も

=/

働

f

01
己

口 o

欄 丿
↓

鑽 ロ
ロ〔 ⊃口

o

口

//ー

o

α

◎

⑪

命

北 壁:ビ チ ェー ス424m

ラ ドロ フ隊448m

(210サ ー ジ ェ ン)

ρ 東 壁:ビ チ ェ ー ス337m

ラ ドロ フ隊34亘m

(160サ ー ジ ェ ン)

晦

圏 』… 胴㎞ ・騨 剛 … 一 一 城 癌(鶚 線 頃 ・
、5ゲー遊 冶 丿

口=鋤 勧 黝 舗 潮緲虞5ぬ細剛 力め ての城 矯 の遣 携(〃 丿

畠 蠶:二7嬲 脚　 糠 ワの壁と建物・鰍 残・・硫 柵
『 伽一"一 幀 かつての壕 の徴 候 蝋 」』聊r胸 硝



P羅ate14aカ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文 計測値 及 び糢 式 図
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騨a鴕1聴 カラ=バ ル ガス ン碑 文 断片残存 状 況,漢 文 ・ソグ ド面
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璽昼魏e且4cカ ラ=バ ルガ ス ン碑 文 断片 残存 状 況,ル ー ン文 字面
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Plate14dカ ラ ニバ ル ガ ス ン碑 文,Atlas拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面
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P】ate14eカ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,

ソグ ド断面
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P]ate14gカ ラ 頴バ ル ガ ス ン碑 文
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Hate14hカ ラニバ ル ガス ン碑 文,京 大 ・立 命拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面
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Plate14iカ ラ=バ ル ガス ン碑 文,京 大 ・立 命拓 本 ルー ン文字 面
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Plate14」 カ ラ=バ ル ガス ン碑 文,北 京 図書館 拓 本 漢 文 ・ソ グ ド面

F

▽
紹
曽勿

〃『.(

多
4

㌘
ら

姦

劇

"
　

窃

)

=
冤
諺

〆

〃

/

'

/

/

!

丶

　＼
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醜a苞e且4昼 カ ラ=バ ル ガ ス ン碑 文,碑 額(片 山 ・吉 田)
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野賦e14mカ ラ=バ ル ガス ン碑 文,碑 頭 計測 値 及 び模 式 図(片 山 ・吉 田)

Helkell892,Tab46
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翻議e照 囎 カ ラニバ ル ガス ン碑 文,碑 頭 ソケ ン ト部(片 山 ・吉 田)
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醗亘蹴e贈oカ ラ=バ ル ガス ン碑 文,断 片 復 元 図(片 山 ・吉 田)
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贈a睫 且鯛 カラ=バ ルガス ン碑 文礎石断片(片 山)

現在 行方 不 明の 断片
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1⊃late18a 宣威軍第1城 址平面図(松 井)
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Plate18b宣 威 軍 第2城 址 平 面 図(松 井)
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Plate18c宣 威 軍第3城 址 平面 図(松 井)
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P置atel8d 官威軍第3城 址平面図(:B胡p) N
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Plate18e宣 威 軍碑(村 岡)
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ル ホル=ハ ン城址 全体 平 面 図

モンゴル国国土地理院航空写真に依拠(作 図:オ フィス=エ ムズ企画)

城址 ・遺蹟図はビチェース隊計測データに依拠(作 図:武 田和哉)
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Plate19b ハ ル ポル=ハ ン城址 ,第1～ 第9遺 蹟 平 面図

ビチェース隊計測データに依拠(作 図:武 田和哉)
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Plate20a シャーザ ン=ホ ト遺蹟全体平面図(白 石)
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P置ate20bシ ャー ザ ン=ホ ト遺 蹟 平 面 図
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下 のHθp刀eθ1961の 図面,最 北の斜線部分 に相当す る
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↓ シ ャ ー ザ ン=ホ ト遺 蹟 平 面 図(Hg即3θ1961,p.111に 補 足)
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